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　致死的な鋭さの吹雪ふぶきが襲いかかり、若き女司教は悲鳴を押し殺すべく唇を嚙かんだ。

　悪魔どもの棲すまう異界の第九層より招来された凍気は、迷宮の玄室げんしつを一瞬で氷室ひむろに変える。

　青黒い肌の最高位悪魔グレーターデーモンは、その領域より現れ出たる存在。

　玄室を覆おおい尽くすのではないかという巨体と、膨大な魔力を持ったその魔神が、二体。

　眼帯にて封じられた朧気おぼろげな視界だからこそ、その存在感が嫌というほどにわかる。

　女司教は寒さにかちかち歯を鳴らしながら、必死の思いで砕けそうになる膝ひざに力をこめた。

「た、ぁッ!!」

「ＯＵＵＲＧＧＧＲＥＲＲＲ!?」

　愛らしい叫び声と共に天秤てんびん剣けんを一閃いっせん。鎖に連なる天秤がぶぉんと唸うなった。

　吹雪に紛まぎれて迫った夜鬼ナイトストーカーを、一撃のもとに頭蓋を叩き潰つぶし、屠ほふる。

　自我を持った吸血鬼に至る直前、高位の亡者といえど脳を潰されれば滅びは免まぬがれない。

　脳漿のうしょうと頭骨とを汚物のように振り払い身構える女司教へ、女戦士が肩越しに振り返った。

「ごめんなさぁい、一匹抜かれちゃったぁっ！」

「大丈夫、ですわ！」

　女司教は答えながら、素早く仲間たちを観察する。この程度の雑魚ざこはどうとでもなる。

　女戦士はたった今、切り結んでいた黒衣の影──忍びの者の心臓を貫いて仕留めたところ。

　巨大で醜悪な悪魔と対峙たいじするのは、板札鎧いたざねよろいを纏まとった頭目の剣士。彼のおかげでこちらは安全。

　手にした細身の湾刀わんとう、東方の武器を手にして悠然と佇たたずむ背中は、いつもと変わらない。

　その横で腰を深く落として隙すきを窺うかがう半森人ハーフエルフの斥候スカウトは、引きつった顔に、けれども笑み。

　自分の隣には蟲人むしびと僧侶そうりょ。無口で寡黙かもくな人物ではあるが、冷静沈着に身構えている。


　そして反対側の隣には、術の使い時を見定めている女魔術師──……。



　いずれも雹ひょうや霰あられに撃たれ、痛痒ダメージを受けている。まずはこれの遮断。

「《つるぎの君よ、見るべきを見、語るべきを語る者に、守りの加護を！》」

　振りかざす天秤剣を中心に描き出される、光の御印みしるし。

　それは強力な《聖壁プロテクション》となるが、寒さばかりはいかんともしがたい。

　冬の雪山もかくやという冷気は、冒険者たちの身を深々と切り裂き、締め上げていく。


「皆様、今、回復を──……！」



「いえ、それよりもまず相手の術を封じてください！　二発目が来たら危ないです！」

　短杖たんじょうを片手に戦場を見渡す女魔術師が、寒さに青ざめ震えながらも声を張り上げる。

　その的確な指示に、何度自分たちは救われた事だろう。

「はい！」と天秤剣を振りかざす女司教の横では、蟲人むしびとの僧侶が呪印を結ぶ。

「合わせるぞ！　デーモンといえど、呪文じゅもんを封じられれば弱体化するはずだ！」

「お願い致しますッ!!」

　一党の中で最も練達の一人である彼は、出会って以後、女司教の師でもあった。

　氷雪の痛みも、強敵への緊張も、女司教の胸の内からはするりと溶けて消えていく。

　天上に座す神々への祈禱きとうが、高らかに吹雪を切り裂いて響き渡る。

「《巡り巡りて風なる我が神、我らが道行きのお喋しゃべりを、どうぞ御内密に》！」

「《汝らに、黙秘の光あれかしライト・トゥ・リメイン・サイレント》！」

　──《沈黙サイレンス》。

　不可視の威力が玄室に満ちる中、悪魔どもは醜悪な顔ににやついた笑みを浮かべた。

　冒険者はいつもこうだ。呪文さえ封じればどうとでもなると思っている。

　しかし悪魔とはその名の通り魔性のもの、魔術に親しきもの。

　生中なまなかな事では彼らの術を封じる事など、できようはずもない。

　そして冒険者の抱いた希望を打ち砕き、その身を蹂躙じゅうりんする事こそが悪魔の悦びだ。

　悪魔どもにとっては何よりも、言葉持つ者の絶望こそが馳走ちそうである。

　どれ、また吹雪を味わわせてやろう。

　男どもは生き延びるにしても半死半生、どうとでも料理はできる。

　術者の女二人は死ぬかもしれぬが、戦士の女は耐えきれるだろう。


　いや、死んだとて女の肉には使い道がいくらでも────……。




「────!?」



　そして大おお顎あごを開けた彼らは、そこでようやく自分たちの声が発せられない事に気がついた。

　──術が封じられた!?　たかだか蟲けらと、只人ヒュームの小娘風情ふぜいに!?

「っしゃあ！　もろたァッ!!」

　悪魔たちの困惑を見るや、すかさず抜け目ない斥候が、短剣を手に足元を擦すり抜けた。

　彼がすれ違うのに遅れてパッと血ち飛沫しぶきがあがり、その巨体が二体揃そろってぐらりと傾かたむく。

　足の腱けんを断たれたのだ──そう気づいた時には手遅れだ。

「遅い、わよぉ！」

　ひょうと槍やりが虚空こくうを突き抜けて、女戦士の致命的一撃クリティカルヒット。

　穂先によって貫かれた心臓は、どぷりと青黒い血を迸ほとばしらせる。


「──!?　────!?」



「あははっ。何言ってるのか、わからないですよ？」

　くすりと笑みを零こぼし、女戦士は一切いっさいの返り血を浴びる事なく飛び下がる。残り一。

　すかさず、頭目の剣士が細身の湾刀を手にして間合いを詰めた。

　ず、と。低い踏み込みから流れるように抜刀。下からの切り上げに一撃。

　続けざま振り抜いた湾刀の柄つかへ手を添えて刃を反転させ、振り下ろしての二撃。

　腕が飛んだ。続けて、もう一本。

　狙ねらい定めてするりと引けば、その刃は肉も骨も断ち切ってのけるものだ。


「──────!?」



　青黒い血を粘つかせ、グレーターデーモンは顎を開いて喉のどを震わせながら暴あばれ狂う。

　本来なら《沈黙》に封じられた声は誰だれにも届かない。

　だがしかし、その声が微かすかに女司教の耳に入った。僅わずかで、小さな声。

「仲間を呼ぶ気です！」

　意図を察した女司教は、仲間たちに鋭く警告を発する。蟲人僧侶ががちりと顎を鳴らす。

「どうする。どうせ始末するんだ、増やしてから狩るか？　どっちでも良いぞ！」

　半森人の斥候が、短剣で牽制けんせいしながら真っ先に叫び返す。

「増えっと面倒やさかい、やってもうた方がええぞ！」

　やろう。続けて頭目が短く指示を出し、それで一党の方針が固まった。

「あわせてください！」

「はいっ！」

　短杖を振るう女魔術師に女司教が天秤剣を掲かかげ、応と答えた頭目が空手で呪印を結ぶ。

「《ウェントス風》！」

「《ルーメン光》！」

　──《リベロ解放》！

　次の瞬間、疾風と共に解き放たれた光と熱とが、重ねて玄室を塗ぬり潰した。

　音もなく気を上げる事もなく、吹き荒れていた氷雪が融とけて消えていく。

　万物の根源たる力を揮ふるう禁術を前に、形を保てるものは最高位の竜を除いて他ほかになし。

　致死的な熱風に晒さらされた悪魔は、悲鳴も上げられずに砕け、灰となって消失ロストする。

　ぴりぴりとした余熱だけを残して風が吹き抜ければ、もはやそこに、生ける者はいない。

　後に残されるのは宝箱のみ。冒険者たちは顔を見合わせ、ほうっと息を吐いた。

　頭目である剣士が湾刀に血振りをくれてから刃を拭ぬぐい、皆へねぎらいの言葉を口にする。

「ま、グレーターデーモンならざっとこんなもんやろ」

「呪文さえなければ、多いのは数ばっかりだものねぇ」

　そそくさと宝箱へ向かう半森人の斥候を、女戦士がくすくすと笑いながら見守る。

　いくら玄室の怪物を倒したからといって、全すべての敵が迷宮から消え失せたわけではない。

　頭目たる戦士が残心ざんしんしているのも当然。一戦終わっても、決して警戒は怠おこたれない。

「どのくらいまで来ましたか？　地図を見たいのですけれど」

「あ、はいっ。わたくし地図がまだ途中なので……少々お待ちを」

　と、考え事をしていた女司教は、不意に女魔術師に声をかけられ、慌てて荷物を探った。

　取り出したのはいくつもの羊皮紙を束たばね、さらにマス目を均等に刻んだ帳面だ。

　筆記具を使ってマスを繫つなげるようにして、女司教は新たな玄室を書き加える。

　見えざる目を持っているからこそ、彼女はこうしたものを描くのが好きだった。

　まだ得意なのだと、小さな胸を張って言うことはできなかったけれど。

「縦に二つ、横に二つ、と……」

「隠し扉があるかもしれん。後で探すぞ」

「ええ。《聖光ホーリーライト》を準備しませんと……」

　蟲人僧侶に頷うなずき、女司教はひょいと横から覗のぞいてきた女魔術師へ地図帳を差し出した。

「どうぞ。もう九階の中ほどまでは来ていると思いますわ」

「ありがとう」と微笑ほほえんでそれを受け取った女魔術師が、とことこと頭目の方へ向かう。

　頭目の剣士は湾刀の刃を調べ、目釘めくぎを検あらため、鎧の点検をしているところだった。

　そして彼は、子供が何かを見せびらかすように地図帳を見せる女魔術師へ溜息ためいきを一つ。

　私の方が年上なんですよ!?　と拗すねたように言う女魔術師の姿に、女司教は微笑んだ。

　やはりグレーターデーモンどもは、決して侮あなどるべきではなかったのだ。

　迷宮第九層まで至った彼らは、略奪と殺戮ハックアンドスラッシュの強者つわものなのだから。

「それにしても」

　玄室の四方へと油断なく知覚を向けながら、女司教は「ほぅ」と安堵あんどの息を漏もらす。

　そして彼女は、未いまだ豊かならざる胸をそっと撫なで下ろした。

「ゴブリンでなくて、本当に良かった……」

　誰にも聞かれないようなか細い呟つぶやきは、そのまま迷宮の闇やみの奥へ溶けて、消えていった。
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「わ、ぷ……!?」

　ざっと水しぶきが上がって、船上に佇たたずむ女神官をしとどに濡ぬらした。

　潮気しおけをたっぷりと浴びた目が染しみて、波に攫さらわれぬよう舷げんにしがみつくのが精一杯。

　その舷でさえ波に濡れて滑りやすく「あ」と思った時には手指が外れた。

　ふわりと足が滑って甲板から離れ、宙に浮かぶ一瞬。落下に転じるその刹那せつな。

「無事か」

「あ、はい……っ」

　がっしりとした無骨な革籠手かわごてが、彼女の小さい手を痛いほどに握りしめてくれた。

「鎖くさり帷子かたびらは着ているな」

　安っぽい鉄兜てつかぶと、薄汚れた革鎧かわよろい、腕には小振りな円盾を括くくり、腰には中途半端ちゅうとはんぱな長剣。

　念入りに整備した靴で甲板を踏みしめ、しっかりと彼女を支えてくれるその男。

「落ちたら溺おぼれ死ぬぞ。踏み止とどまれ」

「……はい」

　女神官は、ゴブリンスレイヤーの言葉に何度もこくこくと頷うなずいた。

　ぐいとそのまま引き上げられて、改めて女神官は舷に張られた綱を握りしめる。

　嵐あらしだった。

　曇天どんてんに雲が渦巻うずまき、雨は礫つぶてとなって顔を打ち、風が肌切り、海は荒れ、波が襲いかかる。

　その暴威の中、蠢うごめく巨大な影を女神官はしっかりと目にしていた。

「ＭＭＵＵＵＵＵＡＮＮＤＤＤＡＡＡＡＡ!!」

　体をのたくらせて牙きばを剝むくは、暗い海底の黄金を鱗うろこにした、大海蛇シーサーペント。

　海の秩序を乱さんとす混沌こんとんの徒。祈らぬ者どもノンプレイヤーキャラクター！

「ちょっと、オルクボルグ！　どうすんのこれ!?」

　傾かたむき揺れる甲板も、上の森人ハイエルフにとっては風に揺れる樹上も同じ。

　只人ヒュームにはできぬ俊敏さと身軽さで、ひょいひょいと飛び回りながら妖精弓手エルフは矢を放つ。

　波なみ飛沫しぶきをかわして宙に跳び、体を捻ひねりながらの三射。

　木芽鏃やじりの矢はそれぞれ魔法のような軌跡を描いて、大海蛇へと襲いかかる。

　が、そのいずれもが鱗を覆おおう粘液に滑って、あらぬ方向へと逸そらされた。

　何ら痛痒に至っていないことに、妖精弓手はぎりりと歯を嚙かみ締しめる。

「出目が悪い……！　私も鉄の矢買おうかしら？」

「森人エルフの矜持きょうじはどうしたい!?　良いから撃て、撃って気を散らせ！」

「わかってるわよう！　そっちこそ何とかしなさい！」

「だぁっとれ！　今考えとるわ！」

　長耳振って怒鳴り返す妖精弓手からやや離れた場所で、鉱人道士ドワーフも舷に摑つかまっていた。

　呪文じゅもん遣いでありつつ鉱人ドワーフ故に屈強な彼といえど、この状況では手も足も出ない。

　さりとて《石弾》も《恐怖》も、あの大海蛇にどれほどの痛痒を与えられるか……。

　というよりそもそも、触媒の詰まった鞄かばんを落とさないようにするのが一苦労だ。

「ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは足元の銛もりを蜥蜴僧侶リザードマンへ蹴けり、自身もまた一本を振ふり被かぶって投じる。

　ひょうと風切り、中々の練度で投擲とうてきされた銛は、大海蛇の外皮を抉えぐって突き立った。

　体表の鱗を覆う粘液は矢を弾はじくに足りるが、さりとて防御力に通じるわけではないらしい。

　薄汚い黄色の体液がぴゅうと飛沫しぶいて海に混ざるのを、彼は鉄兜の中から睨にらみつける。

　しかし大海蛇もさるもの。この程度で生命力が尽きるわけもなし。

「ＭＵＵＵＵＵＮＮＮＤ!!」

　きぃんと甲高い声でひとつ鳴くと、その大おお顎あごががっつりと船首に牙を立てた。

　めきめきと音を立てて木材が砕かれ、一党の乗る小船が見る間に海へ引きずり込まれる。

　渦巻く嵐の海へと沈めば、もはや二度と陸へは戻って来られまい。亡者の仲間入りだ。

「わ、ひゃ、あ……っ」

　女神官は大波と揺れに翻弄されながら、自分にできることを必死になって考えた。

　彼女にできることはいつだって一つ。祈ること以外にありえない。

　となれば女神官は、ぎゅっと唇を嚙み締め、すっくと揺れる甲板に立ち上がる。

　まともに立ってもいられない甲板で、彼女は心を鎮しずめ、縋すがるように錫杖しゃくじょうを掲かかげた。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守り下さい》！」

　奇跡である。

　聖なる力場が音もなくもたらされ、大海蛇を弾き飛ばすように船から引き剝はがす。

　慈悲深き地母神の御指は、この海の上にまで届いているのだ。

「い、まですッ！」

「おお！　川の渡しの海竜モササウルスよ、御照覧あれ！」

　すかさず蜥蜴僧侶が、その膂力りょりょくを遺憾なく発揮した。

　尾で体を支え、足の爪つめを立てて踏ん張り、肩の筋肉を膨らませて銛を投じる。

　そこにはゴブリンスレイヤーほどの技量はない、単なる力任せの一撃だ。

　さりとて恐るべき竜の末裔まつえいたる、筋骨きんこつ隆々りゅうりゅうな蜥蜴人リザードマンの力任せだ。

　長い胴体の一箇所に、先程の投擲よりも深々と銛が食い込み、肉を裂く。


「ＭＵＡＮＮＤＤＡＡＡＤＡ！？！？」



　大海蛇は悲鳴をあげてのたうち回った。

　どっぽんとまたしても波を蹴散らして海に沈むと、尾が海面を打って大波が一党を襲う。

「ああん！」と妖精弓手が雨に濡れた犬のように、ぷるぷると顔を振って水気を払った。

　決して油断もできぬし余裕もないが、ほんの一瞬訪れた小休止。無駄使いはできない。

　なにしろ嚙み砕くだかれた船首からは、海水が容赦なく入り込んできているのだ。

　船の傾きは激しく、大海蛇を片付けなければもはや助かる術すべはない。

「無事か？」

　ゴブリンスレイヤーは、対舷の女神官と鉱人道士へと声をかける。

「なん、とか。摑まってます……！」

「このまんまじゃ、そのうち沈んじまうけんどな！」

　妖精弓手が「私は!?」と安否を聞かれなかったと抗議するのを無視し、彼は低く唸うなった。

「どう見る？」

「ははは、これはあまり時間がありませぬな」

　応じた蜥蜴僧侶は平然としたもので、むしろこの状況を楽しむかのように目を回した。

「さりとて、蟻ありの一嚙みを重ねても殺せなんだ。致命的一撃クリティカルヒットかと」

「なんといったか、あー……」

「大海蛇ですな」

「そうだ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「あれは魚か？　蛇へびか？」

「さて、拙僧せっそうの親類かといえば遺憾ながら……」

　蜥蜴僧侶は帆柱に尾をからめて体の支えとすると、ぐいと首を捻って船首を睨んだ。

　無残に嚙み砕かれた船首は、今もガボガボと海水を飲み込んでいる、が。

「……嚙み跡に毒液の類たぐいは見えませぬ。しからば、彼奴きゃつは他人の空似。魚でありましょう」

「ならば、武器でできない事を術でやるべきだな」

　ゴブリンスレイヤーは素早く算段をまとめると、斜めになった甲板をサッと駆けた。

　滑らぬよう片手を濡れた板につきつつ、女神官と鉱人道士の元へ滑り込む。

　綱を取った彼の体を鉱人道士が支え、下から見られる形の女神官が慌てて裾すそを押さえる。

「術と奇跡の残りはどうだ」

「こっちゃ出番がなかったからな。たっぷりあるわい」

「わたしも……。あと一、二回くらいでしたら」

「よし」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「次にやつが出たら仕掛ける」

　素早く語られた作戦に、女神官は否いなやはない。

「まかせてください！」

　全身を濡らしながらも力強く言う姿に、鉱人道士もにまりと笑う。

「だ、そうな。わしも任されとかにゃ、格好がつかないわな」

「頼む」

　と、頷いたゴブリンスレイヤーへ、仲間はずれの妖精弓手が声を荒らげた。

「私は──!?」

「鏑矢かぶらやを飛ばせ。やつを呼び出す」

　ぶっきらぼうに投げつけられた指示に、「まったく」と言いながらも妖精弓手は従う。

　彼女は蜥蜴僧侶の傍かたわらを走ると、するりと帆柱へ駆け上り、綱に手を絡からませ姿勢を保った。

　そして矢筒から抜いた矢の鏃を咥くわえ、ぐっと嚙んで木芽に傷をつける。

　彼女がそれを蜘蛛くも糸の弦つるを引き絞って天へ放てば、嵐を裂いて響き渡る笛の音よ。

「やつが出てきたら銛を放て」

　ゴブリンスレイヤーの声に、鏑矢へ聞き入っていた蜥蜴僧侶が喜ばしげに応じる。

「承知、承知。戦いくさにはこの手のものがありませぬとなぁ」

　はたして、大海蛇は誘いに乗った。

　船底を破るつもりだったか船の真下から黒い影が浮かび上がり、海を割って首を上げる。


「っ、あ……こ、のぉ……ッ！」



　大波に揺れる甲板から放り出されそうになり、女神官は帽子を押さえて這はいうずくまる。

　けれど片手は決して錫杖を手放さず、彼女はきっと金色の大海蛇を睨みつけ、叫んだ。

「《いと慈悲深き地母神よ、闇やみに迷える私どもに、聖なる光をお恵み下さい》!!」

　二度目の奇跡。

　女神官が嵐の中に掲げた錫杖は、燦然さんぜんと太陽の如ごとく白光を放って輝いた。

　海中では決して見る事のできぬ眩まばゆさに、たまらず大海蛇が悲鳴をあげる。

「イィィヤッ！　所詮しょせんは鰻うなぎの仲間に過ぎぬか……！」

　すかさずそこへ蜥蜴僧侶の銛の一撃。

　ぶしゅうと音を立てて大海蛇の横腹から血が噴き出した。

「やれ！」

「ほいきた！」

　そして飛ばされるゴブリンスレイヤーの指示。鉱人道士の打てば響くような返事。

　鉱人道士は触媒の詰まった鞄から、白い粉をパッと大海蛇へと振り掛ける。

　水に触れるや否や白く泡立つそれは、間違いない、石鹼せっけんのカスだ。

「《踊れ踊れ水精ニンフに風精シルフ、陸と海の境はざかいで、転ばぬよう気をつけて！》」

　途端、異変が起こった。

　再び水中へ潜ろうとした大海蛇が、まるで地面に頭を打ったように水面で弾かれたのだ。

　ばかりか、長く長く海中に没していた体軀たいくが、一気に浮かび上がってくるではないか。


「ＭＵＡＡＡＮＮＡＤＡ！？！？」



　息苦しいのか幾度も口を開閉させながら、体を水面に叩たたきつけてのたうち回る大海蛇。

《水歩ウォーターウォーク》の術をかけられては、鰓えら呼吸の生物など窒息するしかない。

「うわぁ……」

　思わず天を振り仰あおぐ妖精弓手に、しかしゴブリンスレイヤーは躊躇ためらわず指示を飛ばす。

「じきに息が絶える。こちらに来るようだったら矢を射掛けろ。目だ」

「はい、はい」

　びったんびったんと水面をのたうち回る大海蛇へ、妖精弓手は溜息ためいき混じりに弓を引く。

　こうなってしまえば無駄に生き長らえさせる事が残酷であろう。

　助かる望みはないのだと、足搔あがく姿を笑う残酷さを森人は持ち合わせていないけれど。

　ぎりりと引き絞った矢は狙ねらい違たがわず眼窩がんかを貫き、その奥の脳を思い切り引ひっ搔かき回した。

　それがトドメとなったのだろう。

　大海蛇はどうと海面へ崩れ落ち、術の効果も失せたのか、白い泡と共に沈んでいく。

　それを止めようとする者は誰だれもおらず、後に残った泡沫ほうまつも波に攫われて消えていった。

「これはどうだ？」

　ややあって、ゴブリンスレイヤーが言ったのは、奴やつは死んだと判断したからだろう。

「火でも、水でも、爆発ばくはつでもないが」

「あー、うー……」

　妖精弓手はやたらとしかつめらしい顔を取り繕って、低く唸った。

　まっとうな冒険か？　いやでも爆発とか水流とか崩落とかではない。ない。ないが。

　長耳がひくひくと上下に震え、妖精弓手は濡れた髪をわしわしと搔き回まわした。

「ろ」と、彼女は引きつった声を漏もらす。「六十点」

「そうか」と彼は頷いた。「……そうか」

「……なぁに、不満？」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと首を左右に振る。

「ゴブリンもこれくらいで片付けば良いと思ったのだ」

　いつも通りのやりとりに、女神官はくすりと笑った。

　まったくどうなる事やらとも思ったけれど、ひとまずはこれで完了だ。

　女神官は裾をからげて脚を露あらわにし、ぎゅうと端を絞って水を落とす。

　──ゴブリンより簡単、と思ってしまうのは、毒されてしまいましたかね。

　何にせよ冒険が上手うまく行くのは良いことだ。全員生きている。依頼も成功。

　女神官は戸惑い気味の感情を薄い胸へ押し殺し、うん、と小さく頷いた。

「さあ、早く船を直さないと。陸まで遠くないですけど、泳ぐハメになっちゃいますよ？」

「そういうのは鉱人ドワーフの仕事よね」

「お前さんも手伝えっつーのな。金床かなとこは浮袋なしじゃから、海に沈むぞ？」

　むきぃっ！　と長耳を逆立てた妖精弓手を無視し、鉱人道士は畳んでいた帆を広げる。

　そして指先を軽く舐なめて湿らせ、風の流れを読むとその末端をひょいと捕まえた。

「《風の乙女シルフや乙女、接吻おくれ。わしらの船に幸ある為に》」

《追風テイルウィンド》が帆をいっぱいに膨らませ、女神官は潮風に靡なびく髪を押さえる。

　気がつけば嵐は過ぎ去り、空は青く、海は穏やかに凪ないでいる。

　秋もはじめの頃である。

　女神官はほっとしたように息を吐く。

　数時間前に戦闘を主張したのは自分にもかかわらず、どうなる事かと思ったものだが……。
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「ゴブリンか？」

「違うわよぉっ！　それ、差別なんだからねぇっ」

　一目でわかる魚面インスマウスづらの女が、手鰭てびれをビタビタと苛立いらだたしげに振った。

　あぶくの弾けるような呼吸音の混ざった甲高い声が、わぁんと水を湛たたえた洞窟どうくつに木霊こだまする。

「だいたい、只人のいう半魚人っていうのも酷ひどいわね！　なぁにが半分魚よぅっ！」

「あたしたちはこれで完璧かんぺきなのよ！」と怒鳴る女を前に、その男はこっくりと頷いた。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、中途半端な剣を腰に帯び、腕に小振りな円盾を括った男。

　ゴブリンスレイヤーは、鰓人ギルマンが何故なぜインスマウスと呼ばれるのかを知らない。

　深き者ディープワンが訛なまったのではないかとも言われているが、定かではない。

　というより興味もなかった。彼らはゴブリンではないのだから。

「……しかし、海ゴブリンに漁場が襲われていると聞いてきたのだが」

「それ差別よ！」

「そうか」

　そんな魚面の者どもが、洞窟最奥の潮溜しおだまりからあちら、こちらと顔を覗のぞかせている。

　ぎょろりとした丸い瞳ひとみは感情を見せず、ぱくぱくと口を開閉させる様は不気味の一言。

　何を考えているかはわからないが、ちらほら三叉槍さんさそうの穂先が水面から覗いている辺り……。

　──あ、危ないのではないでしょうか……？

　と、交渉めいた会話を離れて聞いている女神官は、両手にしっかと錫杖を握りしめる。

　無理もない話だった。

　ゴブリン退治と聞いて洞窟に乗り込んだら、最奥で殺気立った鰓人たちに囲まれたのだ。

　おまけに口を開けば差別云々うんぬん──女神官にもいまいちピンとこない概念である。

　只人の領主の中には、森人だ鉱人だを嫌って長耳税をかける者もいると聞くけれど。

　何にせよ、およそ普通の神官には馴染なじみのない体験であるに違いない。

　──まあ、それを言ったらゴブリン退治ばっかりというのも……。

　どうなんでしょう？　などと悩む彼女を守るように、他ほかの仲間たちが三方を囲んでいる。

「ちょ、ちょっと、オルクボルグ。興奮させるようなことしないでよね……！」

「おう、ビビっとるビビっとる……森人は肝きもっ玉たまが小さいのぉ。いや、平らかか」


「……ッ！　ッッ!!」



　鉱人道士に脇腹わきばらを小突かれ、妖精弓手の顔が面白おもしろいように引きつった。

　何か言い返したいのだが、状況が状況だからか、妖精弓手は口を開閉させるに留める。

　しかしひくひくと上下に揺れ動く長耳が、他の何よりも雄弁に感情を物語っている。

　ここで爆発されてはコトだ。蜥蜴僧侶は重々しく溜息を吐つく。

「海ゴブリン？　しっつれいしちゃうわね！　せめてホモ・ピスケシアンって呼んで！」

「ほう、魚類人ピスケシアンとな」

　すかさず顎を挟んだ蜥蜴僧侶は、極きわめて興味深げに鼻面はなづらを鰓人へと向けた。

「とするとやはり、魚から肺を持ち、手足を見出して水上へと這はい出でた類か……？」

「あらやだ野蛮人」

　水棲人なだけに、取り付く島もなかった。

「やぁね。星の海より降りきたれり、大いなる蛸神たこがみ様があたしたちの祖よ！」

「蛸」

「烏賊いかかもね」

「やもしれぬ……。彼奴ばらは乾物の烏賊を同族の死体と見抜く程度に知恵がある……」

　少しの間ぶつぶつと何やら独りごちていた蜥蜴僧侶が、やがて得心いったらしく頷いた。

「して、拙僧らは魚の減った原因がそちらにあると伺うかがって参ったのだが、いかに？」

「まーったく！　魚減ったのはあたしたちのせいじゃないっての、ンモー！」

　漁場なんて荒らすわけないじゃない！　手鰭が幾度も水を叩く。

　あがった飛沫に顔をちょっとしかめながら、女神官は「？」と小首を傾かしげた。

「では、お魚が減った原因をご存知なのですか？」

「ええ、ええ。ホント、これだから田舎いなかの漁村の奴らはヤなのよね！」

　ん、と。女神官は細い手指を唇にあてがって考え込んだ。

　このまま放置はしておけない。放っておけば、村人と鰓人との争いになってしまう。

　いや、現になりかけている。自分たちこそがその証拠。

　──なら……。

「わたしたちにできる範囲でしたら……疑惑を晴らす、お手伝いができると思いますけれど」

「ふぅん……。あらやだ、良い子じゃないのさ」

　女神官の言葉に、鰓人の女はぱちくりと瞬膜しゅんまくを瞬またたかせた。

「原因はねぇ、大海蛇シーサーペントよ」

「大海蛇じゃと？」

　思わず、といったふうに鉱人道士が驚きの声を漏らした。

「ありゃこの辺りの海にはおらんかったと思っとったが」

「そうなの？」

　妖精弓手が長耳を揺らして首を傾げるのに、鉱人道士は「ああ」と頷いた。

「もちっと沖合じゃな。遠洋を行く船が襲われ、沈められ、乗員はみんな呑のまれっちまう」

　故に情報が伝わらないのだと、鉱人道士に言われれば納得の事であった。

　相当に厄介な手合てあいであるらしく、鰓人の女は岩肌に寄りかかって悩ましく身をよじった。

「それがどっかから送り込まれたっぽいのよね。やぁよね、星の動きも乱れちゃってもう」

「そうか」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「いずれにせよ、ゴブリンではないのだな」

　となれば、結論はたったひとつ。

「……ゴブリン退治の依頼ではなかった。……帰るべきか」

　一党の面々は、どっと息を吐いた。

　女神官と妖精弓手は僅わずかに眉間みけんを押さえた後、さっと目配せを交わす。

　ああ、もう、まったく。この人は。

「困っている人は放っておけませんし……じゃあ、わたしたちだけで行きますね」

「そうねー。前衛がいないと、すっごく危なそうだけど」

「む……」

　ゴブリンスレイヤーは腕を組み、低い声で唸った。

　問題は「ねー？」などと顔を見合わせ微笑ほほえむ彼女らが、実に楽しげなところだ。

「よせよせ、かみきり丸。耳長娘は何を言っても聞かんぞ」

「ふふ、小鬼殺し殿の人となりは、既に知られておりますからな」

　さらににやにやと、実に楽しげな鉱人道士と蜥蜴僧侶の追撃がそこに加わる。

　結局どうなったかは──もはや言うまでもない事だろう。
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「えっと、海ゴブリン退治の依頼は……」

「ゴブリンではなかった」

「そう呼んだほうがわかりやすいらしくて……」

「ゴブリンではなかった」

「あの、依頼は……」

「ゴブリンではなかった」

「……キャンセルですね、わかりました」

「ゴブリンではなかったからな」
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　ざわめきと喧騒けんそうに満ち満ちた、いつも通りの活気に包まれた冒険者ギルド。

　受付嬢はゴブリンスレイヤーの薄汚れた鉄兜を前に、その笑みを僅かに引きつらせた。

　騙だましたつもりもなく、噓うそを言ったつもりもなく、けれどこういう事は起こるものだ。

　地方や種族独特の別称は、把握しきれていない事もある。誰の落ち度でもない。

　フォローを！　と隣席の同僚に視線で求めた救援は、犬も食わないと放置気味。

　もはや孤立無援の状態で、受付嬢が取った策は初志貫徹。

「それでは海ゴブリン……失礼、鰓人ギルマンとの問題は未解決でしょうか？」

　つまりは、言い訳をせずきちんと仕事をこなすこと、である。

　この対応で汚名を返上、名誉を挽回、さもなくば嫁にも行けぬと覚悟は一つ。

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷きかけ、すぐに首を横に振った。

「……いや。何とかという怪物を退治する事になった」

「じゃあ、その怪物の詳細を聞かせてくださいますか？」

「長かった」と彼は言い、少し考えた後で「魚だ」と付け加えた。

　受付嬢は使い込んだ怪物辞典モンスターマニュアルを紐解ひもといて、ページをめくる。

　毎回毎回、彼と質疑応答して目的の怪物を探すのは一苦労であり、楽しみでもある。

　──と、前に仰おっしゃっていましたっけ。

　その光景を遠目に、酒場の女神官は袖口そでぐちを鼻先に近づけて、すんすんと匂においを嗅かいだ。

「……まだ潮臭い気がします」

「気がするんじゃなくて臭いわよ」

　妖精弓手がげんなりと長耳を垂らしてぼやく。

　感覚の鋭い森人にはやはり厳しいのだろうか。

　女神官は「大丈夫ですか？」と問いつつも、気になるのか自分の髪の匂いを嗅いでみる。

「水浴びもしたし、お洋服も着替えたのですが……」

「しばらくは取れない気がするわ。……っていうより、これのせい」

　ついと妖精弓手が視線で示した先は卓上、中央に置かれた大きな袋。

　磯臭いそくささを強烈に漂ただよわせるその前に、どっかと座った鉱人道士は満面の笑みである。

「あの鰓持ちギルマンどもめ、なっかなか気前が良いわな！」

　袋の中身は白黒の真珠に真紅しんくの珊瑚さんご、透ける鼈甲べっこう、虹色に輝く巻き貝、白い螺旋らせんの一角。

　けっして金貨ではないにせよ、鰓人たちからの心尽くしの報酬であった。

　漁村で借りた船をダメにした賠償を支払って尚、これだけ冒険者の手元に残っている。

　一財産とまではいかずとも、しばらくは遊んでいても良いようなものだ。

「あーあー、もう、鉱人はこれだから意地汚いって言われるのよねぇ……」

「うっせ、うっせ。耳長娘にゃこの良さはわかんねぇわな！　のう、鱗の！」

「はははははは。ま、竜とは財貨を溜め込こむものなれば、頷かざるを得ませぬが」

　ひょいと軽く尾を立てて獣人の女給を呼び、チーズと酒を頼んでいた蜥蜴僧侶。

　彼は彼で上機嫌な様子で目を回すと、袋の中から大振りな何かを引っ張りだす。

「拙僧としてはこれが一番の収穫ですなぁ」

「わ……」と、女神官が驚きに目を瞬かせたのも無理はない。

　美しい縞しま模様が浮かび上がったそれは、宝石を削って作った獣の頭骨のようである。

　恐る恐る指先で触れてみるが、やはり骨ではなく、石……。

「これは宝石……ですよね？」

「然しかり、然り。これぞ長い年月を経へて、瑪瑙石めのういしと化した恐るべき竜の顎あぎとに御座ござい」

　宝物を自慢する少年のような仕草で頭骨を掲げる姿は、蜥蜴僧侶にしては珍しい。

「ったく、子供なのよね……」

　頰杖ほおづえをついた妖精弓手が、やれやれと言わんばかりに息を吐く。


　もっとも、微笑ましいものを見ているといった雰囲気は変わらないが──……。



「ふ、ふふ。……男の子は、こ、ゆうの、好きだから、ね？」

「まあ、金が稼げるのは運が良いって事だ。そう文句言うもんじゃねえぞ」

　と、ひょいと卓を覗き込んだのは魔女と槍使い──ではなく重戦士。

「あれ、珍しいわね」

「臨時の一党ですか？」

　そっと首を傾げて問う女神官に、重戦士はひょいと軽く肩を竦すくめた。

「いいや。待ってるだけだ」

　言われて見れば、女騎士は掲示板の前でウンウン唸りながら依頼書を見比べていた。

「ミノタウロスにするか、ヒドラも良いが……いや、ここはマンティコア……」

　周囲を囲む少年斥候スカウトたちが「早く決めろよ」と囃はやし立てているのが聞こえてくる。

「彼は、あそこ」

　続けて、ついと咥えた煙管きせるで受付の方を示す魔女。

　槍使いはといえば、空あいている他の窓口を無視し、受付嬢の列に並んでいた。

　顔が引きつっているのは、目前のゴブリンスレイヤーとのやりとりを聞いているせいか。

　それでも他の女性職員や女性冒険者から時折話しかけられ、笑顔で応対している辺り……。

「人気、あるんですね」

「それは、ね」

　どこからともなく長煙管を取り出した魔女が、とろりとした瞳で女神官を見やる。

　──う。

　思わずドキリとした女神官は、自分の胸元むなもとをそっと押さえた。

　いつか自分もこんな風になれるだろうか。先はきっとずっと長いにしても……。

「かみきり丸も、もそっと人好きのされる振る舞いをするよう、見習っても良いかもだな」

「えぇー？　やぁよ、ニコニコ笑顔で陽気に挨拶あいさつするオルクボルグだなんて」

　ひとまずの勘定が終わったか、財宝を袋にしまう鉱人道士の隣で、妖精弓手は呆あきれ顔。

　つられてその様を想像した女神官も、「ふふっ」と思わず笑ってしまう。

「確かに、ちょっと慣れない……ですね」


「そうそ。オルクボルグは──……」



「俺おれがどうした」

「──こうじゃなきゃ、って話」

　ぬっと顔を出したゴブリンスレイヤーに、妖精弓手は「何でもない」とひらひら手を振る。

　どうやら、受付嬢との話は終わったようだ。彼は「そうか」と訝いぶかしむでもなく頷いた。

　その鉄兜がぐるりと動いて、重戦士と魔女の方へと向く。兜の奥、表情は窺うかがえない。

「何の用だ」

　これである。

　重戦士が苦笑いを浮かべ、魔女は気にした風もなく唇からふっと甘やかな煙を吐く。

　低く無機質なその声を、どうして言葉通りの意味しかないと受け取れようか。

　これを理解するには、下手な技能の修得よりも経験が必要になりそうなものだ。

「時間潰つぶしと、それから挨拶だな」

「これ、から……冒険デート、だか、ら」

「そうか」と頷いたゴブリンスレイヤーは、一度低く唸り「気をつけろ」と短く言った。

　重戦士はふと頰ほおを緩ゆるめ、その無骨な掌てのひらでゴブリンスレイヤーの肩を叩いて歩き出す。

「ま、お前にゃそれが精一杯で、それで良いんだろうさ」

「じゃ、ね……」

　続けて魔女が、その肉感的な肢体をしゃなりとしならせて席を立った。

　後に甘ったるい煙の残り香が漂い、女神官はふと彼女の後ろ姿を目で追いかける。

　女性としても、冒険者としても──ああなれたら良いな、とは。密ひそかな望みであった。

　言われた言葉の意味をはかりかねたゴブリンスレイヤーは、僅かに小首を捻る。

　さりとて結論が出るわけでもなく、彼は「まあ良い」と切り捨てた。やるべき事は多い。

「報酬の分配をする」

　どっかと乱雑に椅子いすへ座ったゴブリンスレイヤーは、一同を見回して淡々と言った。

「各自、欲しいものを取り、残りを換金、分ける……で良いか」

「拙僧としましては、それで宜よろしいかと」

　確認を求められた蜥蜴僧侶が、奇怪な手つきの合掌と共に、重々しく首肯した。

「海賊でさえ収穫で揉もめる事はないと聞きまする。冒険者が揉める必要もありますまい」

「あなたは例の顎骨でしょ？　じゃあ、私は──これもらいっ」

「おいこら、手が早いぞ耳長の」

　さっと伸びた白い指先が、透き通った金色の結晶──鼈甲を摘み取る。

　鉱人道士の太く短い手では止められようもなく、ふふんと妖精弓手は薄い胸を反そらした。

「良いじゃない。早い者勝ちとは言わないけど、他に欲しい人いないでしょ？」

「そらぁ……」ずいっと鉱人道士が一党を見回した。「……そうだが、どうすんだ、それ」

「んー？　姉さまに送ろうかなって。海のものって、うちじゃすっごく珍しいから」

「きっと、すごく喜ぶと思いますよ」

　女神官がそう言うと、妖精弓手は「ありがと」と嬉うれしそうに目を細めて耳を揺らした。

　密林の奥地で開かれた盛大な婚礼の儀式は、まだまだ記憶に新しい。

　同時に、思い浮かぶのは後悔。女神官は一瞬目を伏せ、それからそっと手を伸ばす。

「……では、わたしは真珠を。地母神様にお供えしたいのです」

　償う方法も良くはわからず、許しの言葉は頂いたけれど、何かせずにはいられない。

　女神官の其の姿を見て、鉱人道士はふんと面白くもなさそうに鼻を鳴らす。

「もそっと好きに選んで良いと思うんだがのう。……ま、良いわい」

　そう言って、鉱人道士は太く厳いかつい手で一本角を摑み取り、大事そうに抱え込んだ。

「触媒にもなっからの。わしゃ、この一角をもらうぞ。かみきり丸はどうする？」

「……俺か？」

　彼はひどく驚いたようだった。鉄兜の動きが止まり、じいっと財宝の詰まった袋に向く。

　その様子を、女神官はにこにこと笑って見つめていた。

　冒険をして、怪物を倒して、報酬を得て、それを分配する。

　分配方法も色々で、会計係が一括で管理するところもあるとは聞くけれど……。

　ともかく、彼女自身の心がうきうきとする理由は、たったひとつ。

　──彼が望む普通の冒険とは、きっと、このようなものだろうから。
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　昼下がりの牧場で、ドングリだのをガツガツと貪むさぼる豚が、ぶぅぶぅ不平を漏らした。

　丸々と肥え太れば肉にされてしまうのがわかるのか、それとも餌えさがまだまだ足りないか。

「良いから、ほら、とっとと食え」

　牧場主は後者だと結論づけて、豚どもにさらなる食事の許可を与える。

　何にせよ今年の収穫祭はもうじきで、冬だって早足で近づいてきているのだ。

　彼らには肉になってもらわないと、冬を越すのにも一苦労である。

　幸い、豚にしろ鶏にしろ育っているし、牛の乳も良好、作物も不作という事はなかった。

　この分なら、今年も無事に冬を迎えられそうではある。

「……やれやれ」

　肩にかけた手拭てぬぐいで頰を拭ぬぐいながら、牧場主はほっと一息を吐いた。体が随分と軋きしむ。

　姪めいと二人でどうにか十年牧場を営いとなんできたが、そろそろ自分も歳としかもしれない。

　今でさえやっとこなのだから、姪一人になれば生活も厳しくなってしまうだろう。


　となれば、やはり牧童だのを雇い入れるべきなのだろうか──……。



「しかしなぁ……」

　牧童などというのは、この辺境の開拓地を点々と流浪するならず者だ。

　そんな輩やからを、どうしてあの娘と一緒にしておけるだろうか。

　信用という意味では国がギルドを通じて身元を保証する、高位の冒険者の方がまだ……。

「……はぁ」

　そこまで考えて、牧場主はまたしても深々と息を吐いた。

　彼の頭をひどく悩ませて痛ませる原因が、ずかずかという足取りで迫ってきていたからだ。

「……戻ってきたか」

「はい。今、戻りました」

　安っぽい鉄兜と薄汚れた革鎧を着込んだ男が、街道の間近で足を止めて頭を下げる。

　ゴブリンスレイヤー。

　そう呼ばれている人物がどんな表情をしているのか、牧場主には未いまだに良くわからない。

「また、ゴブリンか？」

「はい。……いえ。ゴブリン退治では、あったのですが」

　違う怪物でした。言葉少なに答えるその顔を見通す事を、牧場主は早々に諦あきらめた。

　面頰めんぼおの庇ひさしの奥にあるものを見られるのは、姪っ子くらいのものだからだ。


「あの、彼女は──……」



「家にいるとも」

　牧場主は胸中で渦を巻くもの全すべてをぐっと飲み込んだ。

「……あまり待たせてやるな」

「はい。……明日は、こちらの作業を手伝えると思います」

「……そうか」

　牧場主は、豚どもの方を見て頷いた。

　背後、徐々に遠ざかっていく足音を耳にしながら、彼は三度目の溜息を吐く。


　────どうせ顔を見たって、何もわかりゃしないのだ。
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「あ、おかえりなさーいっ！」

　ゴブリンスレイヤーが家の扉を開けると、すぐに奥から明るい声が届いた。

　遅れて、ふわりと香る牛乳を煮込んだ甘い匂い。

　ぱたぱたと駆けて来る足音を聞きながら、ゴブリンスレイヤーは食堂に踏み込んだ。

　食卓は既に準備が済み、後は料理ができ次第に昼食を摂とれるように整えられている。

　そして彼を出迎えようと、前掛けをつけたままに鍋を離れた幼馴染おさななじみの少女。

「南の方って聞いてたけど、今回は早かったね。お昼は食べてきちゃった？」

「まだだ」

　牛飼娘の問いに、ゴブリンスレイヤーはきっぱりと横に首を振って否定ひていする。

　椅子を引いてどっかと腰を下ろすと、鎧の重みのせいか、僅かにぎいと軋んだ。

「わかった。すぐに用意するね。後はパンと……チーズ？」

「頼む」

　最近はチーズが良く売れるんだ。牛飼娘はそう楽しげに言って、鍋に向かった。

　彼は背を向けた彼女の姿へと鉄兜を向ける。あの蜥蜴さんがいっぱい買ってくれるからね。

　鍋の煮えるコトコトという音。かき混ぜる仕草。ひょいと彼女が肩越しに振り返る。

「でも……たまには皆と食べてきても良いんだよ？」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは押し黙り、低く唸った。

「迷惑か？」

「んー……」

　普段の彼の表情がそうであるように、鍋の方を向いてしまった彼女の表情はわからない。

　牛飼娘は何かを誤魔化すように鍋の中身をぐるぐるとかき混ぜる。

　ややあって、彼女は静かにぽつりと呟つぶやいた。

「……あたしは別に、良いんだけど、さ？」

「……そうか」

　その答えを聞いて、ゴブリンスレイヤーは僅かに息を吐いた。

　ほどなくして牛飼娘が「できたよー」と、シチューを盛った皿を運んできた。

「手伝おう」と立ち上がった彼を「良いから良いから」と制する辺り、どこか上機嫌。

　対面に座った彼女ともども、神々への祈りを捧ささげてから「いただきます」。

　匙さじでシチューを掬すくい、もくもくと流し込む姿を、牛飼娘は頰杖を突いてにこにこと眺める。

　いつも通り──彼が家に戻った時の、食事の風景。

　それが彼女にとっては頰が緩むもので、この瞬間のためだけに料理を作っている節もある。

「土産みやげがある」

　のだが。

　その日は普段と違い、彼がそんな事を言ったので、牛飼娘は目をぱちくりと瞬かせた。

「お土産？　え、噓、ホント？」

「本当だ」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、雑囊ざつのうの中へ無造作に手を突っ込んだ。

　がさごそと引っ搔き回す仕草は乱雑で、とても人に物を渡すようなそれではない。

　というよりもむしろ、土産物を雑囊の奥に放り込むのはどうか、とは思うのだが。

　──ま、らしいよね。

　彼に気づかれないよう、牛飼娘はくすりと僅かに目を細めた。

「あった」

　そういう声がどこか気の抜けたようなものだったので、笑いを嚙み殺ころすのに一苦労。

「なぁに？」

「貝だ」

　彼がずいっと突き出した掌の上には、虹が渦を巻いた貝の殻。

　傾きかけた日の光を受けて七色に輝く姿は、宝石にも似てなんとも眩い。

「わ……！」と牛飼娘が声を漏らしたのも無理はない。

「え、ホントにもらって良いの？　海でのお仕事だったっけ？」

「ああ」

　そんなぶっきらぼうな声は、さて、どちらに対する返答なのか。

　牛飼娘は恐る恐る、壊れ物を扱うように慎重な手つきで貝殻を持ち上げ、掌に乗せる。

　きらきらとした光に目を細めて眺めると、黙り込んだ彼の姿が透けて見えた。

「魚がいた」と言った彼は、しばらく考えてから「長いやつだ」と付け加える。

　もっと詳しく聞こうか、どうしようか。ああ、いやいや、聞きたいけど、こっちが先。

「ありがとう！　大事にするね！」

　牛飼娘はそう言うと、豊かな胸元に貝を抱きしめるようにして、にっこりと微笑んだ。

　彼が静かに頷くのを見てから立ち上がり、そそくさと向かうのは台所。

　棚の一番上に置いた古びた箱を取り出し、蓋ふたを開ければ中は何やらがらくためいた物ばかり。

　けれどその中に、彼女は宝物でも入れるかのようにそうっと貝をしまい、蓋を閉じた。

「これで良し、と。……うん、絶対なくさないからね」

「そうか」

　背伸びして棚の上に箱を戻すと、一仕事終えた風に牛飼娘は額ひたいの汗を拭った。

　とととっと小走りで食卓に戻るついでに、ぶどう酒の一つも杯さかづきに注そそいで運んでくる。

　昼下がりからお酒なんていうのも宜しくない気はするが、今日は良いだろう。うん。

「明日は？」

「休む」

　ことりと置いた杯を、彼は無造作にひっつかんでがぶりと呷あおる。

　いつの間にやらシチューの器は空からっぽ。「おかわりは？」と聞けば「もらう」と一言。

　せわしなく給仕に動く彼女の背を目で追いながら、彼は低い声で呟いた。

「牧場の手伝いをする」

　ゴブリンスレイヤーはそのつもりだった。牛飼娘も、それを期待していたろう。

　じゃあ、何をしようか。どうするか。伯父おじさんはああ言っていたよ。ならこうだ。

　話は弾はずみ、日は暮れて、伯父が帰ってきて、夕食、奇妙な団欒だんらん、そして眠り。

　いつもと同じ夜。彼が帰って来た時と同じ。極々普通の休日。

　しかし翌日──そうはならなかった。
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「来てしまいました」と彼女は言った。

　今にも溶けてしまいそうなほどに熱のこもった、蕩とろけるような声だった。

　窓から差し込む朝日を背に、外套がいとうの奥から覗のぞく唇が、薄く微笑ほほえむ。

　女がゆっくりと外套を上げると、内側から海のように波打った金髪が零こぼれ落ちた。

　地母神ちぼしんもかくやという豊かな体の線を、惜しむことなく描き出す白い薄衣。

　衣服から垣間見かいまみえる肌は、まったく日に焼けておらず、白を通り越して透き通る。

　故に彼女の頰ほおが薔薇ばら色に輝いて見えるのは、陽光を浴びているからだけではないだろう。

　娼婦しょうふもかくや──聖娼を置く神殿もあるが──といった佇たたずまい。

　男であれば目線を向けられただけで蕩けそうな彼女の瞳ひとみは、しかし黒い帯に覆おおわれている。

　手にはさかしまになった剣と天秤てんびんを組み合わせた、正義と公正の象徴たる天秤剣。

　それに縋すがるようにして体をしならせた彼女は、どこか不安そうに、か細い声で囁ささやいた。

「ご迷惑、でしたでしょうか？」

「いや」

　剣つるぎの乙女おとめ。そう呼ばれる辺境一の聖職者に、ゴブリンスレイヤーは低い声で淡々と言った。

「ゴブリンか？」
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　朝のことだ。

　ゴブリンスレイヤーは夜明けよりも早く寝台を抜け出し、装備の点検を始めた。

　兜かぶと、鎧よろい、鎧下、盾、剣。損傷なし。状態も悪くない。雑囊ざつのうを取り出す。中身の確認。

　識別用に紐ひもを巻いた水薬ポーションの他ほか、卵の殻を使った目潰めつぶし、巻物、雑多な道具の数々。

　いずれも問題はないと判断して彼は一つずつそれらを身につけていった。

　まだ眠っているであろう二人を起こさぬよう、部屋から出て廊下を進むときも気配を殺す。

　足音を立てずに外へ出ると、秋の冷たい空気が一挙に彼を包み込んだ。

　朝露あさつゆが揮発きはつしつつあるせいか、牧場は牛乳を流したように薄く朝靄あさもやがかかっていた。

　雲の中に沈みこんだような様相。ゴブリンスレイヤーは立ち止まってそれを見回した。

「……ふん」

　視界が悪い。気に喰くわないといった風に鼻を鳴らし、彼はずかずかと靄を破って歩き出す。

　勝手知ったる牧場だが、だからこそ警戒は怠おこたれない。

　彼はまず、柵にそって順繰りと一周するところから、日課の警邏けいらを開始した。

　壊れていないかは勿論もちろん、近辺に足跡の類たぐいがないか、あれば数はいくつか探るためだ。

　湿気た空気のおかげで足跡は残りやすいものの、こうも霧が濃くては作業も手間ではある。

　しかしゴブリンスレイヤーは黙々と、一つずつ丹念に時間をかけてそれを行った。

　どうせ洞窟どうくつの中は薄暗いのだ。

　夜目を鍛える鍛錬として、見えないものを見通そうとする努力は欠かせない。

　そうしてぐるりと一周をした彼は、続けてナイフと的をいくつか納屋なやから持ち出す。

　小瓶こびんだのの類を柵の上に並べ、振り返りざまの一瞬で狙ねらいをつけ、投げ打った。

　ひょうと朝の空気を切り裂いて短剣が次々に飛び、瓶びんを弾はじき落とし、あるいは突き立つ。

「ふむ」

　一声短く漏もらして、ゴブリンスレイヤーは短剣と的を片付けにかかった。

　朝日の最初の一差しが、既に地平線の向こうから投げつけられている。

　彼が納屋に訓練用具をしまいこんで外に出ると、ふと、牧場の入口に人影が見えた。

　──ゴブリンか？

　手が腰の剣を摑つかんでいた。霞かすんで判別のつかない人影へ、気配を断って一歩、二歩。

　輪郭が明らかに小鬼より大きい事を確かめると、彼は慎重に腰のものから手を離した。

「誰だれだ」

「うわぁっ!?」

　驚きに声をあげてびくりと身を震わせたのは、どこか見覚えのある青年だった。

　ゴブリンスレイヤーがずかずかと距離を詰めていくと、青年の顔が強張こわばる。

　そこまでしてからようやく、彼がギルドの制服を着ている事に気がついた。職員か。

「ギルドからか。何だ」

「あ、ああ、話には聞いてたけど……いえ」

　青年職員はこほんと軽く咳払せきばらい。

「ギルドの方にお客様がいらしておいでです。至急こられたし、と」

「そうか」と頷うなずいたゴブリンスレイヤーは、僅わずかに鉄兜を傾かしげた。「ゴブリンか？」

「さ、さあ……？」

「少し待て」

　有無を言わせない圧力でピシャリとそう言うと、彼はくるりと背を向けて家へ戻った。

　後ろで青年職員がなんとも言えぬ表情で胸を撫なで下ろしているなど、気にも留めない。

　廊下を真まっ直すぐに迷うことなく突っ切って、目指す扉に手をかける。

「入るぞ」

「へ？　──うぇぁっ!?」

　乙女にあるまじき奇声をあげて、慌てて着替え途中の裸体をシーツで隠すのは牛飼娘である。







[image: ]







　ドアを開けた先の光景にゴブリンスレイヤーは押し黙り、兜を背そむけ、淡々と言葉を放った。


「…………。朝食はいらん。出かける」



　見せるのは良いが見られるのは悪いのか、牛飼娘はバタバタと意味もなく手を振った。

「ノ、ノック！　ノック大事！」

「……そうか」とゴブリンスレイヤーは小さく呟つぶやいた。「すまん」

「い、いや、良いけど……良いんだけど」

　牛飼娘は豊かな胸元むなもとを押さえて大きく深呼吸。

　驚いたせいか羞恥しゅうちからか、頰が赤い理由を彼女自身も判別がついていない様子。

　ひとまず彼が謝罪してくれたので、それで良しとするべきか……。

　そう判断したらしい彼女は「それで」と上擦うわずった声で問いかけた。

「……なぁに？」

「わからんが、ギルドに呼ばれた」

　ゴブリンスレイヤーの答えは端的だった。牛飼娘は「そっか」と呟いた。

　じゃあ、きっと、今夜の夕食もいらないに違いない。胸の内がちくりと痛む。

　それを肯定するように、彼はやはり、低くて冷たい声で、あっさりと言った。

「ゴブリンだとすると、手伝いはできん」

　行ってらっしゃい。

　そう言って笑顔で彼を送り出した牛飼娘は、しばらくの間、ベッドの上で膝ひざを抱えていた。
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「あ、ゴブリンスレイヤーさん！」

　ギルドに入ると、真っ先に受付嬢が彼の姿を見つけ、ぱぁっと顔を輝かせた。

　早朝である。

　寝起きの冒険者がギルド二階から酒場へ降り、もそもそと朝食を口に突っ込んでいる頃だ。

　まだまだ依頼の用紙も貼はられていないため、冒険者の姿も疎まばらで、弛緩しかんした空気が漂う。

　例外はといえば受付の奥、事務所で忙せわしなく動いている職員たち。

　彼らの仕事はもう始まっている。

　てきぱき書類を整え掲示準備を進め、金庫の確認、連絡要項の確認、エトセトラ。

　そんな中、受付嬢は扉を開けて踏み入ってきたゴブリンスレイヤーへ、小さく手を振る。

「もうお客様、お待ちですよ！」

「そうか。二階か？」

「はいっ。ええと、そのう……」

　愛想よく応じた受付嬢の表情が、急に曇りだす。

　いや、貼り付けていた笑みが僅かに剝はがれた、というべきかもしれない。

　言いづらそうに言葉を濁すように、ゴブリンスレイヤーは僅かに鉄兜を傾かたむけた。

「なんだ」

　ぴょこんと尾っぽのように編んだ髪が跳ねる。受付嬢が勢い良く、頭を下げたのだ。

「前回の依頼は、すみませんでした」

「前回」

「ほら、あの、海ゴブリンの」

　受付嬢が言いづらそうに、ぼそぼそと説明する。つい昨日、報告を受けたばかりの案件。

　訝いぶかしげに考え込んでいたゴブリンスレイヤーも、どうやら合点が行ったらしい。

「ああ」と今気づいたとばかりに頷いた彼は、続けて緩ゆるく首を左右に振った。

「気にしていない」

　至極あっさりとそう言いきって、ゴブリンスレイヤーは階段へ足をかけた。

　背後で受付嬢がほっと胸を撫で下ろしているのに気づかず、一段ずつ上っていく。

　向かった先は、いつだったか、初めて今の一党のメンバーと顔を合わせた応接室。

　もう一年以上も前になる事をふと思い出しながら、彼は扉を開けた。

　そして部屋の奥、窓辺に佇んでいた一人の女が、不意に顔を上げて彼を見た。

「来てしまいました」と彼女は言った。

　今にも溶けてしまいそうなほどに熱のこもった、蕩けるような声だった。

　窓から差し込む朝日を背に、外套の奥から覗く唇が、薄く微笑む。

　女がゆっくりと外套を上げると、内側から海のように波打った金髪が零れ落ちた。

　地母神もかくやという豊かな体の線を、惜しむことなく描き出す白い薄衣。

　衣服から垣間見える肌は、まったく日に焼けておらず、白を通り越して透き通る。

　故に彼女の頰が薔薇色に輝いて見えるのは、陽光を浴びているからだけではないだろう。

　娼婦もかくや──聖娼を置く神殿もあるが──といった佇まい。

　男であれば目線を向けられただけで蕩けそうな彼女の瞳は、しかし黒い帯に覆われている。

　手にはさかしまになった剣と天秤を組み合わせた、正義と公正の象徴たる天秤剣。

　それに縋るようにして体をしならせた彼女は、どこか不安そうに、か細い声で囁いた。

「ご迷惑、でしたでしょうか？」

「いや」

　剣の乙女。そう呼ばれる辺境一の聖職者に、ゴブリンスレイヤーは低い声で淡々と言った。

「ゴブリンか？」

「そうです。どうか、助けて……いえ」

　女が艶つやっぽい、潤うるんだような声で囁き、ふるりと首を左右に振った。

「……殺して、頂けますか？」

「無論だ」

　斬きりつけるような返事だった。

　唇が緩んで、熱っぽい吐息が漏れる。髪が豊かな胸元で揺れ動き、さざなみを起こした。

「場所はどこだ。規模は」

「いくつか、事情が御座ございますの」

「聞こう」

　客は彼女であるにもかかわらず、剣の乙女はゴブリンスレイヤーに手振りで椅子いすを勧めた。

　彼が椅子を乱雑に引いてどっかと腰を下ろすと、彼女は対面に、腰をしならせて着席する。

　僅かに身じろぎをして、その豊かな尻しりの位置を整えると、剣の乙女は天秤剣を手繰たぐった。

「ゴブリンが出る場所は……ねえ、地図を持って来てくださる？」

「はいはい、準備できておりますよ」

　答えたのは年かさの女官だった。

　いつからそこにいたのだろう。応接間の隅、暗がりに溶けるように彼女は控えていた。

　裾すそが長く衣の多い礼装でありながら、女官は音もなく動いて卓上へ地図を広げる。

　──武僧モンクの類に違いない。

　ゴブリンスレイヤーは見当をつけ、そしてすぐに思考の外に追い出す。小鬼に関係はない。

　それを察したのだろう。剣の乙女は「ふふ」と声もなく笑った。

「わたくしの世話役ですわ。護衛も兼ねております。……必要ないと言ったのですけれど」

「技量はともかく、大司教アークビショップ様御一人では何かと危なっかしいので。仕方ありませぬ」

　もう。拗すねたように呟いた剣の乙女は、それから恥じ入るように軽く咳払い。

「それで、ゴブリンが出るのは……」

　つ、と。まるで愛撫あいぶするかのように、細い人差し指が地図上を滑った。

　両瞳は覆い隠されているにもかかわらず、どういうわけか、爪先つまさきが正確に道を辿たどっている。

「……こちら、水の街からこの街を通って、都へ向かう街道ですの」

「街道か……」

「恐ろしくて、恐ろしくて、とてもではありませんが……」

　通れない──と。剣の乙女の告白を、余人が聞いたら何と思うだろうか。

　肩を震わせる剣の乙女に一瞥いちべつをくれたゴブリンスレイヤーは「ふむ」と声を漏らす。

「規模、巣穴、その他に判明している特徴は？」

「証言を聞く限りでは、二十匹程度。揃そろいの入れ墨をしていて、巣穴はわかりませんが……」

　剣の乙女が、まるで子供が夢で見た怪物を語るように、そっと声を潜めた。

「……狼おおかみに跨またがっているのです」

「なるほど」

　ゴブリンスレイヤーはそう呟き、低く呻うめいて思索に耽ふけった。

　以前に樹海で遭遇した連中とは、崖の上下を挟んでの射撃戦となった。

　その時は仕留めきるのに手こずったものだが……。

「大司教様はこの度たび、都で開かれる会議へ参加しなければならぬのですよ」

　はあ、と。溜息ためいき混じりに、お付きの女官が言葉を補うように口を挟む。

　先の剣の乙女の言葉に対する擁護ようごもあるのだろう。

　よもや辺境を統括する重鎮が、小鬼風情ふぜいに怯おびえていると思われては困るのか。

　はたまたお仕つかえする女性の精神を、そっと後ろから支えてやるためか。

「なので依頼自体は退治ではなく、私的な護衛という形ですね」

「他に護衛は？」

「おりませぬ。というより、急な会議ですので、用立てている暇がありませぬ」

　何故なぜ兵士を使わぬのか、何故軍に任せておかないのか。

　根掘り葉掘りと聞いてくる冒険者がいては、剣の乙女の心は切り裂かれるに違いない。

　女官が守るのは、主人の身命のみならず、その心も……という事か。

「構わん」

　いずれにせよゴブリンスレイヤーの応こたえは、薪まきを割るように明白だった。

「おおかた連中、巣穴なしの渡りどもだ。放浪部族ワンダリング・トライブだろう」

　彼は地図をじいっと睨にらみつけ、都までの距離と、行程とを頭に叩たたき込こんだ。

　彼は都へ行った事がなかった。かつてはこの街まで来たこともなかったのだ。

　地図と実際は違うだろう。その場で修正する余地を残し、算段を纏まとめていく。

「遭遇した場で皆殺しにすれば、それで終わりだ」

「そのようなゴブリンも、いるのですね」

「いる。草ゴブリンとか呼ばれることもある」

　ゴブリンスレイヤーはハッキリと頷き、そして少し考え、重要な一言を付け加えた。

「だが海ゴブリンは、魚の事だ」

「まあ」

　信じられない。そんな風に開いた口を隠すように、剣の乙女が両手をあてがう。

　彼女の眼が露あらわになっていたら、大きく見開いてぱちくりと瞬またたいていた事だろう。

「何にせよゴブリン程度なら、他の冒険者でも良かろうと思うのですがねぇ」

　疑わしいのはこちらも同じだ。女官がちらりとゴブリンスレイヤーを見やる。

　いや、より正しくは彼の首元に下がっている、銀等級の認識票を、だ。

　この薄汚れた鎧兜の冒険者は、水の街の地下に潜む冒瀆ぼうとく的な怪物を屠ほふっている。

　技量に疑いの余地はない。ただ、等級が高いのではないか、というだけだ。

「しかし大司教様は、どうあっても貴方様でなけば嫌だと仰おっしゃるのです」

「だって、一番信頼できる御方ですもの」

　拗ねたように唇を尖とがらせる剣の乙女に「仕方ありませんね」と漏らす女官。

　まるで妹のわがままを、渋々受け入れる姉のような口ぶりだった。

　ゴブリンスレイヤーは二人のやりとりをじっと見つめた後、低く呻いた。

「仲間」と彼は自分でも信じがたいような口ぶりで言った。「を呼ぶ。少し待て」





§






「で、報酬決めずに引き受けちゃったわけ!?」

「……報酬」

「忘れてたでしょオルクボルグ！」

　バカじゃないの、バッカじゃないの。

　御者台に座る妖精弓手エルフはそう言って、蜥蜴僧侶リザードマンの隣で不機嫌そうに長耳を振った。

　がらがらと車輪が動き、一行を伴って二頭立ての馬車が街の門をくぐって外に出る。

　秋口の涼やかな風は空に漂う雲を押し流し、天は晴天、気候もぽかぽかと暖かい。

　だが休日である。休みである。昼まで寝ても許される日である。

　熟睡していたのに叩き起こされ「仕事だ」「ゴブリンだ」では、森人エルフも怒る。

　妖精弓手が、その長耳で余す所なく不満を露わにするのも当然といえた。

「ま、まあ、まあ……」

　それを引きつった顔でなだめにかかる女神官も、まあ、気持ちはわからなくもなかった。

　なにしろ昨日の今日でゴブリン退治。冒険をこよなく愛する彼女としては、不満なのだろう。

　──そりゃあ、もちろん、わたしはついて行きますけれど……。

　それはそれとして、相変わらず相談になってない相談は、本当に仕方のない人だ。

「ゴブリンスレイヤーさん、ちゃんと確認しなきゃダメですよ？」

　ぴんと人差し指を一本立てて、かつて寺院で後輩たちを指導したように言い聞かせる。

　彼は「そうか」とちゃんと頷いてくれるから、妹弟のような悪童たちほど手はかからない。

「とりあえず報酬については、これから聞けば良いのですし。……ですよね？」

「ええ。もちろん、お支払いする準備はございます」

　一党が囲んだ馬車の内には、薄い笑みを湛たたえたフードの女が座している。

　対面に座している侍女も麗うるわしいが、しかし肢体の美しさと口元の妖あやしさはまた別だろう。

　開かれた窓から覗く美貌びぼうに、道を行き交う冒険者たちが無遠慮な視線を向けてくる。

　が、まあ、いつもの事である。

　ゴブリン退治しか引き受けない男が変な事をするのは、今に始まったわけじゃない。

　こいつは何か変な奴やつで、ゴブリン絡みの依頼を請けて、この女を守っているのだ。

　緩やかな許容に満たされた空気を、恐らく当人はあまり認識していないだろうが……。

「ひとまず、前金で金貨を一袋。向こうへ到着し次第、もう一袋を」

「一人頭かの？」

「ええ」

　その返事を聞き、鉱人道士ドワーフは「ふうむ」と満足気に髭ひげをしごく。

　ゴブリン退治としてはもちろん、馬車の護衛報酬として、破格も良い所だ。

「悪くねえの。ちょいと遠出して都見物ってのも……良い機会かもしれんし」

「う、うー……都、都かぁ。確かに、一度くらいは見ておきたかったのよねー……」

　怒りはあれど、爆発ばくはつさせるにはバツが悪くなったか、妖精弓手はうー、うー、と唸うなる。

　いやはや、まったく。御者台で手綱たづなを取っていた蜥蜴僧侶が、くつくつと笑った。

　馬車を先導するようにゴブリンスレイヤー。御者台に蜥蜴僧侶と妖精弓手。

　左右を鉱人道士と女神官が固めたこの陣形は、誰が言うでもなく自然と決まったものだ。

　結局この一党全員、報酬を聞かずに小鬼殺し殿と同行しているのだから、何ともはや。

　考えなしなわけでも準備を怠っているわけでもなく、きちんと考えてこれである。

　まったく、愉快愉快。蜥蜴僧侶は自分の表情が読まれぬのを良いことに、笑みを深めた。

「……止めてくれ」

「承知、承知」

　不意にゴブリンスレイヤーが声を発したのは、街を出てしばらくの所だった。

　蜥蜴僧侶が鱗うろこの手で手綱を取って馬を抑えると、彼は「少し待て」と言って歩き出す。

　理由は聞かずともわかっていた。街道から少し先、柵の向こうに赤毛の娘が見えている。

「かみきり丸もマメなこったの。え、鱗のよ」

「縁を繫つなぐ、顔を繫ぐと言いますでな。繫いだものとて、放っておけば緩みますぞ」

　止まった馬車によりかかりながら、鉱人道士が酒瓶の栓を抜いて一ひと呷あおり。

「昼間からお酒？」

　すかさず妖精弓手が目くじらを立てるが、呑のまぬ鉱人ドワーフなど鉱人ではない。

「ばっきゃろい。こいつぁ燃料よ、燃料。舌が回らんでは呪文じゅもんも唱えられんでな」

　本気で言っているらしい様子なものだから、横で聞いていた女神官も思わず苦笑い。

「喉のどは渇かわきますものね。秋なのに、歩くと汗になってしまって」

　はしたない事はわかっているのだけれど、女神官も襟元えりもとを広げてぱたぱたと仰あおぐ。

　残暑というには弱いけれど、夏の名残なごりの陽気はまだまだ強い。

　冒険者の移動は徒歩が基本とはいえ、やっぱり汗ばむと辛つらいし、疲れる。

　──なのに、すごいなぁ。

　遠くゴブリンスレイヤーと会話する牛飼娘を見て、女神官はふとそう思う。

　元気で、いつもにこにことしていて、牧場の手伝いも大変だろうに。

　彼女はゴブリンスレイヤーに向けて、気にしなくて良いという風に手を振っている。

　きっと急に出発する事を伝えられたのだろう。

　──自分が、あの人の立場だったなら……？


　あんな風にゴブリン退治へ彼が向かうことを、受け入れられたろうか──……。



「……もし」

　ふと聞こえたその声は、おずおずとした遠慮がちなもので、馬車の中からだった。

　女神官が窓を覗き込むと、剣の乙女がそわそわと、居心地悪げに身じろぎをしていた。

　彼女は豊かに実った果実を連想させる肉体を僅かに歪ゆがめて、窓枠に身を寄せてくる。

　思わず、女神官はどきりとした。

「……あの、どなたとお話をなさっているのかしら？」

　え？　と女神官は目を瞬かせ、すぐに合点が行って頷いた。

　彼のことだ。

「えっと、ゴブリンスレイヤーさんが暮らしてる牧場の、娘さんです」

「そう……」

　剣の乙女は濡ぬれた赤い唇の隙間すきまから、ほぅ、とか細く物憂ものうげな吐息を漏らす。

「それが、何か？」

「いえ……」と剣の乙女は僅かに顔を俯うつむかせ、ふるりと首を横に振った。「……何も」

「そう、ですか」

　女神官はちらちらと彼女の様子を気にしながらも、ひとまず視線を離した。

　憧あこがれという感情を、女神官は知っている。あの美しい魔女に対して抱いているものだ。

　では剣の乙女、偉大な大司教へと向かうこの気持ちは何なのだろう。

　──尊敬、とはちょっと違いますよね。

　水の街、あの浴場での会話や《蘇生リザレクション》の儀式を思うと、今も体や胎はらが熱くなるよう。

　──う。

　ふと思い返された寝台での光景に、顔が赤くならぬよう女神官は慌てて首を横に振った。

「終わった」

「あ、はいっ！」

　ずかずかと近づいてくる足音に、女神官はぱっと顔をあげた。

　錫杖しゃくじょうを持ち直し、荷物を整え、ハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐって準備万端。

「うむ、では参りますぞ」

　ぴしゃりと蜥蜴僧侶が手綱を打つ音を合図に、再び馬車が動き出した。

　鉱人道士がゴソゴソと鞄かばんを探って林檎りんごを取り出すと、歩きながら大口を開けて齧かじり出す。

　くすりと笑った女神官は、錫杖を揺らしながら、「まったく」とわざとらしくぼやく。

「お昼ごはん、はいらなくなっちゃいますよ？」

「鉱人にとっちゃあ、こんなもん食った内にも入らんよ」

「あ、私にも頂戴ちょうだい！」

　御者台から手を伸ばした妖精弓手へ、「ほれ」と林檎が投げ込まれる。


　それを両手で受け取った彼女は、にこにこ笑顔のまま袖口そでぐちで林檎の皮を磨き──……。




「ふぁ……ぁ」



　思わず陽気に誘われたか気持ち良さげに欠伸あくびをし、滲にじんだ涙を指先で拭った。

「ホント、ゴブリンなんか出てこなけりゃ良いのにね」

　だが恐らく、そうは行かないのだ。
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　ぱちり、ぱちりと手拍子を叩いて踊る火花の音で、剣の乙女は目を覚ました。

　そうっと身を起こすと、そこは薄暗がりの馬車の中、座席の上。

　向かいで眠る侍女を起こさぬよう毛布を取り払い、手探りで天秤剣を手繰り寄せる。

　それから素肌を上から包むように装束しょうぞくを纏うと、彼女は静かに馬車の外へ足を降ろした。

　夜営である。

　日は沈み、双月が登り、星の瞬く夜。

　街道の途中途中に設けられた、寝泊まりするだけに草の刈られた場所。

　はたして旅人がここに泊まったのが先か、焚火たきび場が作られたのが先なのか。

　本来なら宿場の一つでもあるべきなのだが、怪物の多い昨今、そうもいかないのだろう。

　かすかな衣擦きぬずれの音だけを伴って、剣の乙女はその夜営場の中央へと向かう。

　他に停まっている馬車はいないと聞く。なら、焚火の番をしているのはこの一党の者。

　そして焰ほのおの灯りに黒々と浮かび上がる朧おぼろな影は、剣の乙女が夢にまで見た男のそれだ。

「……こんばんは？」

　剣の乙女は、背後からそっと声をかけた後、彼の隣に肉付きの良い尻を座らせた。

　間を少し空あけるのは、これ以上近づくなんて、とてもとても耐えられないからだ。

　ゴブリンスレイヤーの影が動き、兜に覆われた顔が剣の乙女の方を向く。

　侍女に言わせれば、薄汚れて安っぽい鉄兜。以前に脱がせた時も、そんな手触りだった。

「寝ないのか」

「ええと……」

　低く、冷たく、淡々とした無機質な声。

　豊かな胸の内で跳ねる心臓が飛び出さないよう、剣の乙女は口元へ手をあてがった。

　何を言おうか。考えていたはずの言葉はあっという間に消えてしまった。

　まるで手紙を書く時、書き損じを丸めて捨てるようだと剣の乙女は思う。

「……あれ以来、良く、眠れるようになりましたので。改めて、お礼をと……」

「起きているではないか」

　結局、出てきた当たり障さわりのない本音は、ゴブリンスレイヤーによって斬り伏せられた。


「それは──……」



　剣の乙女は、ぷくりと頰を膨らせて、赤い唇を尖らせる。

「……もう、意地悪な御方」

「そうか？」

「そうですとも」

　こちらの気も知らないで。

　そっぽを向いた剣の乙女は、しかし眼帯の下からそっと彼の方を窺うかがう。

　黒い輪郭は、微動だにせず炎を眺めている。

　それは今か今かと抜き放たれる時を待つ、剣のような姿だと剣の乙女は思う。

　──都で開かれる会議とは何なのか、などとは興味もないのでしょうね。

　彼の周囲には、思い思いに寝袋や毛布で包くるまって眠りについている冒険者たち。

　剣の乙女は、そっと息を吐いた。結局、こんな話題しか彼女にはないのだ。

「ゴブリン、出てきませんでしたね……」

「これからだろう」

　ゴブリンスレイヤーは短く言って、長めの枝で焚火を引ひっ搔かき回した。

　組んだ薪が崩れ、火の粉がぱっと舞い上がる。

「武装した集団が隊伍たいごを組んで守っている馬車。その場で襲うのは手間だ」

「……」

「今夜か、明日か」

　剣の乙女はそれ以上何も言えなかった。

　胎の奥底に氷を突き刺されたように、芯しんから凍えるような寒さに身が震えた。

　天秤剣ごと、彼女は自分の豊満な胸を抱きしめた。四方八方から闇やみが押し迫ってくる。

　彼女ならずとも見通すことのできない闇の奥に、小鬼がいるのだ。

　ざわり、ざわり、風が吹いて草葉が踊るように身を捩よじる。剣の乙女は体を強張らせた。

　右を見る。枝が揺れる音。左を見やる。草が風にそよぐ。ざわめき。鳥の声。獣の声。

　風にのって漂うすえた土の臭い。ぱちりぱちり。炎が弾ける。焼ける木の臭い。

　下卑げびた笑い声が頭の中に木霊こだまする。指差して、ゲラゲラと。炎が目の前に近づいてくる。

　首を何度もいやいやと彼女は横に振った。何か意味のわからぬ、哀願をしたように思う。

　赤い舌が視界を白く舐なめた。濁った絶叫。股座またぐらに火箸ひばしを差し込まれたような熱。慟哭どうこく。

　長く長く、鼓膜に響く断末魔の声。自分の声だ。魂や尊厳が砕かれる、最期さいごの──。

「眠れ」

　鉄のように低い声だった。

　ぽつりと呟くようなそれは、目の前の黒い影が発したものだった。

「目を閉じ、開けば朝だ」

「……ずいぶんと」

　剣の乙女は、知らず荒くなっていた呼吸を整えるように、かすれた声で呟く。

「簡単に仰おっしゃるのね」

「難しいことは知っている」

　ゴブリンスレイヤーは、至極大真面目まじめな調子で続けた。

「子供の頃、どれほど目を瞑つむれば朝になるのか、ベッドの中で試した事がある」

　僅かな言葉。それに剣の乙女は、ほんの微かすかにだが唇の端を緩めた。

　自分にも汚れなき娘だった頃があったように、目の前の男にもそういう時はあったのだ。

　剣の乙女はそれっきり、何も言わなかった。結局、言いたいことは何も話せないのだろう。

　自分のこと、彼のこと、牧場の娘のこと、あの健気けなげな女神官のこと。

　考えは巡るのに、言おうとすると舌が震えてしまって、言葉にならない。

　だけれどすぐ側には影のような男がいて、彼女のために、黙って火の番をしている。

　──早く朝が来れば良いのに。

　──もっと長く夜が続けば良いのに。

　十年以上は前に置いてきてしまった忘れ物が、今更出てきたところで……とも思うけれど。

　剣の乙女は寄せた太ももに肘ひじを乗せて頰杖ほおづえを突き、ほう、と甘やかに物憂げな息を吐いた。


「……ん、ゃ……ぅ」



　次に何かを言おうと、口を開きかけた時だった。

　毛布の塊の一つがもぞもぞと蠢うごめいて、むくりと女神官が身体を起こした。

　寝ぼけ眼まなこを擦こすり、くぁ、と欠伸を漏らして、ぶつぶつと曖昧あいまいな言葉を呟いている。

　──ああ。

　剣の乙女は残念そうに息を吐いた。語らいは終わりだ。まだ夜明けは遠いというのに。

　ふらふらと立ち上がった女神官は、鎖くさり帷子かたびらを脱いだ神官衣だけの装よそおいだ。

　まるで夜中に寺院の廊下を歩くようなおぼつかない調子で、女神官は自分の荷物へ向かう。

　そして鞄を開けたところで、彼女は「あれ？」と今目覚めたかのような声をあげた。

「大司教様……？　に、ゴブリンスレイヤーさん？」

　ぱちくりと目を瞬かせた少女は、不思議そうに小首を傾げた。

　並んで座っている二人の間を、視線が忙しなく彷徨さまよう。

　見張りのゴブリンスレイヤーはともかく、その隣に剣の乙女がいるのは、一体。

「……えっと、どうかなさった、のでしょうか？」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは低く呻くと、鉄兜を剣の乙女の方へゆっくりと向けた。

「起きてきた」

「そんな子供のような言い方、しないでくださいまし」

　今夜はこれで最後。そう決めて、剣の乙女は子供らしく頰を膨らませた。

　そしてすぐに──女神官が「え」という顔をするより早く──大司教としての顔を整える。

　自分はもう幼い娘ではない。年頃としごろの処女ですらない。無心に誰かを慕したえる立場でもない。

　その全すべてを持ち合わせているのは、目の前で不思議そうな表情をしている少女だけ。

　剣の乙女はその事実に、胸がちくりと痛むのを覚えながら、唇に薄く笑みを浮かべた。

「少し寝付けなかっただけですわ。……そちらは、どうかなさいまして？」

「え、あ、いえ」女神官はぱたぱたと手を振った。「ちょっと、喉が渇いて、お水を……」

「そうか」

　鞄の中に突っ込んで取り出した水袋を、ゴブリンスレイヤーは無造作に放った。

「わ」と慌てて両手でそれを受け取った女神官は、「すみません」と言って頭を下げる。

　栓を抜き、こくり、こくりと喉を鳴らしながら、少しずつ水袋の中身を口に運ぶ彼女。

　その姿を剣の乙女はじぃっと見守り──ふとその隠された視線が、虚空こくうへと向けられた。


「…………」



　ゴブリンスレイヤーは、どうした、とは聞かなかった。

　彼は素早く腰の剣を確かめると、防具の留め具を締めにかかる。

　その様を見て、はっとした様子で女神官が顔を強張らせた。

「皆を起こしてきます……！」

「悟られるな」

「はいっ」

　女神官は錫杖を手に取ると、何気ない風を装って野営地をぐるりと回った。

　歩く都度に環わが揺れ、しゃん、しゃんと錫杖が鈴の音にも似た音を立てる。

　それに応じ、ぴくり、もぞりと残り三つの毛布が動いた。

　すっと音もなく真っ先に身体を起こしたのは、蜥蜴僧侶である。

　彼は数枚重ねの毛布から這はい出でると、強張った身体を身震いさせ、手早く竜牙りゅうがを摑み取る。

「来ますかな」

「……かもしらんな。ほれ、起きろ」

　応じたのは鉱人道士だ。彼は半ば蹴けりつけるように、妖精弓手の寝床を揺さぶる。

「ぅー」とか「ぁー」とか意味不明な言葉を漏らし、起き上がった彼女はくしくしと目を擦る。

「……まだ夜明け前じゃないのよぅ」

「急いでください、私も鎖帷子を着ますから……」

　女神官に促された妖精弓手は「なんか育ったわねー」と言いながら、自分の弓を手に取った。

　そのあたりを這う蜘蛛くもを捕まえ、ついと糸を引いて弦つるを張り直す。

　各々がそれぞれに戦闘準備を進めるのを確認し、ゴブリンスレイヤーは立ち上がった。

「馬車へ戻れ」

「え……」と見上げた剣の乙女の腕を、彼の厳いかつい手が握りしめる。

「危険だ」

　そのまま有無を言わさぬ勢いで、彼女の身体はぐいと引き起こされた。

　ずんずんとゴブリンスレイヤーは馬車へと歩き出し、剣の乙女は追従せざるを得ない。


　彼女の技量であれば膂力りょりょく抜きにして、振りほどく事も容易たやすいだろう。だが──……。



　──ッ!!

　しっかと腕の柔肉を歪めている手指の感触が、剣の乙女にそれを許さない。

　そのような場合ではないのは、百も承知。しかしそれでも、抗あらがいがたいものはある。

　剣の乙女は悦びの中で腕を引かれ、しかし馬車に放り込まれると「ぁ」と不満を漏らした。

「錠を降ろして、待っていろ」

　がちゃりと音を立てて昇降口の戸が閉まる。

　剣の乙女はへたりこんだ姿で息を漏らし、僅かに赤みが残る腕へ指先を触れた。

「……はい。お待ちしておりますわ」

　小さな声は、決して扉の外には届かないだろう。

　けれど、これは祈りだ。相手に届くか届かないかなど、二の次三の次だ。

「んぅ……。いかがなさいましたか？」

　寝ぼけ眼の女官が、毛布を羽織はおったまま僅かに身を起して尋ねる。

　剣の乙女はそれに答えず唇を嚙かんで、天秤剣を手繰り寄せた。

「……」

　彼女の鋭敏な感覚には既に外の気配が伝わっている。

　豊満な胸元に天秤剣を抱きしめると、ふるふると身体が震えていた。唇がわななく。

「……ゴブリンが、来たのです」

　──どうか、彼らを生かして帰さないでくださいまし。

　剣の乙女は掠かすれた声で一言呟き、後は一心に祈りを捧ささげる事に注力した。

　それ以外にどうやってゴブリンと戦えば良いのか、彼女にはわからなかった。
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「ＧＯＯＲＯＢＯＲＯＧＢ!!」

　奇襲は小鬼の乗り手ゴブリンライダーの号令から始まった。

　茂みの向こうから距離を一挙に詰めた狼が、最後の一歩を大きく跳躍して襲いかかる。

　汚らしい涎よだれを垂らしたその大おお顎あごへ、ゴブリンスレイヤーは振り返りざまに盾を叩きつけた。

「ＧＹＡＮ!?」

　悲鳴をあげて焚火の傍そばへ転がった狼の喉笛のどぶえを踏み潰つぶし、落馬した小鬼の喉を剣で突く。

　脊髄せきずいを砕かれた狼が弛緩し、ゴブリンが血泡で溺おぼれ死ぬのを確かめ、次の敵へ。

　既に二頭目──全体で言えば四、五頭目か──が藪やぶの向こうから飛び出して来ている。

「……チッ」

　ゴブリンスレイヤーは剣を抜こうとし、刃が肉に食い込んでいる事に気づいて舌打ち。

　迷わず柄つかを手放すと死体の手から零れた棍棒こんぼうを奪い取り、横よこ薙なぎに殴打する。

「ＧＧＢＯＲＯＲＢ!?」

　枯れ枝を砕くのにも似た背骨の折れる音が響き、狼がごろごろと横倒しに吹き飛んだ。

　振り落とされたゴブリンが立ち上がろうとする所へ、ゴブリンスレイヤーが襲いかかる。

「ＧＯＲＧＢ!?」

「これで、ふたつ」

　脳天を一撃されたゴブリンが、片目と脳漿のうしょうを飛び散らかして仰向あおむけに斃たおれる。

　ゴブリンスレイヤーは棍棒を次の小鬼の乗り手へ投じ、死体に刺さった剣を抜いた。

「逃がすな。皆殺しにしろ」

「……それ、どう考えてもこっちのセリフじゃないわよね」

　ぼやく妖精弓手は、馬車の傍に陣取っていた。

　焚火の灯りに照らされた野営地は、既に小鬼どもに囲まれているらしい。

　目の前にはゴブリンスレイヤーの棍棒によって落狼したゴブリン、そして乗騎の狼。

「ふふん」

　妖精弓手は矢筒から矢を二本抜き取り、狙いを定めたかと思うほど早く弦を引き絞った。

　まず速射で狼の目を射抜き、続けて余した一本で迫り来る小鬼の喉笛を鏃やじりで切り裂く。

「ＧＯＲＯＲ!?」

「もういっちょ！」

　断末魔を上げるゴブリンをすらりと長い脚で蹴倒けたおし、弓に矢を番つがえて引き絞り、放つ。

　ひょうと夜を貫いて飛んだ矢は異様な角度で弧を描き、音もなく馬車の裏手に飛び込んだ。

「ＧＲＯＢＯＲＢ!?」

　悲鳴。よろよろと矢の突き立った胸板むないたを押さえながら転げるゴブリン。これで二つ。

　妖精弓手は長耳をひくりと揺らした。そのゴブリンは手槍てやりを持っているが、徒歩だ。

「やっぱ周りじゅううようよいると、五人じゃ裏まで回んないわね……。鉱人、肩貸して！」

「おう？」

　手斧ておの片手に馬の傍で守りを固めていた鉱人道士が応えるのとどちらが早かったか。

　ととんと小枝を渡る小鳥の軽かろやかさで持って妖精弓手の足が彼の肩を踏み、駆け上がった。

「馬車上から援護するから、あとよろしく！」

「この耳長娘めが！　人を足蹴あしげにすんじゃねえわい、まったく！」

　喚わめきながらも鉱人道士は、その屈強な鉱人らしい腕でもって手斧を振り回す。

「ＧＢＯＲＲＯＢ!?」

　胸板から薪のようにかち割られ、一匹のゴブリンが内臓をさらけ出して吹き飛ぶ。

　騎兵に続いて徒歩のゴブリンまでもが押し寄せてきていた。数は十か、二十か。

　──なるほど、こらァ馬車だの何だのが襲われてもたまんねェわけだ。

　既にわらわらと小鬼どもは野営地へ入り込んでいる。術のために集中する暇がない。

　顔をしかめた鉱人道士は斧の刃を血振りすると、胴間声どうまごえを張り上げた。

「しゃあねえ……おら、娘っ子、こっちゃ来い、こっちゃ来い！　あぶねえぞ！」


「あ、はい、すみません……っ！」



　上手うまく位置取りできず、背後に気を配りながら錫杖を振っていた女神官が応じた。

　思えばこうして何かを守りながら戦う機会は、彼女には今までほとんどなかった。

　にやにやと嫌らしい顔をして近づくゴブリンを牽制けんせいしつつ、彼女は小走りに駆ける。

「ひゃぅっ!?」

　とっさに身を屈める事ができたのは、さて宿命か偶然か。

　彼女の柔肌を嚙み砕くだかんと飛びかかった狼が頭上を越えて、鉱人道士の斧に落とされる。

「ＧＹＡＮ!?」

「ほいよ、っと。怪我けがねぇか!?」

「は、はい！　大丈夫……ですっ！　すみません」

「なんのなんの、気にすんない！」

　不運ファンブルにも落馬で首をへし折った小鬼を蹴り飛ばし、鉱人道士は息を整える。

　その隣にぴたりと貼り付いた女神官は、ふと視線を彷徨わせ、彼の姿を探した。

　──大丈夫、あそこにいます。

　炎の照り返しを受けて武器を振るう、みすぼらしい鎧の後ろ姿。息を吸って、吐く。

「……奇跡を願うより、投石紐スリングの方が良さそうですね」

「だな。《聖光》じゃ、連中逃げっちまいかねんし……」

　女神官は鉱人道士に頷き、錫杖を馬車に立てかけると腰帯に通していた革紐を抜いた。

　足元の石を巻いて振り回し、「えぇいっ」と可愛かわいらしい声と共にそれを投じる。

　流石さすがに闇夜やみよの中では狙いも甘く、それは小鬼の足元に当たって弾けて終わりだが──。

「ＧＲＯＢ!?」

「はい、もらいッ!!」

　足を止めたところにすかさず妖精弓手の一射が飛んだ。

　胸を射抜かれたゴブリンは「グゥッ」と低く呻いて、うつ伏せに崩れ落ちる。


「ははは、援護射撃が増えるとやりやすくて重畳ちょうじょう。とはいえ──……」



　無論のこと、蜥蜴僧侶は絶好調だった。

　夜の寒さで冷えた身体を温ぬくめるように、爪つめ、爪、牙、尾が振り回される。

　一匹二匹と小鬼が切り裂かれ、大顎に嚙み砕かれた小鬼が放り投げられ宙を飛ぶ。

　その死体が地面に叩きつけられる頃、丸太のような尾が後方の一匹を薙ぎ倒たおしている。

　都合四匹を葬ほうむって、息も荒らげずに蜥蜴僧侶は両目をぐるりと回した。

「守勢に回るというのは、どうにも性に合いませぬな」

「十一。……同感だな」

　おおよそ冒険者たちは既にゴブリンの半数を屠った計算だが、油断はできない。

　ゴブリンスレイヤーは手槍を小鬼の喉から抜き、焚火を越えようとした騎兵へと投じる。

「ＧＢＯＲＲＯ!?」

「とすれば……」

　横腹を穂先で貫かれた狼から振り落とされた小鬼が、焚火の只中に転がった。

　煙と灰がもうもうと巻き起こり、生きながら焼かれるゴブリンの絶叫が響きわたる。

　火を消そうと泣き喚きながら地面を転がるゴブリン。周りの小鬼は薄ら笑い。

　ゴブリンスレイヤーは槍で刺殺したゴブリンの死体を蹴りつけ、短剣を奪い取った。

「これで十二。……外へ回れるか？」

「できないという言葉は、いささか我らの言葉では表せませぬな」

　蜥蜴僧侶は愉快そうにそう言って、舌先で自分の鼻をちろりと舐めた。

　口蓋こうがいが獰猛どうもうな形に歪み、蜥蜴僧侶は大きな両の掌てのひらを擦り合わせる。

「では、ちと暇いとまを頂きますぞ」

　そう一声言うなり、蜥蜴僧侶はするりと音もなく地を駆けて煙の中へと飛び込んだ。

　鱗の巨漢が姿を消すのを確かめると、ゴブリンスレイヤーは雑囊から松明たいまつを抜く。

　火のついていないそれを、彼は火勢の弱まった焚火へと放り込む。火は絶やせない。

「ＧＲＲＯ!?」

　そして盾で手近な一匹を叩き伏せて延髄へ短剣をねじ込み、その死体を踏みつけて走る。

　目指す先は、仲間たち──と考える事に彼はまだ慣れていない──のいる馬車だ。

「十三──四！」

　行く手を阻はばもうとするゴブリンの顎先を蹴り上げて頭蓋を砕いて、最後の一歩。

　さっと検あらためた三人は、いずれも負傷している様子がない。ゴブリンスレイヤーは息を吐く。

「ゴブリンスレイヤーさん！」

　ぱっと顔を輝かせて声をあげる女神官に頷きかけ、ゴブリンスレイヤーは短く言った。

「金床かなとこを作るぞ」

「え」と顔を赤らめ強張らせたのは女神官で「はぁっ!?」と上から喚いたのが妖精弓手だ。


「ちょっと、オルクボルグ、あんたね……ッ！」



「守りを固める」とその一切いっさいを無視して、彼はきっぱりと言った。「《聖壁》だ。急げ」

「あ、は、はいっ！」

　慌てて錫杖へ縋るように手を添える女神官を、ゴブリンスレイヤーは背に庇かばう。

　迫りくる小鬼の一撃を盾で受け、短剣を繰り出す。狙いは鳩尾みぞおちだ。

「ＧＯＲＯＢ!?」

「都合十五。残りは八、うちゴブリンライダーが三」

　ひゅっと肺から空気の漏れる音を立てて即死する小鬼を蹴倒し、刃を引き抜く。

　ねっとりとしたどす黒い血を振り払って身構えながら、ゴブリンスレイヤーは言った。

「……反対側の守りを頼む。こちらは俺おれが受け持つ」

「ほいきた！　つっても、わしゃ前衛じゃねえんだがなぁ……」

　打てば響くような返事の後、苦笑いじみた言葉を残し、どたどたと走る鉱人道士。

　軽装なれどもそこは鉱人。膂力に任せた手斧の一撃は、小鬼程度ならば物ともしない。

「……む、っかつくんだけど！」

　弓矢を引き絞りながら、妖精弓手が長耳を苛立いらだたしげに振った。

「後で謝ってよね！」

「意味がわからん」

　しれっと応じるゴブリンスレイヤー。わかって言っているのか、いないのか。

　──わかっていないんだろうなぁ。

　女神官はふとそう考えて、僅かに笑った。手にした錫杖に手を滑らせ、掲かかげる。

　誰か──いや、彼に守ってもらえているという事実は、なんとも心を落ち着かせてくれる。

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守り下さい》！」

　故に祈りは天上へ届き、神なる守りが不可視の力場を馬車と一党へともたらす。

「ＧＯＲＯＲＯＢ！」

「ＧＲＯＢＧ！　ＧＲＯＯＲＢＢＧＲＢ!!」

　さて、その一方で、小鬼どもはこの冒険者たちの姿をどう見ただろうか。

　答えは、都合が良い、だ。

　彼らは冒険者が一人減ったことを馬鹿ばかにしても、それ以上のことには気づかない。

　敵が弱くなったことが重要だ。間抜けで馬鹿な奴らがあほな事をしてるとしか思わない。

　思考の中にあるのは、さてどうしてやろうかという、ただそれだけだ。

　男はどうやって殺そう。女どもの前で殺してやろう。馬車の中にも女はいるぞ。

　つまり何人かは適当に遊んで殺してもまだまだ余裕があるということだ。素晴らしい。

　にたりと嗤わらった一匹が舌なめずりをすると、杖つえを持った娘が顔を引きつらせた。

　上にいるあの高慢ちきな森人も、足を摑んで引きずり下ろしたらどんな風に喚くだろう。

　楽しみと欲望は膨らむばかり。ゴブリンとはそのような生き物なのだ。

　だから、まあ、手遅れになった頃にも、彼らには何が起きたかわからなかった。

「ＧＯＢＲＲＲＲ……？」

　最初に気づいたのは、飛びかかる好機を見計らっていた後列のゴブリンライダーだった。

　乾いた足音が下生したばえをかき分けながら近づいてくる。遅れてきた仲間だろうか。

　乗り手のゴブリンは粗雑な革紐の手綱を持ちながら、文句を言おうと背後を振り返る。

「ＧＯＲＯＢＢＧＢ!?」

　そしてそれっきり言葉を発する事ができず、血を噴いて狼の背に斃れた。

「ＧＹＡＮ!?」

「ＧＯＯＲ！　ＧＯＢＧ！」

　狼の悲鳴があがり、ゴブリンたちが異変に気づく。

　夜闇よやみの向こうから迫りくる白い影が一つ、二つ、三つ──否いな、あれは、骨だ!?

「《禽竜イワナの祖たる角にして爪よ、四足、二足、地に立ち駆けよ》！」

　蜥蜴僧侶の号令一下、竜牙兵ドラゴントゥースウォリアーたちは声なき咆哮ほうこうを轟とどろかせてゴブリンどもへ襲いかかる。

　焚火の煙幕に紛まぎれて一人の冒険者が包囲を抜け出した事など、思いもよらなかったのだ。

　ましてやその冒険者が、祖霊へ奇跡を嘆願して兵士を増やすなどとは……！

「やれやれ、これで都へ行くまでは看板ですぞ、小鬼殺し殿」

　小鬼たちはじりじりと背後から迫りくる竜牙兵どもに押され、前へ出ざるを得なくなる。

　しかしそこに待ち受けているのは、神なる守りである《聖壁》。


　そして武器を構え、戦意をみなぎらせた冒険者たち────……。



「このまま、挟み撃ちで……押し潰すんですか？」

　錫杖を両手に握り、奇跡の維持に意識を集中させながら、女神官が囁く。

「その通りだ」

　ゴブリンスレイヤーは平然と言って、ぐるりと短剣を握る手首を回した。

「ゴブリンどもは、皆殺しだ」

　その言葉通りの結果がもたらされたのは、夜が明けるよりも前の事だった。
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　死屍しし累々るいるい。

　狼と小鬼の血と肉と骨が飛び散った草原に、朝焼けが赤色を塗りたくる。

　女神官は跪ひざまずいて聖印を切り、錫杖に縋るようにして地母神へ鎮魂を祈った。

　ゴブリンを許す許さないではない。死んだ者には皆平等に安らぎがあるべきなのだ。

「終わったか」

「あ、はい……っ」

　不意にかけられた声に、女神官は慌てて何度かこくこくと頷きながら立ち上がる。

　気づけばゴブリンスレイヤーは、屍しかばねをずるずると引きずって、一箇所に山と重ねていた。

　ツンと鼻に刺さるような、すえた臭い。

　未いまだに嗅かぎ慣れない、けれど彼女の冒険の最初から付つき纏う、ゴブリンの垢あかと汗の臭い。

「何を、するおつもりなのですか？」

「何人だ？」

　ゴブリンスレイヤーは女神官の問いに答えず、短く言って、死体の群れの横に膝をついた。

「こいつらにやられた数だ」

「えぇと……」

　戸惑いに視線を彷徨わせる女神官。

　ふと窓まど硝子ガラス越しに視線のあった剣の乙女が、窓の向こうから掠れた囁き声で教えてくれた。

「……五、六人の一党だったと記憶しておりますが……」

「そうか」

　低い声で答えたゴブリンスレイヤーは、逆手に短剣を引き抜いた。

「……」

「ど、どうしました？」

「馬車の窓を閉めろ」

　言葉は短く、しかし拒絶を許さないものだった。

　女神官が戸惑いながらも「すみません」と一言告げて窓を閉め、鎧戸を下ろす。

　刹那せつな、剣の乙女の表情がひどく青ざめていたのを、女神官は目に留めた。

　──ああ。

　それで理由がわかった。わかったからといっても、女神官に彼は止められない。

　ゴブリンスレイヤーは短剣を振りかぶり、躊躇ちゅうちょなくゴブリンの腹へと突き立てた。

「うぇ……」

　ぶつっと血が飛沫ひまつし、馬車の上で見張りを続けていた妖精弓手が思わず顔をしかめた。

　野伏レンジャー、猟師といえども、この光景は嫌悪感をもたらすものだろう。

　動物の皮を剝ぎ、内臓を取り出して血抜きするのとでは、訳が違う。

「……ちょっと、何やってるのよ、オルクボルグ」

「確かめる」

　どす黒い小鬼の血で身体を汚しながらの返答は、相変わらず不明瞭だ。

　妖精弓手がげんなりとした顔で手を振って、目線をそむけた。長耳がしんなりと垂れる。

「あー、もう、好きにして……」

「こら、明日は肉が食えんのう」

　などと呑気のんきな事を言って腹を擦った鉱人道士は、しかし油断なく視線を周囲に向けた。

　一党の前衛が作業に当たっているのだから、警戒をしておくに越したことはない。

　ただ……。

「……」

　女神官だけは唇をぎゅっと嚙み締しめて、真っ直ぐにゴブリンの死体の方を向いていたが。

「小鬼殺し殿、手伝いましょうぞ」

「すまん」

　するりと歩み出た蜥蜴僧侶が、牙の小刀を抜いて加勢する。

　その手並みは粗っぽくはあったが手慣れたもので、作業はすこぶる捗はかどった。

「ふむ」

　ゴブリンの腑分ふわけを終え、胃の中身を引きずり出したゴブリンスレイヤーは低く唸る。

　そして続けて狼どもの腹を搔っ捌さばき、溶けかけた内容物を草原に引きずり出した。


「う、ぇ……っ」



　とうとう女神官が堪こらえ切れず、顔を青くしてうずくまった。

　半ば溶けかけた手足や、胸、絡からまった頭髪が、どろりと地面へ広がっている。

「数が足らんな」

　濯すすげ。彼はそう言って女神官に水袋を差し出し、彼女はそれを両手で受け取った。

　こくり、こくりと唇の端から雫しずくを垂らしつつ、懸命に中身を飲み下す。

　ゴブリンスレイヤーはその姿を横目に、手足の数を吟味する。左右一揃いとはいかないが。

「……どう見る？」

「さて……」

　蜥蜴僧侶もまた胃液混じりの肉塊の傍でしゃがみ込み、牙刀の先端で部位を突いた。

「狼どもの餌えさとしているのも含め、別に保管している可能性は……まあ、ないでしょうな」

「ああ。放浪部族だ。備蓄も持ち歩いているはずだろう」

「……荷物はなかったわよ」

　──まったく、もう、本当に。

　馬車の上から、下を見ようともせずに妖精弓手が答えた。

　最初に出会った時は腹を引き裂く事に動揺したものだが……。

　妖精弓手は溜息を吐ついて長耳を揺らし、ひらりと手を振った。

「遠くに、そういうのを置いている気配もなし」

「つーことは……」

　鉱人道士が、うへぇと顔をしかめながら、切り刻まれた死体を見る。

　六人の一党。それを食べきるだけのゴブリン。そして狼。

「……つまり、まだいる……という事でしょうか」

　女神官のか細い呟きに、答えるものはいなかった。





§






「わ、ぁ……」

　思わず声を漏らし、女神官は目を輝かせてそれを見上げた。

　辺境の街を出てから数日、街道を歩き続けて、ようやく辿たどり着いたその姿。

　都に近づくにつれて街道沿いにも田畑が広がりはじめ、川を越えた風が吹いてくる。

　そうした景観を見下ろすような誰かの別荘の、赤茶色の屋根の向こうにそれはあった。

　遠く彼方かなたの街道でも目にする事のできた城壁は、今や彼女の目の前にそびえ立っている。

　白亜の大理石を積み重ねて築き上げられた、それはそれは巨大な門である。

　見上げれば首が痛くなる。生み出す日陰はすっぽりと街道を覆ってしまうのではないか？

　女神官が思わずそう考えてしまうほど、見た目よりも大きな印象を与えてくれる。

　美しく彫刻された石壁によって支えられるそれに、魔法の力は使われていない。

　人の技術、人の知恵、人の力で、これほどのものが築けるというのだから驚きだ。

　風雨と戦火に晒さらされ、幾度も主を替えながら、数千年を経へて未だ健在。

　話には聞いていたけれど、今まで女神官は実際に目にした事がなかった。

　彼女の世界は寺院に辺境の街、広野、そしてせいぜいが水の街くらいの広さでしかない。

　だがこれは辺境の街の門よりも、水の街の門よりも、遥はるかに大きく、そして古い。

　都の大門は遥か古代よりずっとそこにある、言葉持つ者の歴史そのものだった。

「すごいですね……！」

　昨晩の陰鬱いんうつな光景を拭い去ってくれるような壮麗さに、女神官の顔に笑みが浮かぶ。

「たぶん、私より年上よね」

　応じて、馬車の屋根から見上げる妖精弓手が、大門の影の中で長耳を振った。

　新緑色をした彼女の瞳がきらきらと輝いているのも、やはり好奇心によるものか。

　見たことのないものを見られるというのは、何故こんなにも喜ばしいのだろう。

「ねえ、壁の周りでうろついてる人は何してるの？」

「城壁っつーのはだ」と鉱人道士が低く応じた。「つまるところ守りの要かなめ、街の誇りよ」

　だから手入れと掃除は欠かせんのだ。そう言った彼は、呆あきれ顔で馬車の上を見上げた。

「耳長娘よ。お前さん、よっぽどそこが気に入ったんか」

「あら、だって四方の警戒は必要でしょ？　ね、オルクボルグ？」

　役得役得と混雑から抜け出て心地よさそうな彼女は、薄汚れた鉄兜を見下ろす。

「ああ」

　彼、ゴブリンスレイヤーは手にした皮を広げて、あちらこちらと目線を向けている。

　先晩に屠った小鬼から剝いだ──無論、妖精弓手と女神官は顔をしかめた──皮だ。

「……うぇ。やっぱりそれ何で剝ぎ取ったのよ？」

「この部族の生き残りだの、率いている手合てあいが他にもいるやもしれん」

「何かに描き写せば良いじゃない」

「正確なものが欲しい」

　ゴブリンスレイヤーは皮に描かれた幾何学きかがく的な入れ墨を、無骨な籠手こての指先でなぞる。

　やがて彼は小さく頷き、皮を丸めて束たばねてから雑囊にねじ込んだ。

「手のように見えるが、判断がつかん」と言ってから、鉄兜を揺らす。「珍しいのか」

「あ、はい」と女神官は素直に頷いた。「本当に、人が大勢いて……！」

　思わずぴょんぴょんと飛び跳ねそうな様子で、女神官はきょろきょろと周囲を見回した。

「はぐれるぞ」

「わ、わかっていますとも。……わかっていますよ？」

　子供扱いされてしまった気恥ずかしさに、女神官は念押しをしながら錫杖で足元を突く。

　馬車に意識を向けながら歩く靴の傍で、かつかつと硬質な音が響いた。

　土むき出しだった街道も、いつからか石畳に切り替わっている。

　道が都に近づくにつれ増えていた人の往来も、今や完全にごった返していた。

　決して狭くはない、むしろ巨大な門にもかかわらず、人々が押し合いへし合い出入りする。

　老若男女、貧富に種族、職業や国すらわからぬほどに入り乱れ、行き交い、声があがる。

　馬車も何両も走り、籠を抱えた商人が、雑踏の中を動き回って水や果物を売り歩く。

　色とりどりの衣服を着た人々が入れ替わり立ち替わる光景は、万華鏡かモザイクのよう。

　耳に入る様々な言語のざわめきは、歌にも似て耳に心地良い。

「お祭りかなにか……だったりします？」

「いつも、このような具合ですわ」

　信じられない。そんな様子の女神官へ、剣の乙女は馬車の窓を開けてくすりと笑った。

「一国の都ともなれば、人は多くなりますし……」

「必然、揉もめ事ごとも増え、我ら冒険者の活躍の場もあるというものですな」

　言葉を受けて手綱を取る蜥蜴僧侶が、愉快そうに目玉を回した。

　雑踏の中ゆっくりと門に向かって馬車を進めさせる手並みは、見事の一言である。

「もっとも性分として、拙僧せっそうは街の影を走るシャドウランのはいささか苦手でありますが」

「鱗のは用心棒とかならいけそうだがの」

　馬車の横を行く鉱人道士がそう言って、がらがらと笑った。

　ともすれば人混みに揉まれて流されてしまいそうな彼だが、さして足が鈍ることもない。

　鉱人道士はひょいとゴブリンスレイヤーを見上げ、その鉄兜に目を向ける。

「かみきり丸も、こう大都会では小鬼退治がなくて暇じゃろうて」

「いないとも限らん」

「さよけ」

　返ってきたのは無骨な返事。

　鉱人道士は呆れたように応じて、ゴブリンスレイヤー共々視線を前方へと向けた。

　開拓地である辺境の街、水の街と違い、都の門には兵士が控えて関所を設けている。

　出るにせよ入るにせよ通行手続きには若干の時間がかかり、それがこの渋滞の原因だろう。

　秋口の日差ひざしの下、じりじりと進んでいく行列の先頭を鉱人道士は睨みつけた。

「こら当分かかりそうだの」

　鉱人道士はひょいと肩を竦すくめると、巾着袋から貨幣を取り出し、するりと雑踏に潜った。

　程なく戻ってきた彼は、手にしたいくつかの小瓶の一つを屋根上の妖精弓手へと放る。

「ただぼうっと待ってるだけじゃつまんねぇからよ。ほれ」

「わ。ありがと。……何これ？」

　受け取った彼女が見ると、それは硝子の小瓶で、中に薄紫の液が入っている。

　軽く振ってみるととろりとしていて、栓をぬけばふわりと甘い香気が漂う。

「サパっつうんだ。葡萄ぶどうだの何だのを、鉛なまりと青銅の鍋で煮ると甘くなるでな」

「ふぅん……」

　妖精弓手はすんすんと鼻を鳴らして飲み口から臭いを嗅ぎ、うーんと首を横に振った。

「……金物臭いから、良いわ」

「食わず嫌いすっから金床なんじゃぞ」

　む、と妖精弓手は唇を尖らせるが、しかし口もつけずに鉱人道士へ瓶を突き返す。

　栓が抜けているから飲料が零れそうになり、鉱人道士は慌ててそれを受け取った。

　恨めしげに彼は頭上の森人を見やりつつ、がぶり、がぶりと二息に中身を干してしまう。

「ったく、旨ぇのによ」

「あ、あの、鉛って身体に毒じゃ……」

　思わず見かねた女神官が慌てて口にすると、妖精弓手が上からけらけらと笑い声を落とす。

「鉱人はね、身体が大雑把おおざっぱだから平気なのよ」

「頑丈といえい、頑丈とな」

　げふとゲップを漏らしつつ、髭に滴したたった雫を鉱人道士はごしごしと擦った。

　馬をだく足で進ませていた蜥蜴僧侶が、その姿を見下ろして目玉をぐるりと回す。

「さて、他には何かありませぬかな？」

「あー……」鉱人道士は、がちゃがちゃと抱えている瓶を調べた。「ポスカ飲むかや？」

「ポスカとな」

「ああ」と剣の乙女が、馬車の窓辺から微笑んだ。「お酢、ですわね」

「おや、ご存知で？」

「わたくしとて、昔は冒険者でしたもの」

　ポスカとは、古くなって酸味の増した──というより酢になった葡萄酒の水割りだ。

　蜂蜜はちみつを混ぜてあるから甘酸っぱく、日持ちもするため、都を訪れた冒険者に重宝される。

「ほんじゃあ、よろしけりゃ一本どうだの？」

「よろしいのですか？」

「もちろんもちろん」

　剣の乙女はほんの僅かに唇をほころばせた。

　窓から差し入れられた瓶を両手で受取り、撫でるような手つきで栓に触れ、抜く。

　そしてこくり、こくりと喉を鳴らして中身を飲み、ほぅ、と艶っぽい吐息を漏らす。

「もう、そんな……。はしたのうございますよ！」

「良いではありませんか。別に……」

　ん、と。唇に滴ったものを舌で舐め取り、剣の乙女は女官へ拗ねたように返事をする。

　そして童女のようにあどけない微笑みを浮かべ、ぺこりと窓の外へ向けて頭こうべを垂れた。

「ありがとうございます。……とても美味おいしゅうございました」

「そらぁ、なによりだぁな」

　にかりと笑った鉱人道士は、そのまま得意気に「ほれ」と仲間内に瓶を振る舞った。

「わ、甘酸っぱい」だの「葡萄の汁よね、結局」などと言いつつも、頰を緩ませる女性陣。

　甘味があれば喜ばない娘はいない──とまでは言うまいが。

　続けて受け取ったゴブリンスレイヤーは、無言で瓶を開けてがぶりと一飲み。

　酒だろうが料理だろうがだいたいこの調子なので、誰もそれを気にしない。

　女神官だけが「仕方ない人ですね」とでも言いたげな笑みを浮かべるばかり。

　そして続けて瓶を渡された蜥蜴僧侶が、その大きな掌を「いや」と振った。

「拙僧は結構。喉より腹のが飢えておりましてな」

「食い物なぁ……」

　鉱人道士はふうむと顎髭をしごきながら、門まで連なる行列へ目を向けた。

　既に日差しは昼を過ぎて傾きかけている。

　弁当だのの売り子がいたとしても、もう品は捌けている頃だろう。

　これでは都の中に入ったほうが、確実に飯屋を見つけられるに違いない。

「都の方じゃ、チーズが良く売れるたァ、話に聞いとるけんどよ」

「ほぅ」と声をあげたのは、黙って一党の話を聞いていたゴブリンスレイヤーだった。

　彼は鉄兜の隙間から器用にポスカの瓶を呷り、一口、二口で飲み干してしまっていた。

「それは良いことを聞いた」

　至極大真面目な調子の彼の姿に、一党の間から笑いが漏れる。

　馬車の中では、女官さえ貞淑ていしゅくに口元を手で覆って頰を緩めている。

　笑っていないのは、剣の乙女だけだった。

　彼女はぎゅうっと、膝上に置いた天秤剣を握りしめていた。

「どうかなさいまして？」

「いえ……」

　女官から声をかけられて、はっとしたように剣の乙女は首を横に振った。

「……なんでもありませんわ」

「なら、良いのですが」

　剣の乙女は窓から視線を切って、馬車の天蓋を見据みすえて「ほう」と悩ましげに息を吐く。

　──娘らしい感情なんて、枯れ果てたと思っていたのですけれど。

「……難しいものですね」

　と、その時である。

　馬車の中で剣の乙女が視線を動かし、馬車上の妖精弓手がひくりと耳を揺らした。

　遠くから近づく車輪の音。兵士の声。群衆がどよめき、門に通じる道が二つに割れる。

　人の海を裂いて走り進むのは、豪奢ごうしゃな二頭立ての馬車である。

　箱には金の彫金が施ほどこされ、掲げられた獅子ししの紋章は王家の証あかし。

　無論馬とて負けてはいない。筋骨きんこつ隆々りゅうりゅうとした体軀たいくの堂々たる名馬である。

　そして周囲を十重とえ二十重はたえと囲む兵士、騎士たちのぴかぴかとした鎧具足ときたら！

　上質な金属鎧に兜、槍や剣などといった勇壮な姿は、子供でなくとも見惚みほれるものだ。

　長距離を徒歩で移動せざるを得ない冒険者とは、あらゆる意味で無縁の姿。

　女神官がぽかんと口を開けて「うわぁ……」と声を漏らしたのも無理はない。

「さっきからそればっかりね」

　妖精弓手が思わずくすくすと笑った。

「でも、通行にやったら時間がかかってたのはあれのせいかー」

　そしてすぐにくるくると表情を変え、頰杖を突いて不貞腐ふてくされる。

　いっそ弓矢で射掛けてやろうかなどという言葉も漏れて、女神官が慌てて杖を振った。

「だ、ダメですよ、そんな事したら……！」

「わかってる」と妖精弓手は鼻を鳴らす。「大方、呪文の守りが凄いことになってるもの」

　──それは守りがなかったら撃つという事では……。

　女神官が顔を引きつらせるのもよそに、気まぐれな森人は「それにしても」と続ける。

「王様が都の外に行ってたのよね。何かあったのかしら？」

「税だ」

　答えは端的かつ明白だった。

　ゴブリンスレイヤーは低い声で呟き、まるで独り言のように妖精弓手の疑問に答える。

「収穫の時期だ。代官のいない場所、反乱の起こりそうな場所へは、王が直接向かう」

「ふぅん。詳しいのね？」

「農村の出だ」

　え。声をあげたのは、女神官だったか剣の乙女だったか。

　この薄汚れた鉄兜、安っぽい革鎧の男が畑仕事をしているところを、脳裏のうりに思い描く。

　──あ、でも、牧場のお手伝いとかはしていらっしゃるようですし……。

　ん、と。唇に人差し指をあてがって考えた女神官は、うんと小さく頷いた。

「大丈夫、似合っていると思いますよ！」

「そうか」

　王の馬車が門をくぐると、兵士たちの顔つきも僅かに弛緩する。

　どうやら警戒態勢が解けたらしい。通過待ちの行列も、先よりはスムーズに流れ出す。

「それにしても」

　妖精弓手が、やっと動き出した馬車の上で風を浴び、目を細めながら言った。

「すっごい豪華な馬車だったわね、あれ。おまけに軍隊まで出しちゃってさ」

「そらぁ、王族が安物使って一人で行くわけにもいかんじゃろうて」

　応えたのは短い手足で歩く鉱人道士だ。

　それはもう当然彼は鉱人であるから、装飾物については一家言ある。

　長い白髭をしごきながら、彼は訳知り顔で頷いて見せた。

「贅沢ぜいたくっつーか必要経費だわいな」

「そんなもん？」

「お前さん、自分ンとこの族長が枯れ木のうろで、襤褸ぼろ着て膝抱えてたらどうじゃ？」

「……」妖精弓手は想像し、長耳を垂らした。「……なんかヤかも」

「で、そいつがフラフラ一人でやってきて、税金寄越せって言うてみぃ」

「はっ倒すわね」

「そういうこった。立派にしとくンも仕事よ仕事」

　てくてくと足を進めながら、女神官がしみじみと息を吐いた。

「偉い人って、大変なんですね」

　実際、彼女は神殿で神官長の働きを見ているし、一時といえど神事の踊り手を務めた。

　あれ以上の重責と仕事が伸のし掛かかってくるとなると、とてもとても。

　──でも、やっていらっしゃる人もいるんですよね。

　ちらりと傍かたわらを進む馬車の窓に目を向ける。

　剣の乙女は、変わらず薄い笑みを浮かべたまま、肉感的な肢体を席に押し込めていた。

　彼女の表情からは、どうしてか感情があまり読み取れない。

　──ゴブリンスレイヤーさんじゃあないのに。

「王様面倒くさーい」

「お前は姫だろーが」

　そんな気も知らず妖精弓手が馬車の上でわーっと手を上げ、鉱人道士がぼやく。

　いつものやりとり。都の前まで来ても変わらぬそれに、女神官の気も逸それる。

　くすりと笑った彼女に応じて、愉快そうに蜥蜴僧侶が目を回した。

「我ら、冒険者の組合も税で営まれておりますでな」

　その声は愉快そうであったものの重々しく、まるで説教をする司祭のようであった。

「組合なくば、冒険者など無頼漢でしょうや」

　感謝しかない──という。

　なるほど、蜥蜴僧侶はといえばこの強面こわもてであり、蜥蜴人リザードマン自体混沌こんとんに染まった部族もいる。

　祈らぬ者ＮＰＣに近しい種族であるからこそ、相応の苦労もあったのやもしれない。

「長耳税とか取られなきゃ良いけど」

　ふぅんと鼻を鳴らした妖精弓手が、税金は良いんだけどさ、と言ってそんな冗句を呟く。

　彼女はこれみよがしに長耳をひくつかせ、それからにんまりと目を細めて笑った。

「後はー……樽たる形体型税とか？」

「は！　んなもん取られたら暴動だわい、暴動」

「静かにしろ」と二人を遮さえぎってゴブリンスレイヤーが言った。「門につくぞ」

　おや？　女神官は首を傾げた。彼がゴブリン以外の事で警句を発するのは珍しい。

　城壁に近づくと、その周りには幅が広く、底の深い空堀からぼりが巡っているのがわかった。

　混沌の軍勢が攻めてきたら、空堀を登り降りする間に、城壁の狭間はざまから矢を射掛けるのだ。

　城門前には城壁から鎖で吊つるされた橋がかかっており、そこを渡って門に入る事ができる。

「止まれ！　身分証を提示しろ」

　当然、そこで誰何すいかの声がかかった。

　蜥蜴僧侶が手綱を操あやつって馬車を止め、その巨体をゆっくりと御者台から降ろす。

　ぴかぴかと丁寧に磨き上げられた鎧兜の兵士が、槍を片手に行く手を阻んでいた。

　ぱっと見ただけでも、そこいらの冒険者よりは上等な装備を纏っている。

　──戦いくさに備えているのですから、当然ですよね。

　気の向いた時だけ戦えば良い冒険者と、平時から有事に備える兵士では趣おもむきが違う。

　女神官は服の襟元から、鎖で繫がれた認識票を引っ張りだした。

「これで宜よろしいですか？」

　一般の旅人ならば通行手形だとか、行商ギルドの証などを提示するのだろう。

　が、そこはそれ冒険者である。彼らは認識票を提示すればそれで事足りる。

　ちらりと一瞥をくれた兵士が「字はかけるか？」と言うので、彼女はこくりと小さく頷いた。

　このような審査など初めてで、緊張もあったが、ついつい好奇心を覚えてしまう。

　兵士が持ち出してきた分厚い台帳には、ずらりと人名と滞在目的が記しるされていた。

「ではここに名前と目的を書け」

「あ、はい。えと……護衛のお仕事とかで良いのでしょうか？」

「冒険者ならばな」

　女神官は戸惑いながらも羽ペンとインク壺つぼを借り、拙つたないながらも丁寧な字を記す。

　都ともなれば往来する人の数も、それはそれは想像できない程の多さである。

　全てを人力で管理するとなれば……兵隊に税がかかるのも宜むべなるかな。


「後は鉱人に、森人…………蜥蜴人か」



「いかにも」と蜥蜴僧侶は奇怪な手つきで合掌をする。

「拙僧の名は発音し辛づらいと思いまするが、それでも宜しいか？」

「ああ、構わんよ。……異種族だの部族だのじゃ、そう珍しくもない」

「では、失礼をば」

　厳つい鱗の手がぬっと差し出され、女神官は「どうぞ」と笑顔でペンと台帳を譲る。

　妙に慣れた調子で筆を走らせる蜥蜴僧侶の手元を覗き込み、妖精弓手が長耳を振った。

「じゃあ次私ね！　なんなら鉱人の分も書いたげる！」

「子供かお前は」

　鉱人道士は呆れた様子で、しかし森人特有の流麗な筆致で自分の名が書かれるのを見守った。

　順繰りに行われていく入門の審査。

　亜人種たちの奇妙な行いは慣れっこなのか、兵士たちは特に咎とがめ立だてもしなかった。

　いや、冒険者ともなるともはや奇妙な行動に走るのは常なのかもしれない。

　しかし兵士たちの視線は、薄汚れた駆け出しまがいの冒険者の前でぴたりと止まる。


「…………で、なんだお前は？」



「冒険者だ」

　ゴブリンスレイヤーは短く答え、懐ふところから認識票を取り出して兵士へと放った。

　もはや自分で説明するよりも見せたほうが早いと諦あきらめ……いや、割り切っているのだろう。

　宙で摑むように認識票を受け取った兵士は、疑わしいものを見るようにそれを検めた。

　その手つきは贋金にせがねを調べる時のそれで、女神官は「金貨だったら齧ってますよね」と思う。

「……騙かたりじゃあるまいな」

「ギルドは認めた」

　尚なおも疑わしげな目で見られても、ゴブリンスレイヤーは端的にそう言い切った。

　兵士たちは顔を見合わせ、どうしたものかと密ひそかに声を交わし合う。

「お前さん、闇人ダークエルフだったりはしないかい？」

「しない」とゴブリンスレイヤーは鉄兜の庇ひさしを持ち上げた。「森人も同行しているだろう」

「そりゃあ、あの森人の娘が白粉だの付け耳だのをしているとは思わんがなぁ」

　──仕方のない人ですよね。

　女神官は溜息を吐いた。見れば妖精弓手も呆れ顔で肩を竦めている。

　もっと人当たりの良い態度をすれば──と思うのは、お節介だろうか？

　──いいや、お節介を焼いてしまおう。

　そう思った彼女が一歩前に足を踏み出し、口を開きかけた時、

「至高しこう神しんの御名にかけて」

　濡れたように艶っぽい声が、するりとその間に入り込んだ。

　声の源みなもとは馬車の窓からで、女神官のみならず、兵士たちも目を見開いている。

「彼は正真正銘、銀等級の冒険者ですわ」


「こ、これは大司教様……ッ！」



　窓枠にしだれかかるように身を寄せているため、その美体が柔らかく歪んでいる。

　思わず兵士たちが唾つばを飲み、背筋をぴんと正すのも当然と言えた。

　彼女の──見えざる──目で見つめられ、微笑まれ、緊張しない男などいるものか。

「し、失礼致しました。どうぞお通りください！」

　剣の乙女は薄く微笑んで頷き、しかし豊かな胸の内では溜息を零している様子だった。

　女神官にもその気持ちは、何となくも理解できる。

　──権威は力と言いますけれど、行き過ぎるのも問題でしょうね……。

　しかし剣の乙女は、そんな気持ちをまったく表情に見せようとはしない。

　彼女はするりと細く美しい腕を窓から伸ばし、兵士へと差し出した。

「手続きは手続きでしょう？　わたくしにも台帳を下さるかしら？」

「は、はい、只今！　──ほら、お前、早く書け……！」

「ああ」

　急せかされたゴブリンスレイヤーは筆を執って、台帳に走らせる。

　むぅ、と意味もなく唇を尖らせていた女神官が横から覗き込むと、金釘流かなくぎりゅうが踊っている。

　ようやく判別のつきそうな文字で、女神官はふと、妙な親近感を覚えた。

「これで良いか？」

「う、うむ……！」

　台帳を受け取った兵士が、ばたばたと慌てた足取りでそれを馬車の窓枠へと運ぶ。

　受け取った剣の乙女はどこかおぼつかない様子でページを繰り、横合いから女官が補助をする。

　それを横目に見た女神官がふと視線を流すと、ゴブリンスレイヤーが立ち尽くしている。

　彼はぼんやりと──そう、ぼんやりと、だ！──とてつもなく背の高い城門を見上げていた。

「……どうしました？」

「いや」

　女神官が下から覗き込むと、ゴブリンスレイヤーはゆっくりと首を横に振った。

「都か、と思ってな」

「ああ……」

　釣られて、女神官もまた城門を見上げる。首が痛くなりそうなほどに大きく、高い。

「……わたし、初めてなんです。ゴブリンスレイヤーさんもですか？」

「そうなる」と彼は低く唸り「一度、姉をここに連れてきたかった」と続けた。

　女神官は胸の内が暖かくなるのを感じた。その熱が頰を緩ませるのも。

「きっと、いつかそういう機会がありますよ」

　ゴブリンスレイヤーは、少しだけ黙り込んだ。そしてゆっくりと鉄兜を縦に動かした。

「あれば良いな」

　ほどなく、手続きは全て滞りなく完了した。

　そしてゴブリンスレイヤーは大門を潜り、都へと一歩足を踏み入れた。
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「まったく、もう、お兄様ったら酷ひどいのよ！」

　少女は寝台の上にぼふりと身を躍おどらせると、奮然として毛布をばしばしと叩たたいた。

「自分はあちこち飛び回っているのに、私には外へ出るな、だなんて！」

「仕方ありませんて、お仕事ですから」

「でも天の火石ほいしが山に落ちたって……」

「むやみにその事を話してはいけないと、言われているのでは？」

　身の回りの世話を手伝ってくれる、友人でもある使用人が困り顔。

　いつも忙しく各地を飛び回っている兄の不満を口にする度たび、彼女はこういう表情をする。

　まあ実質雇い主は自分でなく兄なのだから、自分のわがままを聞けばこうもなるだろう。

　そう頭ではわかっていても、納得しかねるのが人の心というものだ。

「お兄様、昔は自分も冒険者だったのに、私が冒険者になるって言ったら大反対でさぁ」

「良いことも悪いことも、辛つらいこともよくご存知だからですよ」

　膝ひざに矢を受けたわけでもあるまいし。少女はふんと頰ほおを膨らませて窓の外を見た。

　都の往来は人通りも多く、昼間から活気で満ち満ちている。

　様々な土地から、様々な人が、様々な目的で訪れ、思い思いに道を歩いている。

　それはこんな部屋の中に閉じ込められたままの生活では、決して手に入らないものだ。

「良いなぁ……」

「そんなに外へ出たいので？」

「そりゃあ、そうよ」

　少女は当然とばかりに言って、ごろりと寝台の上に寝転がった。

「良いことばかりではありませんよ」という友人の言葉もどこ吹く風だ。

　天井てんじょうを睨にらむ彼女の頭の中では、次々に荒唐こうとう無稽むけいな計画が浮かんでは弾はじけていく。

　聞いた話では、市井しせいに生きる年頃としごろの女の子は、必ず一度は家出をするらしい。

　なら自分だって家出をして良いし、そのまま冒険者になったって良いのではないか。

　──いっそ壁でも蹴けり破ってやろうかしら。できないけど。

　誰だれしもが一度は考えるような妄想だ。

　もちろん多くの者はそれを実行に移したりはしない。

　移した上で失敗して痛い目を見る者が多いと理解しているからだ。

　けれど成功するのは、その妄想を実行に移した者だけである。

　骰子サイコロの出目は宿命と偶然のどちらともつかないのだから、振って見るしかない。

　賢さかしらな事を言えるのは、骰子を振らずにいる者だけだ──などと、彼女は思う。

　そして現状、彼女は骰子を振る事すら許されないのだ。とても納得がいかない。

　──そう、勝手に決められてしまうなんて、嫌よ。

　将来のこととか、これからのこととか、世界のこととか、何もかも全すべて。

　いずれは自分だって婚約したり、結婚したりする流れになるのだろう。

　立場を思えばそういった事は避けられないだろう、というのは理解している。

　──けど、何にも見たことないのよね。

　世の中はゴブリンの被害で溢あふれていると彼女は聞いている。

　辺境の勇士が氷雪吹ふき荒すさぶ孤山にて、小鬼の城塞から乙女おとめを救い出す歌を聞いた。

　王も大臣も宮廷魔術師も将軍も、みんな知っているのに何もしていない。

　──それはきっと、見たことがないからだわ。

　兄だって昔は冒険者だったというけれど、その冒険譚ぼうけんたんを詳しく話してはくれない。

　きっと一党の皆に守られてたとか、大したことしてなかったとかに違いない。

　小鬼のことだって、きっと何にも知らないのだ。

「うん……。そうよね」

　見たことがないから決められないのだ。

　自分で見て、自分で決めなくちゃいけないのだ。

　神は骰子を振るけれど、何を成すべきか、その意志だけは自分のものなのだ。

「……ねえ、貴女って確か、お兄さん、行商人やってたわよね？」

「ええ。従兄いとこです。朝一番に開門と一緒に外へでて、売り買いをして、帰ってくるんですよ」

　気分屋な少女が既に他ほかのことを考え出したと思ったのか、友人は簡単に教えてくれた。

「そっか」と少女は寝台の上で腕を組んだ。ふつふつと思考が泡沫ほうまつのように弾はじけていく。

　と、不意に友人が「あら」と声をあげた。見ると彼女は窓の外へ目を向けている。

「どうしたの？」

「お戻りになられたようですよ」

「ホント!?」

「ええ、馬車が止まっておりますから」と聞くよりも早く、少女は寝台を飛び降りた。

　着替えるよう静止する友人の言葉を振り切って、一目散に部屋を飛び出して駆けて行く。

　すれ違う使用人がすわ何事かと目を剝むき、少女の姿を認めると仕方ないなと溜息ためいき一つ。

　そういった諸々を全て無視して玄関まで辿たどり着くと、彼女は勢いのままに飛びついた。

「お帰りなさい、お兄様！」

　──こうしておけば、まさか今夜家を出るとは思わないでしょ。

　そんな風な事を思いながら。
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　郭内かくないに設けられた巨大な落とし格子を三つ抜けた先は、目も眩くらむような喧騒けんそうだった。

　まず広がるのは城壁が作られるよりも以前からそうであったろう、田園の風景。

　水を運ぶ水道橋が長く伸びて、煙を上げる大きな建物へと繫つながっているくらいか。

　けれどそんな景観の長閑のどかさに対して、人の多いこと多いこと。

　道はすぐ石畳へと代わり、古代から立つ街並みへと飲み込まれていく。

　人々はその街路を、まるで洪水の如ごとく行き交っているのだ。

　囁ささやき声とサンダルが石を叩たたく音とが、何か楽団の演奏のようにわぁんと響き渡る。

「ほ、本当にお祭りじゃないんですよね……？」

　目まぐるしく移り変わるような景色と人々に、女神官が目を白黒させている。

　妖精弓手エルフがくすりと笑って長耳を揺らし「だいたいこんなもんじゃない？」と言う。

「只人ヒュームの街はどれも賑にぎやかだから、そういう意味では慣れちゃったわね」

　そう言って彼女は、ぶるりと居心地悪げに身じろぎをした。

「むしろ、なんかこう……他ほかの街より狭っ苦しい感じはあるけど」

　実際そうではあった。

　門前もさることながら、とにかく都内は人が多い。

　道行く人は押し合いへし合い、当世流の衣装を纏まとっているから、通りは色の川のようだ。

　石畳の両脇りょうわきに聳そびえ立つのは、古くからある建物に無理くり増改築を繰り返した建物。

　天井てんじょうこそないものの、城壁の中に無理くり押し込めた街路は、どことなく迷宮を思わせる。

　数千年の昔からある都などというのは、ともすれば遺跡と大差ないのかもしれない。

「やあ旦那がた。道案内はどうですかな？」

　と、背中を曲げた老爺ろうやが、手に古びたカンテラを持って歩み寄ってきた。

　大都市にはつきものの案内人だ。

　魔術を学ぶ学徒たちが街灯へ火を入れていくとはいえ、暗闇くらやみに閉ざされた路地も多い。

「夜目には不自由していない」

　女神官が何かを言うよりも早く、ゴブリンスレイヤーが短く言った。

　案内人は目をぱちくりと瞬またたかせて森人エルフ、鉱人ドワーフ、蜥蜴人リザードマンと視線を向け「でしょうな」と笑う。

「失礼、失礼。お呼びの向きがありましたらいつでも……」

　そう言って愛想よくニコリと笑うと、老爺はひょこひょことした足取りで闇やみの中へと消える。

「只人って不便よね。暗い所見えないんでしょ？」

　妖精弓手がその背中を見送りながら呟つぶやく。

「商売にならないんじゃないかしら」

「そういう時は、観光案内に鞍替くらがえするんじゃろ」

　と、興味深くやりとりを眺めていた鉱人道士ドワーフが、目敏めざとい調子で言った。

「夜目が利きいたところで、道に不案内では迷っちまわぁな」

「して、大司教殿。今後の予定はどうなされるのかね？」

　そして数千年間石畳に刻まれた轍わだちへ馬車を乗せながら、蜥蜴僧侶リザードマンが長首を巡らせる。

「そうですわね」と馬車の中から剣つるぎの乙女おとめが小首をゆるりと傾かしげる。

「神殿までお願いしたいのですけれど、都へ来たことはありますか？」

「お恥ずかしい限り。拙僧せっそうはこれが初でしてな」

　蜥蜴僧侶はぐるりと目玉を回して、愉快げに顎あごを持ち上げた。

「おそらく、我らが一党にも他におらぬかと」

「では、わたくしが言った通りに馬車を進めて頂ける？」

　うきうきとした声音こわねに、彼女の隣に座していた女官が窘たしなめるように口を開く。

「大司教アークビショップ様、なにも御自らそのような事をなさらずとも……」

　剣の乙女は艶つややかに口元を緩ゆるめて微笑ほほえんだ。

「だって都はあらゆる通りに名前がついているけれど、それを教える標識がないのですもの」

　旅人のことは考えていないのです、と。くすくす、剣の乙女は喉のどの奥で笑い声を転がした。

「だからわたくしでも道案内ができるので、悪いことばかりではないのですけれど」

　轍に沿ってごろごろと進む馬車の周りを囲み、冒険者たちはのんびりと街を進んだ。

　見えざる剣の乙女の導きによって、彼らが道に迷うことはなさそうである。

　宵よいの口、空が薄紫に染まる頃とあって、都の混雑は酷ひどい。

　馬車があるから石畳の中央を歩けるものの、そうでなければ揉もみくちゃにされたろう。

　都の住人は我が物顔──当然だが──だし、旅人たちは他人に気を使う余裕はない。

　城壁と建物に囲まれているせいで空気はどこか淀よどんでいるし、路地裏に日差ひざしは届かない。

　もしも暗がりに迷い込んだら、二度と出てこられない。そんな気さえしてくる。


　だが──……。



　目を向ければ、そこかしこの家から立ち上る煮炊にたきの煙、夕餉ゆうげの香り。

　仕事を終えて酒場や遊び場に繰り出す男たち。彼ら目当ての客引きの女たち。

　早々に酒を呷あおった老人たちは、どれと軒先の床几しょうぎに腰を下ろして一勝負を始めている。

　直線上に並んだマスの上に剣士の金属きんぞく駒ごまを置き、札を繰って間合いを詰めたり離したり。

　ふとその横を見ると、路傍ろぼうでは子供たちも札遊びに興じて、きゃっきゃと声をあげていた。

　マス目を切った円陣を闘技場と見立て、戦車がわりの小石を競争させているのだ。

　札の数字だけ石を進め、時折あがる「王様万歳！」は周回中に一度は叫ぶルールである。

　しかし刻限が刻限だ。母親の呼ばわる声を聞き、子供たちは「わー！」っと駆けて行く。

　そんな子供たちを横目で見送った老人たちは、にやりと笑ってまた次の勝負へ。

　五本先取で酒が馳走ちそうになれるとあれば、負けてやるわけにはいかぬのだ。

　他にも物売りが異国から仕入れた品だといって、円形に磨いた遠見の水晶を掲かかげている。

　宵の口だと飲みに繰り出した男たちが集まり、彼の鉄兜てつかぶともそれを追うように動いていた。

「……」

　女神官はなんとなく、何故なぜだか嬉うれしくなって目を細めた。

　彼女はこの、人の営みの匂においが好きだった。

　日が傾かたむいて午後になって、太陽が完全に落ちるまでの僅わずかな間の匂いが好きだった。

　村だろうと街だろうと、それこそ都だろうと、これは変わらないのだろう。

　薄い胸のうちで地母神ちぼしんへの祈りと聖句を呟いて、彼女は足取りも軽く、神殿へ向かう。

　生まれて初めて訪れた都。

　馴染なじむことはできなくても、きっと、嫌いになることはないだろう。

　そしてあちこちを見回していた彼女の視線が、一点に止まった。

　長い杖つえを伸ばして、街灯に火を入れて回る黒いマントの学徒たち。

　女神官は目を瞬かせると唇を嚙かみ締しめ、僅かな遅れを取り戻すべく、そっと足を早めた。





§






　神殿──法と秩序を担になう至高しこう神しんの社やしろは、他の神々の神殿と同じ区画にそびえていた。

　それはなるほど、辺境の地母神の寺院と比べれば荘厳ではあったが、水の街のそれには劣る。

　建物は大きく、訪れる人の数は多く、今も司法を求める人の出入りは激しい。

　にもかかわらず見劣りするのは、装飾の類たぐいがほとんど一切いっさい除かれているからだろう。

　ただ白石の円柱が並び、三角屋根が載り、天秤てんびん剣けんの御印みしるしが掲げられている……だけの建物。

　質実剛健と言えば聞こえは良いが、その実これは、ただ地味で無味乾燥といえた。

「都では、数多あまたある神殿の一つに過ぎませんから」

　剣の乙女がそう伝えるのを「そんなもんか」と妖精弓手は呟いた。

「私はてっきり、英雄サマの神様だから立派に扱われてるのかと思っていた」

「わたくしの在処ありかは、水の街の方ですしね」

　馬車の扉が開き、女官に手を引かれて剣の乙女が石畳の上に足を踏み出す。

　天秤剣を杖代わりにしているとはいえ、その動作に揺れがないのは流石さすがの一言だろう。

「大司教様！」

「お疲れ様です、ようこそおいでくださいました！」

　馬車の到着を聞きつけたらしい侍祭たちが、神殿の中より駆けて来る。

　少年少女らしい侍祭らの瞳ひとみはきらきらと輝いていて、英雄を見る子供そのものだ。

　剣の乙女はにこやかに唇に微笑を浮かべると、「ありがとう」と囁く。

　蜥蜴僧侶は感激している侍祭たちに手綱たづなを預け、御者台からするりと降り立った。

「さて、では荷を下ろすとして……宿はどうしたものか」

「それでしたら、どうか神殿に泊まってくださいまし」

　手際よく既に荷物を馬車から下ろしにかかっていた女官が、重さにふぅふぅと言った。

　蜥蜴僧侶は彼女の手からひょいと荷物を取り上げ、軽々と下ろしてやる。

　女官は「まあ」と目を見開き、それから「ありがとうございます」と目を細めた。

「部屋はいくつもありますの。どうぞ、是非」

「ふむ。情けは受けておくべきかと思いまするが。いかに」

　女神官は侍祭たちと挨拶あいさつを交わしている。馬車上の妖精弓手は、ひらりと飛び降りた。

「賛成。別によっぽど上等な宿ロイヤルスイートでもない限り、かわんないし」

「報酬の一環だろ。わしも良いと思うがの、かみきり丸？」

　鉱人道士が長い白髭しろひげをしごき、ちらりと沈みかけた太陽の方へ目をやった。

「この時間だ。もうどこの宿も客でいっぱいじゃろうて」

「俺おれは構わん」ゴブリンスレイヤーは短く言って、さらに続けた。「反対する理由はない」

　剣の乙女が僅かにぎゅっと天秤剣を握り締めた。

　気がついたのは女官だけで、彼女は呆あきれ半分、微笑ましさ半分の溜息ためいきを零こぼす。

「だが、少し調べたいことがある。書庫かなにかはあるか」

「ありますわ」

　息せき切る勢いで、剣の乙女が言った。彼が「書庫かなにか」と言った時だった。

「すぐに案内を致します。神殿の書庫でしたらわたくしの権限で……」

「んにゃ、それよか先に荷物置いて、飯だ、飯」

　鉱人道士が短い手指をひらひらと振って、あっけらかんと言葉を遮さえぎった。

「ちょっと、あんたさっき飲み食いしたばかりじゃない」

「圃人レーアどもよかマシじゃい」

　妖精弓手のツッコミをしれっと受け流し、鉱人道士は肩を竦すくめる。

「どうだ、鱗うろこのは」

「拙僧としては、そろそろ血の滴したたる肉が恐ろしくなってきた時分」

　巨大な鱗の手でこれみよがしに腹を擦こすって、蜥蜴僧侶は大顎を持ち上げた。

「それにチーズがあれば尚更なおさら怖い」

「俺は構わん」ゴブリンスレイヤーは短く言って、さらに続けた。「反対する理由はない」

　剣の乙女が僅かにぎゅっと天秤剣を握り締めた。

　気がついたのは女官だけで、彼女は呆れ半分、微笑ましさ半分の溜息を零す。

「……では、戻ってからに致しましょう」

　そうしましょう。ええ、そうしましょう。彼女は二度三度、確かめるように繰り返した。

　ゴブリンスレイヤーは短く「頼む」とだけ言って、鉄兜を女神官の方へ巡らせた。

「お前はそれで良いか？」

「あ、はい、えと……」

　歳とし近い侍祭との話を終えた女神官は、錫杖しゃくじょうを両手で握り、そわそわと目を彷徨さまよわせた。

「わ、わたし、ちょっと行きたいところが……」

「ほ、珍しいの」

　鉱人道士が髭面ひげづらの奥で目を見開いた。

　この幼さの残る、けれど故に真面目まじめな少女が、こういった事を言うのは珍しい。

「場所はわかっとるんか？」

「あ、はい。住所は……。行き方も、今ちょっと聞きましたから」

　女神官はちらりと既に去ってしまった侍祭のいた方を見て、尻しりすぼみに小声になる。

「……もしダメなら、良いのですけれど」

　窺うかがうような視線を向ける先は、ゴブリンスレイヤーの無骨で薄汚れた鉄兜だ。

　彼は表情の一切見えない兜の奥で、低く唸うなった。

「独り歩きソロは危険だな」

　まるで迷宮の中を歩く時のような言葉に、妖精弓手がやれやれと肩を竦めた。

「じゃあ、私も一緒に行くわ。二人なら大丈夫でしょ？」

　ひょいと手を上げ得意げに長耳を震わせる彼女に、蜥蜴僧侶が重々しく頷うなずく。

「では、三人二人で別行動ですかな」

「決まりだの。ええか、かみきり丸よ」

　ゴブリンスレイヤーは上目遣うわめづかいの女神官と、薄い胸を反そらす妖精弓手を見比べた。

「俺は構わん」ゴブリンスレイヤーは短く言って、さらに続けた。「反対する理由はない」

「何度目だい、そりゃ」

　呆れ半分に呟いた鉱人道士が、両手をこすり合わせてからにんまりと笑った。

「で、大司教殿よ。お薦めの旨うまい店なんぞありゃあせんかな？」

　剣の乙女が僅かにぎゅっと天秤剣を握り締めた。





§






『黄金の騎士亭』と呼ばれるその酒場は、冒険者ギルド結成以前よりある古い店だ。

　一口に酒場といっても、都にはいくつかの種類がある。

　喫茶パールや酒場タヴェルナ、大衆食堂ガーネナ、料理店ケーナティオ。

　その中でもいっとうに賑やかな盛り場となっているのが、この酒場タヴェルナだ。

　ひとたび戸を潜り抜ければ、雑踏よりも遥はるかに猥雑わいざつな喧騒が波の如く押し寄せてくる。

　野伏レンジャーの少女と重鎧じゅうがいの戦士が何かを言い合い、東洋風の剣士と盗賊の女がそれを眺めている。

　あちらでは新人と思わしき術士の青年を、仲間たちが囲んでからかいながら酒を呷る。

　只人の武僧を中心とした、獣人の戦士や圃人の術士、それに美しい野伏のいる一党。

　先生先生と慕したわれる女性魔術師と、その弟子と思わしき冒険者たちも食事を楽しんでいる。

　小太りな魔術師と治療士の女性の卓に、鉄兜の騎士と女剣士が遅れて着いて杯を掲げ……。

　およそ四方世界に冒険者と呼ばれる者が現れて以来、終ついぞ変わらぬ光景がそこにある。

　冒険者ギルドが設立して以降も長い歴史を刻んだここは、まさに冒険者の店だった。

　冒険の種を求むる者が増えた一方、昔から今も変わらず、出会いと別れの場だ。

　壁を見れば一党を組みたい冒険者、あるいは欠員を探す一党の張り紙がずらり。

　隅の卓には新人冒険者と思わしき少年が、期待と興奮と不安を顔いっぱいに浮かべている。

　きっと運命的な出会いとか、伝説的な冒険の始まりとか、そんな夢を抱いているのだろう。

　だが、彼の望みは叶かなうまい。

　真新しくぴかぴかと光る鎧よろいも剣も、兜を持たぬ姿も、新人の戦士丸出しだ。

　魔術の心得でもあれば別だが、そうでなければ一日を無為に過ごすだけだろう。

　諦あきらめて自分から誰だれかに声をかけるか、あるいは単独行ソロを決断するのか……。

　そのどちらにしても、彼は自ら行動を起こす必要に迫られるはずだ。

　そして自ら行動できないようでは、冒険者となっても長生きはできまい。

　一方の隅には台が据すえ置かれ、荒くれたちが骰子サイコロを振って一喜一憂。

　路傍で老人や子供が興じていたのとは違う、金をかけての真剣勝負だ。

　すぐ傍そばの壁には打ち砕かれた骰子が、まるで晒さらし首のように磔はりつけにされている。

　どうやら中に鉛なまりの錘おもりを仕込んでいたらしく、見せしめという事だろうか。

「は、ありゃあ素人しろうとのゴトだの」

　炉端の居心地の良い席を目ざとく手に入れた鉱人道士が、目を細めて言った。

「玄人くろうとは水銀を仕込むもんだ。自由にテメエで賽さいの目を操あやつるためにな」

　彼は分厚い掌てのひらをすり合わせ、目の前に運ばれてきた料理の匂いを鼻いっぱいに吸い込む。

　食事の前の枕まくらといったところだろうか。あるいはまず目鼻で楽しもうという心算か。

　暖炉の熱い灰の中に埋めて作ったゆで卵に、卵黄と油と檸檬れもんのソースをかけて。

　たっぷりのキャベツとベーコンをクリームと一緒に大鍋で煮込んだ汁物オフエラ。

　主菜には鯛たいの魚醬ぎょしょうと内臓とを混ぜて作られた粥かゆ。

　そしてこれまた卵黄と油と檸檬のソースをたっぷりとかけた、ガチョウのあぶり肉。

　加えて口直しには蜂蜜はちみつであえた葡萄ぶどう、すもも、それに林檎りんご……。

　鉱人道士の視線が楽しげに卓上を彷徨った。目移りしているのだ。

「とかく工夫がいる。っつーのに圃人どもは、ただの骰子でそういう事をしやがるのだ」

「そして交易の神に仕つかえる者は《幸運ラック》の術で目を変える、と」

　蜥蜴僧侶が鼻先を舌でちろりと舐なめながら言った。

「ま、一握りよ。宿命や偶然とても、出た目にはもはや関かかわれん」

　彼の視線は山羊やぎの乳で作ったチーズに釘付くぎづけで、鱗の友の仕草に鉱人道士は呵々かかと笑う。

「決まっちまった出目を変えられるのは、それこそ神々にだってできん相談さ」

　癒いやし手と呪術師、聖騎士と盗賊の四人が祝杯をあげている。

　悪魔の討伐とうばつと冒険の成功を喜び合っているのだろう。

　鉱人道士はそちらに向けて杯を掲げ、その冒険を讃たたえて一杯を飲み干した。

「しかし、あの大司教殿もまあ、よくこんな店を教えてくれたもんだわい」

「以前は冒険者だと聞きましたからな」

　蜥蜴僧侶が武具の具合を確かめるかの如くチーズの塊を持ち上げ、重々しく言った。

「なんでも、その頃ころは都から北の方へ、店主が河岸かしを変えていたようでしてな」

「ほう」と、鉱人道士は自らの白髭をしごく。「するってぇと、十年ほど前か」

「さよう」

　蜥蜴僧侶はゆっくりと頷いた。長首を揺らし、昔へ思いを馳はせるように。

　──さて、こやついくつだったか。

　外見から歳のわかりづらさといえば、鉱人も大概だが蜥蜴人も似たようなものだ。


　とすれば、十年前の戦いくさも知っているのでは──……。



「なあ、旦那がた。どこから来たね？」

　不意にその卓へ声をかけられたのは、まさにその時だった。

　見れば弦楽器を手に下げた吟遊ぎんゆう詩人しじんか楽士風の男が、にこにこと愛想よく佇たたずんでいる。

　蜥蜴人を見ても物怖じした様子はなく、蜥蜴僧侶は奇怪な手つきで合掌をした。

「西の辺境だ」

「なるほど、西か。わかった、わかった」


　そうして何やら得心した風の楽士が、酒場の賑わいの奥へと消えると──……。






　永遠とわにその名を輝かしめん

　至高の御方に愛されし　剣の乙女

　六なる黄金　一なる聖女

　正義の天秤　武威なる剣　その手に握り

　遍あまねく言葉持つ者　愛すが故に

　その祈り　神なる奇跡を引き起こし

　魔神討うたんと　六つの黄金　ともに戦い

　守りし後は　法を司つかさどる　庇護者とならん

　永遠にその名を輝かしめん

　至高の御方に愛されし　剣の乙女……




　──ざわめく喧騒を飛び越えて、勇壮な調べが爪弾つまびかれて届いてくる。

　それは十年前、北方より吹き荒れた《死》の嵐あらしと戦った、数々の冒険者たちの物語だ。

　多くの手練てだれが北の城塞に集つどい、迷宮へ挑み、そして飲み込まれて消えていった。


　本懐を遂げたのは、僅かに六名。六英雄オールスターズなどと呼ぶ者もいるが──……。



　いずれにせよ、神話伝説ではなく史上に現れた英傑えいけつであることに、変わりはない。

「なるほど。ああして郷里の歌で、旅客から金をもらうわけですな」

　上手うまいことを考える。蜥蜴僧侶が呟き、いずれ巡ってくるだろう彼のために硬貨を卓へ置く。

「……つまり、あの戦が一段落して、店もこっちに戻ってきたってわけかい」

　──とすりゃあ、店主もあの大司教様と昵懇じっこんなのかねぇ。

　鉱人道士は一瞬ちらりと興味深げにそちらを見やった後、げふ、と酒臭い息を吐いた。

「で、なんぞ悩んどるな、かみきり丸」

「……」

　ゴブリンスレイヤーはすぐには答えなかった。

　彼は汁物を自分の器にたっぷりとよそい、匙さじでそれをかき混ぜ、兜の隙間すきまからねじ込んだ。

　クリームで煮込まれたキャベツとベーコン。ゴブリンスレイヤーは小首を傾げる。

　家で食べているものと味が違う。

「わかるのか」

「わからいでか」

　鉱人道士はふんと鼻息も荒くそう言って、葡萄酒をなみなみ杯に注そそいだ。

「一党組んで一年ちょいだぞ。只人の人生が五十年とすりゃ、その五十分の一」

　こりゃあ結構な数だ。そう言ってもう一呷り。

　口髭についた雫しずくを拭ぬぐい、今度はガチョウの腿ももを毟むしり取って齧かじりつく。

　がぶり、がぶりと酒を飲み、肉を喰くらう様を、ゴブリンスレイヤーはじっと見た。

「……ここの所、ゴブリン退治に専念できていない」

「海辺の冒険、護衛──ま、途中に迎撃戦はありましたがな。確かに」

　蜥蜴僧侶が然しかり、然りと頷きながら、喜々としてチーズへと手を伸ばす。

　鉱人道士が笑って手を振ったので、彼はそれを切り取るのではなく、丸で抱え込んだ。

　大顎を開けて齧りつき、尾で床を叩いて「甘露」と一声。

　骨をしゃぶり、指を舐め舐め、口髭を拭って鉱人道士も次の肉へ手を伸ばす。

「楽しかった」

　二人の動きが止まった。

　鉱人道士と蜥蜴僧侶は互いの食事を放り出し、思わず顔を見合わせた。

　見合わせ、頷きあい、揃そろって首を巡らせ、暖炉の火に照らされる安っぽい鉄兜を見た。

「だが、その度たびにゴブリンどもの影がちらつく」

　ゴブリンスレイヤーは低い声でそう言って、葡萄酒の注がれた杯を手に取った。

　彼はがぶりと一息にその中身を干すと、やはり呻うめくような声を出す。

「であるならば、それは俺の務めではあるまい」

「務めか」

「そうとも」

　ゴブリンスレイヤーは鉱人道士に頷いた。

「俺は、ゴブリンスレイヤーだ」

　酒場の喧騒に混じって、ぱちり、ぱちりと暖炉の火花の舞う音が大きく響いた。

　絵画から彼らのいる一画だけが切り取られたような、奇妙な静寂がそこにあった。

　演奏はいつしか、辺境勇士たる小鬼殺しは雪山の冒険譚ぼうけんたんへと移り変わっている。

「ふぅむ」

　鉱人道士は白髭をしごき、天井を睨にらみつける。

　はたして何百年前からそこにあるのか、酒と血と煙の染しみ込こんだ黒い天板があった。

　そこに滲にじむ模様は、さて、海か星か。いずれにせよ、人の一生より長い歳月を経へるものだ。
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　ややあって、鉱人道士は魔法の種を教えるように、にやりと歯を剝むいて笑みを見せた。

「剣をどう鍛えるか知っとるか？」

「……いや」ゴブリンスレイヤーは少し考えて首を横に振った。「知らん」

「良かろ。教えてやる」

　応じて鉱人道士はその小さくも厳いかつい手を広げ、短い指を折ってゆっくりと数え上げる。

「熱する。叩く。冷やす。そしてまた熱する」

「……熱し、叩き、冷やし、そしてまた熱する」

　オウム返しにゴブリンスレイヤーが呟いた。おうとも。鉱人道士が腕組みをする。

「全部やらにゃならん。どれが多くても、少なくともあかんのだ」

「手間暇がかかるのですな」

「だろう？」

　蜥蜴僧侶の相槌あいづちに、鉱人道士は我が意を得たりと満足気に笑みを深める。

「柔やわい剣はしなるが撃ち合いにゃ弱い。硬い剣は斬きれるがすぐ折れる。良い剣とはなんぞや」

　彼は呪文じゅもんのようにぶつぶつと、しかしよく通る声で呟き、唇を湿らせるように酒を舐める。

「斬れば刃が毀こぼれる。研げば身が削れる。そしていずれは歴史の露つゆよ。良い剣とはなんぞや」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは黙ってそれを聞いていた。

　子供が暖炉の傍に座って、祖父の語る物語を聞いているようにも見えた。

　だから続く言葉は、驚くほどに素直な音を伴って響いた。

「わからない」

「わかってたまるか。わからんまま生きるのがええのだ」

　鉱人道士が髭面の奥で目を細め、その太く短い指を腹の上で絡からませた。

「鋼の秘密は深く、難しいでな」

　またしても暖炉で火花が大きな音を立てて弾はじけた。

　がらりと薪まきが崩れる音がして、目端の利く店員が駆けて来る。

　火かき棒で暖炉の中をかき混ぜ、立ち去るまでを、蜥蜴僧侶はじいっと眺めた。

　そしてゆっくりと顎を開いて、喉の奥を転がすように笑い声をあげた。

「ふふ、術士殿は僧侶のようなことを言う」

「ほいじゃ、本職さんはどう言うね、え？　この迷えるかみきり丸によ」

「ふうむ、さてもはても、中々に難しい」

　問われた蜥蜴僧侶は目玉をぐるりと回し、鉄串を取り上げた。

　それに爪先つまさきで削り取ったチーズの塊を突き刺すと、至極のんびりと暖炉にかける。

「あらゆる者にとって為なさねばならぬ事は、そう多くはありませぬ」

　くるり、くるり。鉄串を回す。まだチーズは固く、形を保っている。

「ひとえに生きること、死ぬこと、これにつき申す。そしてこれが中々に難しい」

　じりじりと炙あぶられて行く塊が、まず僅かに固くなる。けれどまだまだ。

「世の獣でさえ、その生を思うがまま生きることは叶わぬもの。況いわんや、言葉持つ者なれば」

　やがて、とろり、と。限界を迎えたチーズが蕩とろけだす。頃合ころあいだ。

「悩み、迷う、大いに結構。それこそまさに生きるという事と、拙僧は思いますぞ」

　蜥蜴僧侶はひょいと鉄串を取り上げて、熱持つそれを大顎で咥くわえて扱しごきとった。

　おお、甘露！　父祖を称たたえるのと同じ一声。目を細めて歓喜の叫び。

　鉱人道士は「ふん」と鼻息も荒く、先程伸ばしかけていた手を再びガチョウへと伸ばした。

「似たような事を言いおる」

「つまるところ、これが真実に近いという事でしょうや」

　ゴブリンスレイヤーは、ふと昔、似たような事を聞いた記憶を思い返していた。

　両手を縛られたまま、冷たい氷河──文字通りの意味だ──に蹴けり込まれた時のことだ。

『深く沈め！　それから蹴る！』

　圃人の老爺はぎらつく短剣を振り回し、甲高い声で喚わめき散らしていた。

『そうすりゃ浮かべる！　繰り返せ！　さもなきゃ死ぬぞ！』

　その通りだった。

　そうでなければ自分はここにいない。

「……そうか」

　ならば、これは真実に近いのだろう。

「おうとも」

　蜥蜴僧侶が頷いた。

「そんなもんじゃ」

　鉱人道士が請け負った。

「そう、だな」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、キャベツとベーコンを口へ運んだ。

　悪くない味だった。
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　そこには、整然とした様子で石版が並んでいた。

　どういうわけか掃除してもしても吹き込んでくる落ち葉の海の中、浮かぶ島々のように。

　赤と黄色の波を蹴って、道標に掲げられた数字を頼りに進むよりほかのない空間。

　墓だ。

　知識神の神官によって厳密な数秘術に則のっとってさだめられた区画の、奥。

　真新しい──といっても一年は経過した墓碑の前に、女神官は立った。

　刻まれている墓碑銘は懐かしい、けれど僅か一日しか聞かなかった名前。

　正確に寸法を測って切り出された一枚岩は、どれも同じだけれど、どこか彼女らしい。

　目を瞑つむって脳裏のうりに思い描く容貌は、もう曖昧あいまいになりつつはあったけれど。

「……遅くなりました」

　女神官は声を震わせて囁き、汚れるのも構わずに膝ひざをつく。掌をそっと、墓碑銘に重ねた。

「……ごめんなさい」

　それでも彼女は、あの女魔術師は、女神官にとって初めての仲間だった。

『もしも』の話だ。

　もし、あの時ゴブリン退治ではなく鼠ねずみ退治を引き受けていたとしたら、どうなっていたか。

　みんな生きていたろうか。自分も彼と彼女たちと一緒に冒険をしていたろうか。

　仲良くなれたろうか。好物とか、嫌いなものとか、趣味とか、そういう事も知れたろうか。

　だが全すべては喪うしなわれた。

　何もかも奪われてしまった。

　あり得たはずの長い月日は消え失せて、代わりに今、この場に女神官がいる。

　妖精弓手、鉱人道士、蜥蜴僧侶、そしてあの人と共に冒険する、自分がいる。

　女神官は、これを幸運だとは思えなかった。
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　けれど同時に、これを不幸だとも思えなかった。

　幸福と不幸は不可分ではなく、お茶に入れたミルクのように混じり合うのだと知った。

「ゴブリン、退治してますよ。まだ」

　女神官はそう言って、ほのかに唇の端を緩めた。

「あなたに怒られたみたいに、ビクビクしながらやってます」

　そうだった。

　やる気があって、気を張り詰めさせていた彼女にとって、自分はどれだけ愚図ぐずに見えたか。

　きっと眦まなじりを釣り上げ、口元を引き締めて叫ぶ姿と声が、ふと思い起こされる。

　他にも色んな表情を彼女は持っていたはずだけれど、結局、見ることはできなかった。

「弟さんにも、会いましたよ。……わたしが教える立場になってしまいましたけど」

　怒らないでくださいね。女神官は呟いた。未熟ですけど、できるだけ教えましたから。

　結局、女神官は花も果物も、何も備えるべきものは持ってこなかった。

　彼女が何が好きで、嫌いかを知らなかったからだ。

　適当に選んだら怒りそうな人だなということだけを、知っていた。

　だから女神官は短くもう一度「また来ます」と呟いて、そっと立ち上がった。

「……誰のお墓？」

　妖精弓手だった。

　少し離れた木に寄りかかって腕を組んでいた彼女が、長耳をひくりと揺らす。

「昔の」と女神官は言いかけ、口を開き、閉じ、また開いて「仲間の」と言った。

「そっか」と妖精弓手は呟くと、軽い足取りで近づき「どんな人だったの？」と問う。

「……どんな人、だったんでしょうか」

　女神官は曖昧な表情で、どこかぼんやりとした言葉を投げた。

　ざあっと夜の冷たい風が吹いて木葉を舞い上げ、彼女は帽子と髪とをそっと押さえる。

「そういう事を知る暇も、なかったものですから」

「そういうのって、あるわよね」

　妖精弓手は頰ほおを撫なでる風の冷たさに、心地よさげに目を細めた。

　風の匂いを嗅かぐように顔を持ち上げると、白くて細い喉がすっと露あらわになる。

「縁えんって変なものだから。短かったり、長かったり」

「……ええ」

「もういないの？」

　一瞬その問の意味を解しかねて、女神官は小首を傾げた。

　そしてすぐに察すると「いえ」とどこか罰が悪そうに、苦く笑った。


「一人、いらっしゃいます。ただ──……」



「ただ？」

「……どうにも、会う勇気が出なくって」

　女神官の声はしりすぼみになり、かさかさという枯れ葉のこすれる音に紛まぎれて消えた。

　しかし森人の長耳に聞こえぬ音はなく、妖精弓手はふるりと耳を振って見せる。

「そんなに気にすることは、ないと思うけどな」

　別に。妖精弓手は呟いた。あなた一人のせいってわけじゃないんだろうし。

「……みんなのせいだとは、言えませんよ」

「真面目ね」

　困ったように笑う女神官へ、妖精弓手はつまらなさそうに鼻を鳴らした。

　彼女がゴブリンスレイヤーさんゴブリンスレイヤーさんと慕う理由が見えた気がした。

　それが良いことか悪いことかはわからないし、わかろうとも思わなかったけれど。

「……よし、じゃあ、不真面目しましょ！」

　手を引いた時の女神官のきょとんとした顔がおかしくて、妖精弓手はころころと笑った。
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「わ、ぁ……」

　都に来てから驚いてばかりの女神官だが、それほどまでに見たことがないものが多い。

　開放感と清涼感を併せ持つ、高い天井と広々としたロビー。

　明かり取りの天窓からは星々と双月の光が入り、蠟燭ろうそくの炎もあって室内はとても明るい。

　そこでは大勢の人がゆったりとした服装で行き交い、思い思いにくつろいでいた。

　ベンチに腰掛け本を開く者や、重石を手に運動に興じる者、飲み物の杯を呷る者……。

　隅のテーブルでは札を広げ、盤面に蔓延まんえんする黒死病との勝負に挑む人たちの姿。

『スペルジャマー』の文字と並ぶ、見たこともない鎧戦士の壁画を眺めている者もいる。

　端の方に劇場の名前と日付が刻まれていることから、芝居の宣伝なのだと見て取れた。

　暖炉の類は見当たらないのだが、不思議なことに、これほど広い部屋がぽかぽかと暖かい。

「壁の中に、温かい空気を通す管が埋まっているんですよ」

　きょどきょどとあちこちを見ている女神官の姿に、くすりと笑いながら職員が言った。

　清潔な白布を身体に巻き付けた彼女へ、女神官は慌てて頭を下げた。

「す、すみません。珍しくて……」

「浴場ってのは聞いてたけど、お風呂ふろだけじゃないのね、ここ」

　そんな女神官をここまで引っ張ってきた妖精弓手が、物珍しげに長耳を揺らす。

　──すっかり気に入ったみたいですね。

　その様子を見た女神官はくすりと笑った。

　森人は水浴びばかりで、わざわざ湯気にあたったり、湯を炊いて浸つかかるのに馴染みがない。

　この歳の離れた友人もそのはずだったが、いつぞやの温泉以来、ご覧の通りだ。

　都に入った時から気になっていた、あの水道橋が繫がる建物は、大浴場なのだという。

　墓地で落ち込むよりは遥かにマシだろうという目論見もくろみは、どうやら当たったらしい。

「ええ。運動場は開放されていますし、マッサージ、軽食や飲み物も提供しておりますよ」


「あ、お金は──……」



　無駄遣いしてはいけない。あせあせと問うた女神官に、職員はにこりと微笑んだ。

「全て入浴料に含まれております。どうぞ、ごゆっくり」

　都というのはすごいところなのだなぁ。女神官はそんな感想を抱き、こくこくと頷いた。

　銅貨数枚を支払って改めて見回すと、なるほど、確かに財布を手にしている人は少ない。

　ああいや、一つ例外がある。

　それは巨大な水瓶のようなもので、男女双面の神像が捧ささげ持つ形を取っていた。

　像には「浴槽神への寄付を」と銘板が刻まれ、貯金箱のように挿入口が開けられている。

　子供たちがきゃっきゃと騒ぎながら貨幣を落とすと、水瓶からひとりでに水が溢あふれ出た。


「────すごい！」



　当然、飛びついたのは妖精弓手である。

　彼女は長耳をピンと立てて目を輝かすと、森の中を行くような速さで像の前へ駆けた。

「ねえ、これ、どうやるの？」

「なんだよ姉ちゃん知らねえのかよ！」

　まだ年齢は十を数えないだろう少年が、二千年は年上の森人に向かって言い放つ。

「金を落とすと、中でなんかなって、蓋ふたが開いて水が出るんだぜ！」


「へぇー……っ」



　無駄に得意げな、説明になっていない説明。妖精弓手は既に財布の紐ひもを緩めている。

　ちゃりんちゃりんとコインが滑り込む音を聞きながら、女神官は肩から力を抜いた。

　先程まで自分の小さな胸にあった重圧は、半ば和やわらいでいる。

　──人は同じ気持ちを、一時間とは保っていられないと聞くけれど。

　そんなものなのだろうかという寂さびしさ半分、安堵あんどが半分。

　全てはこうして自分を引っ張りまわしてくれる、仲間あってこそだろう。

「……ふふっ」

　だから内から笑みが漏もれて、心に余裕ができた。

　女神官は妖精弓手が飽きるまでのつもりで、ゆったりと周囲を見回す。

　脱衣所の続く道、お手洗い、運動場──風呂場はきっと、脱衣所の奥だろう。

　他の皆を待たせているからあまり遊んでもいられないけれど、食事はしてしまおうか。

　お風呂に入って、上がったら、少なくとも何か冷たい飲み物は欲しいし……。

　ん、と。顎に白く細い指を当てて思案する彼女は、ふと気がついて目を瞬かせた。

　──見られている？

　じぃっと突き刺さるような視線が、自分に向けられている。

　かつての女神官、一年以上前の頃ならば気づかなかったろう、何かの気配。

　女神官は水瓶の前で声をあげる妖精弓手の方へ顔を向け、目だけをそっと動かした。


　──……兵士さん、でしょうか？



　視線の主あるじは、ベンチに腰を下ろした兵士風の人物だった。

　勤務を終えたからなのだろうか、やや薄汚れていて、浴場に来た理由は察しがつく。

　──ですが、何かしましたっけ……？

　都を訪れてから、あるいは浴場に入ってから、兵士に咎とがめられるようなことはないはずだ。

　しかし何とも居心地が悪く、女神官はそっと妖精弓手の傍に立って、肘ひじを引いた。

「あの……」

「んー？　ちょっと待って。あともっかいだけ……！」

「いえ、そろそろ行きませんか？」

　女神官は「仕方ないな」と、彼に向けるのとは似て非なる思いから、笑みを浮かべた。

「お風呂入る時間と……お金、なくなってしまいますし」

　結局二人が脱衣所へ向かったのは、あと三回ほど水瓶から水が流れた後の事だった。

　両性具有の浴槽よくそう神しんが女の面を向けている道を進むと、すぐに女性用脱衣所に行き当たる。

　小さい水風呂を中心に挟んで、左右の壁際に座席を兼ねた荷物置き用の段差が連なっていた。

　もう夕暮れ時だからか幾人か入浴客がいて、思い思いに衣服を脱いでいた。

　都は流石に只人が多いけれど、他にも鉱人や圃人もいたので、特に気兼ねはいらないらしい。

　不思議と──先ほど説明された通りなら暖気で──暖かいから、風邪をひく心配もない。

「んしょ、と……」

　女神官も彼女たちに習って、空あいている籠に神官衣を畳んで入れていく。

　細身の体は一年以上に亘わたる冒険者生活で筋肉がつきつつあるとはいえ、まだまだ華奢きゃしゃだ。

　横では妖精弓手がえいっとばかりに勢い良く服を脱ぎ、ぽいぽいと籠へ放り込んでいる。

「畳まないと皺しわになっちゃいますよ？」

「へーき、へーき」

　妖精弓手は気にした風もなく、ひらりと手と長耳を振って見せた。

「あ、そういえばさ。香油って持ってきてる？」

「はい。前に受付さんから教えてもらって、その、ちょっと高いのを……」

　これぐらいの贅沢ぜいたくは良いですよね？　なんて自信なげに言うので、妖精弓手はくすりと笑う。

「良いの良いの。別に派手に遊ぶのに使ってるわけじゃないんだし。神様も気にしないわ」

「……そちらはもうちょっと、気をつけた方が良いと思いますよ」

「うわ、小言だ。年上に対する敬意がないぞぉ」

「ひゃっ!?　ちょっと、もう、やめてくださいって……！」

　妖精弓手の指が女神官の身体に伸びて、二人はきゃあきゃあと小声ではしゃぎ合う。

　と、森人特有の鋭い目が、女神官の脱衣籠に留まった。

「あなた、まだそれ使ってたの？」

「え？」

　言われて見た先は、つい先程まで彼女が装備していた鎖くさり帷子かたびらだ。

　大きく裂けた箇所を修繕しているせいで、新旧の鎖で色が少し斑まだらになっている。

　丁寧に油を塗って整えてあるため、一目で大切に使われている事が見て取れた。

「あ、はい。……大事なものですし」

「そんな伝説の装備や何かじゃないんだから」

　妖精弓手が半目で見ると、女神官はてれてれと頰を搔かく。

　──オルクボルグの影響受けすぎよねぇ。

　この幼い──森人からして見れば──少女の教育にはすこぶる悪いのではないか？

　そう考えた彼女は、しかしすぐに微笑し、ふるりと長耳を振った。

　──それを言ったら、今更か。

　そもそもゴブリン退治自体が教育に悪いのだ。

「どうしました？」

「ううん、何でもない。何でもない」

　女神官に向けてひらりと手を振った妖精弓手は、ふと新しい思いつきに目を細めた。

「あ、せっかくだし、洗いっこしましょうか」

「はいっ」
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　そうして二人でかしましく喋しゃべりながら体を洗い、香油を塗って、流し、湯船へ。

　浴室も暖気によってぽかぽかと暖かく、大きな温浴槽の他、反対側には水風呂。

　さらに奥にはもっと暖気を強くした、サウナが据え付けられている。

　妖精弓手が「私ちょっと行ってくる！」と駆けていったため、今は女神官ひとり。

　とぷんと湯の中に体を浸ひたして、手足を伸ばし、たゆたうようにして息を吐く。

　ほう、と漏れた吐息は、湯気と混じってドーム状の天蓋へ。

　──なんだか、このまま眠ってしまっても良いような……。

　すこし熱めのお湯はじんわりと体に染み入いって、そのまま融とけ出してしまいそう。

　何ともなしに白く細い腕を伸ばすと、薄うっすらとだが筋肉がついている事がわかる。

　また白い肌よりも尚白い傷跡が、僅かに散らばって走っているのも見て取れた。

　経験というのはそう目に見えるものではないが、確かにこれは彼女が培つちかってきたものだ。

　思えば──それは勿論もちろん、たまに休日はあったけれど──二年間、走りっぱなしだった。

　初めての冒険、初めての仲間、ゴブリンの巣穴、死んでいく仲間、そして彼。

　自分の胸の内でまだ整理のつかない感情が、ぐるぐると渦うずを巻いて沈んでいく。

　──けれど。

　女神官はふと、妖精弓手が飛び込んでいったサウナの方へ目を向け、目を細めた。

　ぱしゃりとお湯を顔に浴びせて、何もかもを拭い取る。

　──本当に、感謝しないと。

「……ねえ」

「ひゃッ!?」

　そんな事を考えていた時、不意に横合いから浴びせられた声に女神官は水を跳ねさせた。

　思わず身を庇かばうように胸元むなもとを覆おおって振り返った先には、はっと目を見張るような少女。

　肩口で揃えた金髪に、青い瞳、年頃としごろは十五──いや、十六か。

　だがしかし、女神官は目を瞬かせる。

　何か妙な違和感がある──それは、目の前に立つ彼女も同様らしい。

　そして困惑に揺れる彼女の瞳を覗のぞいて、女神官は「あっ」と声を漏らした。

　普段は神殿の水鏡などでしか見ない顔が、確かにそこに映っていた。

　髪は向こうの方が艶がある。肌は綺麗きれいで、肉付きもふっくらとしている。背も高い。


　けれど──……。



　──似ている。

　そう、何もかも、相手の方が上等なのはひと目でわかる。だけど似ていた。

　女神官はなんとなし、気恥ずかしくなって湯船の中に座り直す。自分の上位互換のようだ。

「なん、でしょうか？」

「あなた、冒険者でしょう？」

　相手が立っているのだから当然だが、上から投げつけるような断定的な言葉だった。

　はい、と女神官が頷くと「やっぱりね」と自信たっぷりに頷き、彼女は腰を下ろした。

　とぷんとその胸元でお湯が跳ね、それを見た女神官は少し俯うつむいた。神は不公平だ。

「ねえ、職業は？」

「地母神様にお仕えさせてもらっています」

「聖職者プリーストか……」

　悪くないわね。ぶつぶつと呟く彼女に、女神官は不思議そうに小首を傾げた。

「あの、もし一党の参加者を探しているのでしたら、わたしは仲間がおりますので……」

「え？」と彼女は不思議そうに言って「ああ、違うわ。そういうのじゃないから」と答えた。

　──何なんでしょう？

　相手の意図がわからないというのは、懸念けねんと恐怖を呼び起こす。

　よもやこの場で何か害される事はないだろうが、寸鉄一つ帯びていない身だ。

　女神官は胸元を隠すようにしながら、僅かに身を固くする。嫌な気配は、感じないが……。

「ね、参考までに聞きたいんだけど、装備は何を使ってるの？　等級は？」

「えっと、鋼鉄ですけれど。……装備ですか？」

　改めて女神官は、無遠慮に──と言って良いだろう──距離を詰めてくる彼女を見やった。

　自分だって屈強な戦士には程遠いけれど、彼女もまた鍛えられているようには思えない。

　魔術師──いや、聖職者だろうか？　冒険者志望の？

　そう考えると、それが一番しっくりくるような気がした。


　──……止めた方が良いのでしょうか。



　もしそうならば。脳裏に過よぎるのは、かつての自分が経験した事柄だ。

　だけれど、その後に連なることも全て「冒険」で得てきたものだろう。

　否定ひていできない事だったし、それは否定してはいけない事だとも思う。

　だから結局、女神官は唇に指先をあてがって考え込んだ後で、曖昧に笑うのに留めた。

「わたしは神官職用の法衣と錫杖に、それと鎖帷子ですね」

「ふぅん」と彼女は鼻を鳴らした。

「それって何かこう、法力が込められてるとか、祝福されてたりするの？」

「いえ、ただの……本当にただの錫杖と、鎖帷子ですよ」

　それでも、彼からのアドバイスを受けて、女神官が初めて買ったものだ。

　思えばあの地下水道での戦いでも、この鎖帷子のおかげで一命を取り留めた。

　そっと肩口を掌で撫でる女神官を見て、彼女は「ま、第八位ならそんなものか」と呟いた。

　それがまた失礼な口調だったものだから、女神官はむっと唇を尖とがらせる。

「いけませんか？」

「え？　なにが？」

　しかし彼女はきょとんと呆けたような表情で、女神官は二の句が継げなくなってしまう。

　そうこうしているうちに彼女はざばっと湯を跳ね散らして立ち上がった。

「ん、ありがと。参考になったわ」

「は、はあ……」

　──何か言うべきでしょうか……？

　それは老婆心めいたお節介か、あるいは神が彼女に下した啓示ハンドアウトか。

　ふと脳裏に過った不安と焦燥感が、薄い胸の内で警鐘を鳴らしている。

　彼女をこのまま行かせてはいけない。何か伝えないといけない。

　──でも、何を？

　神々にせよ、彼らが振る骰子にせよ、そこまで教えてくれるわけではない。

　女神官はごくりと唾つばを飲み、何故か震える声を絞り出して、言った。

「……あの、冒険者になるのなら準備は──買い物とか、ちゃんとした方が良いですよ？」

「え？」

　相変わらず何を言われたのかわからないような表情。彼女は少し考えて、頷いた。

「そうね、買い物は──大事よね」

　水を蹴るようにして浴槽から上がった彼女は、颯爽さっそうと歩き去ってしまう。

　女神官は彼女の尻を見送って、口元まで湯船に浸かる。ぷくぷくと泡が浮かんで弾けた。

「ふゃあ……。いやあ、なんか逆上のぼせちゃった。奥、すっごいわよ」

　と、その時、はたはたと手で真まっ赤かな顔を仰あおぎながら、妖精弓手が戻ってきた。

　森人特有の長耳をひくひくと動かしながら、彼女は今すれ違った女性の方をちらと見る。

「今の人、誰？」

「さぁ……」

　わかりません。女神官はそう言うしかなかった。そうとしか言えなかった。

　妖精弓手は少し訝いぶかしげにしていたが「まあ良いか」と気楽に言って、とぷんと湯に入る。

「で、どうする？　奥、行ってみる？　私はこっちでちょっと休むけど」

「いえ……」女神官は少し考えて、ゆっくりと首を左右に振った。「……上がりましょう」
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　脱衣所に戻ると、暖気してあるにもかかわらず、ふわっと気持ち涼しくなるから不思議だ。

　タオルで体を拭い、もう一度香油を塗って汗を抑えてから着替えに向かう。

「お風呂入るなら、新しい洋服とか持ってくればよかったですね」

「仕方ないわよ。さっき思いついたんだもの。帰ったら替えれば良いでしょ」


　ぺたぺたと裸足はだしの足音を石音に響かせながら、並んで歩く、と──……。



「あれっ？」

　女神官は思わず声をあげ、目を擦った。自分の脱衣籠がない。

　妖精弓手の狩人かりうど装束しょうぞくが適当に突っ込まれた籠の隣だから、場所は間違っていないはず。

「おかしいわね。誰かが動かしたのかしら？」

「え、でも、確かにここに……」

　代わりに放り込まれていたのは兵士のものと思われる、薄汚れ、汗の匂いがする衣服。

　流石に間違えて誰かが置いたということもないだろうと、彼女はぱたぱた周囲を探し回る。

「あれ……あれっ？」

　しかし、見つからない。

　声は徐々に高く切なくなり、目尻に涙がふるりと滲む。崩れそうな足場を行く時のように。

「落ち着いて。確かにここに置いたのよね」

「はい……」

「誰かが間違えて持っていくようなものじゃないし……」

　神官の衣服に錫杖、帽子に鎖帷子。そう見間違えるようなものではない。

　どうしよう、どうしよう。女神官は今にも泣きそうな顔で、無意味にあちこちの籠を見る。

「どうされました？」

　見かねたのか、白い装束の職員がぱたぱたと駆け寄ってくる。

　女神官は何をどう言おうかと口を開くが、上手く言葉が紡つむげない。

「あ、あの、わ、わたしの服が……！」

「えぇ？」

　怪訝けげんそうな顔をした職員へ、妖精弓手が「この子の服が見当たらないの」と伝える。

「地母神の神官なんだけどね。誰か間違えて持ってくって事はないと思うし……」

「……少々お待ちを。番の者に確認を取ってみます」

　素早く短くそう応じ、職員は来たときよりも速く立ち去った。

　待っている間もそわそわと青ざめた顔で立ち尽くす女神官の手を、妖精弓手が握りしめる。

「大丈夫。すぐ見つかるわよ」

「はい。えっと、でも……だけど……」

　実際、職員はすぐに戻ってきた。「失礼しました」と告げる顔は深刻そのもの。

「……先程、地母神の法衣を纏った方が出て行かれたそうです。もしかすると……」

「盗まれた!?」

　妖精弓手が思わず声を漏らし、女神官の脳裏にはっと閃ひらめくものがあった。


「す、すみません……っ！」



　彼女は妖精弓手の手を払い、飛びつくようにして兵士の衣服を引ひっ搔き回す。

　脱衣所の兵士。浴槽で声をかけてきた女性。そして買い物。

　案の定というべきか、はたしてそこに、それはあった。

　彼女が財布として愛用している革袋。

　その上に置かれた──きらきらと輝く、見事に研磨されたいくつかの宝石。

　ひと目でわかるほどに上等な品で、それが意味するところは恐らく、間違いあるまい。

　衣服の、代金だ。

「あ、う、わ、わたし。……わたしの、……っ」

　帽子も、法衣も良い。認識票の再発行も良い。錫杖も思い入れのある品だが、まだ良い。

　貴重品の類は宿に置いてある。着替えも宿にある。だからそれは、まだ良い。


　だが────鎖帷子がない。



　三度目か四度目の冒険に出る際、貯めた報酬で、初めて自分で買った防具がない。

　オーガとの戦いのときも着ていた。地下水道でも、雪山、試験、密林でもそうだ。

　命を救われた。修理して、手入れして、大事に大事に扱ってきた。

　その理由は、たったひとつ。

「は、初めて、褒めて……もらえた、のに……っ」

　それが喪われたという事実が、女神官を完全に打ちのめした。

　彼女は立ち上がる力を根こそぎ奪われ、へなへなと腰砕けに石床にへたり込む。


「わた、わたし、わたしの……っ　とられ、て……っ！」




「──……ごめんね。来ようって、言わなきゃ良かった」



　童女のように泣きじゃくり、しゃくりあげる彼女の横で、妖精弓手が低く唸った。

　女神官は「うぅ」と言葉にならない声を漏らし、いやいやと首を横に振る。

　妖精弓手はそっとしゃがみ、大事な大事な──二千年来で初めて得た、仲間の背を撫でた。

「……ぜったい、取り戻しましょ」
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　蠟燭の灯ともった燭台しょくだいだけが光源の薄暗い部屋に、金属の擦れる音が断続的に響く。

　窓辺に置かれた寝台。その上に腰を下した見窄みすぼらしい装備の男が、音の源みなもとだった。
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　ゴブリンスレイヤーは手にした剣の刃を、研ぐというより削る風に砥石へとあてがっている。

　もともとが数打ちの品だからか、いや、名剣であってもこの男は同じように扱ったろう。

　しばらく剣を研いでは手を止めて、その中途半端ちゅうとはんぱな長さの刃を蠟燭の明かりに透かす。

　冒険者の武勇伝を聞きかじった者が、賢さかしらに「剣は殴るものだ」と言うが、間違っている。

　皮を裂き、肉を切り、骨を断つための刃だ。でなくば、何故剣という武器が造られよう。

　単に騎士たちが振り回す重厚な両手剣が、斬る、突く、叩く、殴るの用途を兼ねているだけ。

　剣と槍やり、槌つちと鶴嘴つるはしが一体となった万能武器なのだ、あれは。

　しかし今ゴブリンスレイヤーが手にしている剣は、そうではない。

　小鬼の喉を突き、心臓を抉えぐり、首を刎はねるための武器だ。それ以上でも以下でもない。


「…………」



　女神官がぐずぐずと泣きながら帰ってきたのは、小一時間ばかり前のことだった。

　困りきって長耳を垂らした妖精弓手が必死に慰なぐさめていたが、どうにも処置なし。

　おまけに衣服が神官衣ではなく、不似合いでサイズの合っていない薄汚れた兵士の装備。

　どうしたのかと問えば、妖精弓手が申し訳なさそうに「盗まれたの」と言う。

　ここは辺境の街、水の街とは違う。国で一番大きな都邑とゆうだ。人も多く、不心得者も多い。

　蜥蜴僧侶は憤りも露わに硫黄いおうの息を吐くように鼻息を鳴らし、鉱人道士は仏頂面ぶっちょうづら。

「明日、城に届けてみっかの」という言葉にも女神官は答えず、首を僅かに縦に振るばかり。

　ゴブリンスレイヤーは席を立って、部屋に戻り、こうして過ごしている。

　何も言わなかった。

　だいたい、何を言えば良いというのか。


「…………」



　手を止め、ゴブリンスレイヤーは剣を炎に照らした。刃を指先でなぞり、頷く。

　ゴブリンスレイヤーは剣を鞘さやに叩き込み、続けて卍まんじ型をした南洋の投げナイフを取り出した。

「傍についていてあげないのですか？」

　不意に聞こえた声は艶めかしくも、どこか拗すねた子供のように尖っていた。

「ああ」

　音もなく戸口に滑り込んだ女へ、ゴブリンスレイヤーは鉄兜を巡らせもしなかった。

　剣の乙女は「そうですか」と唇を尖らせると、するりと肢体をしならせ、寝台の間際まぎわへ。

　そして柔らかな肉を歪ゆがませながら、まるで男の足元に跪ひざまずくように腰を下ろした。

「泣いている女の子は、慰めて欲しいものですよ？」

「そうか？」

「そうですよ」

　剣の乙女はそう言って、もじもじと、俯いて視線を手元に落としつつ太ももを擦すり合わせた。


「…………わたくしだって、そうなのですから」



「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは乱雑にガツガツと音を立てて、投げナイフの捻じれた刃を削った。

　禍々まがまがしい武器を黙々と研ぐ彼の手元に、剣の乙女の見えざる目がじっと注がれる。

　頰を膨らませていた彼女だが、どういうわけかその頰を緩め、唇を喘あえぐように開いている。

　蠟燭の炎が形を変える度たび、剣の乙女の顔には鉄兜の形をした影が踊り、揺れる。

「女の子を泣かせてはいけないのですよ……」

「知っている」

　ゴブリンスレイヤーの言葉は、酷く乱暴でぶっきらぼうで、剣の乙女が一瞬驚くほどだった。

　眼帯がなければ目を見開いているだろう彼女を無視し、彼は砥石をがつりと刃へ当てる。

「昔、そう習った」

「……そう、ですか」

　何と言って良いものか、剣の乙女にはわからなかった。

「本を、お持ちいたしましたの」

　だから、彼女は素直に自分の目的──建前たてまえ──を話すことにした。

　抱えていた魔神信仰や紋様に関する書物を、そっと卓上へと積み重ねる。

「書庫へ案内をするには、時間がもう遅くなってしまいましたから……」

「そうか」

　返事は短く、そしてそれっきりだった。

　剣の乙女はしばらく立ち尽くしていたが、やがて短く、すんと鼻を鳴らした。

　そしてくるりと振り返って、部屋を辞そうとした時──。

「物は、なくなるものだ」

　ゴブリンスレイヤーが、低い声でぽつりと呟いた。

　普段からあまり大声で喋らない男の言葉だ。剣の乙女は「はい」と静かに応じた。

「子供の頃、大人になったら父の短剣を貰もらう約束をしていた」

　作業の手を止め、ゴブリンスレイヤーは刃を明かりに透かし、指でなぞった。

「鷲わし頭あたまの握りがついた、良い短剣だったように思う」

　ゴブリンスレイヤーは砥石を投げ捨てた。ごろりと重たい音を立てて石が床を転がった。

「今どこにあるのか、俺は知らん」

　そして投げナイフを雑囊ざつのうへ放り込んで、それっきり彼はむっつりと黙り込んだ。

　剣の乙女は僅かに変えた表情を鉄兜の影に隠して、「そうですか」と囁いた。

　彼女は白く美しい形の指先を、そっとゴブリンスレイヤーの膝へと触れさせる。

　そしてそのまま、やんわりと愛いとしい者に触れるが如き仕草で、彼の太ももを僅かに撫でた。

「明日、わたくしはお城へ参ります。国王陛下と、会議がありますので」

　最初にお伝えしましたね。くすりと、剣の乙女の美貌びぼうから童女のような微笑みがこぼれる。

「陛下とは昔馴染みですから。……その時、少しお話ししてみますね」

　ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと鉄兜を巡らせた。初めて剣の乙女に鉄兜が向いた。

「……」彼は言葉を探すのに苦労しているようで、しばらくしてやっと「そうか」と言った。

　そしてまた黙り込んだ後で、ぽつりと「頼む」と呟いた。剣の乙女の顔に、ぽっと華が咲く。

「はい、お任せください」

　剣の乙女はぷくりと膨らんだ唇いっぱいに笑みを浮かべ、いそいそと立ち上がった。

　杖代わりの天秤剣で一度床を叩き、鍔つば部分に吊つるされた天秤をしゃんと鳴らす。

「精一杯、努めさせていただきますわ。……ね、それで宜よろしいかしら？」

　媚こびるような、甘やかな囁き。ゴブリンスレイヤーは「ああ」と頷いた。

「すまんが、頼む」


「────！」



　剣の乙女はそれきり何も答えず、まるで浮かび上がるような足取りで歩みだした。

　しずしずと音もなく扉を開け、外に出て、隙間からそっと顔を覗かせる。

「え、ええと……」


「…………」



「おやすみなさいまし。……良い夢を」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「お前もな」

　年頃の娘のように薔薇ばら色に染まった頰を残して、扉が閉まった。

　扉を背にした剣の乙女が、顔を押さえて尻もちをついてしまった──等などとは露つゆほども知らず。

　ゴブリンスレイヤーは先ほど床に転がした砥石を拾い上げ、手の内で弄もてあそんだ。

　彼は黙々と残りの短剣を砥石で研ぎ、道具の点検をし、雑囊の中身を整理した。

　そして剣の乙女が持ってきてくれた書物を開き、雑囊から取り出した小鬼の皮と見比べた。

　異様な紋様だった。顔料で描かれた赤い「手」のようにも思えた。だが、記録はない。

　ゴブリンのような盗人だと彼は思った。もしかするとゴブリンかもしれないとも思った。

　──いずれにせよ、備えはしておくべきだ。

　彼はそう結論づけ、夜明けまで装備の整備を行い、窓辺から朝日が見える頃に少し微睡まどろんだ。

　ここは牧場ではない。見回りの必要はない。だが、小鬼が現れたなら殺すつもりだった。

　ゴブリンがいない場所など四方世界のどこにもないことを、彼は良く知っていた。

　何より、そういう約束だった。
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　────上手うまくいったわね。



　地母神ちぼしんの装束しょうぞく──胸がきつい──を身に纏まとった少女は、夜闇よやみの中でくすくすと笑った。

　帽子に錫杖しゃくじょう、装束の下には安物の鎖くさり帷子かたびら。これだけで立派な聖職者に見えるだろう。

　向こうから角灯ランタン片手に通行人が来ると、彼女はつんと澄まし顔で豊かな胸を張る。

　おっという顔をした相手がありがたそうに頭を下げて通り過ぎると、少女はまた笑う。

　何とも、愉快でさえあった。

　人々が崇あがめているのは神官の衣装であって、神官ではないのだろうなと思う。

　そういう意味では、兄の目を盗んで、供回りの兵士の衣装を持ち出したのは正解だった。

　薄汚れた兵士の格好をするだけで、多少だぼだぼでも、誰だれも全く気づかないのだから。

　服に染しみた汗の臭いは勘弁して欲しいものだったし、地下を通って汚れたのは辟易へきえきしたが。

　──お風呂ふろに入ってさっぱりしたし、万々歳ね。

「……それにしても、きっついなぁ、これ」

　少女はそう言って、ぐいぐいと神官衣の襟元えりもとを引っ張った。
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　装束もだが、胸を締め付けるような鎖帷子が何とも息苦しくてかなわない。

　──あの子も、こんな安物なんか着なきゃ良いのに……。

　思わずそんな事を考えてしまう。冒険者はやはり大変なのだろう。


「…………悪いことしたわね」



　よくよく見れば鎖帷子にも繕ったり、直した様子が見て取れる。長く使ったものなのだろう。

　慌てて引ひっ摑つかんだせいで気づかなかったが、きっと大切な装備の一つだったに違いない。

　愛用した物が失われる事について、少女とてそれが辛つらいことであるくらいは良くわかる。

　いずれきちんと返すつもりではあるけれど、少女は先ほどの笑みから一転、憂いた顔になる。

　何も──何も、そう、あの自分とよく似た娘へ、迷惑をかけたいと思っているわけではない。

　色々と言い訳のしようはある。冒険者のため、世のため、人のため、自分のため。

　冒険者の実態をきちんと自分の目で見て、理解して、兄に伝える、先に活いかす。

　だけれど、自分が彼女のものを盗んだという一点において、事実は揺らがない。

「……全部済んだら、ちゃんと謝って、返さなくっちゃいけないわ」

　うん、と少女はしっかり頷うなずいた。そのためにも、上手くやらなきゃいけない。

　そして失敗した時のために、謝罪もこめて代金はたっぷりと弾はずんだのだ。

　もちろん失敗する気なんて欠片かけらもないとはいえ──世界の全すべては賽さいの目次第であるのだし。

　──せめてかわりに、あの子がもっとずっと良い装備を手に入れられれば良いのだけれど。

「さて……と。もう、この時間だと門は閉まっちゃってるわよね」

　少女はきょろきょろと物珍しげに周囲を見回した。

　毎日見ていた、しかし窓越しにしか知らない景色。その中に自分がいる。

　そう思うと不思議と嬉うれしくて、彼女の足取りは自然と軽いものだった。

　向かう先は、前から「冒険者になるならここから！」と決めていた店だ。

『黄金の騎士亭』。

　それはもはや伝説的な名前で、都でも一二を争う老舗しにせで、つまりは『冒険者の酒場』。

　ギルドという仕組みができる前からある場所に、彼女は胸の高鳴りを抑えられない。

　ぎいと軋きしむ扉を押し開いて中に入れば、夜も更ふけてきたというのに喧騒けんそうが押し寄せる。

　一見で荒くれとわかる者たちの視線が自分に向いて、彼女はぎくりと身を強張こわばらせた。

　けれどそれも一瞬のこと。

　いかにもな新米冒険者が一人でのこのこ入ってくる事など、珍しくもないのだろう。

　すぐに目が外れたので一安心。ぱっと身なりを整え、物怖じしないよう前を向いて歩く。

　隅の方の円卓で俯うつむいていた少年がぱっと顔を上げるが、お呼びでないと軽く無視。

「あの、宿の部屋って空あいてますか？」

「ああ？」

　声が上ずってしまったろうか。カウンターの奥にいた亭主が、じろりと睨にらんでくる。

　亭主はじろじろと少女の方を見た後、低い溜ため息いきと共に言葉を吐いた。

「ロイヤルスイート、スイート、エコノミー、簡易寝台、それと……」

「馬小屋で！」

　思わず声が大きくなってしまった。また店内の視線が突き刺さり、少女は顔を俯かせる。

「……裏にある。好きに寝な」

「あ、ありがとうございます」

　ぺこりと軽く頭を下げて、少女はそそくさと店の外に出た。顔がひどく熱かった。

　冒険者といえば馬小屋だ。良いではないか。憧あこがれていたのだし。

　何より無料というのが良い。あまり都で宝石をばら撒まくと、兄に見つかりかねない。

「ともかく、今夜一晩だけでも凌しのげば……」

　伝手はある。門の外に出られる。いける。いける、はずだ。

　少女は店の裏手に向かうと、周囲をちらちら気にしながら、物陰で服を脱いだ。

　窮屈な神官衣と鎖帷子を適当に放り、錫杖と宝石の袋を抱いて藁山わらやまの中に身を滑らせる。

　馬小屋はひどく臭く、藁がちくちくとして、とても寝られたものではなかった。

　それは見たこともないはずの泣き顔が、ずっと脳裏のうりに滲にじんでいたせいかもしれないが。
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「さて、では霊峰れいほうに落ちたという天の火石ほいしについて、報告はできるか？」

　疲労困憊ひろうこんぱいでは玉座も辛つらい。というより王の椅子いすは権威の証あかしで、寛くつろぐためのものではない。

　──次に椅子を誂あつらえる時は、座面を柔らかくさせよう。

　しかしそういった思いを一切いっさい表に出すことなく、若き国王は堂々たる態度を崩さなかった。

　巡回宮廷の帰還より一夜開け、早朝から始まった御前会議。

　石造りの大広間は歴史ある織物タペストリで彩いろどられ、窓からは秋の陽ひが差す。

　色硝子いろガラスを通した光が照り返す、美しい石材を磨き上げた円卓には、国の重鎮が集つどっていた。

　老いた大臣、赤毛の枢機卿すうきけい、褐色肌人の宮廷魔術師、銀ぎん甲冑かっちゅうの近衛このえ騎士、金等級の冒険者。

　他ほかにも名門貴族、魔術師、学者、宗教家、商人──色々だ。

　この国の王であるならば、王となった時から知っていなければならない。

　建国以来──有史以来、幾度となく訪れた災厄、混沌こんとんの渦うず、魔王。

　その度たび、この円卓には鉱人ドワーフの王、森人エルフの王、圃人レーアや獣人の長おさが集い、軍議を行った。

　冒険者や自由騎士もいたし、得体のしれぬ魔術師やら賢者がいたこともある。

　もはや上座も下座もあるまいと笑った鉱人王が、特別に円卓を誂えたのは数百余年前の事。

　それに集団がただ一種類の者で運営できない事など、一度冒険に出れば誰だれだってわかる。

　──いや、わからない者が死ぬだけだな。

　緩ゆるんだ頰ほおに気づいたか、昔馴染なじみの近衛兵がにやりと口元を歪ゆがめるのが見て取れた。

「よろしい、では順繰りに発言をしてくれたまえ」

　国王が笑いを嚙かみ殺ころしてしかつめらしくそう言うと、まず巨漢の宮廷魔術師が立ち上がった。

「占星術師らは、盤上へ不意に転がり落ちてきた凶星と申しておりました」

「ほう、不意にとな」

「ええ。書院は古文書を当たっておりますが、今のところ類する予言は見つかっていません」

　褐色肌の彼の言葉に国王は深く頷うなずき、座って良いと鷹揚おうように手を振った。

「とすれば、《宿命》ではなく《偶然》によるものか……？」

　玉座の肘掛ひじかけで頰杖ほおづえを突いて思案に耽ふける。一つずつ確かめていくべきだろう。

「霊峰れいほうの様子はどうか。天の火石の影響を知りたい」

「相変わらず、霊峰なんぞ登れるもんじゃありませんぜ、陛下」

　応じたのは、会議の参加者でも一際ひときわ目立つ男だった。

　男は武器こそ帯びていないが角付きの兜かぶとを卓に置き、使い込まれた鎖くさり帷子かたびらを着込んでいる。

　黒い毛をたっぷりと蓄え、首から金の認識票を下げた男は──この場ただ一人の獣人だ。

　犬様いぬようの顔を不機嫌そうに歪めながら、彼は円卓に置かれた茶菓子を無遠慮に頰張ほおばった。

「中に洞窟どうくつでもありゃ別ですがね。外壁登攀とうはんはちょいと難しい」

　近衛の男が、すっと流れるような動作で片手を上げる。

　鍛えられ均整の整った体軀たいくは、戦場では白銀の甲冑によって守られている。

　国王が頷くと、彼──近衛を担になう将軍は、その髪を手櫛てぐしで撫なでるようにしながら進言した。

「閣下、霊峰へ軍が進行するのは困難だ」

「やはりか」

「ああ。大勢を送り込める場所じゃない。貴族の坊っちゃんから落伍者らくごしゃがどれほど出るか」

　平民出の将軍は、さも当然とばかりの口調で言った。彼は王侯貴族の体力を軽んじている。

　──そしてそれは事実でもあるな。

　国王は、やはり古馴染みのこの男が、今幕僚として傍そばにいる事を頼もしく思いつつ頷く。

　霊峰はこの国で最も高く、険しい、そびえ立つような大山である。

　山というのがすべからくそうであるように、無論のこと、霊峰は言葉持つ者の領域ではない。

　軍を送り込めばどれほどの死人が出るか、わかったものではなかった。

「ただ霊峰から何か湧わき出した時、真っ先に迎え撃てるよう包囲することは可能だ」

　しかし、近衛の将軍は言葉を続ける。誇り高く、実力に裏打ちされた確固たる言葉を。

「怪物ども一匹たりとて、既知領域ノウンワールドへ踏み込ませる事はさせん」

　それこそが軍の使命だと、将軍は請け負った。

　冒険者が標的に向けて真まっ直すぐに放たれる矢であるなら、軍隊とは全すべてを阻はばむ盾なのだ。

　軍隊では魔神王の居城まで辿たどり着くことはできず、辿り着いたとて敵かなうものではない。

　兵士が身につけているのは、鍛冶師がひたすらに造り続けた数打ちの武具防具のみ。

　積み重ねた経験は日々の弛たゆまぬ努力のみ。それでは勝ち目などあるわけがない。

　だが、魔神の軍勢を迎え撃つことはできる。

　押し寄せてくる怪物を、隊伍たいごを組んで踏み止とどまり、槍衾やりぶすまで行く手を阻む事はできる。

　そしてそれは、冒険者では決して不可能な事だ。

「少数の単独行なら、まだ目があるかもしれん」

　それを承知の金等級冒険者は、腕を組んで矮軀わいくを椅子でふんぞり返らせながら言った。

「気をつけた方が良い。一応麓ふもとまでは物見に行きやしたが、どうも得体のしれん気配がする」

「得体の知れない、とは？」

　興味深そうに問いかけた赤毛の枢機卿へ、金等級冒険者は殊更に難しそうな顔をした。

「怪物辞典モンスターマニュアルにゃ載ってない手合てあいかもな」

「なるほど……」

　国王は一息を吐いた。ここの所、昨年の魔神との戦いから騒動が続くばかりだ。

　魔神、邪教徒、巨人に、エトセトラ。まったく、平和な世の中というものは遠い。

「となると、ここは彼女の出番という事になりそうだな」

　その呟つぶやきに反対する者はいない。一同は顔を見合わせ、頷き合う。

　鬼札おにふだを切るべき時は切るべきだ。少なくとも彼女が拒まないのであれば。

　──あの娘が、善良な娘で良かった。

　国王は心からそう思う。

　年若い娘、妹とそう変わらぬ年頃としごろの少女に重荷を背負わせたくはない。

　けれど万物にはすべからく、与えられた役割ロールがある。

　それは全うしなければならない事だ。自分が国王であるのと同じように。

　屁理屈へりくつを捏こねて放り出すような軟弱者にだけは、なりたくないものだ。

「よし、もし何か支援を要求されたら、可能な限り応じるよう良きに計らえ」

「承知、承知」

　年老いた老人──大臣が、うやうやしくも窮屈そうに上体を曲げて応じる。

　細かいところは彼に任せれば良いだろう。国王はそう考える。

　王に必要なのは即断即決と方針で、知識や細かな采配さいはいは家臣や他の者に任せれば良い。

　──と、油断していると傀儡くぐつにされてしまうのだがな。

「私が留守の間、市井しせいはどうだった？」

「都に邪教徒がはびこっているのは、まあ、変わりありませんが……」

　応じたのは赤毛の枢機卿だ。顧問として都を預かっていた彼の弁舌は、淀よどみがない。

「陛下が巡回していた頃、都の南に、覚知神かくちしんという怪しい宗教が流行はやっておりましてな」

「それを信じない者は恐ろしい呪のろいに見舞われる？」

「その正体は何か、と」

「手を打たねばなるまいな」

　若き国王は、それを聞いて獰猛どうもうな笑みを口元に浮かべて見せた。

　それを認めた赤毛の枢機卿が、「陛下」と疲れたような口調で呟く。

　国王は「わかっている」と一言だけ返し、手元の資料へと目を落とした。

「覚知神というのは、知恵の神とは違うのかね」

　そう疑問を呈したのは、褐色肌人の宮廷魔術師だ。枢機卿、慎重に頷く。

「知識神は自ら闇やみの中を歩き、学問の灯を掲かかげる者を是とするのです」

「覚知神は違うと？」

「道も何もあったものではない。突然、知識という炎を投げつける」

「……それは似て非なるだな」

　宮廷魔術師は深々と息を吐いた。邪神と呼ばれるのもむべなるかなだ。

　国王は二人のやりとりを慎重に考慮しながら、続けての疑問を口に出す。

「では、我らの目の届かぬ範囲はどうか──？」

「今のところ、四方世界の秩序が乱れている様子はありませんわ」

　続く問いかけ、応じたのはこの場に似つかわしくないほどに美しい女だった。

　肉感的な肢体、たわわな胸を白い装束しょうぞくで包み、手には天秤てんびん剣けん、両目を帯で覆おおった女。

「先の戦いで難民、孤児、無宿人は増えましたが、職に困る時世ではありませんし」

　至高しこう神しんに仕つかえる大司教アークビショップ、剣つるぎの乙女おとめ。彼女は歌うように言葉を口ずさみ、にこりと微笑ほほえんだ。

「人手はいくらあっても足りませんもの」

　──彼女の気配は随分と変わった。

　十年来の付き合いになる国王は、ふとした時にそう思う事が増えた。

　今も昔も変わらず、彼女は男であれば飛びつきたくなるような美しい稜線りょうせんを描いている。

　けれどかつてのそれは、今にも落ちてしまいそうに熟れた牡丹ぼたんのような美しさだった。

　今は、違う。

　ただ咲き誇る花のように、眩まぶしげな姿と表情。良いことだと、友人として国王は思う。

「ああ、ただ……」

　しかしその美貌びぼうが、僅わずかに曇る。困ったように眉まゆを下げ、彼女の体が僅かに傾かしぐ。

「なんだ、申せ」

　では、畏おそれながら。剣の乙女は密ひそやかに微笑んだ。

「わたくしの大切な友人が、浴場で神官服と、大事な鎖帷子を盗まれましたの。つい昨日」

「……なに？」


「その盗人が、どうやら兵士の姿をしていたらしく──……」



　国王は訝いぶかしげに片眉を釣り上げた。

　些細ささいな事柄ではあるが、留め置くべきだろう。兵士の姿をした盗人など、看過はできない。

　しかし剣の乙女は彼が疑問をそれ以上発する前に、ばっさりと話題を打ち切りにかかる。

「ともあれ、ゴブリンは滅ぶべきと考える次第ですわ」

　いっそ爽さわやかとさえ言える微笑と共に、これで終わりと言わんばかりの一言。

　会議のメンバーが「またか」と言いたげに視線を交わし合う。いつもの事だ。

　国王は何とも言いたげな表情を取り繕い、咳払せきばらいを一つ。

　──まったく、調べないわけにはいかない。

「わかった、調べさせよう。……では次、冒険者の訓練所はどうなっている」


「…………」



　女商人──訓練所関連の事案を一人で取り仕切っている人物が目を瞬またたかせた。

　この場にいる者の中では一番の若輩に、周囲から遠慮のない視線が注そそがれる。

　彼女はふと剣の乙女の方を見た後、深く一礼をしてから口を開いた。

「……はい、報告書は用意しております。御覧ください」

　彼女は若年だが、佇たたずまいは妙に落ち着きがあり、若者にありがちな理想論がほとんどない。

　かといって捻ひねくれた悲観主義者でもなく、現実的、堅実的な方針を取っている。

　声は抑揚がなく、表情もあまり変わらないせいで大人びて見えるのだろうか。

　その几帳面な性格は、報告書の几帳面な書式と文字からも察せられる。


　さる貴族の娘で、病気療養を終え、実家の資産を元手に商いを始めたというが──……。



　ここ数ヶ月で表舞台に出てきた彼女が、それまでにどのような経験を積んだ事やら。


　────なかなかどうして、世の中には才媛さいえんがいるものだ。



　国王は肘掛けに体重をかけつつ、書類で隠した口元に僅かながらの笑みを浮かべた。

　王侯貴族はそう容易たやすく感情を他人に見せて良いものではない。そう努めるべきだ。

「……施設自体は、いくつかの街、ギルドで完成に向かっています。ただ……」

　女商人は何ともいえないような様子で言葉を切り、続く言葉を空中に探した。

「……やはり『冒険者になったのにまず勉強をする』というのが、受け入れ難がたいようです」

「さもありなん」

　国王は重々しく頷いた。

「私も昔冒険者だった頃、登録するのに名前を書くのさえ面倒臭がる手合を多く見た」

　そういった手合は、すぐに酒場で管くだを巻きだし、ほどなく冒険者ではなくなる。


　そして自分に技量があれば、生まれが恵まれていれば──……などと言うのだ。



　滑稽こっけいなのは、彼らの傍には他の駆け出し冒険者たちもいるということだ。

　未熟ながらも鑑定業や荷物持ちで日銭を稼ぎ、どうにか技量を高めようと努力する者たち。

　それを目まの当あたりにしながら、「無駄な努力をしている」と嘲あざけるのだから、まったく。

「意識改革は必要だろうが、一朝いっちょう一夕いっせきとはいくまい。教育は長期でやらねばな」

「……はい。なので訓練中は食事を提供する事で、食い扶持ぶち目当ての者を招こうかと」

「食事の供給──給食とでもいうべきか」

　食い詰めた農家の三男、逃げ出してきた小作人などが冒険者となる事も珍しくはない。

　それに冒険者へ夢を抱いてきた者も、衣食住の確保からは逃れられない。


　ひとまず当座の食事だけでも確保できるなら──……と、教育を受けてくれれば万々歳だ。



「方針は良いが、予算は足りるのか？」

　だが、問題は方法ではない。それを実現するための費用だ。

　国王の鋭い声に、女商人は物憂ものうげな様子で僅かに眉をひそめた。

「……難しいところですね」

　彼女の答えは端的だった。

「……正直、利益りえきでいえば赤字です。授業料を取っては、意味がありませんから」

「不逞ふていのごろつきどもをタダで喰くわせるため、湯水の如ごとく金を注げる国庫はないぞ？」

　そう言って国王は肩を竦すくめた。無限に小麦だ、金脈だが湧き出す土地があれば別だが。

　──いっそ手頃てごろな竜でも討伐とうばつに行ってやろうか。

「陛下」

　ぼそりと鋭い声が、不意に耳元で。赤毛の枢機卿が渋い顔をしている。ええい。

　そんな二人のやりとりに気づかぬ様子で、女商人が真剣な面持おももちで言葉を続けた。

「……はい。ですので下水道の鼠ねずみや黒蟲退治を、訓練所で委託できないものかと」

　現状、その手の依頼は都市や国から冒険者への依頼──つまりは税で賄まかなっている部分だ。

　つまり訓練所を経由するだけで、事実上、冒険者に支払われる形になるのは変わらない。

「……つまり、実戦入門チュートリアルという奴です」

　国王は僅かに目を見開いた。女商人の唇に、どこか得意げな微笑が見えたからだ。

　水面を吹く風が起こすさざ波、僅かな波紋のように、注視しなければ気づかないもの。

　その表情は、年相応以上にどこか幼気なもので、可愛かわいらしくさえあった。

「いっそゴブリン退治をやらせては？」

　だがそれは、大臣の無遠慮な投石によって一瞬でかき消されてしまう。

　悪意はないのだろう。けれど笑みを浮かべた大臣は、良案だとばかりに一人頷く。


「そうすれば、大司教様の懸念けねんも解決──……」



　その言葉が途切れたのは、剣の乙女の見えざる視線が彼の方へ突き刺さったからだ。

　ばかりか、助けを求めるように見た女商人でさえ、凍えるように冷たい目を向けている。

「……で、きるのではない、かなぁ、と」

　尻切しりきれトンボにごにょごにょと呟き、意気消沈していく大臣。

　国王は苦笑いを嚙み殺しながら「よい」と手を振った。

「悪くはないだろうが、街の下水道で済むならそれが良い。進めたまえ」

「……ありがとうございます」

　と、女商人が深々と頭を下げたその時だった。

　不意にどたどたと会議室の外から慌ただしい足音、制止の声が響き、勢い良く扉が開く。

「どうした、何事だ。会議中であるぞ！」

「大変です、た、大変なんです、陛下！　申し訳ございません、本当にどうか……！」

　警備に詰めている兵士に押さえられながら飛び込んできたのは、見覚えのある人物だ。

　確か妹付きの女官であったはず。妹は気に入って、姉妹しまいのように仲良くしていた。

　その彼女が今や顔面蒼白そうはくで──さらに隣に一人の男を伴っている。

　ボロボロで、今さっき戦いくさで焼け出されたかのような凄惨せいさんな有様ありさまだ。


「それが──……お、王妹殿下が！」



　第一王女が小鬼に誘拐された急報は、国王を椅子から立たせるに足り得るものであった。
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　その少女が彼の前に現れたのは、明け方、馬車へ積荷を載せている最中だった。

「あのー、すみませぇーん」

　可愛らしく、鼻にかかった甘え声。どうしたのかと振り返った先に、彼女がいた。

　サイズのあっていない神官衣を身に纏まとい、手に錫杖しゃくじょうを握った地母神ちぼしんの神官。

　寝起きなのか眠れなかったのか、目が赤く充血しており、何度も瞬きを繰り返している。

　帽子から覗のぞく髪のあちこちについた藁わらを見て、行商人は微笑ましげに目を細めた。

　──駆け出しの冒険者かな？

「はい、何でしょうかね、冒険者さん」

「ちょっと街の外まで行きたいんですけど、乗せてもらえませんかぁ？」

　そう言って少女は、行商人の従妹いとこの名を口にした。王宮勤めの立派な従妹だ。

　彼女の紹介なら良かろう。行商人はこっくりと頷いた。

「良いとも。ただ、北の方へ向かうんでね。それじゃ寒くないかい？」

「平気ですよぅ。私も北に行きたかったんです」

　少女はけらけらと笑って、行商人に断りもなく馬車の荷台へと潜り込んだ。

　動きは元気一杯だが体を動かすのは不慣れなのか、見ていて心配になる動きだ。

　荷物と荷物の間に窮屈そうに収まった彼女は、あ、と思いだしたように声をあげる。

「あ、これお礼です」

　そう言って差し出されたのは小粒の紅玉で、行商人はぎょっと目を剝むいた。

　昨今偽金やなんかも多いし、縁を削り取って節約する輩やからも少なくない。

　それに比べれば宝石はなるほど、一番信用できるかもしれないが……。

　──本当に駆け出しの冒険者なのか？

　最初に疑問を抱いたのは、その時だったという。

　どうも節制、倹約、清貧を是とする地母神に仕える者の支払い方とは思えなかったのだ。

　が、疑っていても仕方がない。

　行商人は荷物を積み終えると御者台に乗り、刻まれた轍わだちに沿って馬車を走らせた。

　都は眠らない街だ。

　薄く牛乳を垂らしたような朝靄あさもやの中、夜明けの光が針のように差し込む。

　明け方まで飲んでいた酔漢がふらふらと千鳥足で歩き、水桶を抱えた奴隷が小走りに行く。

　主人より早く目覚めた使用人たちが家の窓を開け、明け方の空気を取り入れだしている。

　各家から上る煙は炊事すいじ──ではない。祭壇で各々の信じる神へと供物くもつを捧ささげているのだ。

　門を開けて開店準備をする商店の前を通り抜け、ほどなくして馬車は北門に到着する。

　郊外にはいくつか闘技場や競技場があって、今日の催しを記しるした旗が吊つるされている。

　それを眺めるようにして並ぶ人々の列は、関所の通行待ちだろうか。

　開門時刻前から待っていたのか、門が開いた直後なのに結構な人数が順番待ちをしていた。

「やぁ、混んでますなぁ」

　行商人は片手を目の上にかざし、透かし見るように行列を見て、馬の足を緩めた。

「ちょいと待ちますよ、冒険者さん」


「えぇー……」



　不満げな声が返ってきて、肩越しに振り返れば彼女は頰を膨らませていた。

「うーん……仕方ないなぁ、もう」

　不貞腐ふてくされたような声に苦笑しながら、列が捌さばけるのを待つことしばし。

　冒険者や行商人、巡礼や旅客が門を出入りする様は、実に活気があって宜よろしい。

　背後では都の町並み、そこかしこから炊事の煙が上がり、人々が外に出始めている。

　都が目覚めたのだ。行商人はそれを眩しげに見、やがて順番がきたので馬車を前に進めた。

「やあ、兵隊さん。おはようございます！」

「よう。精が出るね。積荷と行き先は？」

「ええ、毛織物でさ。ちょいと霊峰の方へ」

　顔なじみの兵隊が「そうかい」と言うのに合わせ、行商人は通行手形を差し出した。

　毎日のようにここを通っているのだ。お互い手続きは慣れている。

「ああ。あっちは天の火石が落ちたとかいう噂うわさだ。気をつけなよ」

「へえ、どうも！　あ、そうそう」

　と、いつもの調子で馬車を進めそうになって、慌てて行商人は手綱たづなを引いた。

「後ろに今日はちょっとお客さんがいるんですよ」

「おや」と兵士は意地悪く笑い「奴隷売買じゃないだろうな」と冗談を言う。

　行商人が肩を竦めている間に、兵士は荷台に座り込んでいる少女の姿を認めたようだ。

「身分証を見せろ」

「はぁい」

　彼女はごそごそと服の襟元えりもとを探り、胸元むなもとから鎖で繫つながれた認識票が引っ張りだす。

「鋼鉄等級、金髪、青い目、十五……いや十六か。地母神の神官、と。冒険かい？」

「ええ」と少女は精一杯に胸を張って応じた。「霊峰の異変を調べに行くのよ」

　兵士が鉄帽の下で、どのような表情を浮かべたのか行商人にはわからなかった。

　ただ「そうかい、がんばりな」と呆あきれたような言葉をかけて、彼は馬車を軽く叩たたく。

「よし、行って良いぞ」

「ありがとうございます」

　そうして馬車を街道へと進ませて、行商人は標識を頼りに山裾やますその方へ馬首を巡らせた。

　やはり霊峰に火石が落ちたという噂は本当らしく、そちらへ向かう旅人は少ない。

　音といえば風のそよぎと、馬の蹄音ていおん、車輪ががたがたと回る音、それに小鳥の声。

　東を見れば地平の向こうから昇った太陽が輝き、秋の爽やかな朝の空気が心地良かった。

　大勢がいたら台なしだろう。行商人は胸いっぱいに、その空気を吸い込んで吐き出した。

「いやあ、良い天気ですなぁ」

「ホントね。外って気持ち良いわ」

　そう言うと、荷台の少女は猫のように体を伸ばして目を細めた。

　吹き抜ける風の感触を楽しんでいるようで、行商人は愉快そうに笑う。

「まるで囚人のような事を言うね、冒険者さんは」

「似たようなものかもね」と彼女は小さく呟いた。「牢屋ろうやも、神殿も。……お城も」

　確かに。行商人は頷いた。従妹から聞くと、姫様はたいそう窮屈な思いをされているとか。

「ま、どこ行ったって楽な場所なんざありゃしませんよ」


「そうかしら？　私は、そうは──……」



　その時だった。

　行商人はふと、向こうの茂みが動いたような気がした。少女は「思わない」と喋しゃべっている。

　──気のせいか？

　彼は反射的に腰に深く落とし込んだ剣の柄つかを握り、周囲を素早く見回した。

　もちろん立ち向かうなんて事は考えていない。逃げるためにだって武器は必要だ。

「……？　どうしたの？」


「いえ、何か──……」



　動いたのだと言うよりも早く狼おおかみの吠ほえ声が響いて、行商人はとっさに手綱を引いた。

「ＧＯＲＲＢＧ!!」

「ＧＲＲＯＢ！　ＧＲＲＯＯＢＯＲ!!」

「──!?　ゴブリン!?」

　野犬、狼ならまだ良い。だが違う。狼に跨またがり、粗雑な槍を振り回す、それは小鬼だ。

　小鬼騎兵の群れ──そんなものが出るとは。あれは西方の話ではなかったのか!?

「ッ！　頭を下げてください！」

「きゃ、あっ!?」

　行商人は少女の悲鳴も無視して馬を反転させ、一気に加速させた。

　忠実なる馬は一声嘶いななくと、まっしぐらに都へ向けて走りだす。

　猶予はない。

　少女の姿を認めたからか、ゴブリンどもの顔には醜悪な笑みが浮かんでいる。

「ＧＧＢＢＧＲＢＢＧ!!」

「ＧＢＯＯＲ！　ＧＢＢＧＲＯＢ！」

　ゴブリンどもはゲタゲタと笑いながら、行く手を阻むように包囲を狭せばめていく。

　適当に投げつけられた槍がびゅんと飛んで、頭上を越えたり、街道に突き刺さった。

　少女へ槍が突き刺さっても、連中は気にも留めないに違いない。

　──まぐれ当たりクリティカルでもされたら、死ぬ……！

　行商人は手にしていた剣を引き抜いた。刃が朝日を受けてぎらりと輝く。

　今まで一度も使ったことのないそれを、彼は逆手に握り直した。

「た、戦うのね！　いいわ、手伝う！」

　少女が錫杖を不格好に構えながら声をあげた。とんでもない。行商人は叫ぶ。

「逃げるんですよ！」

　彼は御者台から馬の背へ、手綱を咥くわえて飛び移った。馬の速度は鈍らない。良い子だ。

「荷車を切り離します！　はやくコッチへ！」

「荷物を捨てて!?　ダメよ、戦うわ!!」

　ゴブリンなのよ！　そんな彼女の叫びを、行商人は聞く耳持たない。

　少女は大きく揺れ動く荷車の上で、ガクガクと腰砕けになりながら立っている。

　その間際まぎわを槍がびゅんと唸うなりながら飛んで荷箱に刺さり、「ひっ」と悲鳴があがった。

「どっちにしろ荷車は離します！　こっちへ！」


「ッ……！　わかった……わかったわよ！」



　まったく、無様な姿だった。

　少女は小鬼どもに尻しりを向けながら、ひぃひぃと声をあげながら荷車を這はいずった。

　その様を見たゴブリンどもがゲタゲタと笑うのが、ことさら辛いのだろう。

　行商人が振り返って見た少女は、目に涙を溜ためながらも顔を真赤にして唇を嚙んでいる。

　──だが、ここまで彼女は来たんだ。

　行商人は片手の剣を留め具へあてがい、手綱を口に咥えると、左手を背後へ伸ばした。

「さ、早く、こっちへ！」


「え、ええ。今、行く────……あっ!?」



　がたんと馬車が石を踏んで跳ねた。

　運が悪かったファンブルわけではない。

　ろくに体術の心得もない彼女には、難易度が高かっただけなのだろう。

　片手を伸ばした姿勢のまま、ぽかんと口を開けていた彼女は、すぐに理解できなかった。

　その小柄な体は面白おもしろいほど簡単に不安定な馬車上で跳ねて、ぽんと空中に放り出された。

　落ちる。

　どさりという音がして、彼女は尻から地面に落ち、そのままゴロゴロと転がった。


「あ、ぅ、い、ったぁ……！」



　行商人は背後を振り返って逡巡しゅんじゅんし、手綱を強く嚙んだ。剣を振り上げ、留め具へ下ろす。

　一度ではダメだった。二度、三度でようやく革製の留め具が断ち切られ、馬が飛び出した。

「ＧＯＯＢＲＲ!!」

「ＧＲＯＢＯＧ！」

「ひぃっ、ゃッ!?」

　悲鳴が聞こえた。

　馬を走らせながら、それでも行商人が振り返ったのは、彼の良心の為なすものだ。

　尻もちを突いて泥まみれの少女の周りを、足を止めた小鬼騎兵が十重とえ二十重はたえに囲んでいる。

　やがて一匹が狼から飛び降りて、槍を片手に、いたぶるようにゆっくりと彼女へ迫る。

　少女は子供が棒切れを振り回すようにして、ぶんぶんと錫杖を振り回す。


「ちょっ!?　やめ、やめなさ……私を、誰だと────あぶぅッ!?」



　手ひどく少女の顔が殴りつけられるのが見えた。

　鈍い音がして、赤いものが散った。彼女の整った鼻梁びりょうがひしゃげたのが、わかった。

　ぐったりと項垂うなだれた彼女の髪を小鬼が引ひっ摑つかみ、何かを額ひたいへあてがおうとしている。


　────手、か？



「ＧＯＯＢＯＢＯＢ！」

「ＧＲＯＢ！　ＧＧＢＯＲＢＧ！」

　それは、何か干からびた木の根っこか、生き物の手のようにも見えた。

　いや、いやと力なく首を振る彼女の額に、それが強引ごういんに押し付けられる。

　途端にその手の爪先つまさきにパッと光が輝いたのを見たが、それ以上の余裕はなかった。

　行商人はもはや振り返ることなく、必死に都へ向けて馬を走らせ続けた。

　それ以外、他にどうやって彼女を助ける事ができるだろう？

　切り込むか？　剣を振り回して？　そして自分は死に、彼女が攫さらわれた事は誰も知らない。

　行商人は臆病おくびょうだし、死ぬのが怖かった。だが、それを理由に逃げたわけではなかった。

　けれど、都に辿り着いた彼は逃げたのをいささか後悔した。

　いや、そもそもあの娘を馬車に乗せたこと自体を後悔した。

　門に辿り着いていた彼を待っていたのは、血相を変えて駆けてきた従妹だったのだから。
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　話を聞き終え、国王は深々と玉座に腰を下ろした。一挙に数年は年老いたようだった。


「陛下、すぐに救援を──……！」



「我が妹が城を抜け出し、神官から盗みを働き、小鬼に攫われたから、軍を送り込めと？」

　慌てて問うた文官の一人に、国王はむしろ小馬鹿こばかにしたような口調で言い返す。

　う、と言葉に詰まってしまった様子を見るに、文官とて状況を理解してはいるのだろう。

　国王は頭痛と疲労とを堪こらえるように、強く眉間みけんを押さえた。

「身内の大事とばかりに国軍を小鬼どもへ向かわせる、そんな無能者に私をしてくれるな」

　そう──たかだか、ゴブリンだ。

　それは常に変わらない。小鬼退治は、些末さまつなことだ。

　四方世界を俯瞰ふかんして見れば良くわかる。個人にとっての大事ではあろう。だが、それだけだ。

　北の山脈の向こうには怪物と蛮族がひしめき合い、南方も混沌としている。

　諸国は虎視こし眈々たんたんと侵略の機会を狙ねらい、間者密偵が飛び交い、油断ならざる情勢だ。

　邪教徒がはびこり、豪商たちは己おのが利益のために手段を選ばず、都の影を走る者も数多い。

　故に、たかがゴブリン。

　その事実だけは、絶対に変化はしない。

「……しかし陛下」

　遠慮がちな赤毛の枢機卿の言葉に、「わかっている」と国王は手を振った。

「だがこれほどの醜聞を兵に晒さらせば、瞬く間に噂は他国へ広がろう。我が国の存亡に関かかわる」

　名誉名声というものは、国の守りとして下手な防壁よりも優れているものだ。

　偉大で精強な国と思われれば思われるほど、他国から攻められることは減る。

　またそうでなくば、どうして民が税を納めようなどと思うものか。

「小鬼のお手つきを嫁に貰もらいたがる王侯貴族もいないだろうしな」

　近衛の将軍が、ぼそりと低い声で呟いた。大司教──剣の乙女と、女商人からの鋭い視線。

　しかし彼はそれを気にした風もなく、その精悍せいかんな顔立ちに獰猛な笑みを浮かべた。

「俺おれは別だ。気にはしない」

　国王は深く息を吐いた。

「……信用のおける冒険者。それしかあるまい」

「だろうな」

　犬人の金等級冒険者が、深々と頷いた。

　そういう時のための金等級である。

　今こそ国家規模の、軍隊を動かせない、しかし優秀で口の固い要員が必要な時だ。

　国王に応じて頷きを返した金等級の冒険者は、短い腕を伸ばして円卓上に地図を広げた。

「問題は奴やつらの居場所だ」と短い指が地図を叩いた。「どこで襲われたって？」

「北です。霊峰へ向かう……」

　行商人の指先が、不確かな記憶を頼りに地図を示した。

「……途中の、この辺り」

　枢機卿、宮廷魔術師、同席していた書院の研究者たちが揃そろって顔を見合わせた。

「……天の火石と、やはり何か関係が？」

「わからぬ。しかし……いや、だが……」

　密やかな囁ささやきが、さざ波の如く室内へと広がっていく。

　世界の危機というのはいつ、何がきっかけで起こるかもわからない。

　霊峰に天から石が落ちたことで、また四方世界に災厄が起きようとしているのか？


　この王妹殿下の行動と結末は、よもや混沌の萌芽ほうがではないのか──……。



「この辺りだと、ゴブリンの巣穴になりそうなとこはあったかな」

「わからんな。……だいたい、あいつらはどこにでも住み込むから」

　だがそんなざわめきを気にした風もなく、金等級冒険者は近衛の将軍と言葉を交わす。

　二人は真剣な面持ちで地図を睨にらみ、素早く頭の中で思考を巡らせる。

「あ、あと狼が……狼に乗ってて……」

「聞いた、聞いた。ゴブリンライダー自体はどうでも良い。何にせよ奴らの巣穴を──」

　探す必要がある、と。金等級の冒険者が行商人へ言わんとした時だ。

「死の迷宮」

　それこそ、水面に投じられた小石だった。

　広間は、水を打ったように静まり返り、沈黙が波紋のように広がった。

　円卓についた者たちは互いに顔を見合わせ、ついで視線を一点に向けて注ぐ。

　彼女は一切の強張こわばりを感じさせない微笑を浮かべたまま、肢体を椅子に預けていた。

　まるで褥しとねで夫を待って寛いでいるかのような姿勢だと、不敬な考えが浮かぶ者もいよう。

「……託宣ハンドアウトでも降ったか？」

「どちらかというと、啓示インスピレーションですわね」

　国王からの問いに、剣の乙女はそっと静かに頷いて見せた。

「久方ぶりに、懐かしい名前を聞いた」

　北の最果て、霊峰近くにある迷宮──最も深き迷宮、死の迷宮。

　それは十年余り前、数多あまたの冒険者と魔神の戦いの場となった地でもある。

　迷宮には蓋ふたをするように都市が築かれ、長きに亘わたる探索が行われたものだ。

　そして地下十階の最奥に待ち受ける魔神の首を求め、多くの者が帰らなかった。

　枢機卿と近衛の将軍が顔をしかめ、金等級の冒険者がごくりと生唾なまつばを飲み込む。

　魂さえ簡単に消失ロストするという魔穴に、今挑む気概のある者は少ない。

　決して帰れぬ難攻不落の迷宮ダンジョンとして、今なお恐怖の象徴であった。

「北方にあって、小鬼が棲すまうのであれば、あの迷宮しかないかと……」

　そう囁くように告げる剣の乙女の、声の震えに気づいた者はいただろうか。

　眼帯の下で瞳ひとみが怯おびえたように揺れ動いている事を、見抜いた者はいただろうか。

　迷宮、ゴブリン、攫われた女、待ち受ける運命。


　鳴りかけた歯の根を押さえて彼女が唇を嚙んだ事を、理解した者は──……。



「口が固く、優秀で、信用のおける、そして最も深き迷宮に潜れる冒険者で、あるならば」

　いっそ呑気のんきとも言える声が、年老いた大臣から飛んだ。

　先の意趣返しというわけでもなかろうが、彼はさも名案であるかのように杖つえを振る。

「かの英雄、剣の乙女殿にご出陣願ってはどうか？」

　剣の乙女が、天秤剣を握る手にぎゅっと力を込めた。

　おお、と誰かが感嘆の声を漏もらす。それが良いと頷く声があがった。

　金等級の冒険者の中でも、彼女の存在は別格だ。

　彼女はかつて迷宮の最奥に挑み、魔神を討うって帰還した冒険者の一人である。

　あの六人の英雄オールスターズの一員であるなら、もう安心だろう。

　なにしろ相手はたかだかゴブリンなのだから！

「ぁ……」

　何かを言おうとして開いた彼女──剣の乙女の口からは、言葉が出ない。

　喉のどがひゅっと息を吸い込んだまま、吐き出すことができないのだ。

　何を言おうとしたのだろう。震えそうになる肩を、剣の乙女は豊満な胸ごと抱きしめる。

　行けない。怖い。ごめんなさい。──そんな事は言えない。

　助けてください。──言えるわけもない。

　彼女はこの国で最も優れた聖職者プリーステスである。

　ゴブリンを恐れているわけが、ないのだ。

「あの娘に頼むわけにはいかぬしな……」

　国王が真剣な表情で思案にくれている。剣の乙女には時間のない事がわかった。

　あとほんの数秒。たったそれだけで、国王の口が再び開かれるに違いない。

　最初の言葉はこうだ。「どうだろうか、大司教殿」。彼は何も理解してないのだ。

　そしてこう続く。「引き受けてはくれまいか」。それは死刑宣告にも等しい。

　剣の乙女は怯え、腰砕けの童女がそうするように、椅子の上で尻を後ずさりさせる。

　だが背もたれがあり、彼女の立場があり、周囲の視線があり、逃れることはできない。

「どうだろうか、大司教殿」


　処刑人の剣が振り上げられ────……。



「……あの」

　──低く小さい、けれど一切の遠慮がない鋭い声がそれを受け止めた。


「ぇ……？」



　信じられないと。身を強張らせていた剣の乙女が、隠された瞳をそちらへ向ける。

　物怖じせず挙手をしたのは、いつの間にか広間から姿を消し、そして戻ってきた女商人だ。

「不遜だぞ」

　老いた大臣が声をあげるのを、国王は「良い」と掌てのひらを振って黙らせる。

　国王は彼女の事を気に入っていた──いや。彼女が次に何を言うのかが、気になっていた。

「何かな？」

「……大司教様のお連れの方が、部屋に入れろと仰おっしゃっています」

「今は会議中だぞ」

「……銀等級の冒険者です」

　大臣がさらにぶちぶちと言うのを、女商人はやはり斬きり付けるように退しりぞける。

　そして彼女は国王の返答を待たずに、躊躇ためらうことなく隣室へ続く扉を開いた。

　扉の脇わきに控えていた、小柄な銀髪の侍女が、諦あきらめたようにやれやれと首を横に振っている。

「話は聞かせてもらった」

　地の底を吹く風のように低く冷たい、無機質な声だった。

　ずかずかと無遠慮な足音が響く。

　声の主あるじの横では、妖精ようせいの野伏レンジャーと思わしき娘が得意気に長耳を振っていた。

　その反対側に立つ幼さを残した少女が、諦めたような、仕方ないなという微笑。

　彼の背後には呆れ半分に肩を竦める鉱人の魔術師。そして愉快げな蜥蜴人リザードマンの大男。

　特異な集団。雑多な装備に身を包んだ愚連ぐれん隊たいの如き、見慣れた、どこにでもいる一党だ。

　だが、誰もがその冒険者の姿に目を疑った。

　薄汚れた革鎧かわよろいに安っぽい鉄兜。腰には中途半端ちゅうとはんぱな長剣を帯び、腕に括くくった小振りな円盾。

　駆け出しの冒険者でさえもう少しマシな装備をしているだろう。

　けれどもその首に下がる認識票は、疑いの余地なき銀等級、第三位、在野最優の証。

「やはりゴブリンか」

　剣の乙女は思わず立ち上がった。手から天秤剣が零こぼれ落ちた。その事にも気づかない。

　はい、と。女商人が──かつては冒険者でもあった令嬢剣士が静かに応じる。

　短く切った髪は肩まで伸びていて、それを払った彼女は剣の乙女へ目配せをした。

「俺が行こう。どこだ。数は」

　剣の乙女は、今にも崩れ落ちそうに頷いた。

　何度も──何度も。繰り返して。
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「陛下ぁーっ！　きったよぉーっ!!」



　ばぁんと勢い良く扉が開かれ、疾風しっぷうが広間へと飛び込んできた。

　風は黒色をしており、それは長くなびいた黒髪の少女の形を取っていた。

　十代も半ば、駆け出しの冒険者と見て良い年頃としごろだが──そうでない事は一目でわかる。

　身に纏まとった鎧よろいは動きやすさを重点しているものの、魔術の守りが施ほどこされている。

　ましてや腰こしに帯おびた重厚な剣ときたら、およそ尋常ならざる業物わざものに相違ない。

「……あれっ？」

　その少女は広間の中央に飛び込むと、きょとんとした様子で左右に視線を振った。

　既に会議は終わっているのか、円卓に座している偉い人たちの姿は疎まばらだ。

　金等級の冒険者がばつの悪い顔をしているのが不思議といえば不思議。

　そして枢機卿すうきけいが苦笑いをしながら席を立って頭を下げたのを見た、次の瞬間。

「あいたぁッ!?」

　杖で頭をぽかりと叩かれ、地獄の劫火ごうかも平然と切り抜けた少女が悲鳴をあげた。

「不敬」

　ぞろりと長いローブを纏った賢者が、魔術がいくつ付与されたかもわからぬ杖を手に嘆息。

　少女が目に涙を滲にじませて睨にらむのを無視し、賢者は跪ひざまずいて国王へと臣下の礼を取る。

　格好つけちゃってさー、と。少女は唇を尖とがらせ「ちぇっ」と舌打ちをした。

「べつに良いじゃんかさ、ボクと陛下の仲なんだしひゃぅんッ!?」

　今度はぴしゃりと尻をひっぱたかれ、致死的な重力も耐え抜いた少女が悲鳴をあげた。

「お前にも陛下にも我々にも立場というものがある。しゃきっとしろ、しゃきっと」

　少女を跳び上がらせたのは、凛りんと落ち着いた響きの声を発する背の高い女剣士だ。

　海内かいだい無双むそうの誉ほまれも高き彼女は、細身のわりに恐るべき筋力を持つ掌てのひらをひらひらと振る。

「勇者がそれでは恥ずかしいとは思わんか？　ん？」

「……お嫁さんになれない方が恥ずかしいと思うな」

「私より強い男がいないのが悪い」

　しれっとしてる剣聖を恨めしげに見ると、視界の端で賢者が杖を振りかぶるのが入った。

　勇者が慌てて気をつけし、ぺこりと勢い良く頭を下げる。髪が流星の尾のように跳ねた。

「呼ばれたので、来ました陛下！」

「……うむ、大儀であった」

　微笑ほほえましいものを見るように目を細めた国王は、鷹揚おうように片手を上げ、その寛大さを示す。

　もとより十五で孤児院を飛び出して勇者となった娘に、貴族のような礼節は求めない。

　ただ「相手に対して敬意を払う」ことさえできれば、それで良しとすべきだろう。

　勇者は「お邪魔します」と言って、ちょこんと円卓の椅子に腰を下ろした。

　続けて剣聖と賢者とが、軽く一礼をしてから彼女の横に座る。

　二人の仲間に囲まれ、勇者は「怒られないかな？」と顔を窺うかがってから口を開いた。

「でも、何かあったんですか？　会議には出なくて良いって話でしたけど……」

「いや」と国王は笑い、首を横に振った。「変わり者の銀等級冒険者に依頼を出したのだ」

　ああ、それで。剣聖は金等級冒険者の表情に、得心したように頷いた。

　金等級の冒険者が渋った仕事を、銀等級の冒険者が引き受けてしまったのだろう。

　冒険者といっても得手不得手があるから珍しくない事だが、王命では居心地も悪いか。

「……我々が動かなくても良い案件？」

　賢者がいつもと変わらぬ、けれど仲間には真剣そのものとわかる声で呟く。

「関連があるかどうかはわからぬ」と国王は言った。「故に違う仕事を頼みたい」

「もちろん、なんでも言ってよ、陛下！」

　あまりにも気安い勇者の言葉に、大臣が苦笑交じりに「これ」と呟く。

　と言っても咎とがめ立てるようなものではない。実情はともかく、孫のように幼い娘だ。

「北の霊峰れいほうに、天から火石ほいしが落ちた。何やら不穏な気配が漂っているようでな」

「調べて、悪いヤツがいたらやっつければ良いわけだね！　よっし、まかせて！」

　どんと薄い胸を力強く叩き、勇者は自信たっぷりに請け負った。

　国王はそれに対して、僅かに表情を緩めて息を吐いた。これでもう大丈夫だ。

　彼女が任せろと言ったなら、それはもう絶対だ。

「頼む、支度したく金きんなどを用意させてある。金貨五十枚と剣一振りなどとは言わんぞ」


「え、良いよ。そんなの。ボクだっていらな──……ぃんッ!?」



「ありがたく頂戴ちょうだいいたします」

　何やら言いかけた勇者が、尻を押さえて椅子の上で跳ねた。剣聖が深々と頭を下げる。

　尻を抓つねられたらしい勇者は、ぶうぶうと不貞腐ふてくされた様子で椅子いすの背もたれに寄りかかった。

「ちぇっ。なんだいなんだい。良いじゃんか、なくてもなんとかなるなら……」

「こういうのは受け取るのが礼儀」

　賢者は静かに涼やかな声でそう説いて、国王へ一礼をしてから口を開いた。

「他、必要な物があった場合は？」

「枢機卿と、それから将軍と話せ。良く計らうよう言ってある」

「ありがとうございます」

「なに、感謝はいらんさ」

　押し黙っていた近衛このえの将軍が、豪快に牙きばを剝むくように笑って言った。

「俺も冒険者だった頃なら同行できたがな。こちらの御大将が動くなと煩うるさくて敵かなわんのだ」

「私だって周りからそう言われているんだ。堂々と勝手に動かれたのでは立つ瀬がない」

　なあ？　と国王から同意を求められた枢機卿が「なあではありませんよ」と息を吐く。

「『そうだ。竜退治でもすれば国庫が潤うるおうんじゃないか』などと言わないでください」

「止めても無駄じゃあないかな」

　ぼそりと口を挟んだのは、ずっと扉の脇で控えていた小柄な銀髪の侍女だ。

　彼女は感情を窺うかがわせない低く冷たい声に、どこか温かみを滲ませて肩を竦すくめた。

「なんでか知らないけど、この国で一番偉いのだし」

「そうとも、私は偉いんだぞ」

　益体やくたいもない──気の置けない一同のやりとり。

「……」

　賢者は、その美貌びぼうに薄うっすらと──ほんの僅かにわかるだろう笑みを浮かべた。

　それは自分と大事な二人の仲間の関係にも似て、同じもののない、この世一つだけの縁だ。

　そうしたものを目まの当あたりにできることは、微笑ましくもあり、喜ばしくもあった。

　賢者は小さくまた一礼をした後、すぐに枢機卿らと仔細しさいな打ち合わせへと入る。

　剣聖は戦闘に関わりそうな所には口を挟み、勇者はといえばまるで話を聞いていない。

　彼女はパッと何か思いついたような顔をすると、金等級の犬人の方へと駆け出した。

「おじさん、おじさん！　こないだの話の続きをきかせてよ！」

「こ、こないだ？」と彼は毛の奥の目を瞬またたかせた。「ってえと、大怪鳥との一騎打ちか？」

「そうそう。前聞いた時は、途中で魔神の群れが来ちゃったからさ。最後まで聞きたい！」

　よしきたと犬人は腰に吊った酒瓶さかびんから中身を呷あおり、昔語の口を開く。

　ちらりとそちらを見る賢者と剣聖の視線は温かいもので、「仕方ないな」という様子。

　──これで良い。

　そうした全すべてを眺めて、国王はそう思う。

　勇者とはただ武力のみに非あらず。彼女の強さとは、ただ武勇それのみに非ず。

　この少女が皆から愛されているのは、不和の芽を、それと気づかずに摘み取る心根だ。

　──それこそがきっと、世界を救う。

　かつては彼もまた冒険者だったが、頭上に冠かんむりを戴いてしまった。

　昔の仲間を集めて、地図を囲んで冒険の算段を立てたいものだと切に思う。

　いや、いっそそうであったなら、自分の手で妹を救いに旅立っていたことだろう。

　ゴブリンの脅威、デーモンの復活、死人占い師、天の火石、全て自分の手で……。

　──だが、それは叶かなわぬ事だ。

　ふと椅子の肘掛ひじかけに指を食い込ませていたことに気づき、国王は力を抜いた。

　今の彼は王である。ただの秩序にして善なる君主ロードだった頃とは違う。

　率いるべきは六人の一党ではなく、この只人ヒュームの国家そのもの。

　挑むべきは仄暗ほのぐらい迷宮ではなく、広大な四方世界の盤上だ。

　──そのような立場になって初めて、こんな事を思うとはな。

　国王はふと、広間から続く扉へと目を向けた。

　その向こうへ剣つるぎの乙女おとめ、女商人と共に旅立っていった冒険者たちのことを考えた。

　国のこと、都のこと、世界のことは自分と彼女とで引き受けよう。

　──だから妹を、どうか、頼むぞ。
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「……お久しぶりです」

　足早に廊下を抜けながら、令嬢剣士ははにかむように微笑ほほえんだ。

　国王から冒険の依頼を引き受けた一党は、議論する間も惜しんで出立を急いでいる。

　ゴブリンスレイヤーは足早にずかずか進むし、蜥蜴僧侶リザードマンは大股おおまただ。

　妖精弓手エルフはともかくも、後を追う女神官と鉱人道士ドワーフは小走りにならざるを得ない。

「本当に……」と女神官は急ぎながら目を細めた。

　昨晩の事件以来、ひどく強張こわばっていた心が僅わずかに緩ゆるんだような気持ちだった。

「お元気そうで、何よりです。あれからは……？」

「……ずっと、こんな感じです」

　令嬢剣士は言葉少なにそう言った。

　かつての冒険者としての装よそおいではなく、きちっと礼服を着こなしたその姿。

　切り落とした髪は少し伸び、瞳ひとみは輝き、頰ほおは薔薇ばら色。

　──充実しているんですね。

　そう思うと、女神官はふと目が潤うるむのを感じて、慌てて瞬またたいた。

「でも、どうしてわたしたちがいると……？」

「……私の救出依頼を出したのは、どなただとお思いですか？」

　表情の薄い令嬢剣士の顔に、ほんの僅かな悪戯いたずらっぽい笑みが浮かぶ。

　言われて見れば「あ」と女神官にも思い至るところはあった。

　剣つるぎの乙女おとめ、その知り合いの冒険者、鎖くさり帷子かたびらを装備していた神官──なるほど、道理だ。

　彼女が機転を利きかして自分たちを呼び出したのも、良くわかった。

「……大丈夫ですか？」

　続けて問われて、女神官は僅かに考えた。何のことだろう、と。

　あれからまた一年近くゴブリン退治をしてきたことを心配されているのか。

　彼とこうして付き合い続けて──冒険者として──いることか。

　それとも大事にしていた鎖帷子を盗まれてしまったことか。

　あるいは、それによって今は防具がないということなのか。

　神官衣だけは借りてきたものの──慣れ親しんだ重みのなさは、ひどく落ち着かない。

　結局「たぶん……」と女神官は曖昧あいまいに笑った。「……大丈夫だと、思います」

「けど、どうするの？」

　妖精弓手が踊るように走りながら、くるりと振り返って言った。

「相手が朝一で出張ってきたのなら、今から追っかけてももう手遅れじゃ……」

「……馬を用立ててあります。早馬を」

「それだけじゃ追いつけないでしょ」

　くるりと妖精弓手は立てた人差し指で宙に円を描いた。

「いくら相手が、えっと、ゴブリンライダーだっけ？　犬だからって、速度は侮あなどれないし」

「そんなら、わしが術を使えばよかろ」

　ひぃこら言ってどたどたと走りながら、鉱人道士が触媒の詰まった鞄かばんを抱え込んだ。

「節約するに越したこたぁないが、使い所だでな」

「頼む」

　ゴブリンスレイヤーの答えは短く端的で、鉱人道士は「うむ」と頷うなずく。

　術は戦闘において貴重な戦力だが、そもそも追いつけなければ戦闘にならない。

　逆に最も深き迷宮へ挑むということになれば──どの道、一晩は休んでからだろう。

　中途半端ちゅうとはんぱな状態で迷宮に潜れば、待っているのは死よりも恐ろしい運命のみ。

「それにしても、いやはや、竜りゅう冥利みょうりに尽きますな」

　にもかかわらず、蜥蜴僧侶は上機嫌に目を回して見せる。

「小鬼殺し殿に付き合うて小鬼退治をし、よもや最も深き迷宮に挑むとは」

　蜥蜴僧侶は心底喜ばしいというように、歩きながら尾で床を叩たたいた。

「それに小鬼殺し殿も、何やら生き生きとしておられるご様子」

「そうか」

　迷いなく真まっ直すぐに、彼はずかずかと歩き続けている。

　その背中を見て、女神官は妖精弓手、令嬢剣士と目配せをかわし、苦笑した。

　──怖くない、と言えば噓うそですよね。

　最も深き迷宮。十年前の戦いで、魔神の王が根城とした恐るべき場所だ。

　もとは練兵場かなにかだったため、地下十階まであるという事はわかっていた。

　しかし構造は致命的に組み替えられ、さらに無限の如ごとく怪物どもが湧わき出してくる。


　怪物どもが何故なぜか財貨を持っておらず、それを目当てに冒険者が集まらねば──……。



　──きっと世界は、滅んでいたに違いない。

　皮肉なものだと女神官は思う。

　世界を救うために掲かかげられたのは、結局のところ大義名分ではなく欲望だったのだ。

　地位、名声、富、武勲、財貨。それ自体は、決して忌むべきものではない。

　一年以上前、冒険者となることを決めた時に神殿で神官長から教えられたことだ。

　欲望とは欲し望むこと。生きようとする意思。だからそれは良いのだ。

　だが、と。同時に彼女はもう一つのことを教わった。

　自らの装備を整えるため、追おい剝はぎ同然に他ほかの冒険者から身包みを奪い取る冒険者。

　聖なる鎧よろいや妖刀を求め、魔神に挑まず地底深くを徘徊はいかいする存在へ成り果てた冒険者。

　そういった者に気をつけなければいけない。そういった者になってはいけない。

　実際、大事なものを盗まれて、投げつけるように宝石を置いて行かれて、そうだと思う。

　あの兵士の格好をした娘、姫殿下は、女神官の事を考えているようでいない。自分だけ。

　それをゴブリンと同じような存在だ──と思ってしまうのは、いささか彼の影響を受けすぎか。

「……言いたくないけど、でも、良いの？」

　妖精弓手が、こっそりと自分に囁ささやく。その言葉は正しいようにも思う。

　自分に対して酷ひどいことをされたのだ。どうなったって構うもんか。

　そんな黒い澱んだ気持ちが、一切いっさいないとは──女神官には、とても言えない。

　──でも。

　女神官は両手をしっかりと握り、そんな思いを沈めるように地母神ちぼしんの名を呟つぶやいた。

「だからといって、どんな目にあっても良いなんてことはないですよね」

　──そうとも。誰だれかが酷い目に遭うことを願って、望んで、それを悦ぶなんて。

　その方が、よほどゴブリンではないか。そうなってはいけないのだ。

　助けよう。

　返してもらおう。

　怒って、叱しかって、反省してもらって。

　それで済めば、どんなに良いことか。

「……ん」

　ひょこりと妖精弓手が長耳を揺らして、頷いた。

「なら良し。行きましょう！」

「はいっ」

　女神官は小走りにゴブリンスレイヤーの背を追いながら、目を瞑つむり、地母神へ祈った。

　かくあれかしと。
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「お待ちになって」

　そう声がかけられたのは、一党が各々の馬を馬小屋から選び出した時だった。

　早馬──とはいっても軍馬であるから、競走馬のように今にも折れそうな細足ではない。

　どっしりとした体軀たいくのそれが、都合三頭。

　蜥蜴僧侶はその巨漢から一頭に一人で跨またがり、妖精弓手が手綱たづなを取った所に鉱人道士。

　さて最後の一頭に跨がろうとしたゴブリンスレイヤーが、鞍くらに手をかけたまま振り返る。

「なんだ」

「行ってしまわれたかと、思いました」

　激しい動悸どうきを押さえるように豊満な胸元むなもとに手を当て、息せき切って駆けてきた剣の乙女。

　戸口に立った彼女が、呼吸を整えるまでほんの数秒。

　彼女は上気した頰から、ほうと息を漏もらして、淑しとやかに頭こうべを垂れて見せた。

「まず、その……今回は、ありがとうございました」

「礼は良い」

　ゴブリンスレイヤーはきっぱりとそう言って、鉄兜てつかぶとを左右に振った。

「俺おれの仕事だ」

「……はい」

　剣の乙女は、蕩とろけるような仕草でこくりと頷いてみせる。

「調べたことは纏まとめた。俺にはわからん箇所も多い」

　そして彼が託したのは、乱雑に書き殴られた走り書きだ。

　彼女はそれを大事そうに搔かき抱き、受け取る。

　そしてそのまま汗ばんだ肌に貼はり付き、僅かに透けて見える薄衣の中へと手を入れた。

　恭うやうやしく取り出されて捧ささげられるのは、何枚かの羊皮紙を束たばねた巻物であった。

「こちら、覚えている限りの内容ですが……迷宮の地図、四階までになります」

「四階？」

　ゴブリンスレイヤーは受け取った巻物を、広げもしないで蜥蜴僧侶へと手渡した。

　馬上の彼は長い爪つめで器用に羊皮紙をつまみ、するりと広げて目を通す。

　刻まれた方眼に、走り書きとはいえ丁寧な筆致でマスが埋められている。

「ほお」と声が漏れたのは、感嘆からだろう。「良く描けておりまするな」

「昔、地図役マッパーでしたから……」

「最下層までではないのか」

「四階には魔力と瘴気しょうき渦巻うずまく、あの迷宮の心臓がございます」

　一瞬照れたように頰を緩めた剣の乙女の表情が、すっと消える。

「そしてもし四階より下へ行くのなら……」

　彼女は見えざる瞳で一同を睥睨へいげいした。

「……あなたがたでは、帰って来れませんから」

　女神官は思わず妖精弓手と顔を見合わせた。

　彼女は──恐らく女神官と同じような──引きつった顔で軽く肩を竦すくめ、長耳を垂らす。

「ゾッとしないわね」

「……ま、何百何千と挑んで、下まで潜って帰ってこれたのはそう多くないかんの」

　応じたのは妖精弓手の前に収まった鉱人道士で、彼は腕組みをして白髭をしごいた。

「わしも叔父おじ貴きやらから、おっかねえ噂うわさを良く聞いたもんだわ」

「それに、地下四階より下へは行けないのです」

　言いながら、剣の乙女は先程まで押さえていた胸元へと手を滑らせた。

「これが、ないのですもの……」

　するりと解かれるのは、彼女の胸を彩いろどる飾り紐ひもだ。

　途端、ほのかな魔力が淡い燐光りんこうを放ったのを見て、女神官は目を見開いた。

　聞きかじった知識と、憧あこがれと、そんな色々な物がないまぜになった思い込みだが。


　もしや魔神の王が持っていたと言われる、力の源泉──……。



「……護符アミュレットですか!?」

「そんな凄すさまじいものではありませんよ」

　無邪気ともいえる少女を剣の乙女は慈しむように制して、青い紐をその手に握りしめる。

「ただの青い飾り紐リボン。地下奥深くへ進むための、鍵かぎとなるものですわ」

　そして彼女はそれを自分の手ごと、ゴブリンスレイヤーの掌てのひらに重ねて置いた。

「どうぞ、無事のお帰りをお待ちしております」

　ゴブリンスレイヤーはすぐに応こたえなかった。革籠手かわごての上に置かれた手が震えていた。

「わかった」と彼は一瞬の後に言い、飾り紐を握りしめる。「そのつもりだ」

　飾り紐を雑囊ざつのうに押し込み、ゴブリンスレイヤーは鞍に手をかけ、ひらりと馬に跨った。

　そして女神官へと手が差し伸べられる。

「乗れ」

「あ、は、はいっ！」

　慌てて女神官が彼の手を摑つかむと、思った以上に強い力で握られ、ぐいと引き上げられる。

　ふわりとした浮遊感の後、すとんと小柄な彼女の体は彼の前へ収まった。

「わ、と、と……っ」

　鐙あぶみもないので不安定な体を保持するべく片手でたてがみを握ると、背を後ろから支えられた。

　無骨な革鎧の感触が、鎖帷子がない神官衣のせいか、しっかりと感じられた。

「振り落とされないようにしろ」

「は、はいっ。気をつけます……っ」

　薄い尻しりをずらして収まりを良くしつつ、こんな状況で声が上ずる自分が何とも恥ずかしい。

　ゴブリンスレイヤーは俯うつむいた彼女の様子を気にすることなく、ぐるりと鉄兜を巡らせた。

「行くぞ」

　応と蜥蜴僧侶が一声吠ほえて、彼は蹴爪けづめを馬の脇腹わきばらに入れる。

　軍馬は威勢よく嘶いななきを上げると、蹄ひづめの音も高らかに石畳を駆け出した。

　遅れて妖精弓手が「よぉし！」と声をあげて馬を蹴けると、馬は前足を高々と振り上げる。

「お、おい、こら、金床かなとこ！　何やっとんだい……!?」

「わわッ!?　ほら、落ち着いて……行くわよ！」

　ずり落ちそうになった鉱人道士が慌てる後ろで、妖精弓手は馬の首を軽く手で撫なでる。

　獣と心を通わせるのも森人エルフの業わざだ。途端に従順になった軍馬は、手綱を振るわれ飛び出した。

　最後にゴブリンスレイヤーが、鉄兜を巡らせ剣の乙女と、その傍かたわらに立つ令嬢剣士を見やる。

　彼は一度だけ頷くと、無言のまま手綱を振るった。

　走りだす馬の勢いに帽子を押さえた女神官は「ひゃっ」と声をあげる。

　だがそれも束つかの間ま。轟とどろく蹄の音がそれを塗ぬり潰つぶし、あっという間に冒険者たちは旅立った。

　門には既に国王から連絡が回っているだろう。彼らは止まる事なく突き進むに違いない。

「……冒険に」

　馬の蹄が立てた土煙を透かして、眩まぶしげにそれを見送る令嬢剣士が、ぽつりと呟いた。

「……冒険に、また行きたいと思いますか？」

「どうでしょう、ね」

　剣の乙女の返事は曖昧だ。

　彼女は地に突いた天秤てんびん剣けんへもたれかかるようにしながら、悩ましげな息を吐く。

「わたくしが立ち直れたのは、仲間と共に冒険へ挑んだから。ですけれど……」

　覆おおい隠された視線が、彼方かなたを見やる。北方。かつての冒険の舞台。迷宮。彼の行く手。

　けれどもきっと、本当に見つめているのは過去の記憶だ。

　初めての冒険でゴブリンに襲われた。

　仲間と出会ったのは、その後の事。

　だからこそ、あのおぞましい体験は決して消えることなく両目に焼き付いている。

　あの仄暗ほのぐらい迷宮の只中──懸命に立ち上がって、歩き続けたものだけれど。

「……恐ろしいものに挑む勇気は、もうなくなってしまいました」

　ふと手が震えた。いや、最初から震えていた。会議の場で、ゴブリンの事を聞いた時から。

　──違いますね。

　ゴブリンに襲われるという街道を通って、都へ向かわねばならないとなってから、ずっとだ。

　治まっていたのは、きっと、彼が傍そばで守ってくれていた時だけだろう。

「わたくしは、弱い女です」

　そっと囁かれた言葉を、令嬢剣士は自分の問いへの答えとして受け取った。

　彼女はふと空を見上げる。青く、白い雲が浮かび、太陽の照る朝の空。

　この空の下にゴブリンがいる。いつだっている。どこにだっている。

「……怖いものは、怖いですよ」

　だから素直に口に出せた。剣の乙女が、幼い少女のように小首を傾かしげる。

「乗り越えなくてはいけないと、思いません？」

「そう思う時も、なくはないですけど」

　剣の乙女からの問いに、令嬢剣士はそう言って、薄うっすらと口元へ笑みを浮かべた。

「……向かい合うだけでも、精一杯ですから」

　さあ、行きましょう。剣の乙女にそう告げて、令嬢剣士は踵きびすを返した。

　城内ではきっと、霊峰れいほうに落ちたという天の火石ほいし、邪教徒への対策が練られている。

　やるべき事、やらなければいけない事は数多く、立ち止まっている暇はないのだ。

　それは剣の乙女も理解していて、彼女もまたそっと歩き出した。

　けれど戸口から城の中に入る間際まぎわ、剣の乙女はふと足を止め、振り返る。

　眼帯に隠された──守られた瞳では、世界を見通す事はできない。

　彼の黒い影のような輪郭は、暖かな日差ひざしの向こうに消え去ってしまっている。

　残影を追いかけるように、剣の乙女は手元にある走り書きへと目を落とした。

　そっと触れれば、彼が走らせたインクを指先に感じる。言葉を読み取れる。

　剣の乙女は、縋すがるようにその感触を辿たどりながら息を吐いた。

「ゴブリンなんて、いなくなってしまえば良いのに」
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　地上に生きるもので最も長く歩き続ける事ができるものは、只人ヒュームである。

　しかし速度と馬力──文字通りだ──という点では、やはり馬が上回るだろう。

　五人の冒険者を乗せた三頭の馬は、門を抜け、街道を走り、北へ北へと風の如く。

　そう、風だ。色のついた風。いかに馬とはいえ、およそ尋常な速度ではない。

「《風の乙女シルフや乙女、接吻おくれ。わしらの馬に幸ある為に》」

　答えはといえば、鉱人道士の《追風テイルウィンド》の術だ。

　招き寄せられた風精たちが馬たちを包み、速く速くと背を押している。

「なるほどね。これならゴブリンどもが先に行っても追いつけるってわけか」

　表情は真剣そのもの。ひくりひくりと長耳を揺らして音を聞きながら、妖精弓手が笑う。

「海の時は気づかなかったけど、鉱人ドワーフが風も操あやつれるのはちょっぴり意外ね」

「まあ、得意たァ言えん」

　森人に褒められた事を喜ぶべきか、森人に馬の手綱を取られた事を嘆くべきか。

　悩んだ挙句にむっつりとしかめ面づらをした鉱人道士が、とうとうと言った。

「けんど、地のものを火と水と風で鍛えて鉄と成すかんの。四大精霊の心得程度はあらぁな」

「何にせよ、迷宮へ入る前に追いつければ重畳ちょうじょうですな」

　蜥蜴僧侶が危なげなく手綱を取って馬を走らせながら、遠方へと目を凝らす。

　長い尾を後方に流して姿勢を保っている姿は、中々に様になっている。

「無論、迷宮にも挑んでみたくはありますが。いやはや、痛し痒かゆしというべきか」

　──御者の心得があるのは知っていましたが。

　ちらりと横目でその姿を見て、女神官は内心で意外だなぁ、などと思う。

　騎乗技能はいくさ人の嗜たしなみ──という事なのだろうか。

「む……」

　と、彼女の背後──頭上で低い声。ゴブリンスレイヤーが何かに気づいたのだろう。

　慌てて女神官が前方へ目を向けると、そこには打ち砕かれた荷馬車が転がされている。

　ゴブリンスレイヤーが馬を止めるのに合わせ、一党はその場で一端停止。

　馬上から現場を見やる限り──まあ、いつも通りにゴブリンは略奪したらしい。

　荷物の類たぐいは漁られ、打ち砕かれ、周囲には引き裂かれた衣服の切れ端が散らばっていた。

　それが自分の衣服であることに気づいた女神官が、ぎゅっと身を強張らせた。


　──ぅ……。



　なんと言って良いものか、目眩めまいのようなものだ。

　もしも。あの時。


　初めて踏み込んだ洞窟どうくつで、彼が来てくれなかったら────……。



「どうやらその場で手篭てごめにされてはいない、と」

　だが、それだけだ。蜥蜴僧侶が訝いぶかしげに呟く通り、争いの痕あとでしかない。

　それがわかってしまう自分に少し嫌気が差しながら、女神官も現場を見やる。

　──鎖帷子は、ないですね。

　少し落胆しながらも、同時に彼女はある事に気がついて目を瞬かせた。

「あっ！」

　思わず声があがったのも無理はない。

　ゴブリンスレイヤーの前からぐいと身を捩よじって馬を降り、小走りに駆ける。

「どうした」

　声をかけられ、返事の代わりに拾い上げて見せたのは、打ち捨てられていた錫杖しゃくじょうだ。

　地母神に仕つかえる者が振るう錫杖──彼女の、錫杖。

「という事は、当たりね」

　良かったじゃないと声をかけてくれた妖精弓手に「はいっ」と女神官は頷いた。

「でも……血の痕、ほとんどないですね」

　ん、と。女神官は唇に人差し指をあてがって考える。死体もない。結論は一つだろう。

「たぶん、すぐに攫さらわれたのではないかと……」

「……確か、呪具だかなんだか近づけてたって話よね」

　妖精弓手がげんなりと長耳を垂らして、ぼやいた。

　かつて、闇人ダークエルフが得意げに振り回していた、乾いた腕を思い出したのだろう。

「ってことは、生贄いけにえ？」

「じゃろうな」

　妖精弓手の推測に、鉱人道士が髭ひげをしごいて思案しながらも同意した。

「姫を攫うとなら、花嫁、身代金、生贄のどれかと相場が決まっとるわ」

「問題は姫を狙ねらったのか、偶然に姫が襲われたのかだ」

　ゴブリンスレイヤーは現場を見、それから鉄兜を蜥蜴僧侶に向けた。

「どう見る？」

「たまさか姫が家出し、たまさか街道を通って北に向かい、たまさかそこを襲って生贄とす」

　蜥蜴僧侶は指折り数えて、長首をゆるゆると左右に振った。

「ありえますまい」

「だろうな」

　ゴブリンスレイヤーがそれに応じる。

「姫殿下を狙ったとすれば、計画がずさんに過ぎる」

「なら、これ以上ここで時間を使う必要はないわね」

　妖精弓手が手綱を振るい馬の脇腹を蹴りつけ、街道を再び走りだしながら叫ぶ。

「行きましょ！　早くしないと追いつけなくなっちゃう！」

　慌てて女神官はゴブリンスレイヤーの馬にしがみつき、彼にぐいと引き上げられる。

　追跡は再開された。

　しかし馬は《追風》を受けて疲労は防げても、馬上で揺れる乗り手はそうもいかない。

　朝方から街道を駆け続ける事による疲れは、思いの外に身を苛さいなむものだ。

　体力自慢の鉱人道士と蜥蜴僧侶はまだ良い。戦士職であるゴブリンスレイヤーも問題ない。

　だが細身である妖精弓手と女神官の顔が、徐々に強張り始める。

　昇ったばかりだったはずの太陽は既に天高く、秋口の残暑がじりじりと襲い来る。

　はぁ、と息を吐いた女神官が、鞍の上で揺れる体を支えながら水袋を手繰たぐり寄せた。

　一口、こくりと喉のどを鳴らして飲んで、そっとすぐ背後に寄り添う彼の鉄兜を見上げる。

「飲みますか……？」

「いや」と真正面に鉄兜を向けたまま、ゴブリンスレイヤーは低く言う。「いらん」

「そう、ですか」

　小さな声でそう答え、女神官はもう一口と唇を湿らせて、水袋の栓を締めた。

　その様子を横目で眺めていた蜥蜴僧侶が「小鬼殺し殿」と短く言う。

「あまり早駆けを続けていては保ちませぬぞ」

「小休止か」

「と、具申しますがな」

　ゴブリンスレイヤーはそれには答えず、女神官が「まだ平気です」と言うのも無視した。

　彼は前方をじっと睨にらみつけると、鉄兜を妖精弓手へと向けた。

「どうだ。まだ聞こえないか」

「まだ……」と彼女は顔をしかめながら長耳をひくつかせた。「……ちょっと待って」

　すっと顔をあげた妖精弓手が目を細める。長耳が小刻みに震えた。

「風……狼の唸うなり声……」

「ゴブリンか」

　すん、と妖精弓手が鼻を鳴らす。

「腐った肉みたいな匂においもする！」

「やはりゴブリンか」

　ゴブリンスレイヤーが確信の篭こもった言葉と共に、馬の脇腹に蹴りを入れた。

　軍馬は甲高く嘶くと、「ひゃっ」という女神官の悲鳴を残して一目散に走りだす。

　それを見た鉱人道士が、あたぁとでも言うように額ひたいを叩いて天を振り仰あおいだ。

「ったく、ゴブリンとなると生き生きしよるわ！　耳長娘、手綱を寄越せ！」

「任せた！」

　妖精弓手はそう叫ぶと躊躇ちゅうちょなく手綱を手放し、背の大弓を手に取る。

　それは馬上で──ましてや二人乗りで──扱うにはいささか以上に大きすぎる得物だ。

　しかし彼女はすっくと鐙を踏ん張って危なげなく立ち上がり、背の矢筒から矢を抜いた。

　ぐいと三本の矢を番つがえて大弓を引き絞る姿は、彫像の如く様になっている。

　長耳を小刻みに揺らして気配だけで狙いを定め、引き絞った矢を瞬く間に三連射。

　ぎゅうんと大きく弓なりの軌道を描いて放たれたそれが、文字通りの嚆矢こうしとなった。

「ＧＯＲＯＢＧＲ!?」

「ＧＢＢ!?」

　狼の悲鳴に続き、小鬼の濁った叫びが二度響き渡る。

　先頭を突き進むゴブリンスレイヤーの目にも、その姿はようやく目に入り始めた。

　小鬼どもにとっての真昼は、いわば真夜中だ。

　日差しの強さに街道傍の木陰こかげで小休止、昼寝でもしていたのだろう。

　仲間と騎狼を射抜かれて、慌てて飛び起きているゴブリン、残数おおよそ五騎。

　雑多な衣装と装備は常と同じだが、やはり全身に奇妙な入れ墨を施ほどこしている。

「ＧＯＲＯＢＧ！　ＧＯＯＲＯ！！！」

「ＧＲＯＢＯＧＯＲＯ!!」

　寝こけた仲間を蹴りつけ、踏みつけ、我先にと争うように狼へと走る。

　飲みかけの酒を放り出し喰くい散らかした痕もそのまま、取るものも取らずの有様ありさまだ。

「ありゃァ、どう見たって本隊じゃあねぇな」

　一目散に逃走を図るゴブリンどもを睨みつけ、手綱を預かる鉱人道士が呆あきれたように言った。

「略奪に夢中で先頭から遅れたようだの」

「なぁにそれ」と妖精弓手が呆れたような声をあげた。「馬鹿ばかみたいじゃないの」

「結果としてはゴブリンどもの時間稼ぎだ」

　気に入らん。ゴブリンスレイヤーは低い声で呻うめいた。

　仲間のために捨て駒こまになるなどという、殊勝な考えをゴブリンが持つ事はない。

　しかし先頭を行くゴブリンどもは、置いてかれた間抜けどもがそうなる事を望んでいる。

　何故なら総じて、自分はそんな馬鹿なことはしないと信じ切っているからだ。

　もし相手の立場になることを想像できる者がいても、自分は切り抜けられると確信している。

　ゴブリンとはそういうものだ。

「だが皆殺しだ」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と決断する。やるべき事は何も変わらない。

「追撃戦。相手は逃走中。数は五。罠わなの気配なし。やるぞ」

「応とも！」

　蜥蜴僧侶は、父祖から代々受け継がれてきた獰猛どうもうな笑みを浮かべて見せた。

「彼奴きゃつばらの首級を功徳くどくに変えてやりましょうぞ！」

　手綱を手首に絡からめた蜥蜴僧侶が、パンと両手を打ち鳴らす。

「《伶盗龍リンタオロンの鈎かぎたる翼よ。斬きり裂き、空飛び、狩りを為なせ》！」

　見る間にその掌中で挟まれた牙きばがぶくぶくと煮え立ち膨れ上がり、牙刀へと研磨される。

「小鬼殺し殿、野伏殿、援護を！」

「ああ」

　鉄兜を小さく縦に揺らし、ゴブリンスレイヤーもまた無造作に手綱を手放した。

「頼む」と言われ「わっ」と女神官は大慌てで手綱を受け取るが、どうして良いかわからない。

　──乗馬なんて、したことないですよ!?

　思えばこれが初体験だ。なんでいつも自分の初めては酷ひどいことになるのだろう。

　女神官は思わず泣きたくなった。背後を振り返って問う声が、泣き声になってないと良いが。

「ゴ、ゴブリンスレイヤーさん！　え、っと、どうすれば……!?」

「手綱を握って、前を見ていろ」

　答えは無慈悲なほどに簡潔だ。

　ゴブリンスレイヤーは雑囊から投石紐スリングと礫つぶてを引っ張りだしながら、短く続けた。

「すぐに済む」

　その通りになった。

　妖精弓手が次の矢を番えている間に、ゴブリンスレイヤーは投石紐を振り回す。

　投石紐はゴブリンスレイヤーの横で縦に回転し、ひゅんと風を切って石が飛んだ。

　必死の形相ぎょうそうで手綱を握っていた女神官は、その投擲とうてき方法に目を見開いた。

　──あれなら、馬の首が邪魔にならないんですね。

　今はとても覚える余裕がないので、後で詳しく聞こう。小さな胸に書き留めておく。

「ＧＢＢＢＯＲＯＧＢ!?」

　一匹のゴブリンが頭に礫を受けて転げ落ち、首を異様な方向に捻じ曲げて死ぬ。


　残数四。いや──……。



「よ、っと……！」

　妖精弓手が狙い澄ました一射。

　曲撃ちにも似たそれは、狼の足元から跳ね上がって喉笛のどぶえを射抜く。

「ＧＯＯＲＢＧＲＧＯＢ!?」

　ギャンと悲鳴をあげた狼からまた一匹小鬼が落ちる。

　ゴブリンスレイヤーの騎馬は、その頭蓋を無慈悲に踏み砕き、脳漿のうしょうを蹴散らす。残三。

「ふふん」

　声に出して薄い胸を反そらすあたり、妖精弓手はゴブリンスレイヤーに張り合っただけだろう。

「何を威張っとるんだ何を」と鉱人道士がぼやくのを、彼女の長耳は都合よく聞き取らない。

　そうしてここまで数を減らせば、もはや十分だった。

「イィイィイィィィヤアァッ!!」

　蜥蜴僧侶は一声叫んで飛びかかる。大おお顎あごに手綱を嚙かみ、両手に牙刀を二振り引っさげて。

　戦闘民族たる蜥蜴人リザードマンを前に──背にして、逃げ惑う小鬼など物の数ではない。

　右に左に縦横無尽に刃は振るわれ、あっという間に二つ、三つと首級が跳んだ。

　ぴゅうと薄汚い血ち飛沫しぶきが笛の音を伴って噴き出すのを頭から浴び、蜥蜴僧侶は息を吐く。

　恐るべき竜の末裔まつえいに睨まれたのではたまらない。

　生き延びた狼どもは悲鳴をあげ、尻尾しっぽを巻いて街道から野山へと脱兎だっとの如く。

「狼どもは追いますかや？」

「ゴブリンではない」

　戦いくさと血の興奮に満ち満ちた問いかけに、ゴブリンスレイヤーは短く応じた。

「奴やつらの入れ墨を見たか？」

「しかと」と蜥蜴僧侶が長首を揺らした。「先の小鬼ばらと同じ紋様でしたな」

「ああ」と頷いたゴブリンスレイヤーは、静かに女神官へ言った。「もう良い」

「あ、はい……」

　彼は女神官へ手を伸ばし、受け取った手綱をしっかと握りしめた。

《追風》を受けていても、この戦闘に際して馬はさらに早駆けを強しいられている。

　口の端から僅かに泡を噴いているのを、女神官は心配そうに首を撫でてやる。

「ゴブリンスレイヤーさん、もう、あまり……」

「……わかっている」

　歩調を緩めさせてやりながら、ゴブリンスレイヤーは忌々しげに言った。

　女神官が、己おのれに罪はないとわかっていながらも身を強張らせる。

　途中に代え馬も見込めないとなれば、この先の追跡は速度を落とさざるを得ないだろう。

　北へと目を向ければ、遠く彼方に日差しを受けて尚、黒々とそびえる霊峰が見て取れる。


　頂点は雲に霞かすんでおり──……人が向かうべき場所ではないように思えてならない。



　そこへ至る途上に、深淵しんえんへと至る奈落が、口を開けて冒険者を待ち受けている。

　攫われた姫も。そしてゴブリンどもも。

「……明日、になりそうですね」

　最も深き迷宮は、まだ遠い。
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　──まるで、血溜ちだまりのようだ。

　それが女神官の見た、第一印象だった。

　天に突き刺さる山の頂きから、血のように暁あかつきが尾根を滴したたり落ちた、その下。

　乾いてこびりついた血の如ごとき黒々とした輪郭の城址じょうしが、滲にじむように広がっていた。

　かつての王が築き上げた近衛このえ兵の試練の場、冒険者たちの集つどった城塞都市。

　今や、昔の話だ。

　魔神の王は討うたれ、迷宮から冒険者たちは去った。

　燃える朝焼けに照らされるあの都市は、もはやただの伽藍堂がらんどう、残骸ざんがい、廃墟に過ぎない。

　──はず、なのですけど。

　遥はるか彼方かなたから漂ってくる陰惨な気配に、女神官は僅わずかに身震いをした。

　ちらりと見れば、頼れるはずの妖精弓手エルフが顔を強張こわばらせて長耳をひくつかせている。

　最も深き迷宮、最果ての深淵しんえん、死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド。

　かつて魔神の王が潜み、死と病とを撒まき散らした深き穴。

　その亡骸なきがらが、それでもなお冒険者たちを嚙かみ砕くだかんと牙きばを剝むいているよう。

　いくら箍たがのように城塞を立てて塞ふさいでも、防げるものではないのだろう。

「足跡がある」

　ゴブリンスレイヤーの淡々とした声に、女神官ははっと我にかえった。

　彼はいつもと同じような調子でしゃがみこみ、地面を指先で探っている。

「狼おおかみと、ゴブリンだ。間違いあるまい」

「しかし、探索となるとちょいと手間だの」

　鉱人道士ドワーフが髭面ひげづらの奥で目を細め、額ひたいに掌てのひらをかざしながら城址を睨にらみつける。

　彼は不意におくびを漏もらしそうになり、慌てて腰の酒瓶さかびんから栓を抜いてがぶりとやった。

　結論からいえば、結局彼らは強行軍を選択していた。

　休む暇さえ惜しみ、夜を徹して走り続けてきたのである。

　馬はもとより、冒険者の間にも疲労の色は濃い。

　数時間ぶりに下馬した彼らは、馬を広野の育った木に手綱たづなを結んでいる。

　やれやれといった様子で馬たちが下生したばえの草を喰む様子を、女神官はちらりと見た。

　──冒険者の皆さんが、馬を持たないわけですね。

　食事に、水に、洞窟どうくつに潜る前はこうして彼らを落ち着かせる場所も必要になる。

　自由騎士を称する人々の多くが徒歩なのも、わかろうものだ。

　──聖騎士パラディンの方々は、どうするのでしょうか？

　疲労でぼんやりとした頭は、とりとめもない思考を巡らせる。

　これではいけない。女神官はぱちりと頰ほおを叩たたいて「そうですね」と言葉を続けた。

「地下四階までとはいっても、他ほかにあの城塞もありますし……」

「手間なものか」

　立ち上がり、両手の土を払いながらゴブリンスレイヤーが言った。

「奴やつらはゴブリンだ。連中、自分たちを賢いと信じて疑っていない」

「それが？」と蜥蜴僧侶リザードマン。彼は日差ひざしを眩まぶしげに浴びて、全身を温めている所だ。

　近づきつつある冬の夜気は、蜥蜴人リザードマンの体を強張らせるには十分過ぎた。

「最も高いところか、最も奥にいる奴が、一番偉いと考えるに決まっている」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうを漁り、革の布と円盤状の水晶二枚を取り出した。

　彼は革を筒状に丸め、両端へ押し込むようにして水晶を嵌はめ、紐ひもで括くくって固定する。

「なぁに、それ？」

　当然、妖精弓手が長耳をふるりと振り、好奇心が輝く瞳ひとみで覗のぞき込む。

「遠眼鏡とおめがねだ」

　それを兜かぶとの庇ひさしにあてがって都市の方を透かし見る彼へ、貸して貸してと手が伸びる。

　ゴブリンスレイヤーが無言で差し出したそれを、彼女はぴたりと目に当てた。

「……なるほど」

　そして呻うめくような一言。長耳がへたりと垂れ下がったのも無理はない。

『おれうのまさ』

　街の入口に掲かかげられた看板には、子供の方がマシだろう、金釘流かなくぎりゅうの血文字が踊っている。

　それを彩いろどるのは、恐らく迷宮の監視をしていたと思わしき兵士の生首が一つ、二つ。

　ゴブリンが強いのではない。

　狭い城址の中で数十匹に襲われれば、それは洞窟で囲まれるのと同じというだけのことだ。

「おれらのまち、ね。……で、どうするわけ？」

　うへぇと顔をしかめながら遠眼鏡を投げ渡されたゴブリンスレイヤーは「ふむ」と唸うなる。

　彼は紐を解いて革を開き、中に水晶を入れて包むようにして雑囊の中へと押し込んだ。

「考えている」

「火攻め？　水攻め？　煙？　それともまた爆発ばくはつ？」

「いや」ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「それは考えていない」

　なにそれ。妖精弓手が腰に手を当ててふんすと鼻息を荒くし、鉱人道士は呆あきれ顔。

「どう見る？」

「そうですな……」

　問われた蜥蜴僧侶が、日光浴を終えた後の獣さながらに身を震わせた。

　のそりと長首をもたげて城址を見やった彼は、ゆっくりと頭を左右に揺らす。

「籠城というのは主として援軍がある場合か、ない場合にのみ行われるものです」

「え、ええと……？」

　──それはいつでもという事では？

　意味を解せず困った様子で眉根まゆねを寄せる女神官へ、蜥蜴僧侶はぐるりと目玉を回す。

「援軍が来るとわかっていて待つための方策。もう一つは、もはや打つ手なしとなった時」

　まあ寄手の兵糧ひょうろう切れを狙ねらう手もありますが。独りごちた蜥蜴僧侶は、尾を揺らした。

「いずれにせよ、小鬼どもがそれをわかっているとは思えませぬ……」

「よね」妖精弓手がこっくりと頷うなずいた。侮あなどるわけではないけれど。「ゴブリンだし」

「……が」

　しかし言いよどむ蜥蜴僧侶に、女神官は真下から顔を覗き込んだ。

　ゴブリンスレイヤーほどではないが、この大きな蜥蜴人の表情はわかり辛づらい。

「何かあるのですか？」

「地の奥底より、増援が湧わき出でてこないとまでは言えませぬな」

　先程覚えたのと同じ寒気が、またしても女神官を襲う。彼女は錫杖しゃくじょうをぎゅっと握った。

　何かの間違いではないだろうか。そんな考えも一瞬過よぎる。自分は鋼鉄等級なのに。

「……やっぱり、火をつける？」

　今回は仕方ないわよね。そう言いたげな妖精弓手に、ゴブリンスレイヤーは断言した。

「いや」

　廃墟であり、もはや住人がおらず、朽ちていくばかりなのだとしても。

「あれは街だからな」

　遺跡や迷宮、洞窟とは訳が違う。

　ゴブリンスレイヤーはそう結論づけて、妖精弓手が何ともいえない顔になる。

「どだい、急ごしらえとはいえ石造りの街だしの」

　長耳どもは建築を知らんから。鉱人道士が呆れ混じりに言った。

　彼は両手の親指と人差し指で窓を作り、遠目に城址を眺めてあたりをつける。

「街ン中に潜んどる小鬼ばらは一網打尽だろうけんど、ちょいと手持ちの油じゃ無理だわ」

「術は？」

　思わず問うてしまった妖精弓手が、勘違いしないでよねと長耳をぱたぱた振った。

「いや、そりゃ鉱人ドワーフが攻撃の術とかたいして覚えてないのは知ってるけど」

「覚えてても、迷宮に潜るってのにからっけつは避けたいわな」

「忍び込むか」

　つまり、正攻法しかない。ゴブリンスレイヤーの言葉に一同は揃そろって頷いた。

「つまり迷宮に潜って、お姫様を助けて、ゴブリンをやっつけるわけね」

　妖精弓手がぴんと人差し指を立てて宙にくるりと円を描き、頷いた。

「簡単じゃない。やってやるわ」

　蜥蜴僧侶が奇怪な手つきで合掌をした後、嚙み締しめるように言う。

「雑貨屋へ行き、角灯ランタンを買い、大蛇だいじゃを仕留めるが如くですな」

「なにそれ？」

「いかなる冒険も、短くまとめればこの程度……という諺ことわざですな」

　ふぅん。妖精弓手はわかったような、わかっていないような様子で相槌あいづちを打った。

　彼女は既に大弓に蜘蛛くも糸の弦つるを張り直し、数度引き絞って具合を確かめている。

　空打からうちは弓を痛めるので避けるのが、森人エルフの作法だ。

　同じく武器である触媒の入った鞄かばんを検あらため、鉱人道士はしみじみと言った。

「毎度のことだけんど、まったく面倒だわい」

「そうでもない」

　自分の革籠手かわごて、具足、剣を手早く点検しながらゴブリンスレイヤーが応こたえた。

「やるべき事はわかりきっている。楽だ」

「……ま、かみきり丸はそうでなくばな」

　ばしりと鉱人道士に背中を叩かれ、ゴブリンスレイヤーは小首を傾かしげる。

「……ふふっ」

　その光景にほんの少し頰を緩ゆるめ、女神官は笑った。

　さほど装備や何かの点検が必要ない女神官は、錫杖へ縋すがって地母神ちぼしんに祈りを捧ささげるのみ。

　冒険の無事。攫さらわれた妹殿下の無事。誰だれも怪我けがせず、救いのある結末を。

　──交易神や、幸運神の奇跡でしたら……。

　一度だけ不運を幸運に逆転させる加護を得られたかもしれないが、ない物ねだりだ。

　それに何より、地母神様に対して不遜だ。女神官はふるふると頭を振った。

　やっぱり一晩休めていないせいか、どうにも祈りに集中できていない。

「それに、後はゴブリンが逃げ出さないかですけれど……」

　女神官は「ん」と唇に人差し指をあてがって考え込んだ。

　朝日を浴びて、鈍っていた頭も少し目覚めつつあるようだ。

　つまりゴブリンが冒険者の潜入、迷宮への突入を察知する可能性。

　小鬼が定期連絡を取り合い、地下の出来事を察知し、地上へ知らせれば……。

「……そんな真面目まじめなゴブリンは、いませんよね」

「そういう事だ」

　ゴブリンスレイヤーが雑囊をまさぐるのを見て、彼より早く女神官は動いた。

　予あらかじめ鞄の中から取り出して準備しておいた装備を、さっと彼に差し出すために。

「鈎縄かぎなわ、ですよね！」


　出かける時は忘れずに────冒険者セットとは、まさしくだった。
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　三回転して投じられた鈎が城壁に嚙みつき、垂れた縄の横を蜥蜴僧侶が蹴爪けづめで駆け上がる。

　するすると音もなく壁を登攀とうはんする様は流石さすがの蜥蜴人で、背負われた鉱人道士は息を吐く。

「まったく、鱗うろこの。お前さんの爪つめが時々羨うらやましゅうなるわ」

「父祖たる猿のままでいるわけにもいきますまいよ」

　城壁の上に降り立った二人は身を這はわせるようにして、左右を見回した。

　問題なし。外壁側へと垂らした尾を振って合図し、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「登るぞ」

「あ、じゃあ私一番！」

　言うが早いか、妖精弓手がぱっと縄に飛びついた。

　彼女はするりするりと音もなく、どころか壁に足もつけず軽々と縄を登っていく。

　左右に体をくねらせ、尻しりを振るようにしながらあっという間に城壁の上へ。

　流石に樹上生活に長けた森人は違う、というべきか……。

「鱗のが言うとおりかもしれん」

「む、何かバカにされた気がする」

　妖精弓手は唇を尖とがらせながら、肩にかけていた大弓を手に取った。

　ゆるく矢を番つがえて下方──ゴブリンスレイヤー側を見下ろし、片手を上げる。

　ゴブリンスレイヤーは剣を抜き、円盾を掲さげて腰を落とし、壁に背を向けた。

「行け」

「行きます……っ」

　緊張の面持おももちで女神官が縄を手に取った。

　後衛職たる女神官を最後に一人残しておく事など考えられない。

　上からは妖精弓手、下をゴブリンスレイヤーに守られながらの登攀である。

　時と場合にもよるが、白兵戦を主とするゴブリンスレイヤーが地上を担当するのは道理だ。

　けれどまあ、そんな事をする人でないとわかっていても、気になってしまう事はある。

「……見ないでくださいね？」

「上まで気を配っていられん」

　短いぶっきらぼうな返答に、女神官は「ですよね」と曖昧あいまいに言って、縄にしがみついた。

　錫杖を背に回して、「んしょ」と声を出しながら、壁を足場として懸命によじ登る。

　いざ登攀にかかってしまえば下の事など気にする余裕はない。

　朝日に晒さらされ、汗が滲むし、手は震える。顔は真まっ赤かで、息が詰まる。

「ほら、もう一息！」


「は、ぃ……ッ！」



　ぶるぶる震える体を必死に支えながら、どうにか手を伸ばして妖精弓手の手を握る。

　細くしなやかな森人の手にさほどの膂力りょりょくはないけれど、摑つかまれている安心感は別だ。

　最後の何歩かを登りきり、女神官はどっと城壁の上に突っ伏すように膝ひざを突いた。

「よし、よし。偉い偉い！　あ、水飲む？」

「あ、ありがとう、ございます……っ」

　ぜひ、ぜひと荒くなった呼吸を、差し出された水袋の中身を飲むことで整える。

　こくり、こくりと一口二口。ほっと息を吐いて、女神官は水袋を返した。

　──ゴブリンスレイヤーさんは……？

「ああ、小鬼殺し殿なら、まあ心配はいりますまいよ」

　蜥蜴僧侶が爬虫類はちゅうるいさながらの視野で左右を警戒しながら、ちろりと舌で鼻先を舐なめた。

　言われて城壁から下を覗いて見れば、なるほど、黙々と縄を登る彼の姿があった。

　妖精弓手のような洗練された動きではなく、外壁をしっかと踏みしめての無骨な登攀だ。

　ほどなくして城壁を登りきった彼は、手早く鈎縄を外し、束たばね、女神官へ差し出した。

「あ、ありがとうございます」

　受け取った鈎縄を鞄の中にしまいながら、女神官はふと覚えた疑問を、そのまま口にした。

「でも、ゴブリンスレイヤーさん。登攀って、どこで習ったのですか？」

　ゴブリン退治ではあまり使いようがない技術だと思うのだけれど。

　そう聞くと彼は「先生から訓練を受けたのが雪山だった」と教えてくれた。

「縄なしで登った事もある」ゴブリンスレイヤーは平然と言った。「塔をな」

　妖精弓手が「まさかと思うけど」と言って、ちらりとゴブリンスレイヤーを見た。

「……中よね？」

「外だ」

　処置なしとばかりに妖精弓手が顔を覆おおって天を振り仰あおいだ。太陽は何も応こたえない。

「……どんな脳筋よそれ」

「少なくとも俺おれともう一人は違う」

　後の一人はどうかしらんがと言いながら、彼は手早く装備の点検を終えた。

「どう見る？」

「まずは降りるか否いなか次第ですな」

　蜥蜴僧侶の問いに「む」とゴブリンスレイヤーは低く呻いた。

「わざわざ下を進んでやる必要はないと思うが」

「小鬼の歩哨ほしょうは勤勉ですかや？」

「そんな輩やからがいるものか」

「ではま、城壁上にそんな手合てあいはいないとして……」

　然しかり。蜥蜴僧侶は頷き、地図を取り出して広げた。剣つるぎの乙女おとめから託されたものだ。

　羊皮紙に走った丸みを帯びた筆致を、彼の鋭い爪先つまさきが丹念になぞる。

「城壁をぐるりと回り、町外れで降下、迷宮へ踏み込みましょうや」

「まあ、街ン中をちまちま進んだり、休んどる暇ァないしのう」

　鉱人道士が、気付け、眠気覚ましとばかりに酒をがぶりと呷あおって、髭ひげについた雫しずくを拭ぬぐった。

「……ここまで《追風》の術一回と考えりゃ、消耗としちゃ軽い方か」


「今回、途中で戻れませんものね。迷宮の中で休んでも──……」



　──きっと、祈禱きとうや術の行使ですり減った精神力を回復させるには至らない。

「だから、あるだけをありったけ。ですよね」

「とはいえ、呪文じゅもんは使うな。なるべくな」

「節約します」

　女神官はぎゅっと胸元むなもとに錫杖を手繰たぐり寄せながら、こくこくと真剣な面持ちで頷いた。

　奇跡をどこで使うかは任せてくれる、という事だ。

　信頼されるのがわかると、それだけで心臓が弾はずんで胸が躍おどる。

　──もっとも、迷宮まで奇跡を使う機会はないでしょうけれど。
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「ＧＯＲＯＢＧ!?」

　真夜中、うつらうつらしていた小鬼は、何が起きたかわからなかった。

　するりと喉のどに滑り込む冷たい感触、それが次の瞬間に燃え上がり、溺おぼれるような息苦しさ。

　がぼがぼと喉から泡を噴き出したゴブリンは、喉を突かれたと気づく前に死んだ。

　文字通り息の根を止めたゴブリンの死体を、ゴブリンスレイヤーは外壁側へと蹴け落とす。

「これで五」

「思ったより数がいないわね」

　起きている歩哨を三匹ばかり仕留めた妖精弓手が、肩を竦すくめた。

　矢だって節約しなければならない。ぐいぐいと肉に食い込んだ鏃やじりを引っこ抜く。

　後は右に倣ならえ。ゴブリンスレイヤー同様に、死体を蹴っ飛とばした。

「……慣れちゃったなぁ」

　──オルクボルグにあてられたのかしらん？

　知り合ったばかりの頃は、こういう動作にも「うへぇ」と思ったものだが。

　まあ、くよくよくさくさしないのが森人の──と彼女は主張する──良いところだ。

　妖精弓手はぱっぱと両手を払い、鏃から血糊ちのりを拭って矢筒にしまった。

「やっぱ中にいるって事よね」

「でしょうね……」

　地下迷宮の中に大量のゴブリン。迷宮ダンジョンの中には竜ドラゴンがいるべきだろうに。

　女神官は気持ちが萎なえるのを感じて、ふるふると頭を振った。

「もうそろそろですか？」

「うむ。降りるとしましょうや」

　地図を眺めていた蜥蜴僧侶が、こっくりと長首を縦に振る。


　その手は綺麗きれいなままで、白兵戦に入る事は今のところなかったのだが──……。



「鉱人ったら走ってるだけだったわね」

「じゃかしい。術者に敵が近づいたら、お前さんらが無能っつうこったろうが」

「拙僧せっそうは別に構わんのですがなぁ」

　と、同意を求められても困るので、女神官は「安全第一ですよ」と誤魔化ごまかした。

　ゴブリンとの白兵戦は幾度か経験したが、避けられるのなら避けたいものだ。

　特に今は、そうだ。

　冒険者になるまで鎖くさり帷子かたびらなんて着たこともなかったのに、それがないのが酷ひどく寂さびしい。

　──寂しい？

　不安ではないことに、彼女はふと気がついて目を瞬またたかせた。

　褒めてもらって、命を救われて、ずっと傍にあったもの。

　修繕を繰り返しているから、きっと新しいものを買う方が安いのだろうけど。

「……そうか」

　なんとなく、彼があの形の鉄兜を愛用している理由が、わかったような気がした。

「どうした？」

「いえ」

　何でもないです。女神官はゴブリンスレイヤーにそう答えて、深呼吸を一度。

　そして彼女は目を閉じ、錫杖に縋るようにして、手早く地母神への鎮魂を祈った。

　道中はそんな余裕もなかったが……あの狼の乗り手どもも含め、心からの冥福を。

　生きているうちはともかくも、死んでしまえば皆同じだ。

　あと、鎖帷子を持ち去ったあの妹殿下の無事を。

　あの鎖帷子があるのだから、きっと無事だと、そう思いたい。

「終わったか？」

「はい。……いつでも」

「よし」

　女神官が鈎縄を取り出し、ゴブリンスレイヤーが壁に引っ掛けて縄を垂らす。

　それを合図に蜥蜴僧侶が鉱人道士を背負い、妖精弓手が新たな矢を弓に番えた。

　後はまあ、順番は違えど先の繰り返しだ。

　先行して降りた二人が足場を確保し、今度はゴブリンスレイヤーが先に降下する。

　壁を足で蹴って速度を調節しながら降りた後、彼が上へ向けて手招き。

「大丈夫？　行ける？」

「……がんばります」

　妖精弓手の励ましを受けて、おっかなびっくり女神官は縄を手に取る。

　落ちても鉱人道士が術をかけてくれるから大丈夫──とはいえ。

「うう……っ」

　よちよちと、あまりにも拙つたなくどんくさい自分の降下は、考えるだに気恥ずかしい。

　それでもとにかくどうにか地面に降り立つと、後は妖精弓手が滑るように縄を伝った。

「……やっぱ鱗のの言うとおりだの」

「だからさっきから何よそれ」

　──羨ましいなぁ。

　本当、色々なものに憧あこがれてばかりだ。

　受付嬢の洗練された所作。魔女の女性らしい仕草。剣の乙女の大人びた雰囲気。

　──ああ、なりたい。

　いくらか経験を積みはしたものの、まだまだ未熟で、まだまだ幼くて、まだまだ弱い。

　ここ数日はつと、そのことを自覚させられてばかりだ。

　そもそも自分がもっとしっかりしていれば──そうだ。

　鎖帷子さえ盗まれなければ、こうはならなかったのではないか……？

　──というのも、きっと思いあがり、なのでしょうけれど。

　骰子サイコロの出目ばかりは神であれ人であれ、左右できるものではない。

　ましてや、遡さかのぼってその出目を変えることなど不可能だ。考えるだけ無駄なこと。

「……」

　だけれど、鎖帷子がないせいで、裸になったような思いからだろうか。

　何もかも剝はぎ取られたような恐怖は、まるで初めて洞窟に潜った時のそれと同じだ。

　女神官は息を深く吸って、吐いた。

　そう思うのであれば、行動しなければならない。

「わたしは、準備できました」

「そうか」

　はい。ゴブリンスレイヤーにそう頷いて、女神官はぽかりと開いた深淵に対峙たいじする。


　それは、巨大な鉄の扉────だったものだ。



　かつては兵士が守っていたのだろう。今はもうその姿はない。

　扉は汚物と血で穢けがされ、ぴたりと閉じていたはずが今や半開き。

　中からは薄寒い空気が流れ出て、鼻につく腐敗臭を漂ただよわせている。

「しからば、隊伍たいごはいつもの通りに」

「鉱人が手斧ておのの出番っちゅうわけだの」

　蜥蜴僧侶が己おのが武器である爪爪牙尾を一振るい、鉱人道士が手斧を取り出し帯に挟む。

　妖精弓手がゆるく番えていた矢を引き絞り、女神官が錫杖を両手でしっかと構える。

　そして先頭に立ったゴブリンスレイヤー。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧かわよろい、片手に小振りな円盾を括り、右手に中途半端ちゅうとはんぱな剣を握る。

「行くぞ」

　彼の号令一下、冒険者たちは動き出した。





§






「そういえば貴女、まともな迷宮探索ってこれが初めて？」

「初体験が『死の迷宮ダンジョン・オブ・ザ・デッド』です……」

　──ホント、どうしてわたしの初めてっていつもこうなのでしょうか。

　女神官は泣きたくなった。

　ゴブリンスレイヤーが左手に構えた松明たいまつを頼りに進む暗闇くらやみは、得体の知れない空間だった。
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　石造りの通路。賽さいの目で区切ったように正確な構造、何者かが悪意を以もって築いた領域。

　幾度も洞窟、遺跡、下水、砦とりでに挑みはしたものの、そのどれとも迷宮は異なっていた。

　仄暗ほのぐらい明かりに照らされた空間は、僅か先まで見通せるが、その彼方は闇やみの中。

　ここは住居でも、戦いくさの場でもない。訪れたものを絡からみとって殺すためだけの場なのだ。

「ま、ここを経験しときゃあ、他の迷宮でも参るってこたぁ……なかろ」

「拙僧らもここは初めてですからな。同じ、同じと……」

　軽口を交わしながらも油断はせず、一党は一塊になって静かに迷宮を進んでいた。

　そう、静かなのだ。

　小鬼どもが潜んでいるのは間違いないというのに、洞窟のような猥雑わいざつさがない。

　にもかかわらず、ふと気を緩めれば突然目の前にゴブリンが現れるような、張り詰めた気配。

　緊張は緩められるわけもなく、やはり迷宮で休息しても精神は休まらないとわかった。

　冒険者の腕を競う迷宮探険競技の場にしようという提案が立ち消えになったのも、納得だ。

　ここは魔神の王が消え去ったとしても、人の棲すまう場所、訪れる場所ではない。

「どう進む？」

　ゴブリンスレイヤーの問いを受けて、蜥蜴僧侶はごそごそと地図を取り出した。

「個人的には一階層ずつ探索を、というのが好みではありまするが……」

　やめてよね。妖精弓手が胡乱うろんげに睨むのを無視し、蜥蜴僧侶は続けた。

「……ここは昇降機で、一挙に四階まで攻め込んでしまうのが上策かと」

「なら道順は任せた」

「承知、承知。まずは北へ道なりに」

　一党は慎重に、けれど確かな足取りで侵入ハックを開始した。

　ここは迷宮だ。すでに怪物の駆逐された──空っぽの迷宮。

　染しみ付ついた冒険者と悪魔どもの屍臭ししゅうこそ色濃いものの、浅い階層にはもう何もいない。

　──はずだ。

「……ん」

「……」

　妖精弓手の長耳がひくりと揺れ、ゴブリンスレイヤーが立ち止まった。

　それだけで十分。冒険者たちの間に緊張が走り、目線を交わして頷き合う。

　迷宮の石壁は強固だ。薄暗くはあるが、隠れ潜む場所は玄室げんしつか、通路の角しかない。

　とすれば、ゴブリンの考える事は単純明快だ。

「ＧＲＯＢＧＢ!!」

「ＧＢＢ！　ＧＢＢＯＲＯＧＧＢＧＲ!!」

　──正面からの力押し。

　数を頼みとするゴブリンの、恐ろしさが最も発揮される時だ。

　曲がり角の向こうより、有象うぞう無象むぞうとゴブリンが湧き出てくる。

　異様な紋様を全身に刻み込み、手に手に雑多な武器を握った小鬼ども。

　連携らしい連携もなく、仲間が攻撃を受けるだろうという身勝手さを頼みに、怒涛どとうの如く。

「ははは、来い、来い。皆まとめて功徳くどくとしてやろうではないか」

「けんども、これを術抜きっつーのはちくとばかしきっついわな」

「……正直、矢よりも短刀のが良さそう」

　三者三様。猛たける者、冷静に情勢を見る者、げんなりとした顔をする者。

　蜥蜴僧侶と鉱人道士が前に出て、妖精弓手と女神官とを背に庇かばう。

　迷宮の幅は冒険者三人が横に並んでちょうどだ。前衛三、後衛二。

　仲間たち──と考えるのに一拍を必要としたが──を見やり、ゴブリンスレイヤーは言った。

「行くぞ」

「はいっ」

　女神官は彼方から迫りくる足音と気配に、顔を強張らせながらもしっかと頷く。

　闇の奥から迫る緑肌グリーンスキンの波に、冒険者たちは一艘いっそうの船と化して切り込んだ。

「ＧＢＢＲＢ!?」

「ＧＯＯＲＢＧＢ!!」

「矢弾が来るぞ！」

「応！」

　礫つぶてに矢。粗末なそれが雨あられと降ふり注そそぐのを、ゴブリンスレイヤーは盾で受け止める。

　生来の鱗衣スケイルを持つ蜥蜴僧侶が一声吠ほえて、後続に続く分を払い除けた。

「っかぁっ！　やっぱ叔父おじ貴きから兜とかも貰もろうとくんじゃったか……！」

　ぶんぶんと手斧を振り回して気合をいれながら、鉱人道士が目を細めて叫ぶ。

「距離五タイル、四タイル、三、鱗の！」

「おお、蜥蜴人の一の太刀たちッ!!」

　一声吠えて飛びかかる。蜥蜴人の流儀に則のっとった爪、爪、牙、尾がゴブリンを薙ないだ。

「ＧＯＢＯＲＧ!?」

「ＧＯＯＲＢ!?」

　血ち飛沫しぶき、臓物、肉片、断末魔の叫び。小鬼が二匹、ずたずたの襤褸ぼろに切り裂かれて死ぬ。

　とても徒手としゅ空拳くうけんとは思えぬ威力と結果だが、これで終わりというわけにはいかない。

「ＧＯＲＯＢＧ!?」

「三──四！」

　故にゴブリンスレイヤーは的確に武器を振るい、左右から回り込まんとする手合を防ぐ。

　盾で攻撃を捌さばき、剣を一突き。喉を抉えぐり、敵の後続へと蹴りつけて行動を阻害。

　死体を蹴り飛ばして抜いた勢いのまま剣を振りかぶり投擲とうてき、頭蓋を割ってこれで二匹。

　ゴブリンスレイヤーは前へと進み、斃たおれた小鬼が手放した棍棒こんぼうを拾い上げる。

「狭い！　ところで！　弓は！　射ちたく！　ないんだけど……ッ!!」

　その間、彼が捌ききれなかった小鬼は、後続の妖精弓手が次々と射抜く。

　後続の森人と只人の娘を引きずり倒す好機と見たか、にたにた笑いの小鬼ども。

　その口に鏃が飛び込み、脳幹を貫いて仰のけ反ぞらせる。

　妖精弓手は長くしなやかな脚で死体を蹴り倒し、矢を引き抜き、次なる敵へと一射。

　至近距離から森人の矢を受けたのだ。その衝撃でゴブリンは後方へと吹き飛んだ。

「矢が足りなくなりそう……！　どこ行けば良いの!?」

「角を突っ切り、奥の扉へ。他の通路は玄室へ続くので無視。扉を抜けたら左へ！」

　蜥蜴僧侶がそう叫びながら、ゴブリンの肩口に牙を突き立てて振り回した。

「イィイイィィヤッ!!」

「ＧＯＯＲＯＧＢＧ!?」

　壁にぶつけられ、仲間を薙なぎ倒たおす道具に使われ、最後に床へ放り出されるゴブリン。

　叩き潰つぶされた小鬼の身体から血潮ちしおが噴いて、女神官は思わずひゅっと首を竦める。

　けれど彼女とて、幾度も修羅場しゅらばを潜っているのだ。

　両手にしっかと錫杖を握り、通路を睨みつけながら彼女は気の張った声を出す。

「後ろ、わたしたちで気をつけましょう！　玄室からゴブリンが出て来るかも……！」

「ほいきた！　無理すんなよ！」

　打てば響くような返事とともに、鉱人道士が手斧を握り直す。

　──案の定だ。

　かつて、この迷宮では部屋の守護者ルームガーダーが外に出ることはなかったという。

　魔神王の軍勢である以上、要所の警備と、通路を巡視する者は別々なのだから。

　しかし今となっては、この迷宮に蔓延はびこっているのは、愚かなるゴブリンに過ぎない。

「ＧＧＯＲＯＧＯＢ！」

「ＧＯＢ！　ＧＯＢＯＧＯＲＲＯＢＧ!!」

　耳障みみざわりな叫び声とともに、横合いの玄室から扉を破ってゴブリンどもが飛び出してくる。

　しかし──そんな事は彼女にとって、初めての冒険から経験済みだ。

「え、ゃあッ！」

　真横から押し寄せる小鬼の行く手を、女神官が懸命に振るう錫杖が阻はばんだ

　貧弱な小娘である女神官の一撃は牽制けんせい程度でしかないが、当人もそれを理解している。

　彼女の役目は小鬼を倒すことではない。弁わきまえた上での行動は、戦術的なものだ。

「おらぁっ!!」

「ＧＯＲＲＯ!?」

　鼻先をかすめた錫杖にたじろいだゴブリンを、鉱人道士の斧が打つ。

　手斧の一撃を受けたゴブリンが、潰れた頭蓋の中身を果実のように撒き散らして斃れる。

「あんま大ぶりせんでええかんな！」

「はいっ！　ありがとうございます……！」

　女神官は懸命に答え、額の汗を拭って自らにできる精一杯を繰り返す。

　ゴブリンスレイヤーが捌き、蜥蜴僧侶が暴あばれ、妖精弓手が仕留める。

　横合いや後方からの寄せ手は、女神官が牽制し、鉱人道士が薙ぎ払はらう。

　扉を開けて飛び込んだ先は十字路。そこを彼らは一丸となって突き進む。

　連携の取れた冒険者たちの戦いは、術の行使を抑えた上で、尚なおも圧倒的だ。

　だがそれでゴブリンどもが怯ひるむかといえば、決してそうではない。

　彼らは単純だ。数で勝っている。自分は死なない。だからきっと勝つ。

　仲間の死に顔を見合わせ、けれど奴らはその死骸を踏みにじって襲い来る。

　冒険者を挽肉ひきにくにし、娘どもを蹂躙じゅうりんするべく、彼らは欲望を滾たぎらせ襲い来る。

「ＧＯＢＯＧ!!」

　前衛よりも御しやすいと見て取ったか、ゴブリンどもの狙いは後方に集中された。

　槍やりが、短剣が、迷宮の燐光りんこうでぎらぎらとした刃が、隙間すきまを縫って次々と繰り出される。

　その先端にどす黒い粘液が塗りたくられているのを認め、女神官の身が強張った。

「ひぅっ!?」

「あぶねぇぞ！」

　あわやというところで鉱人道士がその肩を引いて後退させ、かわって自分がぶち当たる。

　鉱人の体軀たいくと膂力と勢いから繰り出す体当たり。わ、と小鬼どもが吹き飛び、そこへ手斧。

　木を刈る如くの戦いぶりは、専門職でなくとも流石は鉱人というべきか。


「す、すみません……っ！」と女神官は頭を振り、声を張り上げる。「毒です！」



「刃は通っとりゃせん！　──けんど、かみきり丸ッ！　きりがねぇどッ!!」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは棍棒で小鬼の頭を砕き、それを越えてきた新手の顔を松明で焼いた。

「ＧＧＯＲＯＧＢ!?」

　濁った悲鳴と痙攣けいれん。だが死んではいない。彼は続けざま、棍棒を振り下ろした。

　ゴブリンスレイヤーは両手の棍棒と松明で、太鼓でも叩くように小鬼の群れを打ち据すえる。

　やがて何匹めかの小鬼の頭蓋骨と引き換えに折れた棍棒を投げ捨て、彼は短く言った。

「十一。左だったな」

「いかにも！」蜥蜴僧侶が吠えた。「奥の扉へ！」

「……先行しろ」

「また何かやらかすの!?」

　矢の残数に舌打ちしながら叫ぶ妖精弓手。ゴブリンスレイヤーは雑囊から小瓶こびんを引き抜いた。

「水も毒も爆発もなしだ」

　言うなり、彼は松明と小瓶とを前方のゴブリンへ叩きつけた。


「ＧＧＢＯＲＯＯＧＯＢＯＧ！？！？」



　燃える水と火種を一挙に浴びて燃え上がる小鬼を、ゴブリンスレイヤーは無慈悲に蹴り倒す。

「十二。……行け！」

「承知！」

　冒険者たちの行動は早かった。

　ゴブリンスレイヤーが切り開いた隙間を、炎を飛び越えた蜥蜴僧侶が一気に押し広げる。

　小鬼どもが巻き込まれては叶かなわぬと遠のいたところで、鉱人道士がどたどたと駆けた。

「行く手に火を放つなってのな！　……ほれ、飛べっか!?」

「い……き、ますッ！」

　両手に錫杖を握って目を瞑つむり、女神官がえいっと必死に火を飛んで走る。

　そして妖精弓手が後方へ弓を引き絞りつつ、軽かろやかに跳躍、壁を踏んで降り立った。

　──扉は目の前だ。

「オルクボルグ、皆ついたわ!!」

「ああ」

　彼女の弓の援護を受けながら、ゴブリンスレイヤーは雑囊に手を突っ込んだ。

　引き抜かれたのは一本の巻物だ。

「ＧＢＯＲ!!」

「ＧＯＢＯＧＧＯＢＯＧ!!」


「ゴブリンスレイヤーさん！　早く……ッ！」



　押し寄せる緑の波に対峙するゴブリンスレイヤーの背に、切羽詰まったような女神官の声。

　わかっていると頷いた彼は、小鬼どもに巻物を突きつけながらじりじりと後に下がる。

「扉を破って飛び込め！」

「ほいきた！」

　鉱人道士の返事とともに、肩から扉にぶちあたる音が響く。

　火達磨ひだるまとなったゴブリンを後ずさりに踏み越えると、脇わきに古びた看板が下がっていた。


　何か警告文でも書かれていたのだろうか。今となっては見る影もないが──……。



　ゴブリンスレイヤーは背後で妖精弓手が「あ」と声をあげるのも構わず、巻物を紐解ひもといた。

「ＧＧＢＧＲＯＢ？」

「ＧＯＲ！　ＧＯＯＧＢ!!」

　ゴブリンどもにも、最初は何だかわからなかったに違いない。

　地下迷宮に、風が吹いたのだ。

　──ただの風か。虚仮威こけおどしか。

　そう思って嘲あざけっていたゴブリンの身体が、不意にふわりと浮いた。


「きゃ……ッ!?」



「早く扉へ入れ。吸い込まれるぞ！」

　攫われそうになった帽子を押さえた女神官へ、ゴブリンスレイヤーは鋭く言った。

　瞬間、大気が渦うずを巻いた。

　彼が投げ捨てた巻物は、超自然の炎に焼かれながらも虚ろを生み出していた。

「ＧＯＯＲＯＧＧＢ!?」

「ＧＯＢＧ!!　ＧＯＯＲＯＧＯＢＧ!?」

　湿った瘴気しょうきを消し飛ばす旋風せんぷうが、喉を鳴らす獣のようにごうごうと吹き荒れる。

　一匹、二匹。必死に踏みとどまり、壁や床に手足をかけても抗あらがうことはできない。

　先頭に立つ小鬼は後退しようとするが、後から押し寄せてくる仲間たちがそれを阻んだ。

「ＧＯＢＧ!?」

「ＧＢＢＯＯＲＯＧＯＢＧ!?」

　やがて小鬼どもは狂喜乱舞し躍り込む風の精霊に押し流され、虚うつろの中へと放り込まれる。

　ゴブリンどもの悲鳴を背にして冒険者たちは先へ進み、ゴブリンスレイヤーは扉を閉めた。

　ばたんという音だけが、風の音よりも大きく後に残った。





§






「な、何、あれ……!?」

　暗闇の中、妖精弓手はぜぇぜぇと喘あえぐような調子で言った。

「《門》だ」と、やはり闇の中でゴブリンスレイヤーが応じる。「高所に繫つなげた」

「高所？」

　いやまあ、巻物を使い捨てるのは今更よね。妖精弓手が訝いぶかしげに問い返す。

「空だ」と彼は言う。「風の精は、踊り手の少ない場へこぞって飛び込むと聞いた」

　あそこであの装備を使うのは痛かったが、致し方がない。

「いずれゴブリン相手に試そうと思っていた。ちょうど良い機会だった」

「……つまり、世界のどこかでは雨の代わりにゴブリンが降ってるわけね」

　妖精弓手は深々と息を吐いた。いつもなら、天でも振り仰いでいるところか。

「あー、もう……良いわ。水流よりマシか」

「そうか」

「今回は文句言えるような状況でもないしね」

　ということは、つまり呆れたのではなく諦あきらめたのだろう。

　ひゅるりと僅かに空気が揺れるのは、彼女が長耳をひくりと振ったからに違いない。

「にしても、やたらと暗いわね、ここ。森人の目でも見えないって相当よ？」

　荒れ狂う風の爪から逃れるように扉へ飛び込んだ冒険者たちは、暗黒の中にいた。

　通路の幅も恐らくは天井てんじょうの高さも変わっていないにもかかわらず、ここには光がない。

　女神官がもどかしげに松明か角灯に火を入れようと火打ち石を打つが、火花が散るのみ。

　やがて諦めたのか、彼女の小さな溜息ためいきの音がやけに大きく響いた。

「……火、ダメみたいですね」

「ここはどうやら、束縛だか暗闇だかの領域と呼ばれる場のようですな」

　熱を見通す蜥蜴僧侶が、思案するように低い声で応じた。

　ぺたぺたと横合いから音がするのを聞く限り、鱗の手で壁を探っているようだ。

「飛び込む寸前に見た地図の限りでは、この先に昇降機があるのは間違いないかと」

「そう信じたいとこだの。……さしものゴブリンどもも、ここには寄り付かんか」

　やれやれと言いたげに呟つぶやいた鉱人道士が、どさりと音を立てて座った。

　栓を抜き、酒瓶の中身をがぶりがぶりと呷る音。

　扉一枚隔てた向こうにゴブリンがいるとはいえ、誰言わずとも、小休止の頃合ころあいだ。

「……すみません、どうにも、お役に立てなくて」

　どこかしょんぼりとしたような声と共に、女神官がぺたりと薄い尻を床に下ろす。

　無我夢中だったとはいえ、牽制に杖つえを振り回しただけだ。

　奇跡も節約のため使えず、毒の刃に身を竦ませ、今は火も熾おこせない。

　それは別に彼女のせいではないのだが──やはり気落ちする理由にはなるものだ。

「いやいや、気にすんな。後衛が武器ブン回すような状況になったら、コトだぞ」

　そんな彼女の肩を無骨な手でばしりと叩いて、鉱人道士が笑った。

「そうなったら、かみきり丸とて気が気でなかろうよ」

「そうですぞ。僧侶の務めは、何も武器を振り回して敵を屠ほふる事ではありませぬ」

　続けて大真面目に蜥蜴僧侶が言うものだから、女神官はくすくすと笑った。

　緊張の糸が解けたのだろう。「はい」と応じる声も、僅かに明るい。

「我慢するのも、役目という事ですか？」

「ああ」とゴブリンスレイヤーが応じた。「働いてもらう場は、必ずある」

　きっと闇の中でも、いつもと同じようにこっくりと頭を動かしているのだろう。

　──表情が見えないのも、いつもと同じですね。

　だから女神官も、どこか安心したように頷き返した。

「……はい。その時は、頑張ります」

　そうして精一杯に微笑ほほえんだ顔は、誰にも見られないだろうけれど。

　ほどなくして全員の息が整ったのを見計らい、ゴブリンスレイヤーは「行くぞ」と言った。

　闇の中で互いの方を見て頷き合い、冒険者たちは隊伍を組んで動き出す。

　暗闇を手探りでそろそろと進み、他の扉を無視して奥へ、奥へ。

　やがて闇の彼方に、ぼんやりとした薄明かりが目に入る。

　脇に『Ａ』から『Ｄ』までの端子が並んだ、両開きの扉。

　──昇降機エレベーターだ。
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「とぅ、あーっ！」

　可愛かわいらしくも力強い雄叫おたけびと共に、陽光の爆発ばくはつが霊峰れいほうを覆おおう闇やみを一閃いっせんに断ち切った。

　闇は異形であった。膨れ上がった肉塊であった。裏返しになった生き物、踊る臓物であった。

　天の火石ほいしと共に飛来したそれは、まさに正体不明、名状しがたき存在そのものである。

　山頂、衝突孔の中で未いまだ熱持ち輝く隕石いんせきに絡からみつき、影となって四方世界へ肉を伸ばす。

　恐らくは──目に見える者が三次元であるというだけで──この次元のものではなかろう。

「……見ているだけで、正気が削られそうになる」

　珍しく青白い顔に脂汗を滲にじませ、賢者が低い声で呻うめいた。

　未だ彼女は界渡りプレインズウォークの領域にない。

　この四方世界を隅々まで解き明かしていないのに、外の世界へ繰り出すのは勿体もったいない。

　今も杖つえ持つ手指、爪先つまさき、身振り手振りで精密な真に力ある言葉を刻み、彼女は歯嚙みする。

　おぞましき存在、脈打つはらわた、この影をここに封じる力場は、賢者にしか作れない。


　一分、一秒単位で自らの魂が鑢やすりで削られているような錯覚すらある、が──……。



「そうですか？」

　精妙かつ不可思議な、それこそ寸刻みの摺り足で間合いを計りながら、剣聖がからりと笑う。

　彼女はのたくり伸ばされる触手へ機会を見ては攻撃を繰り出し、尽ことごとく突き返して切り飛ばす。

　その都度、赤黒い血ち飛沫しぶきがさながら刃に絡む紅蓮ぐれんの旗の如ごとく翻ひるがえって、空を彩いろどる。

　恐らく武の心得がない者がこの場にいたとしても、彼女こそが守りの要かなめなのは瞭然りょうぜんであろう。

「血が出るなら殺せるということですし、どうとでもなるのではないかと」

　刃で万事片付くわけではない。だが刃で片付くことなら万事問題なしだ。

　剣聖たる彼女には、この怪物は星の世界より飛来した肉の塊、それ以上でも以下でもない。

　四方世界に呪詛じゅそを振りまき、目前に立ちはだかるから斬きる。それだけなのだろう。

　──まったく、単純なことだ。

　賢者は諦あきらめたように「ふ」と吐息を漏もらして笑った。肩の力がするりと抜けたようだった。

　粗雑クルードに思われるときは精密テクニカルに。

　精密テクニカルと思われてるときは、思い切り粗雑クルードに。

　その方が良い。何でもそうだ。賢者はそう考えて、軽い口調で言った。

「いっそ《核熱》でまとめて吹き飛ばしてしまおうか」

「それやって山の高さが変わったら怒られるのボクじゃんかさー！」

　聖剣にまとわりつく粘液を振り払い、勇者が疲労の滲む顔にそれでも笑みを浮かべた。

　拡大を防ぐのが賢者、守りの要が剣聖ならば、攻勢に転じるのは偏ひとえに彼女の役割だ。

　小さな体に大きな剣を背負い、その上でさらに四方世界の安寧まで担になっている。

「けど、なんか動きが単純なのが助かるよね」

　勇者はその重みを感じさせない、いつも通りの口調で呟つぶやいて、両手に聖剣を構えた。

「どばーっとくるだけだし。……バカなのかな、こいつ？」

「際限なく膨らみ、襲いかかるだけですからね。だから今ここで仕留めないとマズいですが」

「国王陛下は張り切りそうだけどねー」

「……我々がこれに敗れ、取り込まれるのはあまり想像したい事ではない」

　脳天気な調子の仲間二人へ、賢者は先ほどの感動を投げ捨てて嘆息した。

「ただ、二人の指摘は正しい。恐らくそう思考回路が発達していないせいと思うが……」

　不可視の角度から責め立てられ、圧迫される障壁を維持しながら、賢者は思案する。

　恐らくこの物体シング、影──と呼んで良いなら──は、生き物を取り込み、学習するのだろう。

　今回その寄生対象が著しく愚かで貧弱であったからこそ、大して問題にもなっていないのだ。


　と、すれば──……賢者は素朴な疑問を、思わず口に出して呟いていた。



「このゴブリンの死体は、どこから山頂へ墜落したのか……」

「どっかの誰だれかがゴブリン退治の依頼かなんかで、やっつけたんで──しょ、っと！」

　勇者の細い腕が、力任せとも思える、正しい剣さばきで肉塊の一部を吹き飛ばした。

　いつもの事だ。黒髪の少女は微笑ほほえんだ。世界が自分一人でどうにかなるなんて大間違い。

「だったらボクらも負けらんないよねぇ」

　勇者が、どこにでもいる村の少女のように笑った。棒きれの如く、両手で聖剣を振りかざす。


「ＸＥＥＥＥＥＥＥＥＥＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮＮＮ！！！！」



「──いつもの事だけどさ！」

　太陽の、爆発。
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「ＧＧＲＲＯＲＯＢ！」

「ＧＲＢＢＲ！　ＧＯＯＲＧＧＢＧ！」

　低く唸うなるような、下卑げびた呪詛じゅその言葉が延々と玄室げんしつに木霊こだまする。

　その全すべてを王妹は破かれた衣服で縛られ、床に転がされたまま耳にしていた。

　目で見ようにも、暗く、淀よどみ、濁った瘴気しょうきが渦巻うずまいていては難しい。

　顔が腫はれぼったく、歪ゆがんだ視界は涙で滲にじみ、鼻から口元はやけにパリパリと乾いている。

　さんざんぶたれたからね。彼女はぼんやりと思った。きっと酷ひどい顔に違いない。

　そう思うと鼻の奥がツンとして、また目に涙が浮かんでくる。

　堪こらえようと思うだけの意気地いくじはすっかり打ち砕かれていたから、彼女はぐずぐずと泣いた。

　この後何が待ち受けているにしても、これまでよりもマシだという事はないだろう。

　それが彼女にはたまらなく怖かった。

　おぞましく冒瀆ぼうとく的な行為を思えば、不潔な石畳の冷たさなど気にもならない。

「ＧＯＲＯＧＧＢＧＯ！　ＧＲＯＧ！」

「ＧＧＧＯＲＯＧＢ！」

　祭壇では、一人だけ派手な衣装を纏まとったゴブリンが何かを叫んでいる。

　滑稽こっけいなほど醜悪に戯画化された、魔術使いの衣装。

　全身に幾何学きかがく的な入れ墨──あれは「手」だ──を施ほどこしたその小鬼が、頭目であった。

　彼女は自分を強したたかに殴り、嬲なぶり、打ちのめした存在に、思わずびくりと身を竦すくませた。


「ひっ、ぅ……ッ」



「ＧＧＢＧＯＲＯＧＯＢＯＧ！」

「ＧＯＲ！　ＧＢＯＧＯＧＢ！」

　その無様な姿を見て、またゲタゲタと小鬼どもは嘲あざけり笑う。

　別に彼らは王の妹がこのような有様ありさまになっているから馬鹿ばかにしているのではない。

　ただ自分たちより下の存在が、びくびくと怯おびえている様が愉快でたまらないのだ。

　もしゴブリンどもが彼女の正体を知れば、もっと苛烈かれつな行為がなされただろう。

　妬ねたみとか、嫉そねみとか、そういったものをゴブリンは隠そうともしない。

　そんな怪物どもの欲望が渦巻く、暗黒の奥底に自分が沈められたことを彼女は知った。

　救いはない。

　どこにもない。

　あらゆるものは失われ、あらゆるものは奪われ、あらゆるものは辱はずかしめられた。

　にもかかわらず、ゴブリンはさらに彼女から、僅わずかな残滓ざんしまで奪い取ろうとする。

　──きっと、満足なんてしないのね。

　相手が謝ろうとも、泣なき喚わめこうとも、たとえ死んだとしても彼らは満足しない。

　ただ──飽きるか、忘れて、興味が他ほかの哀れな犠牲者の方へ向かうだけだ。


「ぅ……ぅ、ぁ……ぅ……ッ」



　だから、もう、せめて許しだけは乞こわないようにしようと、彼女は決めた。

　それは別にゴブリンどもへの対抗心とか、誇りとか、そういったものではない。

　ただただ自分が惨めでならず、口にしたところで無駄だとわかっていたからだ。

　そして恐らく、そんな決意などものの数分と保たずに失われてしまうに違いない。

「ＧＧＢＧＢＧ！」

「ＧＲＢ！」

　ゴブリンの頭目が杖つえ──干からびた「手」だ──を振り回し、手勢に何かを命じた。

　ぴたぴたと湿った足音を立てて、汚らわしいゴブリンどもが欲望いっぱいに歩み寄る。

　ふと、亡き父、亡き母の懐かしい顔が思い浮かんだ。兄の顔が続けて過よぎる。

　怒っているだろうか。心配しているだろうか。それは想像するよりほかにない。

　不思議と、会いたいとは思わなかった。

　ただ、帰りたかった。


　そんな願いは、きっと奇跡でもなくば叶かなうわけもないのだろうが──……。
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「神殿で調べてはみたが、奴やつらの入れ墨は俺おれも見たことがない種類だ」

　冒険者たちを乗せた昇降機は音もなく下降を続けていた。

　ふわふわと足元が浮かぶような感覚がなければ、とても動く箱の中とは思えまい。

　妖精弓手エルフがしきりに長耳を振って顔をしかめ、蜥蜴僧侶リザードマンが「唾つばを飲みなされ」と言う。

　言われた彼女がごくりと喉のどを鳴らすと、どうやら耳の違和感も消えたようだった。

「だが、呪文じゅもん使いの類たぐいがいる事は間違いないように思う」

「ゴブリンシャーマン、ですね」

「断定はできん」

　ゴブリンスレイヤーの答えに、女神官の顔に緊張の色が滲んだ。

　恐怖で身が竦む──などといった地点は通り過ぎたが、しかし恐れず挑める相手ではない。

　両手で錫杖しゃくじょうをぎゅっと握り直し、深呼吸を一度。もう一度。いっぱいに息を吸って、吐く。

　その彼女の肩を、妖精弓手が軽く叩たたいてくれた。

「……大丈夫？」

「ええ」と女神官は健気けなげに微笑ほほえんで見せる。「大丈夫です」

　ちらりと目を向けると、ゴブリンスレイヤーは鉱人道士ドワーフ、蜥蜴僧侶らと話し込んでいる。

　恐らく算段を纏めているのだろう。いつも通りの姿に、ほっと息を吐く。

「ここ最近、周囲を荒らしていたゴブリンどもと根は同じだろう。そいつが頭だ」

「となら、まあいるのは確定として……呪文使いから仕留めるのが定番だの」

　ゴブリンスレイヤーの言葉に、鉱人道士が白髭をしごきながら相槌あいづちを打った。

「いや、相手の数と装備次第でしょうや」

　それに蜥蜴僧侶が待ったをかける。

　四方世界一の戦達者と言われる蜥蜴人リザードマンの僧侶は、用心しいしい長首を巡らせた。

「なにしろ昇降機の扉が開くのを待ち伏せされては、鴨かも打ちですからなぁ」

「飛び道具か」ゴブリンスレイヤーは低く唸った。「面倒だな」

「おい、耳長」と鉱人道士が重々しく言った。「なんぞ聞き取れたりゃせんか？」

「別に森人エルフだからってなんでも聞けるってわけじゃないのよ？」

　顔をしかめながらも妖精弓手は目を瞑つむり、その長耳をひくひくと上下させた。

　一同が自然と口をつぐんで黙り込む。各々の呼吸音だけが、微かすかに箱の中へ響く。

「……ん。結構いる、と思う」

　ややあって目を開いた妖精弓手が、あまり自信のなさそうな口調で言った。

「十匹以上、かな？　二十かも。足音、ばたばた。流石さすがに装備はわかんないけど」

「他に気づいた事はあるか」

　ゴブリンスレイヤーは言った。

「なんでも良い」

「音じゃないけど」と妖精弓手は小鼻をすんと鳴らした。「何か、変な臭い。下の方から」

「毒気の類か」

「いや、儀式でもやっておるやもしれませんぞ」

　ゴブリンスレイヤーの推測に、横合いから蜥蜴僧侶が口を挟んだ。

「となれば香の物を焚たくは、自然な流れかと」

「どっちにしろ、わしらが吸い込んでも碌ろくな事にゃならせんな」

　ふぅむと思案した鉱人道士が、ぽんと思いつきに手を打った。

「おい、かみきり丸。いつぞや使うてた、あの、あれよ。炭と布の防毒面はどうじゃい」

「あれは急場しのぎだ。時間があるなら、毒消しの水薬で布を濡ぬらした方が良い」

　そう言ってゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうから、紐ひもで括くくった小瓶こびんを取り出した。

「ここで水薬を使いたくはないが、使い所だろう」


「あ、なら、それはわたしが……っ！」



　ぱっと女神官が手を上げて、一党の視線が一挙に彼女へ集まった。

　注目される事に慣れていないのか、女神官の頰ほおが僅かに赤くなる。

「えと、いえ、その、最初はいつも通り《聖光ホーリーライト》かなって思ってたんですけど……」

　女神官はぱたぱたと、どこか言い訳がましいような仕草で手を振った。

「それよりも、そちらの方が、確実にお役に立てるかな……と」

　ゴブリンスレイヤーは、素早く頭の中で残りの術の回数を数えた。三回。突入で一。

　恐らく虜囚りょしゅうが無事──生存という意味だ──なら、彼女はきっと治癒の奇跡を願うだろう。

　とすれば残りの奇跡は一回。一回限りというべきか、一回使えるというべきか。

　彼はぐいと雑囊に水薬を押し込んだ。

「頼む」

「はいっ！」

　ゴブリンスレイヤーの返答は至極簡潔で、女神官はぱっと顔を明るくして頷うなずいた。

「では、初手は神官殿。拙僧せっそうはまあ、前衛でしょうや」

　蜥蜴僧侶が実に楽しいと言わんばかりの様子で、奇怪な手つきの合掌をする。

「幸い、父祖に頼むる奇跡は温存できておりますでな。術士殿はいかなされる」

「そうさな……。術はあと二回、いやさ三回ってなとこだが……」

　言いつつ触媒の詰まった鞄かばんをまさぐっていた鉱人道士が、にんまりと笑った。

「おう、かみきり丸。何が欲しい？」

「光源だな」と彼は考える素振そぶりも見せずに言った。「他は任せる」

「ほいよ。ならわしはそれだ」

「私はいつも通りよね」

　妖精弓手は大弓に弦つるを張り直し、矢の残数を手探りで確認しながら頷く。

「飛び回って射掛ける。フォローする。鉱人ドワーフが転んだ時とかに」

「誰だれが転ぶか」と鉱人道士が妖精弓手を睨にらむ。「金床かなとこが降ってきでもせん限りな！」

　ま！　と顔を赤くした妖精弓手が何やら早口で言い返し、喧々けんけん囂々ごうごう、いつものやりとり。

　緊張をほぐすには良いと見たのか、蜥蜴僧侶が愉快げにぐるりと目を回した。

「そして後は、高度の柔軟性を維持しつつ臨機応変に……ですな」

「……それ、行き当たりばったりって言いません？」

　女神官が苦笑いと共に言った言葉に、ゴブリンスレイヤーは「いや」と首を横に振った。

「ゴブリンどもにはできん事だ」
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「《慈悲深き地母神ちぼしんよ、どうかその御手みてで、我らの穢けがれをお清めください》!!」

　かくて《浄化ピュアリファイ》は顕あらわれた。

　汚濁と不浄の領域に、清聖たる空気がさぁっと一条の風のように吹き抜けていく。

　女神官が高らかに捧ささげる祈禱きとうと共に、昇降機の扉が奇跡の如ごとく割れ開く。

「瘴気、払いました！」

「よし！」

　息詰まるような瘴気が失せた広間へ、冒険者たちは飛び出した。

　かつては罠わなとして機能していた錆さび色の警報が、一度だけジリッと鳴って停止する。

「ＧＧＯＢＯＧＯＢ!?」

「ＧＯＲＯ!?　ＧＯＢＯＧＯＲ!?」

　小鬼どものどよめき、冒瀆的な意味を持つだろう罵詈ばり雑言ぞうごんが薄闇うすやみの中に響き渡る。

　闇やみを見通せる鉱人道士は顔をしかめながら、すかさず鞄から一ひと摑つかみの石炭を摑み取った。

「《掲かかげよ燃やせや松明持ちウィル・オ・ウィスプ。沼地の鬼火の出番ぞな》！」

　鉱人道士が石炭を中空に投げやると、それが自おのずから青白い炎を出して燃え上がる。

《使役コントロール・スピリット》で呼び出されたそれは、煌々こうこうと迷宮を照らし出した。

　広間は、まさしく正しい意味での玄室というべき空間だった。

　奥に続く両開きの扉は、かつて冒険者たちが目指したであろう深淵しんえんへ通じる昇降機か。

　石造りの薄暗い部屋には、そこかしこに冒険者たちが繰り広げた激戦の痕あとがあった。

　そして朽ち果て鉄くずや襤褸ぼろのようになった甲冑かっちゅう、黒装束くろしょうぞくを纏った骸骨が四散している。

　これが単なる迷宮探索であったなら、厳粛げんしゅくな気持ちにもなろう。

　しかし今ここを占拠しているのはゴブリンどもである。

　迷宮の心臓部は、小鬼どものがらくた、汚物、食い滓かすによって貶おとしめられていた。

　周囲の壁には、無謀にも迷宮に挑んだか、あるいは小鬼どもに敗れたか……。

「……ひどい」

　女神官が思わず口元に手をあてがうほどの、惨むごたらしさ。ゴブリンスレイヤーが低く唸る。

　奇妙な果実のような有様で、肉に鈎かぎを突き立てられた軀むくろが幾体も揺れていた。

　その挽肉ひきにくにも見紛みまごうような有様は、手酷てひどい拷問の結果であろうと容易に想像がつく。

「ＧＯＲＯＢＧ！」

「ッ、ぅ、ぁ……」

　その時、混乱するゴブリンどもの声の合間を縫って、か細い悲鳴が聞こえた。

　虜囚──王妹の姿は、祭壇の上にあった。

　頭目と思わしき派手な衣装のゴブリンが、彼女の髪を摑み、引きずりあげていたのだ。

　──生きている！

「杖一。剣五、棍棒こんぼう五、槍やり二、弓七、田舎者ホブなし、二十！」

　薄汚れた革鎧かわよろいに安っぽい鉄兜てつかぶと、腕に小振りな円盾を括り、中途半端ちゅうとはんぱな剣を帯びた冒険者。

　左手の松明たいまつを玄室に放り込んだゴブリンスレイヤーは、素早く状況を見て取った。

「案の定だな。シャーマンか」

「いえ……！」

　その指示を遮さえぎったのは女神官だ。

　王妹の生存を知って顔に喜色を浮かべたのも束つかの間ま、彼女はその両目を見開いていた。

　視線の先は杖を持ち、全身に入れ墨を施した頭目と思わしきゴブリン。

　恐怖か？　過去の経験からか？　否いな。うなじの辺りにちりちりとした痛みが走る。

　──託宣ハンドアウト！

　女神官は心優しき地母神よりの啓示を正しく読み取り、はっと叫んだ。

「あれは、プリーストです！」

　邪悪なりし混沌こんとんの神々の使徒！　正しき神々への祈りを持たぬ者どもノンプレイヤー！

「ＧＢＯＢ！　ＧＯＲＯＢＧＧＲＢ！　ＧＯＲＯＢＧ!!」

　女神官の声に応じるかの如く、小鬼の祈りが玄室に木霊した。

　杖を振り回し異様な言語を喚き立てると、濁ったおぞましい色合いの光が祭壇に纏わりつく。


「この……ッ！」



　そうはさせじと妖精弓手、先手必勝とばかりに狙ねらい撃った矢が、乾いた音と共に弾はじかれる。

「噓うそ……ッ!?　──《聖壁プロテクション》!?」

　小鬼の邪教徒が下卑た笑みを浮かべる周りに、薄い光の壁が見て取れる。

　その強固さをゴブリンスレイヤーはよく知っていた。頼もしくさえ思っていた。

　無論、考えていなかったわけではない。

　雪山における小鬼聖騎士との戦いは、一年近くを経へた今でも記憶に新しい。

　──だが、小鬼の信仰心だぞ？

　この四方世界において、これほど相性あいしょうの悪い要素は他にあるまい。

　無意識の内にそう考えていた自分へ、彼は苦々しげに舌打ちをした。

「ならば、こうだ！」

　ゴブリンスレイヤーの行動と言葉には、迷いがない。

　彼は、奇襲のアドバンテージを捨てる愚を犯さなかった。

　言うが早いか、とてつもなく邪悪な形状の刃が闇を切り裂いて飛んだ。

　捻ひねれて枝分かれしたような卍型の投げナイフが、横手から投げ打たれたのだ。

「ＧＯＢＯ!?」

　ぶぅんと蜂はちの唸りに似た音を伴って、その刃が障壁外の小鬼弓兵へと襲いかかった。

　薄闇の中にどす黒い小鬼の血が噴き出し、ぐらぐらと揺れた後、首を失った胴が斃たおれる。

　弾かれた頭部はそのまま玄室の片隅へと転がっていった。百年はそこで朽ちたままだろう。

「一つ！　射手を潰つぶせ。白兵戦だ！」

「ははは、承知！」

　ゴブリンスレイヤーが投げナイフに繫つないだ紐を引きながら叫び、蜥蜴僧侶が飛び出した。

　屈強なりし蜥蜴僧侶は徒手としゅ空拳くうけん。

「《伶盗龍リンタオロンの鈎かぎたる翼よ。斬きり裂き、空飛び、狩りを為なせ》！」

　なれど、その掌中で触媒の牙きばがぶくぶくと煮え立ち、刃へと研磨されて握られる。

　蜥蜴僧侶は戦いくさの興奮に荒ぶる吐息を、ふしゅうと蒸気のように顎あごから噴き出し仁王におう立った。

「ＧＯＲＯＢＧ！」

「ＧＯＲＯＯＢＧ!?」

「イィアッ!!」

　ゴブリンの弓手どもが後方よりパラパラと降らせる矢雨を、蜥蜴僧侶は尾を振り回して一蹴。

「小鬼ばらの矢は春雨の如くですな！」

　続けざま両手に握られた竜牙刀が、手近なゴブリンの肉体を嚙かみちぎった。

　一匹、二匹。勇敢──もとい仲間に背を押されて前に出た小鬼の首が跳ぶ。

　こんなおっかないものに、誰が好き好んで挑むというのか。

　それよりも狙うは奥に突っ立っている神官の小娘、その横の森人だ。

「ＧＧＢＧＲ！　ＧＯＲＯＧＯＢＯＧＯＲ！」

　尻込しりごみする部下どもへ小鬼邪神官は罵声を浴びせ、射手へと下知げちを飛ばす。

　もっと前にでろ。前にでて、あの柔い後衛を撃て。

　しかし先の投擲とうてきで仲間が死んだのを目まの当あたりにしているため、なかなか動かない。

　そればかりか自分も防壁へ入れてもらおうと後退する始末。

「ＧＯＲＯＢＧ！」

「ＧＯＢＯＧＯＲＯＢ!?」

　怒り狂った小鬼の邪神官が、小鬼弓兵を文字通り蹴けり飛ばす。

　次の瞬間、妖精弓手の矢がその愚かなゴブリンの眼窩がんかに突き立つのだが。

「ちょろいッ!!」

　妖精弓手が長耳を得意げに振りながら、次の射点を目指して走りだす。

　幸い、足場となるような残骸ざんがいだの遺物だのは多い。死体を足場にはしたくないけれど。

　ひょうと軽かろやかに跳躍を繰り返した彼女が、宙空より木芽の矢を断続的に引き放つ。

　次々と降ふり注そそぐそれは祭壇の小鬼邪神官へと襲いかかるが、不可視の力場は緩ゆるまない。

　なんて硬いの。妖精弓手は顔をしかめた。あの子みたいに敬虔けいけんとも思えないのに。

「援護するから、片付けちゃって！」

　ならばと彼女は視点を変え、次の矢を引き抜きながら壁面を蹴って三角跳ぶ。

　ゴブリンスレイヤーは仲間の動きと声に応じ、盾をかざして前に出た。

　蜥蜴僧侶が吠ほえ猛たけるのを囮おとりに、弓兵どもの陣取る祭壇前を目指して地をかける。

「現状四。残り十六。うち弓兵五……！」

「ＧＧＯＢＯＧＯＧ！　ＧＯＢＯＲＯＯＢＧ!!」

「ＧＯＲＯＢ！」

　俯瞰ふかん視点で見ている小鬼邪神官とて、それに気づかぬほど目が利きかぬわけではない。

　指示を受けた槍持ちのゴブリンどもが、その突撃を阻はばもうと穂先を繰り出してくる。

　武器交換の暇が惜しい。ゴブリンスレイヤーは投げナイフをそのまま槍へと叩きつけた。

「ＧＯＲＯＢＧ!?」

　卍まんじ型の刃で柄えを絡からめ取り、槍を折る。小鬼の薄汚い色をした目が驚愕きょうがくに見開かれる。

　ゴブリンスレイヤーは武器を手放し、盾を振るった。

「ＧＯＲＯＯＯＧＢ!?」

「五！」

　鋭く研がれた円盾の縁が、小鬼の頭蓋を割り砕く。

　仰のけ反ぞる小鬼を蹴倒けたおしながら、ゴブリンスレイヤーの右手は地面から槍の穂先を掠かすめ取る。

「六！」

「ＧＯＯＢＯＧＯＲＯ!?」

　盾を引き抜く反動で右手を振り上げ、残りの小鬼槍兵、その喉笛のどぶえへと槍穂を突き立て、抉えぐる。

　噴水の如く噴き出す血を浴びるがまま、ゴブリンスレイヤーは穂先を手放し、佩剣はいけんを抜いた。

「残り十四！」

「ＧＯＲＯＢＧ!!」

　小鬼邪神官が自分の拙つたない指揮を棚に上げ、不甲斐ふがいない部下どもに歯嚙みする。

　ゴブリンの弓手どもはさて森人を狙うか、蜥蜴人か、只人の戦士かと右往左往。

　もたもたと矢を番つがえ、そういえばと鉱人に守られている只人の娘へと鏃やじりを向けた。

「ＧＯＲＧ!?」

　が、その次の瞬間にはその喉笛に矢が突き刺さり、彼は自分の血泡で溺おぼれながら斃れる。

　無様に力の緩んだ手から抜けた矢が、びぃんと滑稽な音を立ててあらぬ方向へと飛び去った。

　森人の狙いから逃れることは、何人たりとも不可能であった。小鬼の射手、残り四。

「ほ、耳長娘にしてはやりおるわ！」

　鉱人道士はといえば、小鬼の見立て通りに女神官の護衛に回っている。

　彼は触媒の詰まった鞄に手を添えたまま、手斧ておのを振り回してゴブリンどもを寄せ付けない。

　幸い希少な槍持ちはかみきり丸が片付けた。棍棒、剣つるぎのゴブリン程度ならば、何とでもなる。

「ＧＧＯＲＯＧＢ!?」

「ＧＯＯＢＧ!?」

　一匹、また一匹。

　ゴブリンスレイヤーが、蜥蜴僧侶が、妖精弓手が、鉱人道士が、ゴブリンを討うち取とっていく。


「………………」



　しかし戦況を後方でじっと見守る女神官は、まだうなじの産毛が逆立つ感覚を拭ぬぐえない。

　──なんでしょう、この違和感は……。

　冷静に状況を分析できるのは自分一人だ。だからこそ、これを解き明かすのが自分の役目。

　戦いの中、ただ錫杖を手にして突っ立っているだけ。その状況に逸はやる心を、必死に静める。

　小鬼邪神官は手にした遺物を振り回し、手勢へ指示とも言えぬ指示を出す。

　あっちへうろうろ、こっちへうろうろ、腹いせに虜囚となった王妹殿下を蹴りつける。

　心ここに非あらず。とても天上の神々──に相当する存在へ、祈りを捧げているとは思えない。

　──なのに、何故なぜ守りが解けないのでしょう……？

　邪悪なる神々は、これほどまでに慈悲深いとでもいうのか？　まさか、そんな。

　奇跡には……呪文には……世の理ことわりを捻じ曲げる行為には、必ず代償が伴う。

　それは魂削るような祈りであり、覚え込んだ呪文であり、触媒であり、体力だ。

　──？

　ふと、女神官は自分の足元に粘着く血溜ちだまりに目をやった。白光が脳裏のうりに閃ひらめいた。

「ゴブリンスレイヤーさん、生贄いけにえです……！」

　はっと顔を上げて叫んだその言葉だけで十分だった。

　ゴブリンスレイヤーは目前の小鬼の喉笛を切り裂きながら、鉄兜を巡らせる。

　小鬼どものどす黒い血に混じって、床を走り抜ける赤い線。

　刻まれた溝を通って祭壇へと向かう、赤黒い紋様。

　そう、既視感があったのも当然だ。

　牧場の手伝いで幾度となく接し、自分も手を貸した行為に他ならない。

「血抜きか！」

　そう、血の流れの源みなもとは、小鬼どもの死体──そして壁に吊つるされた冒険者たちの亡骸なきがらだ。

　生きている間にどれほど絞られたのか。命を奪われて尚、小鬼どもに奪われるのか。

　死体から滴したたり落ちる血は流れとなり、祭壇にて邪悪なる神々に力をもたらしていた。

「ＧＯＲＯＧＢＧ！　ＧＯＲＯＢＯＧＯ!!」

　小鬼邪神官のけたたましい笑い声。女神官は目の前が赤く、熱くなるものを覚える。

　許せない──と、そう思ってしまったのは何故だろう。

　脳裏に、かつての……最初の冒険を共にした仲間の姿がふと過よぎった。

　死んだ後まで弄もてあそばれるのでは、誰にも救いなどありはしないではないか。

「やります！」

　そう叫んで錫杖を振りかざした彼女の姿を、冒険者たちは一瞥いちべつした。頷き合う。

「任せた！」

　ゴブリンスレイヤーはそう叫び、蜥蜴僧侶が「是非も無し！」と吠えた。

　三度ゴブリンの射手どもが矢を絞るより早く、蜥蜴人の巨体が宙を舞う。

　ばしりと床を尾で叩いて跳躍したその肉体が、ぐしゃりと小鬼の弓手を踏み潰した。

「ははははは！　もはや貴様らに、逃れる道はないと知れ!!」

「ＧＯＲＯＢＯＧＯ!?」

「ＧＢＢＧＯＲ！」

　残り二匹となったゴブリンの弓手は、武器を放り出して逃げ出そうとした。

　ゴブリンにしては懸命な判断であったろうが、それは背後に敵がいなければの話だ。

「十三──十四!!」

　二呼吸と時をかけず、ゴブリンどもは頭蓋を打ち砕かれ、脳漿のうしょうをぶちまけて息絶えた。

　ゴブリンスレイヤーは手にした棍棒を素振りし、まとわりついた肉を振り払う。

「ＧＯＲＯＢＧＯＲ!?」

「ＧＲＲ！」

　生き残った五匹の雑兵ゴブリンどもは、玄室の中央により固まっていた。

　後ろで小鬼邪神官が喚き散らしているが、もとよりあんな奴に従う義理などはない。

　ゴブリンどもは我先にと争うように、武器を振り上げて女神官目掛け駆け出した。

　何も彼女を人質にしよう──などという考えがあったわけでは、もちろんない。

　ただ何かしら仕返しをして、攫さらって、痛めつけてやりたいと、そう思っただけだ。

「……ッ」

　女神官は身を強張こわばらせながらも、その軍勢を睨みつける。

　鉱人道士が間に入って斧を構えて、遠方では妖精弓手が狙いを定めている。

　蜥蜴僧侶の姿も──そしてこちらを見る、彼の姿だって目に入る。怖いものはない。

　小さな胸いっぱいに息を吸い、吐いて、彼女は叫んだ。

「《慈悲深き地母神よ、どうかその御手で、我らの穢れをお清めください》!!」

　偉大なる地母神は、再び敬虔なる信徒の願いに答え、その聖なる手を地上にもたらした。

　不可視の波が女神官を中心として撫なでるようにほとばしり、玄室を満たしていく。

　同時に滴り落ちた血潮ちしおが、見る見るうちに清らかな水へと転じていくではないか。

　──誰かを害するためではなく、守るため、ですから……！

　だからきっと、今度は地母神も許してくださると、女神官には確信があった。

「ＧＧＢＯＧＯ!?」

　小鬼邪神官の驚愕に濁った声が、女神官のもたらした清涼をかき乱す。

　清らかな水など邪神へ捧げる生贄としては不適当だ。

　その身を守る防壁はあっという間に消え失せて、小鬼邪神官は無防備に放り出された。

「ＧＲＯＢＯＧＯＧ！」

「ぃ、……ぁ」

　いや、身の守りならばまだある。

　ぐいと髪を摑んで引き上げ、小鬼の邪神官は生贄として攫った女を肉の盾とした。

　ずかずかと、目前に一人の冒険者が無造作に歩み寄る。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜、手には小振りな円盾を括り、小鬼から奪った棍棒を持つ男。

「ふむ」

　ゴブリンスレイヤーはちらりと背後に目を向けた。

　妖精弓手の矢が、蜥蜴僧侶の牙が、鉱人道士の手斧が、ゴブリンどもを屠ほふっている。

　女神官は無事だ。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜を前に向けた。

　怯えた表情をした小鬼邪神官が、必死になって王妹を掲げ、身を守ろうと足搔あがいている。

　薄汚れた顔には、こちらを嘲るような笑みが浮かんでいた。

　ゴブリンスレイヤーは言った。

「二十だ」

　ゴブリンスレイヤーの足が小鬼の股ぐらを蹴り上げ、崩れ落ちた所に棍棒が唸った。

　それで終わりだった。
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　戦いが終わると、玄室は噓のような静けさに包まれた。

　各々の荒くなった呼吸音と、武具のぶつかるカチャカチャという音だけが僅かに響く。

　ゆるく矢を弓に番えて周囲を見回していた妖精弓手が、ようやっと息を吐いた。

「終わった……？」

「……みたいだの」

　二人の仲間がほっと息を吐くのを見やり、女神官はたっと祭壇へと駆け出した。

　──何を言おう。

　そう大した距離でもないのに、異様に長く感じたのはきっとそのせいだろう。

　彼女が無事──命が、という意味だ──だったのを喜ぶべきか？

　それとも大切な鎖くさり帷子かたびらを盗まれたことを怒るべきなのか？

　どちらも違うような気がして、答えが出ぬままに女神官は彼女の元へと辿たどり着く。

「……ぁ」

　ぼんやりとこちらを見上げる瞳ひとみに、女神官の困惑した顔が映り込む。

　幸いとは決していえない。だが、生贄として選ばれたからなのだろう。

　傷つき、心は折れ、衣服は剝はがされていたけれど、汚濁にまみれてはいなかった。

　女神官はここまで来て尚なおも言葉が見つからず、それを求めて視線を彷徨さまよわせた。

　そして、彼女はそれを見つけた。

　ゴブリンどもが乱雑に放り出して積み上げた、冒険者から奪った戦利品。

　その山の中に適当に突っ込まれた、どこでも手に入るような安物の鎖帷子。

　修繕を繰り返し、新品を買ったほうが良さそうな──見間違えるはずもない、自分の鎧。

「……ッ」

　女神官はそれを手繰たぐり寄せ、そして鎖帷子ともども王妹の細い体をぎゅっと抱きしめた。

「良かった……」

　女神官は、絞り出すようにようやっとそう呟つぶやいた。

　それは鎖帷子が無事だった事か、王妹が生きていた事に対するものか、彼女にもわからない。

　だが──たぶん、どちらか片方ということはないだろうと思った。

　鎖帷子が無事で王妹が亡くなっていたとしても、その逆でも、心の奥底に澱おりが溜まったろう。

　だからこそ女神官は王妹と鎖帷子とを、両方いっぺんに抱きしめた。

　何をどう言葉にして良いかわからなかった。けれど、間違いないと思った。


「ぅ、ぁ……ぁ……ッ！」



　それで限界だった。王妹はすがりつくように女神官の体に手を回し、ぐずぐずと泣いた。

「もう、大丈夫ですよ」

　怖かった、とか。ごめんなさい、とか。そんな言葉を繰り返す少女の背を、女神官が撫でる。

　ゴブリンスレイヤーはそれを横目に、ふと息を漏もらした。

「おや」と蜥蜴僧侶がそれを認めてぐるりと目を回す。「安堵あんどされたようですな」

「……」ゴブリンスレイヤーは少し考え、ゆっくりと頷いた。「ああ」

「いささか、不安定でしたからな。彼女も」

「精神が落ち着けるのであれば、理由はそう問わん」

「では、問うとすれば──こちらですかや」

　ぐるりと蜥蜴僧侶は長首を巡らせて、床に刻まれた紋様を蹴爪けづめで弾いた。

「どう見る？」

「ま、十中八九は邪神の類を復活させると相場が決まっておりましょう」

　複雑怪奇に幾何学的な線を走らせるその溝は、明らかに魔術的な代物だ。

　この玄室が迷宮の心臓であるというのなら、あるいはここで眷属けんぞくを呼び出していたのか。

「ねえ、もうお仕事終わりでしょ？　引き上げて良いのよね」

　妖精弓手が長耳を疲労から垂らしつつ、横目で女神官の方を窺うかがいながら言った。

「いや」

　しかしゴブリンスレイヤーは首を横に振る。

「ここから上にまだゴブリンどもの残党がいる。皆殺しだ」


　うぇー……と妖精弓手が心底嫌そうな声をあげ、蜥蜴僧侶が「帰りは怖いですなあ」と笑う。



　鉱人道士は「仕方あるめえ」と酒さか瓶びんを呷あおり、女神官はようやく落ち着いた王妹を抱いている。

　だからこれは別に、誰かが油断をしていたとか、警戒を怠おこたっていたとかいう事ではない。

　それは強いていえば、骰子サイコロの出目のようなものだ。

　転がった目が、たまたまそうなった……というだけのこと。

「Ｇ……」

　小鬼邪神官──ゴブリンスレイヤーの棍棒で頭蓋を砕かれて尚、生命の残滓が残っていた。

　もはや前にもましておぼつかない脳が、彼の手を、その呪具──遺物へと伸ばさせていた。

「ＧＯＲ……Ｂ……」

　ゴブリンの邪神官は、どこまでも身勝手にこう考えていた。

『これだけ自分はやったのだから、助けてくれないわけがない』と思っていた。

　自分本位の心だ。それは信仰ではない。正邪どちらであれ、神を奉ずる思いではない。

　故に、返答はただひとつ。

「ＧＯＲＯＢＯＧ!?」

　次の瞬間、それは弾けた。

　春に芽吹く種子の如く。土より起き上がる双葉の如く。

　みちりと膨れ上がった小鬼の背骨を突き破り、それが現世に現れる。

　小鬼の血肉に彩いろどられ、蕾つぼみが綻ほころび花咲くように、異形の手が五指を開いた。

「む……！」

「な……ッ!?」

　冒瀆的な光景に正気を確かめる必要を迫られ、冒険者たちは言葉を失った。

　ゴブリンスレイヤーが油断なく身構え、鉱人道士が鞄に手をのばす。

　妖精弓手は驚きに目を瞬またたかせながら、それでも残り少ない矢を取った。

　だが蜥蜴僧侶──そして女神官。二人にはそれが何かわかっていた。

　こびりつき痙攣けいれんを繰り返す小鬼の手足を、汚物を擦こすり付けるように祭壇に広げるそれ。

　それは、青白い腕であった。

　大樹よりも大きく、太く、巨大な、腕であった。

　虚空こくうよりただ腕が──節くれだち、脈動する腕と、禍々まがまがしい爪つめの生はえた手指だけ。

　それがまるで獲物を求める蛇へびの如く、小鬼の血で汚れた手首をもたげている。

　驚愕？　恐怖？　わからない。

　けれど胸の内に抱いた、この少女をこれ以上脅かすわけにはいかない。

　女神官はぎゅっと王妹を抱きしめたまま、震える唇でその名を紡つむいだ。

「魔神の手グレーター・デーモンズ・ハンド……！」

　そして致死的な鋭さの吹雪ふぶきが襲いかかり、若き女神官は堪えきれない苦痛に悲鳴をあげた。
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　信仰とは無私無心で祈ること────ばかりではない。



　荒ぶる神々を鎮しずめ、供物くもつを捧ささげ、自らに都合の良い助力をもたらす事も信仰である。

　ではゴブリンのそれがどうであったのか。今となっては誰だれにもわからないだろう。


「ッ、ぁ……！」



　女神官が苦痛に身悶みもだえするが、吐く息すらその場で凍りつき、彼女をさらに責め苛さいなむ。

　薄暗い迷宮世界は既に白く塗ぬり潰つぶされ、氷雪の冷気は肌身を切り裂くほどに鋭い。

　漂っていた鬼火は一瞬で消え失せ、その残り火すらももはや現世には存在しない。

　しかし彼女はその場を動こうとはしなかった。

　怯おびえ、震え、か細い声で悲鳴をあげ、恐怖から逃れんと身を捩よじる娘が懐中にあるからだ。

　細い腕でぎゅっと抱きしめ、小さな体で精一杯彼女を守り、女神官は身を強張こわばらせる。


「ぬ、おお……ッ！」



　故に対処するならもう一人、異変に真っ先に気づき動いた、蜥蜴僧侶リザードマンだ。

　吐息を煙らせながら飛び出した彼は、顎あごを開いて玄室げんしつを震わせるほどに吠ほえた。

「おお、白き滅びを超えし者よ！　盗手龍マニラプトルよ！　我が戦いくさ働き御照覧あれ！」

　魔神の手が放つ猛烈な吹雪ふぶきの前に、その巨体が盾となって立ちはだかった。

　鱗うろこに霜しもが降りる。皮膚が凍る。牙きばも爪つめも雪が纏わり付き、彼の体を傾かたむかせる。

　女神官は凍りかけた瞼まぶたを瞬またたかせ、錫杖しゃくじょうに貼はり付きそうな手指を動かして握り直す。


「い、ま……奇跡を……ッ！」



「なりま、せぬぞ……！」

　蜥蜴僧侶は女神官へ向けて、常と同じく諭さとすような口調を崩さずに言う。

「拙僧せっそうとても、もはや術は、使えませぬ……!!」

　そう、魔術にしろ奇跡にしろ、世の理ことわりを改変する秘術には体力の消費が伴う。

　もとより寒さに弱い蜥蜴人リザードマン。眠たげに半目が閉じられた姿は、体力の限界を教えていた。

　故にこそ、ここで希少な──女神官の持つ最後の奇跡を行使するわけにはいかない。

　女神官はぎゅっと唇を嚙かみ締しめ、でも、とか、けれど、という言葉を飲み込んだ。

「鱗のォッ!!」

　しかしだからといって状況が好転するわけでもない。これ以上は全滅の危機だ。

　鉱人道士ドワーフがたまらず声をあげ、妖精弓手エルフがその身を搔かき抱きながら警句を叫ぶ。


「ちょっと、これ……マズい……ッ！」



　応と言う間でもない。ゴブリンスレイヤーが動いた。

　雹ひょうと霰あられを腕に括くくった円盾と鎧兜てつかぶとでしのぎながら、一直線に。

「生きているな」

「……まだ、死んではおりませぬ」

　そして吹雪を起こす魔神の手へ剣を向け、背負うように蜥蜴僧侶の巨体を支えた。

　ずしりと重たいその身を、ゴブリンスレイヤーはかろうじて保ち、じりじりと後ずさる。

　走るにはもはや手遅れだ。凍りついた床に対する備えを、今の彼は持っていない。

「かたじけない」との言葉に「いや」と短く応じ、彼は鉄兜の下で目を動かした。

「壁を……作れ！」

「壁、つうても……！」と鉱人道士が髭ひげをバリバリと動かし、叫ぶ。「雪か！」

　すかさず鉱人道士が掌てのひらを床の積雪に叩たたきつけ、それを横目に妖精弓手が走りだす。

　自然を輩ともがらとす森人エルフたる彼女は、氷の張った床の上でも平地と大差なく駆ける。

「……こっち、早くッ！」


「はい……ッ！」



　錫杖で体を支え、王妹の体を庇かばいながら這はい進む女神官も、見るからに限界であった。

　肌は血の気が失せて白く、愛らしかった唇も紫色。歯の根は合わず、かちかちと音が鳴る。

　駆け寄った妖精弓手も、冷気に対する守りは薄い。

　しかし彼女はその細い体で精一杯に彼女らを庇って、後退を助ける。長耳が震えていた。

「オルクボルグ、急いで……！」

「あ、あ……！」

　時間にすれば、ほんの数十秒、たった一手番といったところだろう。

　さりとて冒険者たちにとっては異様に長く感じられる時をかけて、彼らは体勢を立て直す。

　ちっぽけな鉱人ドワーフの背中に寄り集まって身を固める様は、滑稽こっけいも良いところだろう。

「《氷姫アタリよ氷姫、これなる勇者に舞踏をひとつ、お目にかけてはくれまいか》！」

　しかしその巌いわおの如ごとき背は、こと窮地に至ってこれほど頼もしいものはない。

《霊壁スピリットウォール》によって使役された氷雪の精霊が、冒険者たちの周囲を舞う。

　見る見るうちに降り積もっていく雪が、やがて強固な氷壁と化して冒険者たちの姿を隠す。

　雪は雪で防げる。寒ささえも雪によって遮断することができる。

「簡易の雪洞だの。……どうだ？」

「……なん、とか……」

　ぜぇぜぇと息も絶え絶えの蜥蜴僧侶の冷え切った体に手を触れ、女神官は素早く診断する。

　癒やし手というわけではない。だが、それでも地母神ちぼしんの神官ならそれなりの心得はある。

「治癒……いえ、賦活の水薬スタミナポーションを！」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうから瓶びんを二本取り出し、女神官へ放った。

「お前と、その娘にも飲ませろ」

「はいっ！」

　女神官はかじかんだ指先でもたつき、焦あせりながら栓を抜いた。

　そして鞄かばんから取り出した布に中身を染しみ込こませると、それを蜥蜴僧侶の口に含ませる。

　意識も朦朧もうろうとしているのに水薬を流し込んで窒息させるわけにはいかない。

　蜥蜴僧侶がもごもごと薬を吸うのを見やり、女神官もまた、半ば凍りついた水薬を飲む。

　カッと喉のどを焼き、腹からじんわりとした熱をもたらしてくれるそれに、ほうと息が漏もれた。

「かみきり丸、耳長、お前らも飲んどけ」

　一方、術を行使し一仕事終えたとばかりに酒を呷あおった鉱人道士が、酒瓶を放った。

　受け取ったゴブリンスレイヤーは兜の隙間すきまからがぶりと呷り、妖精弓手へとそれを回す。

「飲め。暖まる。動けんと死ぬぞ」

「……苦手なのよね。そうも言ってられないけど」

　うぇ、と顔をしかめながら、妖精弓手は両手で酒を受け取り、ちびりと舐なめるように飲む。

　そして氷壁の上にひょこりと頭を突き出して、彼女は魔神の手の様子を窺うかがった。

　ゴブリンの血肉を種子と土壌にして花開いたその腕は、未いまだ祭壇の上にある。

　吹雪を撒まき散らした後は、根──断面から伸びる筋肉線維を蠢うごめかせ、痙攣けいれんを続けていた。

　おぞましい光景だ。そう何度も見たいものではないが、彼女は斥候スカウトなのだ。仕方がない。

「……あの手、ここまで届かないみたいね」

「目的は達した」とゴブリンスレイヤーは言った。「その娘はどうだ」

「……体が弱っています」

　女神官は自分が一口飲んだ水薬を、そっと王妹に含ませる形で彼女にも与える。

「あまり、ここに長く留まってはいられないかと」

「どう見る？」

　と問うたゴブリンスレイヤーは、蜥蜴僧侶が息も絶え絶えなのを見て小さく舌を打った。

「……いや、攻めるか、退くか、だな」

　そうして言い直した後、彼は腰の鞘さやに剣を叩き込み、息を吐いた。

　彼は一党を見回した。

　術の回数は鉱人道士が一、女神官が一。蜥蜴僧侶はもう限界だろう。

　ゴブリンは殺した。娘は助けた。ゴブリンはまだ地上にいる。


　吹雪は強まっている。あれは明らかに混沌こんとんの手のものだが──……。



「倒さねばならない理由はない」

　結論は一つだ。

　ゴブリンスレイヤーの言葉に「そうね」と妖精弓手がかすかに笑った。

「確かに。オルクボルグ風に言うなら、あれ、明らかにゴブリンじゃな──」

　そこまでだった。

　轟音ごうおんと共に氷壁が打ち砕け、言葉が途切れた瞬間、妖精弓手の体が宙を舞った。

「ぅあ、きゃ……ぎィッ!?」

　小枝の折れるような音と共に、玄室の壁に打ち付けられた彼女の口から血が溢あふれる。

　何が起きたか。答えは単純だ。

　魔神の拳こぶしがその縄なわ束たばの如き筋肉繊維をたわませ、跳んだのだ。

　巨人もかくやというその豪腕から繰り出される一撃は、容易たやすく防壁を打ち砕く。

　冒険者たちは氷の破片に撃たれ、埋もれ、不幸にして斥候の彼女だけが拳の直撃を受けた。

　女神官が悲鳴と共に、枯葉の如く力ない様子で崩れた妖精弓手の名を呼びかける。

「だ……じょ、ぶ……」

　か細い、途切れ途切れの声。鉄兜の下で見やれば、女神官が泣きそうな顔で頷うなずいている。

　ゴブリンスレイヤーは息を吐いた。

　なら問題はない──致命的ではない。もしそうであれば、彼女は隠すことなどできまい。

「奴め、動くのか……！」

　だが雪を払って立ち上がったゴブリンスレイヤーは、しかしすぐには行動できなかった。

　目前には、蛇へびの如く頭をもたげた魔神の手があるのだ。

　──見えているのか？

　とてもそうは思えない。超自然の感覚か何かでも、備わっているとでもいうのか。

　ふと脳裏のうりに、鹿を狩る方法が過よぎった。雪を口に含み、景観と一体となれ。そして殺せ。

「どうする、かみきり丸！」

　鉱人道士が、その体を覆おおい隠すかのように蜥蜴僧侶の巨体を担かついだ。

　女神官が王妹の体を抱いたまま這い進み、よろめき立ち上がる妖精弓手に肩を貸している。

　ゴブリンスレイヤーは即座に何か言うことができなかった。

　ゴブリンではない。どうすれば良い。ゴブリンではない。ゴブリンではないのだ。

　あの何とかという怪物の時とも、下水にいた化物とも、闇人ダークエルフとも、あの海蛇とも違う。

　彼は自分が経験してきたことがあまりにも少ない事に、驚きを覚えた。

　彼は考えた。師からも言われた事だった。お前には考えるしかない。

　才能はない。知恵もない。技術もない。根性はある。だから考えろ。

　彼は考えた。氷柱つららが落ちるか雪玉が落ちるか。


　自分のポケットの中には何がある。その中には──……。



「手はある」

　彼は、ようやく絞り出すように言った。

「……やるぞ」

　自分でも、まるで信じていないような声だった。

「はいっ！」

　それに一瞬の躊躇ちゅうちょもなく、打てば響くような声が返ってきた。

　かじかむ手で錫杖を握り締め、震える体を懸命に奮い立たせ、真まっ直すぐにこちらを見る少女。

　女神官のそれは──正しく、信仰と呼ぶにふさわしいものであった。
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　魔神の手、それは飢えて、渇かわいていた。

　小鬼の血肉と魂など、いくら奪ったところで何の糧かてとなろうか。

　──冒険者だ。

　冒険者を、祈りし者プレイヤーどもを、殺さねば。

　死ぬための準備を整えているだろう、哀れな者ども。その生命。魂魄こんぱく。絶望。

　それらを求めて、魔神の手はどこか愛いとしげに空を撫なでた。

　──いた。

　魔神の感覚、魔神の思考など人のそれからは遠くかけ離れており、およそ理解などできない。

　はたして彼──彼女か？──が何を思ったのか、我々には想像するより他ほかないだろう。

　だが蜥蜴人と森人の娘、只人の生贄いけにえを抱えてもたもたと後退する鉱人。

　その姿を認めた時に筋肉を蠕動ぜんどうさせたのは、喜びとか、欲望とかいったものであったはずだ。

　魔神の手は荒縄の如き筋肉繊維の束を膨らませ、全身──全腕をたわませる。

　跳躍──と、その瞬間に横合いから礫つぶてが跳んだ。

　ばしりと手を叩かれたかの如く、魔神の手が動きを止め、手首を揺らした。

「こちら……ですッ！」

　たかだか石。投石紐スリングを使おうが、少女の細腕が放ったそれは痛痒ダメージとならない。

　だが、恐怖と寒さに身を震わせ、けれどそれを押し殺して立つ少女。

　その姿を認めた時の、魔神の手の動きは目を見張るほどに素早かった。

　ぐいと身を捻ひねるや否いなや、その禍々まがまがしき手指が蜘蛛くものように蠢いて、床を咬かむ。

「……ッ、ひ!?」

　ガサガサと這いずり這い寄るその動きのおぞましさに、女神官はついに悲鳴をあげた。

　とてもではないが彼女が対処できるような速度ではない。

　摑つかみかかられ、握られ、身を捩ったところで潰され、絞られる。

　肉と骨がぐしゃぐしゃになり、内臓からあらゆる体液を滴したたらせ、生きながら襤褸ぼろになる。

「させるものかよ……！」

「──!?」

　最後まで目を瞑つむらずにいた女神官に手がかかる直前、魔神の腕がずるりと横滑った。

　凍いてつく床のせいか？　否。では魔術か？　否。

「メディアの油とか、ペトロレウムとかいう、燃える水ガソリンだ」

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、腕に円盾を括り、腰に中途半端ちゅうとはんぱな剣を帯びた冒険者。

　駆け出しでもまだ上等な装備を着ているだろうその男が、床に小瓶こびんを投げ捨てていた。

　黒く粘着く油を、床一面にぶちまけた後で。


「────！」



　魔神の手が足──指？──をとられ、ずるずると藻搔もがく、足搔あがく。

「ゴブリンスレイヤーさん、火は……！」

「冷えている、つかん」と彼は女神官へ鋭く言った。「下がれ、行け！」

「はいっ！」

　女神官は氷に足を取られぬよう気をつけ、懸命に玄室の奥を目指して走りだす。

　ゴブリンスレイヤーは彼女を守るように背で庇い、雑囊の中へと手を入れた。

「──冒険の時は忘れずに、か」

　女神官が口癖のように言うセリフを呟き、取り出したのは鈎縄かぎなわだ。

　黒い油と氷でのたうち回る魔神の手に、鈎が飛ぶ。


　がっきと嚙み付ついたそれは、やはり痛痒を与えるようなものではない、が──……。




「む……ッ！」



　ぐいと縄を引けば、巨腕が油で滑り、ずるり、ずるりと動いた。

　圧倒的な筋力と重量の差が、これで僅わずかに埋まったのだ。

　無論、それでも戦力を覆くつがえすには何もかもが足りず、故に何もかも無駄にはできない。


「来い……ッ！」



　ゴブリンスレイヤーは言うことを聞かない牛に対するように、縄を引いて動きを制御する。

　まだ魔神の手が油に対応しきれぬ内、彼は幾重にも手に綱を巻き付けて握り込んだ。

　床に油を撒いたは良いが、それに自分がかかっては意味がない。摺すり足で位置取りを保つ。

　腰を落とし、足に力を込める。生還できたら靴の鋲びょうを手入れ……いや、毛皮を貼るべきか。

「──！」

　されど、敵とてされるがままではない。

　魔神の手が強引ごういんに手首をもたげ、煩うるさい小蝿こばえを追い払うかのようにその指を振るう。

「ッ、お……!?」

　ゴブリンスレイヤーの体が浮いた。

　次の瞬間、彼は子供が紐で振り回した玩具のように玄室の壁へと叩きつけられた。

「がッ!?」

　鎧がひしゃげる音がする。だが、その手から縄は放されない。

　地に落ちる。激突する直前に床を叩いて受け身を取る。大丈夫。骨折ほどの痛みはない。

「ゴブリンスレイヤーさんッ！　──ゴブリンスレイヤーさんッ!!」

　女神官、玄室の奥へ向かう彼女が振り返り、今にも張り裂けそうな泣き声をあげた。


「問題…………ない……ッ」



　それに舌打ちをしながら、ゴブリンスレイヤーは立ち上がった。

　──そう、まだやれる。危険だが、まだ行ける。

　以前、あの何とかという怪物に、遺跡の地下で叩きのめされた時よりはるかにマシだ。

　もしかすると、あれは思ったよりも格上の怪物であったのかもしれない。

　よもや自分の技量レベルが高まったからという事もあるまい。

　──いずれにせよ、彼我の間に見かけほど絶対的な力量差はない、という事だ。

　彼は自分の滑稽な考えを鼻で笑い、よろめく体を支え、ゆっくりと立ち上がった。

「そちらは、どうだ」

「は、はいっ！」と女神官は慌てて自分の目標へと向き直る。「今……すぐに」

　玄室の奥に鎮座する両開きの扉に辿たどり着いた女神官は、手にしたそれを握りしめる。

　青い飾り紐ブルーリボン。

　剣つるぎの乙女おとめから彼へと託され、そして今彼から自分へと託されたそれ。

　緊張の面持おももちで女神官は、リボンを巻いた手を扉にあてがった。

　すると扉の脇わきに青い光を伴って、いくつかの印が縦一列に浮かび上がったではないか。

　それは失われた神秘の輝き。光芒こうぼうに照らされた女神官は、ぎゅっと唇を嚙みしめた。

　──やっぱり。

　女神官は剣の乙女の言葉を思い返し、その薄い胸元むなもとに手を寄せた。

　──これは、ここの鍵かぎだったんだ……！

　女神官は素早く鍵盤へと、その細い指先を走らせた。大丈夫。できる。

「いつでも、どうぞ！」

「そうか……！」

　ゴブリンスレイヤーは残された力を振り絞り、鈎縄を引いた。

　対するはぎりっと音を立てて床を摑み、その場に留まらんとする魔神の手。

　拮抗きっこう状態──だが、それも一瞬の事だ。

「ぬ……!?」

　不意に掌中から力が抜け、ゴブリンスレイヤーががくりとつんのめった。

　抗あらがうことをやめた魔神の手が、引きずられながらもその手指をもたげたのだ。


「…………──ひッ!?」



　女神官が思わず悲鳴を漏らした。玄室の温度が、さらに幾度か下がったように思えた。

　魔神の掌で、空間を軋きしませながら、魔力が渦うずを巻いている。


　──また、吹雪…………ッ!?



　女神官の脳裏に、閃光せんこうの如くかつての戦いが瞬いた。

　巨大な人喰鬼オーガ。

　振り上げられた腕。

　渦巻く魔力──炎。

　そして、立ち向かう彼の背中。

　かつて、彼女は全すべてを使い尽くして動けなかった。

　今は。


　だが、今は──……！



「ゴブリンスレイヤーさん！」

「オルクボルグッ!!」

　──高度に熟達した技術スキルは、魔法スペルに等しいという。

　妖精弓手の射は、まさにそれだ。

　片かた膝ひざを立てて支えとし、左に構えた弓の弦つるを、歯で嚙み締めて引き絞る。


　異様だが美しいほどに凛りんとしたその姿。番つがえられた矢はといえば──…………。



「《伶盗龍リンタオロンの鈎かぎたる翼よ。斬きり裂き、空飛び、狩りを為なせ》！」

　蜥蜴僧侶が僅かに取り戻した活力にて研磨せし、《竜牙刀シャープクロー》。

「大いなる滅び何するものぞ！　我ら亡き者にしたくば、天よりの火石ほいしを以もってせよ！」

　凍てつく寒さに衰えていた彼の生命の火は、今や僅かに勢いを取り戻している。

　さもなくばいかに意識を保っているとはいえ、最後の助力を父祖より得る事はできない。

　無論──独力ではなかった。

「《踊れや踊れ、火蜥蜴サラマンダ。尾っぽの炎をわけとくれ》！」

　鉱人道士が石炭を触媒に焚たいた《着火ティンダー》のおかげだ。

　種族特有の頑健さで三人を昇降機前まで運んだ彼は、にかりと得意気に笑い、火酒を呷った。

「やったれ、耳長！」


「────ッ、らァッ!!」



　森人らしからぬ裂帛れっぱくの気合と共に、白光が玄室を貫いた。

　竜の牙が、仲間の牙が、魔神の手へと突き立つ。

「──!?」

　それはやはり──痛痒と呼べるほどのものではなかった。

　いかに優れているとはいえ死に体の森人の射であり、対するは掌だけとはいえ最上位の魔神。

　その表皮を貫いただけでも良しとすべきだろう。──そう、これで良しとすべきなのだ。

　恐るべき竜の牙は、魔神の手を術の構成から逸そらすだけの威力を確かに備えていたのだから。

　刺激を受け反射的に仰のけ反ぞる魔神の手から、魔力の渦が零こぼれるようにして消え失せていく。

　ぎしぎしと軋んでいた空間が、波打つようにして元の位置に収束する、その刹那せつな。


「おォ……ッ！」



　ゴブリンスレイヤーが、その隙すきを逃すわけもなかった。

　彼が強引に引き抜いた鈎縄は、撒き散らした油は、魔神の手をその場よりずるりと滑らせる。


「──ッ！」



　──今だ。

　勢いよくこちらへ迫る脅威を前に、女神官は一瞬の躊躇もなく昇降機の鍵盤を押し込んだ。

　音もなく扉が開く。そこへ文字通り、滑るようにして投じられる魔神の手。

「──！」

　扉の奥は、深淵しんえんへと通じるような奈落の縦穴だ。

　落ちればいかなるものとて命はない──だが、容易く落下するような魔神の手ではない。

　油で滑りながらも、その鈎爪かぎつめを広げて内壁へしがみつき、這い登る。

　それは異様な蜘蛛の如き動きであり、おぞましい異界の生物そのものの動きである。

　よもや墜落は免まぬがれぬとしても、この少女一人は道連れにせねばなるまい。

　魔神の意識が残留しているのだとすれば、そのような執念でも抱いていたのだろうか。

　──そう、だからこそ。

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守り下さい》!!」

　だからこそ、ここが、こここそが、彼女の持ち場だった。

　魂削る祈りは天上まで届き、慈悲深き地母神による奇跡を引き起こす。

　不可視の《聖壁プロテクション》が健気けなげな信徒を守るため、縦穴へと蓋ふたをしたのだ。


「ッ、くぅ……ッ！」



　拒絶された魔神の手が、尚なおも往生際悪く障壁を叩く度、女神官が負荷に呻うめく。

　だが、そこまでだった。

　ほどなく魔神の手がずるりと滑り、未練たらしく壁に爪を立てながら下方の闇へと落ちる。


　それっきり音もなく──……ややあって、妖精弓手が長耳を揺らして息を吐いた。



「やっ……た？」

　自分でも疑わしい。そんなような調子だった。

　だが、女神官は応こたえない。いや、応えられなかった。

　首筋のぴりぴりとした感覚が、まだ消えていない。


　──まだだ……ッ！



「──！」

　ドンと鈍い音が響き渡ったその瞬間、砕け散る直前の硝子ガラスのように《聖壁》へヒビが走った。


「ぅ、あぁ……ッ!?」



　魔神の手が、その全腕の筋肉繊維を膨張させて跳ね上がり、拳を叩きつけたのだ。

　女神官はまるで自分が打ちのめされたかのような苦痛に喘あえぎ、思わず膝をつく。

　続けて、二発目。


「げ、ぅッ……!?」



　視界が霞かすむ。鳩尾みぞおちを衝撃が貫いた。息ができない。女神官は、突っ伏して呻いた。

「ひぃ、っ、う……ッ」

　三発目。胎はらの奥深くを抉えぐるような一撃に、びくりと跳ねるように腰が浮く。


　──け、ど……ッ！



　こみ上げる苦い水を飲み下し、彼女は前を睨にらんだ。

　──まだ……まだだ。まだ……まだッ！

　なにか、確信があったわけではない。

　ただ、やらねばならぬと思ったのだ。

　ここで倒れてはいけないと、そう思ったのだ。

　ゴブリン。盗まれた鎖くさり帷子かたびら。助けた少女。助けられた自分。剣の乙女。仲間たち。

　ぐるりぐるりと渦を巻く思考。走馬灯か。いや違う。物思いに耽ふけっている余裕なんてない。


　──ゴブリン、スレイヤー、さん……ッ！



「来るぞ！」

　彼の言葉は、福音ふくいんのように聞こえた。女神官はそれに縋すがり、支えとし、立ち上がる。

　魔神の手が身を強張らせる。下から押し上げられ、聖なる壁に押し付けられる。


　──何に──……何に？



　どういうわけか、女神官には魔神の困惑が手に取るように理解できた。

　だから彼女は苦悶くもんに歪ゆがんだ顔へ、それでも不敵に笑みを浮かべてみせた。

「これは……昇降機、ですよ……！」

　かくて下から上昇した「箱」が、致命的な結果を招いた。


　急速に地上を目指す鉄塊と《聖壁》とによって挟まれた魔神の手は──……




「──！　──……！　！　！！　！！！！　！」



　数秒を耐えた後、ぐしゃりという嫌な音を立てて、ただの肉の塊へ成れ果てた。

　呪術の繫つながりが消え失せたか、魔神のそれと混ざって小鬼の血肉が滴り落ちる。

　昇降機の隙間を伝って流れるそれは、どす黒くおぞましい異臭を伴う。

　ほどなく役目を終えた《聖壁》が消え失せ、場違いなほど軽快な到着音が玄室に響いた。

　音もなく滑るようにして開く扉。それは、遥はるか深淵──奈落の底へと通じる入口だという。

　誰も彼もが荒く呼吸し、息も絶え絶えといった有様ありさまで、しばらくは言葉もなかった。

「……槌つち、と……金床かなとこ……」

　やっとの様子で、女神官が喘ぎ喘ぎ言った。

　膝が折れそうになってたたらを踏み、慌てて錫杖を持ち直す。片手は鈍く痛む腹へ当てて。

　もう限界だった。祈りは使い切り、城塞都市に入ってからここまで戦い続けてきたのだ。

　ふらりと前へ崩れたその細く華奢きゃしゃな体を、無骨な籠手こてが無造作に摑み、引き寄せる。

「そうだ」とゴブリンスレイヤーが言った。「よく覚えていたな」

「あなたが……」

　女神官は、汗ばんだ顔にやっと笑みを浮かべた。

「あなたが、教えてくれた、事ですから」

「……そうか」

「はい」

　ゴブリンスレイヤーはそれっきり黙り込み、彼女の肩を支えるようにして歩き出した。

　一歩、一歩。油と、氷と、血と、肉に汚れた床を踏みしめて、前へ、前へ。

　近く、遠い、もう一基の昇降機の前で、やはり仲間たちが支え合って彼女たちを待っている。

　──いつかのときとは、真逆だなぁ。

　ふとそんなことを思い、女神官は目を細めた。

　気遣いなどないようでいて、それでもゆっくりとした歩調が嬉うれしかった。

　そして──はたと気がついた。どうしようもなく些細ささいで、大したことのない事だけれど。

　──彼に支えてもらって、歩くのは……初めて、ですね。

　顔に熱が上るような気がして、女神官は俯うつむいた。彼の靴と、自分の足が並んでいる。

　初めてというのも──たぶん、きっと、悪いことばかりではないのだろう。

　迷宮の中心で、彼女はそう思った。
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　無論、だからといってこれで終わるわけがなかったのだが。

「そっ……ち、行きます！」

「あぁん、もうっ!!」

　昇降機で一階まで戻った彼らを待ち受けていたのは、またゴブリンだった。

「ＧＲＯＯＲＢ！　ＧＢＯＯＲＯＧＢ!!」

「ＧＢＢＯＲＯＯＲＯＢ!!」

　流石さすがに先程より数は少ない。残党か、それとも他の階層から来たものか。

「ＧＯＯＢＯＧＢ!!」


「こ、の……っ！」



　女神官が懸命に錫杖を振り回し、下卑げびた顔でよってくるゴブリンどもを牽制けんせい。

　すかさず妖精弓手が矢を放つ──が、その動きは平素と比べれば白磁はくじ級のように鈍い。

　加えていえばその矢はもう木芽鏃やじりのものではなく、小鬼から奪った錆さびた鉄矢だ。

「い、ったぁ……い……ッ」

「ＧＯＯＢＯＧ!?」

　それでも十分といえば十分。眼窩がんかに矢の突き立ったゴブリンが、仰け反って崩れ落ちる。

「五つ！」

　すかさず、ゴブリンスレイヤーがもう一匹へと飛びかかった。

「ＧＢＢＯＯＧＢ!?」

　振り上げられた棍棒こんぼうへ盾からぶち当たり、衝撃を受け流しつつ押し倒し、組くみ討うちへ。

　無駄な抵抗を円盾でねじ伏せながら、喉へ刃を突き立て、ぐいと捻る。

「ＧＯＯ!?　ＧＲＯＧＢ……!?」

　自分の血泡でガボガボと溺おぼれながら、ゴブリンは死んだ。

「六だ」

　そう呟つぶやいたゴブリンスレイヤー、女神官、妖精弓手が荒く息を吐きながら顔を見合わせた。

　玄室には、先の戦いで吸いきれなかったものとあわせ、小鬼の死体が累々と散らばっている。

　ゴブリンスレイヤーはその死体を蹂躙じゅうりんしながら、その鉄兜を巡らせた。

「周辺はどうだ」

「問題なし」と妖精弓手は力なく長耳を揺らした。「ちょっと、自信ないけど」

　答える声には疲労が濃い。彼女はだらりと下げた右腕を庇うように、左肩で壁にもたれた。

「……じゃあ、呼んできますね」

　健気に答えて動いていく女神官も、負傷こそしていないものの似たような有様だ。

　疲れに足をもつれさせ、彼女はよろよろとよろめきながら扉へ近づき、えいとそれを開く。

「もう、大丈夫ですよ」

「おう、悪いの……」

　彼女が支えた扉の向こうからは、渋い顔をした鉱人道士がのそりと姿を現した。

　小さい体で背負い込むようにして、蜥蜴僧侶の巨体と、王妹の瘦身そうしんを担いでいる。


「すみませぬな……どうにも、もう少しばかり体が利きけば──……」



　蜥蜴僧侶が、もごもごと何やら謝罪めいた言葉を口にした。

　多少なり体力が戻ったとはいえ、それはあくまでも多少というだけの事。

　極寒の魔術に晒さらされた後に生還した彼の体の動きは、明らかに精彩を欠いていた。


　いや、それは何も蜥蜴僧侶に限った話ではなかったが──……。



「いえ……わたしに、もっと力があれば」

　女神官はふるりと首を左右に振る。単なる筋力という意味でも、信仰という意味でもだ。

　より効果の大きな癒やしの奇跡を神から授さずかってさえいれば……。

　天上へと魂を繫げるだけの、深い祈りを保てる集中力と体力が残ってさえいたなら。

　そんな彼女の気持ちを汲くんだか、鉱人道士が髭面ひげづらに疲れきった笑みを浮かべた。

「つーたかて、お前さんじゃコイツら運べんじゃろう？」

「でも……」

「いくら筋力があったところで、只人と鉱人のそれは質が違わぁな」

　故にこれは適材適所だ。

　そう言われても、女神官にとっては自分の力不足を痛感させられるばかり。

　唇をぎゅっと結んだまま、女神官は蜥蜴僧侶と王妹の体を検あらためた。

　今の彼女にできる精一杯のことが、これだ。

　もとより生命力の強い蜥蜴僧侶はともかくも、衰弱している王妹は危うい。

　女神官がそっと頰ほおに手を触れると、彼女は小声で何かを呟いていた。

「ありがとう」と「ごめんなさい」。

　うわ言のように繰り返される言葉に、時折「兄様」「父様」「母様」が混じる。

　見れば彼女は──自分と同い年か、もしかすると年下ではないのだろうか。

　十六になる女神官は、何かを堪こらえるように一瞬目を瞑った。

　一年半前の自分もそうだった。

　何も知らず、無邪気で、力不足で、そして愚かだった。

　──彼女は、わたしだ……！

　女神官は、ぎゅっと王妹の傷ついた体を抱きしめた。

　あれから自分はどれほどの事ができただろう。

　彼女に何かしてあげられたのだろうか。


　彼の、役には──……。



「ないものはない」

　不意に聞こえたその低い声に、女神官はハッと顔を上げた。

　ゴブリンスレイヤーは油断なく周囲を見張り、しかし壁に寄り掛かるように立っている。

　彼にしては、珍しい事であった。

「ならば、ある物でやるだけだ」

「……気にするなって言いたいんだろうけど、言い方ってものがあるでしょ」

　妖精弓手は青白い顔に脂汗を滲にじませながら、いつものようにゴブリンスレイヤーを窘たしなめた。

　時々体を強張らせては、脇腹わきばらを押さえるように手を当てている。

　打ち身ならまだ良い。折れているのだと、したら……。

「お二人は」と、女神官は震える声を懸命に抑えて言った。「大丈夫、ですか？」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた「行ける」

「へいき」と妖精弓手は短く言って、それきり目を瞑って俯いてしまった。

　二人とも、大丈夫だとは言わなかった。

　だから女神官も、小さく「はい」とだけ呟き、黙り込んだ。

　冒険者たちはしばらく休息した後、誰からともなく行動を再開した。

　長くここにとどまっているわけにはいかなかった。

　誰も何も言わなかった。

　だが全員、この先に待っているものをわかっていた。

　警戒しながら通路を曲がり、一マス一マスとマス目を埋めるように階段を──地上を目指す。

　行きは戦闘を繰り広げながら突っ走った、ほんの十数分足らずの道行きだ。

　それが休み休みとはいえ、一時間にも、二時間にも感じられるほどに長い。


　そうしてようやく、長い長い階段を上りきった、その先──…………。



「ＧＯＯＲＯＧＢ……！」

「ＧＯＯＢＯＧＲ！　ＧＢＯＧ！」

「ＧＲＲＯＯＲ！」

「ＧＢＢＧ！　ＧＲＯＯＲＧＢ!!」

　──ゴブリン。

　女神官は恐怖と諦観ていかんと、覚悟の入り混じった表情のまま立たち竦すくんだ。

　迷宮前の広場を、緑肌グリーンスキンの怪物どもが埋め尽くしている。

　にたにたと笑い、女神官と妖精弓手、冒険者たちをどう蹂躙しようか妄想を膨らませて。

　手に手に雑多な武器を握ったその数は──二十か、三十か。四十、五十？

「……ま、こうなるわな」

　鉱人道士が、面白おもしろくもなさそうに言った。

「さっきの魔神ばらの手、派手にやったもの。あれがなきゃあ、気づかれんかったろうが」

「……いつもとは逆ね」

　妖精弓手が乾いた声で笑った。かつて地下水路で小鬼に群がられた時のような表情だった。

「こっちが退治される側みたい……」

「迷宮に竜、洞窟どうくつに巨人、そして深淵アビスに冒険者アドベンチャラー。ふふふ」

　道理、道理。蜥蜴僧侶がそう言って、よたよたと鉱人道士の背から離れた。

「良いのか、鱗の」

「なぁに、死ぬときは直立してと決めておるのです」

　そう言って彼は、獰猛どうもうな仕草で顎を動かし、その牙を剝むいた。

　覚悟を決めた──いや、彼ら蜥蜴人は、いつだって覚悟をしているものだ。

　蜥蜴人にとって、今日は死ぬには良い日なのだから。

「して、何か手はありますかな、小鬼殺し殿」

　蜥蜴僧侶は楽しげに言って、ぐるりと目を回して見せた。

　ゴブリンどもはそうしている間にも、一歩一歩と距離を詰めてくる。

　すぐに押し寄せて来ない、その意図は明白だ。

　迷宮の入口で、冒険者どもが縮こまるように身を寄せているのが愉快なのだ。

　自分たちと立場が入れ替わった奴やつらが、右往左往している様がたまらなく面白いのだ。

　普段自分たちを殺して回る奴らの無様な姿が、心から痛快なのだ。

　なればこそ思い知らせ、痛めつけ、孕はらませ、喰くらってやろう。

　女どもは肉付きが薄い。すぐ死ぬぞ。なら死ぬまで遊ぼう。

　いや、死んでもだ。頭をねじ切って玩具にしてやれ。

　まて、頭だけ出して埋めて、斧おのでその頭をどこまで切り飛ばせるか競うのも良いぞ。

「ＧＯＯＢＧＢＯＧ！」

「ＧＲＲＯＯＲ！　ＧＲＢＢ！」

「ＧＧＧＲＯＯＲＧＢ!!」

　ゴブリンどもはにたにたと笑いながら近づいてくる。

　ゴブリンスレイヤーは何も言わない。

「ゴブリン……スレイヤー、さん……？」

　女神官は彼に寄り添うようにして、その鉄兜を見上げた。

　何か言うべきだと思った。

　けれど何を言えば良いかわからなかった。

　言いたいこと、思いが多すぎて、溢れそうになるのを押さえるので精一杯だった。

　だから結局、彼女は彼の鉄兜を揺れる瞳ひとみで見上げただけだった。

　安っぽい作りの鉄兜だ。


　その庇ひさしの奥に隠された表情は、窺うこともできないけれど──……。



「この一件で、国や軍は動けん」

「……はい」

　ゴブリンスレイヤーは、油断なく足場を探っていた。

　彼は迷宮入口の幅を確かめ、深く腰を落とし、武器を構えていた。

　彼は小鬼どもの数が活いかせない地形に陣取っていた。

　彼は迎え撃つつもりだった。

　彼は諦あきらめてなどいなかった。

「家族が小鬼に攫さらわれたなどと、知られたくもあるまい」

　彼はそう言って、僅かに鉄兜を動かした。王妹の方へ視線を向けていた。

　はい。女神官はもう一度、小さく頷いた。

　かちかちという音がなっていた。錫杖の金具だった。手が震えていた。

　女神官はぎゅっと錫杖を握り直した。音は消えない。歯がかちかちと音を立てていた。

「ゴブリン、スレイヤー……さん……っ」

　愚かなことだと思ってはいたけれど、女神官はそうせざるを得なかった。

　彼の無骨な革籠手に、すがるようにして小さな手を伸ばしていた。

　彼はその手を振り払わなかった。

　代わりにゴブリンどもを見据みすえたまま、言った。

「これはゴブリン退治だ」

　ゴブリンが来る。

　妖精弓手が、残された矢をやっとの思いで弓に番えた。

　ゴブリンが来る。

　鉱人道士が、王妹をそっと横たえて手斧を抜いた。

　ゴブリンが来る。

　蜥蜴僧侶が、荒々しく両手と尾を広げて仁王におう立った。

　ゴブリンが来る。

　女神官は、ぎゅっと唇を嚙み締めて、震える片手で錫杖を構えた。

　ゴブリンが来る。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、手に円盾を括り、中途半端な剣を持つ冒険者は言った。

「だが、そうでなければ」


　ゴブリンが──……。
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「《裁きの司つかさ、つるぎの君、天秤てんびんの者よ、諸力しょりょくを示し候さぶらえ》！」
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　──ゴブリンが、消し飛んだ。

「ＧＯＯＲＯＧＢ!?」

「ＧＢＢ!?　ＯＲＯＧ!?」

　紫電しでん一閃いっせん。

　大気を沸騰させながら、天上より落ちた断罪の刃がゴブリンどもを薙なぎ払はらう。

　暗雲に包まれた空が真昼の如く光り輝き、雷電竜が低く音を立てて喉を鳴らした。

　音もなく──いや、耳が痺しびれるほどの轟音を伴うそれは、まさに神威そのものだ。

「な……ッ」

「んと、まぁ……」

　妖精弓手が目を見開いて息をのみ、鉱人道士が呆あきれたような溜息ためいきを吐つく。

「なるほど、鎚と金床」と、蜥蜴僧侶がやれやれと長首を振った。「この手が」

「ＧＯＯＲＯＧＢ!?」

「ＧＢＢＯＯＧ!?」

　逃げ惑うゴブリンどもが、次々と雨に打たれるが如く稲妻いなずまを浴びて息絶えていく。

　その中で、女神官は彼女の姿を真っ直ぐに見つめていた。

「皆様、敵は小鬼ではありません」

　城壁の上──夜明けの薄青い空を背に立った、彼女。

「混沌の魔神を四方世界へ招かんとする祈らぬ者ども、邪神の輩です」

　白い鰐わに、聖なる獣を伴った、その美女。

　豊満な肉体を薄く覆い隠す薄い白衣。陽光に煌きらめく金の髪。

　天秤の鍔つばを持つ長剣を逆しまにした杖つえは、正義と法の公平さを示す象徴。

　至高しこう神しんを女神として描けばこうだろうという、そんな美女であった。

　惜しむらくは、その目元を黒い帯で覆い隠してしまっているところか。

　にもかかわらず、その美貌びぼうは決して損なわれたわけではない。

　いや、その眼帯があればこそ、より際立きわだってさえ見えるのかもしれない。

「ある冒険者が、この事をわたくしに伝えてくださいました」

　彼女はその豊満な胸元に、似つかわしくない乱雑な走り書きを、聖典のように抱いていた。

　そして天秤剣を振りかざすと、優しく睦言むつごとを囁ささやくかのように唇を動かした。

「一匹たりとて、生きて裁きを受けぬように」

　──応と吠えた声は、城門の方から。

　怒涛どとうの如く押し寄せてくる神官戦士たちが、文字通りにゴブリンどもを蹂躙した。

　天秤剣が唸うなりをあげ、寄るが早いか片端からその頭蓋を打ち砕いて悔い改めさせる。

「戦女神よ！　我らに、勝利を！」

「いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守り下さい！」

「裁きの司つかさ、天秤の君、剣の君よ、光あれ……！」

「巡り巡りて風なる我が神、我らの旅路にどうか幸あらんことを！」

「蠟燭ろうそくの番人よ、我らが行く手の無明に、どうぞ一筋の灯火ともしびを！　闇よ落ちるなかれ！」

　口々の神の御名を唱えあげて突き進む彼らは、決して国軍でもなければ冒険者でもない。

　ただ一声──一人の偉大な聖職者が声をあげたことで馳はせ参じた、神殿の勢力である。

　もはや勝負の行方ゆくえはいうまでもなかった。

　かつて魔神王と戦った英雄がいるのだ。

　たとえこの世で最も恐ろしく、もっとも深き迷宮といえど恐るるに足らず。

　たかがゴブリン、何するものぞ。負ける道理などあるものか。

　包囲したつもりが包囲されていた小鬼どもが、悲鳴をあげて逃げ惑う。

　迷宮へと飛び込もうというのだろう。駆け寄る集団へ、彼はいつものように武器を構えた。

「伝えては、いた」

　ゴブリンスレイヤーは言った。

　どこか、眩まぶしいものを見るような口調だった。

「それ以上は、彼女次第だった」

　──あ。

　女神官は目を瞬かせた。

　彼女には、たしかに見えた。見えるはずがないけれど、見えた。

　剣の乙女が持つ天秤剣、それが揺れている。

　口元が微かすかに動いている。歯が幾度となくぶつかっている。

　白鰐にもたれているのは、膝に力が入らないからだ。

　──でも。

　彼女は、そこに立っていた。

　朝日を背に受け、金色に染まり、本当に女神かなにかのように。

　怯えて竦み、腰砕けになりながら、恐怖を顔に滲ませて、それでも──小鬼に立ち向かう。

　女神官は、剣の乙女の見えざる瞳が、真っ直ぐに彼へ向いていることに気づいた。

　それが答えで、それが理由だった。

　女神官は自分の片手が、まだ彼の手に縋り付いていたことに気がついて赤面した。

　指を離そうとして、ためらい、そっと触れて、それからやっと距離を取る。

　恥ずかしくて、情けなくて、惨めで、だけれども。

　──この人の。

　力になりたいのだ、と。

　彼女はその日、その小さな胸にささやかな祈りをそっと秘めた。

　いつか、必ず。
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「いやあ、しかし……よくお考えになりましたなぁ」

「なに、そちほどではないわえ」

　それは都を流れる川沿い、さる貴族の邸てい、双月も顔を覆おおい隠す暗い夜のことだった。

　役職家柄相応に贅ぜいを凝こらした応接間、卓を挟んで酒杯を交わす男と男。

　恰幅かっぷくよく肥えた肉体にあわせて仕立てた服を着た、この国の貴族。

　対するは首から独眼を模した異形の聖印を下げた、邪教を奉ずる者。

　つまるところは四方世界の歴史が始まってより絶えぬ、悪漢どもの宴うたげであった。

「天の火石ほいしの力で小鬼を操あやつって姫を攫さらわせ、姫を贄にえにして魔神を蘇よみがえらせる……」

「その魔神と、星辰せいしんの彼方かなたより来たりし者を交わらせ、恐るべきものホラーを作り出す」

「姫に擬態もできるそれを支配するのだから、国王とてもどうとでもなろう」

　貴族はそう言って、腹を揺らしてくつくつと喉のどを震わせた。

　異界より現れ出た未知の存在を、自分が支配できると信じて疑わぬようであった。

「どれでも一つ成功すれば上々。全すべて失敗しても、姫が汚されたと噂うわさを立てれば……」

　縁談は破断。血筋の力はなくなり、王の威光も陰り、宮廷の天秤てんびんは大きく傾かたむく。

「あのような冒険者崩れの若造が、王の血筋だからとて政まつりごとを采配さいはいして良いわけがない」

　貴族はそう言って、沈痛そうに首を左右に振った。

　それはまさに世を憂い、義憤に駆られた、巷ちまたに五万といる高潔な人物の如ごとき振る舞いだ。

　誰だれが政を采配するに相応ふさわしいと思っているのか、百の言葉よりも雄弁な態度だった。

「……ま、我らとしては閣下の治世で信者を増やせれば良いのですがね」

「覚知神かくちしん」貴族は世辞にも満更まんざらでなくほくそ笑む。「その叡智えいちはわしの利益りえきにもなるからな」

「しかし、勇者はどうされます？」

「なに。やれ白金等級、やれ勇者など煽おだてられて玩具を振り回す、綺麗事きれいごとしか言わぬ小娘よ」

　邪教徒から注そそがれるがままに酒を呷あおり、貴族は口元に滴したたる赤い雫しずくを袖口そでぐちで拭ぬぐった。

「従順になって傅かしずくならば良し。そうでなくば、適当に使い捨てて始末してやるわえ」

「あのような手合てあいは、虫が好かぬと見えますな」

「それはそちらも同じであろうよ。あの小娘どもが無様ぶざまに命乞いのちごう姿が見たいものだわ」

　貴族は下卑げびた想像をしたのか、その唇を歪ゆがませ、頰ほお肉にくを揺らした。

　邪教徒は追従ついしょうするように愛想笑いを浮かべ、自分の酒杯に口をつける。

　別に勇者やら賢者やら剣聖やらの女肉がどうなろうと、知ったことではない。

　だがその力を、あの堕辰子おとしごが得たらどうなるか、それが全てだ。

　知恵は力であり、力は世を統べる。それの何と甘美なことか、理解できる者は少ない。

　だからというわけでもないが、ふと邪教徒の脳裏のうりに、些末さまつな知識が浮かんで消えた。

「……そう言えば、あの邪魔者も噂を聞かなくなって随分になる」

「ふふ、よもやあの噂を信じているのか？　くだらぬ。あんなのは平民の作り話に過ぎぬわ」

　その時だった。

　地鳴りか、嵐あらしか、雷か。

　不意に川のせせらぎが騒がしい波音になったかと思うと、轟音ごうおんが響き渡ったのだ。

　それは文字通り破城槌はじょうついで城門を打ち砕く音であり、壁を船の穂先が突き破る音であった。

　壁を貫いて応接間へと飛び込んできたのは、そう、真実、渡し船の船首である。

「な、何事だ!?」

「久しいな、貴様ら」

　悲鳴をあげる貴族と邪教徒へ、応じた声もまたその船首から。

　影の如く存在感の薄い小柄な漕手──黒装束くろしょうぞくの稜線りょうせんから察するに娘か？──密偵、ではない。

　その隣に立つ、場違いなほどに堂々たる佇たたずまいを見せる、その男だった。

　目をひん剝むく悪漢どもを見下ろして、その異様な男は、低い声で嘲あざけるのだ。

「久しいな、貴様ら。どうだ、そろそろ私が懐かしくなってきた頃合ころあいだろう」

　ああ、見るが良い、その煌きらめく物の具を。

　闇やみの中でも白く眩まばゆく輝くは鎧、盾、兜かぶと、籠手こて、そして腰に帯びたる剣一振り。

　癒いやしの加護、破邪の光、不凍の守り、原初の炎、渦巻うずまく風。

　目を瞠みはるほどの魔法の武具に彩いろどられた、その男の名こそは。

「金剛石の騎士ナイト・オブ・ダイヤモンド……！」

　それはある種の伝説、巷で噂される、ささやかな伝説、お伽噺とぎばなしに過ぎないはずだ。

　ここ数年、急速に市井しせいの人々の間で囁ささやかれるようになった、ただの幻想のはずだ。

　素顔を隠し、闇の中で悪を討うつ、都市の騎士ストリート・ナイト。

　しかし、そんな酔狂な者がいるわけもない。

　第一、悪徳商人だ貴族だ邪教徒だを片っ端から斬きり殺すとして、殺人鬼ではないか。

　あの正義かぶれな国王気取りの若造が、それを野放しにしているわけもない。

　だが、目の前に現れた。これは何だ。何者だ。

　──つまりは、ただの騙りよ。

　そんな風に、どうやら貴族は何やら思い直したようだった。

　自らの地位と名声を再確認したのか、相手は所詮しょせんならず者と思っているのか。

　彼は確かに己おのが立場を正しく理解したと見え、居丈高いたけだかに声を張り上げた。

「無礼者め！　ここを誰の邸だと思っている！　兜を取れ、兜をッ!!」

「ほう、顔を見せろとな」

　金剛石の騎士は愉快げな低い声で、獅子ししが牙きばを剝いて唸うなるように笑った。

「構わんが、後悔するなよ？」

　そう言って、彼の煌めく籠手が兜の庇ひさしにかかり、音もなくそれを持ち上げた。


　露あらわになるその風貌ふうぼう。目まの当あたりにした貴族も、邪教徒も、思わず目を見開き──……。



「な……ッ!?」

「よ、よもや……ッ」

　──絶句する。

　彼らはそこに、あり得ざるものを見た。信じがたく、存在すべきでない、見忘れぬ顔を見た。

　腰砕けになり、息を呑のみ、慌てふためき、我を忘れ、「出会え、出会え！」と声を荒らげる。

　すわ何事かと駆けつけるのは、事情を知ってか知らぬか武具を纏まとった貴族の私兵ども。

　それに加え邪教徒が空間を歪めて呼び寄せる、異界よりの悪鬼あっき羅刹らせつに魑魅ちみ魍魎もうりょう。

　とすればそれを前にしても動じぬあたり、私兵も同罪と見て良いだろう。

　まったく。金剛石の騎士は嘆息する。

　清濁せいだく併せ呑むべきとはいえ、それは汚濁を看過し見逃す理由にならぬ。

　どうせこの手の連中は、どんな意見にも己の都合に良い屁理屈へりくつしか捏こねぬものだ。

　それに何より個人的な事情を含めば──此度こたびの一件、腹に据すえかねる事ばかりである。

　そんな金剛石の騎士の気配を察し、傍かたわらの影に潜む娘がやれやれと諦あきらめた様子で嘆息する。

　金剛石の騎士は、まったく気にすることなく呵々かかと笑った。

「何にせよ、語るに落ちたわけだ。もはや構うものかよ」

　彼奴きゃつらの無様な姿を前に、金剛石の騎士は再び兜の庇を下ろし、剣を抜き放った。

　太刀風たちかぜすらも首を刎はねるほどに冴さえ渡わたり、目も眩くらむばかりに輝くその白刃。

　逃れる事はできぬと知れとばかりに、剣の下、金剛石の騎士は悪漢どもへと宣言する。


「天に代わって────貴様らは、斬る!!」



　もはや慈悲など、あるわけもなかった。
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「それで、結局報酬を受け取らなかったんですか？」

「そうなのよ」と妖精弓手エルフが卓をバンと叩たたいて料理を揺らした。「信じられる!?」

　重傷を負って担かつぎ込まれても、数日ぐっすり寝ればけろっと治るのだから、森人エルフというのは。

　受付嬢は困ったような、けれど微笑ほほえみを崩さない表情で卓に座す面々へ目を向ける。

　魔女は素知らぬ顔で優雅に葡萄ぶどう酒しゅを楽しみ、女神官はといえば似たような表情。

　周囲の卓で思い思いに興じるものたちも、妖精弓手の癇癪かんしゃくはいつものことだ。

　辺境の街──冒険者ギルドは、ゴブリンスレイヤー一党が留守の間も相変わらずだった。

　冒険者たちは酒を飲み、笑い、冒険に出て、戦い、帰ってきて、たまに戻らない。

　それが日常で──そこに戻ってきたのだと、女神官は思う。

「受け取らなかったわけではなくて……一応、ちゃんと頂いているんですよ？」

「ゴブリン退治の分だけね！」

　納得いかないと不満たらたら、妖精弓手の長耳が上下に激しく揺れ動く。

　既に相当酔っているのかと思えば、盃の中は葡萄の果汁。今日は相当お冠かんむりであるらしい。

「でも、そういう人ですからね」

　受付嬢はそう呟つぶやいて、仕方ないですからと円卓に頰杖ほおづえを突いた。

「旅行中に攫さらわれた貴族のご令嬢の救出……それでも、ゴブリン退治はゴブリン退治と」

　あの人にとってはそうなのだろう。女神官も、短く「そうですね」とだけ応じた。

　少なくとも──否定ひていすべき点はなく、噓うそでもないし、彼女も同感だったからだ。

「都の方も大騒ぎだったみたいですからね。邪教徒の拠点がまた一つ潰つぶされたとかで」

　時として噂うわさの流れる金剛石の騎士、一体何者なのでしょうか。小首を傾かしげる受付嬢。

　女神官は応こたえない。そう、あの人にとっては、ゴブリン退治はいつものこと。

　──でも。

　それでもきっと、賢いやり方ではないのだろう、という事だけはわかる。

　仮にも王家の娘を救い出したのだ。敵がゴブリンだろうと何だろうと。

　望むままとは言わなくとも、相応のことを願ったって許されるはずだ。

　童話の英雄のように姫と結婚、新天地で王国を……なんてのはともかくとして。

　王へゴブリン対策を頼むとか、金等級への昇格を願うとか、影響力を高めて……。

　──もっと、大きな視野でやるべきだ……なんて。

　賢さかしらな事を、思う。いや、女神官もそう思ったのだ。

　だが、彼は言った。

『これはゴブリン退治だ』

　それ以上でも、それ以下でもないのだから、それで良いのだと。

　──ゴブリンスレイヤーさんは……。

　そういう事を望んで、そしてそれをやり続けるのだろう。

「はぁ……」

「あ、ら……ため、息？」

　思わず漏もれた嘆息に、目ざとい魔女がくつりと笑う。

「今日、は帰りたくない、なんて……かわいい、ことを、言ったけ……ど」

　落ち込むことでもあった？　その悩ましげな流し目から、女神官は逃れるように目を伏せた。

「いえ、そんな……」

　事はないのですけれど。声は小さく萎しぼみ、女神官は曖昧あいまいに首を横に振るばかり。

　──どうすれば、貴女みたいになれますか？

　なんて、そんな子供じみたことを、とてもではないが言えなかった。

　立派になりたかった。

　美しく、強く、献身的で、いつも余裕で、なんでも知っていて、優雅で……そんな大人に。

　魔女のように──剣つるぎの乙女おとめのように。

　あの後──城塞へと剣の乙女が駆けつけた後、彼と彼女は、一言も交わさずに別れていた。

　剣の乙女は事後処理に慌ただしく、ゴブリンスレイヤーは早々に引き上げてしまったからだ。

　──それで、良いのでしょうか。

　何がとか、何をとも思い浮かばなかったけれど。

　ゴブリンスレイヤーと剣の乙女の間に、言わずとも通じる何かが、恐らくあったのだろう。

　けれど女神官にとって剣の乙女の依頼で始まった冒険は、終わった実感もないまま終わった。

　自分に何ができたか──いや、何か、できるのか。

　女神官は法衣の上から、その薄い胸を包む鎖くさり帷子かたびらを、そっと撫なでた。

　力になりたい。

　そう祈りこそしたものの、すぐに何か目覚ましい変化があるわけがない。

　彼女は相変わらず駆け出し一年の冒険者で、鋼鉄等級の未熟者のままだ。

　ふと周囲を見回せば、新米戦士と見習聖女がほそぼそと何かの祝杯をあげている。

　向こうの卓では重戦士の一党で、女騎士が何やら盛大に一席ぶち上げている。

　あちら、こちらと酒場にはきらきらと眩まぶしい冒険者たちの姿がいっぱいだ。

　──自分は、どうなのだろう。

「……難しいです、よね」

　そう思った途端、やっとそんな言葉がぽつりと口から漏れた。

「んー？」妖精弓手が人差し指で宙に円を描く。「なぁに、お姉さんに言ってごらんなさい」

「強く、と言いますか」

　女神官は唇に人差し指をあてがって、少し考えてから言った。

「……成長する、と言うのでしょうか？　難しいなぁ、と。ちょっと、挫くじけそうです」

「そりゃあ、そうよ」

　妖精弓手はあっけらかんと言い放った。

「木だって一瞬で育つわけないもの。育ったらびっくりよ」

　森人ならではの薀蓄うんちくある言葉を、けれど森人らしからぬ態度で彼女は言う。

　そのあまりの落差に、受付嬢がころころと鈴を鳴らすように笑った。

「まあ、焦あせったところで何も良いことはありませんからね」

「はい……」

「一人で修行や遠征をして経験を積んできた！　なんて当てにもなりませんし」

　過去にも、自分のような未熟な冒険者を見てきたのだろう。

　受付嬢の諭さとすような言葉は、泣きたくなるほどに柔らかくて優しかった。

「そういえば……良い報しらせがありますよ。貴女にとっては、ですけれど」

　そんな女神官の様子を見てか、受付嬢がぽんと手を打って、片目を瞑つむってみせた。

「良い知らせ……ですか？」

「王妹殿下が地母神ちぼしん様に帰依きえなさるそうですよ。あ、修道院に入るとかではなくて」


「それは──……」



　女神官は何と言って良いものか、言葉を失って妖精弓手の顔を見た。

　彼女も彼女で、何も言わずに肩を竦すくめるばかり。この案件について、話せる者は少ない。

　不意に女神官の脳裏のうりに、初めての冒険の後で神殿へと送られた女たちの姿が過よぎった。

　身体の傷は大事ない。重要なのは心だ。

　それを打ち砕き、蹂躙じゅうりんするのがどれほど容易たやすいことか、彼女は良く知っている。

　──ダメだった。

　彼女も。今度も。

　鼻の奥がツンとして、女神官は喘あえぐように息を吐いた。呼吸が苦しかった。

「なんでも、地母神の神官様とお会いする機会があったらしくって」


「え────……？」



　だから、続く言葉はあまりにも予想外だった。

　女神官が呆然ぼうぜんと見やると、受付嬢は秘密を明かす子供のような表情だった。

「『将来のことはわからないけど、その人みたいになりたいから』……だそうですよ？」


「──────」



　今度こそ本当に、女神官は言葉を失っていた。

　その人みたいになりたい？
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　自分──自惚うぬぼれでもなんでもなければ──のように？


「あ、あれ……っ？」



　不意に視界が滲にじんで、ぼやけた。

　まばたきを繰り返し、目を擦こする。治らない。顔がひどく熱い。

　女神官はどうして良いのかわからず、顔をくしゃくしゃにして、小さく呻うめいた。

　取り繕わなければいけない。平静を装わなければならないのだ。

　知られてしまえば、それこそ本当に、あの哀れな少女の人生は打ち砕かれてしまう。

　事はそれだけで済まないのだろうが、女神官にとってはそれで全すべてだ。

　なのにどうしてか、世界はぼやけたままで、言葉は喉のどに詰まって出てこない。

「……良かったじゃない。うん、良いニュースよ」

　妖精弓手が、そっと静かにそう言ってくれた。魔女がそっと背中を撫でてくれた。

　受付嬢は何かを知っているのか、何も知らないのか、わからないけれど黙っていてくれた。

　それが本当に──本当に嬉うれしくて、女神官は何かを喋しゃべろうと、精一杯に口を開いた。

　また酒場の扉が開き、女神官の横をぱたぱたと獣人女給が駆けていく。

　冒険者たちの夜は、まだ賑にぎわうようだった。





§






　双ふたつの月が寒々と輝いていた。

　吐く息が白く煙って、月の光に重なる。

　ゴブリンスレイヤーは無造作な足取りで黙々と、町外れの小道を歩いていた。

　何も変わらなかった。

　依頼を受けて、現地へ向かい、ゴブリンを殺し、虜囚りょしゅうを救い、帰る。

　それが全てだ。

　それが彼の務めだ。

　足元で踏み潰された枯れ葉がくしゃくしゃに潰れるように、彼にはわかっていた。

　これまでも、これからも、何も変わらないのだろう。

　道の果てはない。終わりなどない。

　──眼の前のことだけを見るのよ。

　いつだったか、妖精弓手に言われた言葉がふと過よぎった。

　彼の師匠も似たようなことを言っていた。お前は馬鹿ばかだから、と。

　目前のことに集中し、片付け、次へ向かえ。

　前を見て、足を運べ。立ち上がり、進め。

　それで世の中の全ては片が付く。やらなきゃ何も変わらない。


「…………」



　ゴブリンスレイヤーはふと考える。

　──自分は、あの娘らのようには行くまい。

　立ち上がった剣の乙女のように、戦い続ける令嬢剣士──進み続ける女神官のようには。

　ゴブリンスレイヤーは神を信じない。ろくに祈ったこともない。そこに意味を感じない。

　だが、だからこそ、それを信じることのできる者は何と素晴らしいのだろうかと思う。

　蜥蜴僧侶リザードマンとてそうだ。鉱人道士ドワーフもそうだ。妖精弓手も、受付嬢も。


　槍使いはどうだろう。重戦士もそうに違いない。誰だれも彼も、みんな──……。



　ゴブリンスレイヤーは足を止めて、天を見た。月が双つ。数え切れないほどの星。

　彼は低く唸うなった。低く唸り、そして首を横に振った。

　どうして良いかはわからなかったが、どうするべきかはわかっている。それしかないのだ。

　彼は足を上げ、前に踏み出し、一歩を進んだ。反対の足を上げ、前に踏み出し、一歩進む。

　歩く。前に進む。辿たどり着くかどうかは考えない。歩き続けることだけが、彼の全てだ。

「──あ、おかえり！」

　不意にかけられたその声に、彼はぼんやりと鉄兜てつかぶとを持ち上げた。

　そう遠くないところには暖かな光。窓から漏れているのだろう。

　その窓から身を乗り出して、夜風に赤毛を晒さらしている彼女の姿がすぐに目に入った。

「もう、暗いんだからさ。あんまりぼーっとしてると危ないよー？」

　彼女はにこにこと笑いながら、こちらに向けて手を振っていた。

　風に乗って牛乳の煮える甘い匂においが漂ってきた。

　彼はようやく「ああ」と絞り出すように言って、「ただいま」と呟いた。

　とても聞こえるような声ではなかったのに、彼女は「うん」と笑顔で頷うなずく。

「ご飯、もうできてるからさ！　早くおいでよ」

「……わかった」

　彼は考える。

　──何も変わらない。

　彼は冒険へ向かい、ゴブリンを殺す。

　それが彼だ。

　それを選んだのだ。

　何も変わらない──それが、選んだ結果なのだとすれば。

　彼はそれ以上の時間を思考に費ついやさず、扉を開けて家の中に入り、ゆっくりと扉を閉めた。

　ばたりという大きな音が、夜天の冷たい空気に暖かく響いた。

　秋は過ぎ去り、じきに冬が来ようとしている。










あとがき







　ドーモ！　蝸牛かぎゅうくもです！

　ゴブリンスレイヤー八巻、楽しんで頂けましたでしょうか？

　今回もゴブリンが出てきたのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をするお話でしたね。

　精一杯に頑張って書きましたので、楽しんで下さったのでしたら幸いです。

　しかし八巻ですよ。八巻。アナランドからマンパンまで行って帰って来れちゃいますよ。

　外伝も二作出させて頂けましたし、他に今川いまがわ氏真うじざねのお話まで。びっくりですね。

　それもこれも皆さんの応援あってこそですので、本当にありがとうございます。

　この本が出ている頃には最新版の大都会の影を走る事もできているかと思います。やったぜ。

　そしてアニメーションも放送されていることかと思います。すごいな。

　小説家志望となりますと、大賞取って、出版されて、漫画化、アニメ化が願望なのが常です。

　大賞は取れませんでしたが、それ以外は目標を達成……ということになるのでしょうか。

　そろそろ絶対に病院のベッドの上で目が覚めそうに思うのです。本当に。

　アニメも映像やシナリオや音楽や声優さんやもう皆とにかくホントにすごいぞ！

　よろしければ見て頂けますと幸いです。

　ではいつも通りに謝辞を。

　本を買って読んで下さっている読者の皆さん、いつも本当にありがとうございます。

　ウェブ版から応援して下さってる方々も、どうか今後ともどうぞよろしくお願い致します。

　創作関係の友人たち、いつも色々アドバイスやら何やら、付き合ってくれてありがとう！

　ゲーム関係の友人たち、今回も頑張って書けたよ！　ありがとう！

　いつもサポートして下さっているまとめサイト管理人様、毎回本当にありがとうございます。

　今回も素晴らしい挿絵を描いてくださった神奈月かんなつき先生、ありがとうございました！

　編集部の皆さん、自分書くことしかできませんので、いつも色々お世話になっております。

　その他、ゴブリンスレイヤーに関わって下さっている皆さん、本当にありがとうございます。

　九巻はゴブリンが出たのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をするお話を予定しています。

　こちらも精一杯に頑張って書きたいと思いますので、どうか楽しんで下されば幸いです。

　それでは今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごい所へ来てしまいました。

　この本が出る頃には第六世界の最先端、その影の中を走っていられると信じて！




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへたれイラストレーター。

　錫のぐい呑で日本酒を飲むのが癒やし。

　アニメ化に伴い、色々描かなきゃいけない作業が増えてきて、嬉しい悲鳴が。

　お仕事ガンバリマス。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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